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序

群馬県と埼玉県を結ぶ国道 17 号線のバイパスとして計画された上武国道も

すでにその一部は工事も完了し、地域の幹線道路としての役割を果たしつつあ

ります。

これら工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査も、昭和 48 年以米継続して実施して

おります。ここに報告します三ッ木遺跡もその一つです。調査の結果、古墳時

代から平安時代にかけての竪穴住居跡およそ 200 軒をはじめ、掘立柱をもつ建

物跡等が発見されました。遺跡は、さらに河川敷周辺へひろがる様相をみせて

おり、この地域における古墳時代から平安時代にかけての集落の変遷史を知る

上で貴重な資料といえましょう。

酷寒．酷暑の H もいとわず、連日すすめられた調査の結果得られた、これら

の貴重な資料を収め、後世の人々にも残す記録として、ここに本報告書が刊行

できましたのも、建設省高崎工事事務所の関係者の方々をはじめとする、多く

の方々の御指導と御協力の賜物であります。ここに厚く感謝の意を表します。

穎わくば、本報告書が一人でも多くの方々に広くご覧いただき、有効に活用

されますことを念じ序といたします。

昭和 60 年 2 月 25 日

群馬県教育委員会

教育長横山巌

¥-, 

人、





例 ロ

1 本書は一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う事前調査として、昭和51年度に実施した、群馬県佐波

郡境町所在の三ッ木遺跡の発掘調査報告書である。

2 本迫跡の所在地は以下の通りである。

群馬児佐波郡境町大字三ッ木字自光坊

字堂前

3 調査の実施は建設省の委託を受けて群馬県教育委員会文化財保護課が行ない、整理作業は財団法人群馬

県埋蔵文化財調査事業団が行なった。

4 調裔及び整理作業の実施期間は以下の通りである。

調査期間昭和51年 4 月 5 H ～昭和51年12 月 25 日

整理期間昭和58年 4 月 1 H ～昭和60年 3 月 3lH

5 遺跡命名は佐波郡境町大字三ッ木地内において小字界を越えた長大な範囲を対象とし、遺跡範囲も広範

囲に亘ると判断されたため大字名を採用して「三ッ木」遺跳とした。

6 調査及び整理の実施にあたっては下記の職員が関係した。

発堀調査

事務担当

磯貝掘七、白石保三郎、森田秀策、阿久津宗二、飯塚喜代＋、女屋等志

（群馬県教育委員会文化財保護課）

調査担当

井上唯雄、須田 茂（群馬県教育委員会文化財保護課）

調査員

内田憲治

整理作業

事務担当

小林起久治、白石保三郎、梅沢重昭、松本浩一、大沢秋良、定方隆史、秋池 武、国定 均

笠原秀樹、山本朋子、吉田有光、柳岡良宏

野島のぶ江、吉田恵子、吉田笑子、並木綾子、今井もと子（事務補助）

整理担当

飯田陽一、大木紳一郎

浅井良子＊、平野照芙、細井敏子、山田キミ子、押江さゆり、関口貴子、今井智江芙、島崎敏子、石

田幸子、坂庭美代子、狩野道子、小渕芙和子、関日加津枝、田村千種（整理作業補助。＊は整理担

当補佐）



7 遺構の写真撮影は井上唯雄、須田 茂、遺物写真撮影は佐藤元彦が担当した。

8 本書の編集は主に大木紳一郎が行ない、執筆にあたっては下記の者が行なった。

第 I 、 I I 、 III 、 VI 、 VII章・•...............................................................................井上唯雄

第IV 、 V章一 1 • 2 • 4 • 5 • 6 • 7 • 8 • 10 (弥生土器）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•大木紳一郎

第 V章ー 3 ···································································································須田茂

第 V章ー 9................................................................................................... 石塚久月LJ

第 V章ー10 (縄文土器）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•藤巻幸男

第 V章一10 (石器）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•岩崎泰一

住居跡出土上器観察表……………………………浅井良子（大木が一部加筆、修正を行なった。）

なお用語の統一等の点で大木が一部加筆、修正を行なっており、文責は大木にある。

9 須恵器の胎土分析は群馬県工業試験場 花岡紘ー氏に依頼した。

10 遺物の保存処理は関 邦一、宮沢健二が行なった。

11 本書の作成にあたり下記の方々の御指導、御協力を項いた。記して感謝の意を表したい。（敬称略）

岩上照朗、藤田典夫（以上財団法人栃木県文化振典事業団）、坂爪久純（境町教育委員会）、大江正行

下城 正、津金沢吉茂、関 晴彦、女屋和志雄、神谷佳明、谷藤保彦、関根慎二

なお本事業団職員である石塚久則、藤巻幸男、岩崎泰一の各氏には多忙の折、執筆の労をとって項いた

事はまことに有難く、ここに感謝の意を表する次第である。

12 出土遺物は、群馬県埋蔵文化財調査センターに1呆管してある。



凡例

1 遺構番号について

本遺跡は同時に実施した早川河川改修工事に伴う発掘調査（以下早川調査と略す。）で検出された遺跡と

同一であると判断されたため遺構番号は両者を統合して一連の番号を付けた。早川調査の遺構については

本文中に（早川河川改修地域調資分）と明記してある。

遺構番号は調裔時登録のものを進守する事を原則としたが、その後の検討により、又混乱を避けるため

に番号の変更をしたものがある。これについては次頁に表として掲げた。なお変更の結果、欠番となった

ものについては本文中に（欠番）と明記してある。

2 遺構名の略称について

本文中及び図、写真図版における遺構名の略称は以下の通りである。

住一竪穴住居跡 掘立一掘立柱建築遺構 井戸一井戸跡 壊一士墟 P-—ピット

なお撹乱部分については横位の万線スクリーントーン、焼土は網スクリーントーンによって図示した。

3 遺構及び遺物図の縮尺率について

遺構一竪穴住居跡、上墟、井戸跡1/60 掘立柱建築遺構1/80 方形周溝墓1/120 溝、柵列不

定、遺物一小形土器（杯、椀、皿等）、縄文土器、弥生土器、石器1/3 大形土器（甕等）、埴輪1/4

鈴帯具、紡錘車、鉄製品1/2 石製模造品1/1 上錘1/3

なお遺物写真図版の縮尺率は一定していないが、極力図と一致するように努めた。

4 遺構、遺物の計測部位については下記のように定めた。

遺構規模 主軸方向の最大値 x 主軸直交方向の最大値。

主軸方向 竪穴住居跡はカマド設置辺の直行軸、掘立柱建築遺構は桁方向。

深さ 遺構検出面と床及び底面との比品差の最大値～最小値。

柱間距離 柱穴底面の中心間距離。

カマド規模 長さは煙道端からそで部端の距離、幅はそで部外郭線間距離最大値。

カマド軸方向一一燃焼部幅の中心と煙道幅の中心を結ぶ線。

遺物日径 口唇部外面における最大径。

器高 口唇部上面から底面までの最大値。

底径 底部外縁における最大値。

5 遺物図の中で釉のかかっているものについては点描又は網スクリーントーンで、又石器、砥石の使用痕

の範囲は←→で示してある。

6 遺構図の方位記号は磁北を指す。

7 周辺の遺跡（第 2 図）は国土地理院発行「高崎」（昭和58年 1 月）「深谷」（昭和52年12月）を使用した。

9 遺物重址の計測には『電磁式はかり』（製造 研精工業株式会社）を使用した。

10 遺物観察表中の色調は農林省農林水産技術会議事務局監修閥 H 本色彩研究所色票監修『標準土色帖』

（昭和51年 9 月）を参考にした。

11 遺物観察表、挿図、写真図版のNo．は一致する。



遺構番号照合表

報告費登載番号

（欠番）

（欠番）

（欠番）

11号土堀

（欠番）

（欠番）

（欠番）

43号土堀

（欠番）

（欠番）

（欠番）

（欠番）

（欠番）

74号土墟

172号住居跡

（欠番）

71号土墟

（欠番）

（欠番）

（欠番）

（欠番）

（欠番）

（欠番）

（欠番）

（欠番）

調森時登録番号

2 号住居跡

5 号住居跡

9 号住居跡

12号住居跳

16号住居跡

40号住居跳

44号住居跡

60号住居跳

75号住居跳

91号住居跡

121号住居跡

134号住居跡

157号住居跳

161号住居跡

173号住居跡

180号住居跡

192号住居跨

197号住居跡

202号住居跡

203号住居跡

218号住居跳

227号住居跡

245号住居跡

246号住居跡

2 号掘立柱遺構

llA号掘立柱遺構 Ill号掘立柱遺構

llB号掘立柱遺構

3 号井戸

4 号井戸

5 号井戸

6 号井戸

7 号井戸

12号掘立柱遺構

6 号井戸

7 号井戸

8 号井戸

遺構番号変更の理由

調査段階で該当遺構なし。

II 

II 

住居蹄の属性が認められない。

18号住居跡と同一。

調査段階で該当遺構なし。

II 

住居跡の属性が認められない。

調査段階で該当遺構なし。

59号住届餅と同一。

調森段階で該当遺構なし。

” 
II 

住居跡の属性か認められない。

172号住居跡と同一。

179号住居跡と同一。

住居跳の属性が認められない。

調査段階で該当遺構なし。

撹乱壊と判断。

” 
217号住居跡と同一。

調査段階で該当遺構なし。

249号住居跡と同一。

調査段階で該当遺構なし。

柱筋が通らないため。

llA号掘立遺構の拡張あるいは束柱と考えられる。

一連の通し番号に変えたため。

新登録

新登録

一連の通し番号に変えたため。

” 
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第 1 章 発掘調査に至る経過と調査の概要

第 I 章 発掘調査に至る経過と調査の概要

上武道路は、佐波郡境町の東北部、三ッ木、西今井地区では、蛇行しながらほぼ東南方向に流れる早川に

沿って計画された。そして、上武道路の建設に先立ってまず早川部分の河川改修工事を優先させることにな

った。早川河川改修部分と接する上武道部分も同時に調査することが進捗上も有利であるとの判断から、昭

和50年 7 月に西今井地区から開始された。そして、そこから下流に向けて調査を進め、昭和52年度の河川改

修工事に支障を米たさないような調査工程が組まれた。

調査区域は、長さ 370m、幅約85mで、その内約45mが河川改修部分である。当初、西今井地区から逐次南

下する方式で調査を進めたものの、西今井地区では、遺跡が沖積土中にあり、その検出や精査に時間を要す

ることが判明したため、急拠51年度からは、下流側の三ッ木部分から上流側に向けても開始し、進捗を図る

ことになった。従って、三ッ木遺跡の調査は早川河川改修との関連で急拠調査団か組織されて対応すること

になったものである。

三ッ木遺跡は、佐波郡境町大字三ッ木地区にあり、小字名は字堂前・自光坊である。共に「寺」に関連す

る地名であることから、それらの遺構検出も予測されたが、その兆候は認められなかった。

調査は昭和51年 4 月から開始されたか、その内上武道にかかる部分に関するものを摘出すると下のようで

ある。

項 目 内 突口

所 在 佐波郡境町大字三ッ木字自光坊・堂前399他

調 旦: 期 間 昭和51年 4 月 5 日～昭和51年12 月 25 日

調査面積（上武道分） l0,600m2 

調査担当者 井上唯雄・須田 茂（県文化財保護課）

調 査 協 力 内田憲治 境町教育委員会

調査は南部の下流から始められ、下流から lOOm ごとに I ~IV区に 4 区分し、 II 区以降で早川改修分と 1井行

して調査が行なわれた。

この内、調査の段階をいくつかに区分すると、次のようである。

段階区分 調 木旦 期 間 調 旦禾 内 突ロ

試 掘 昭 51.4. 5~5.7 トレンチ設定による遺構分布の確認。

I 区 昭 51.5. 8~7.7 古墳時代の集落が中心。

II 区 昭 51. 6.16~8.20 古墳時代・奈良•平安時代集落・方形周溝墓。

III 区 昭 51. 8.10~12.13 奈良•平安時代集落中心、掘立柱建物群。

IV 区 昭 51. 9. 2~12.25 奈良•平安時代集落、掘立柱建物群。

ー



第 1 章 発揺調査に至る経過と調査の概要

調査の方法

1.調査の区割りは、建設省の打設になる中心杭を基準にしている。 20m 毎の中心杭をFラインとする 4m メ

ッシュの開放トラバースを組んだ。その方向は、磁北から 36゜56西にふれたもので、

起点としている。

I 区の台地南端部の杭を

2. 調森の区域を 100m毎に区切って、南から I 区～ IV区とした。従って、各区は25 に細分されることにな

る。そして、幅のひろがりをアルファベットで、長さを算用数字で呼称することにした。

南方基準点をもってF-5 のように呼称することとした。

グリッドの呼称は

3. 遺構番局は発見順に付すが、遺構の重複が認められる場合は、現地の所見で新しい時期のものに若い番

号を与えている。

•O 4
る

各遺構の実測は原則として 1 : 20 を基準とするか、他に状況に応じて 1 : 10 、

1 : 40は地層断面の一部等である。

1 : 40のものも含んでい

三ッ木遺跡発掘調査進行表

調 査 工 程

調査区 5
 

月 6
 

月 月 8
 

月
, 
月 10 月 11 月 12 月

準偏・トレンチ設定

tど：3：ざ：寄：：i トレンチ調査

I 区
に3 表土剥・遺構確認．

k:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:•l 遺構調査

Iざ：寄：：5：t::t :·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:•I 実測

Iさ：寄：寄：寄：呂：：如：侶：寄：I 写真

準備・トレンチ設定

t：：寄：寄：名：：i トレンチ調査

II 区
i:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·：姦：I 表士剥·遺構確認

＼ー 三
J 遺構調査

g零司実測

•へ芍：零刃写真

準備・トレンチ設定

t5：ざ：寄：寄：：：I トレンチ調査

Ill 区
ト：寄：寄：：ぇ：5：咬：·：·:·:：：·：寄：1 表土剥・遺構確認

i::::::::::::::: :::::::::::::::::;:::: :::::::::::::::::::::;::::• 

~.. ~. •. ~. • • ~. •. ｷ. •. ｷ • •. •. ｷ. •. ｷ. ｷ ~ 

••ス・：·： ·只・・心：・ス・ス・：•9 ・ベ：·:：：翠：翠：翠：菱：:•

E忍：·：·:• ;•;• 

咽羽：翠：祠：祠：窓逍遺構調査

＝実測

••• •••3 写真

準備・トレンチ設定

t：；活：；：菱：翠：！l トレンチ調査

.
'
5
.
 

.. •9. .. ... 
9
ｷ
 

... 
E
`
 N区

•:::t::3：ざ：寄：：洒：·：·:·:·:·:·:I 表土剥・遺構確認

I5：ざ：咬：·：·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:l : : 

t·：必：さ•t:·:·:·:·:·:·:·:·:·：心：•I 実測

i：：寄：寄：：翠：5：t:5·:·:·:·:•:•l 写真
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第 II 章 遺跡の立地と地理的環境

第 II章遺跡の立地と地理的環境

三ッ木遺跡が所在する台地は、大きくみると関東平野に組み込まれる低地部との境に位置している。この

台地は赤城山の南から東にかけて中小河川で分断された形をみせている。特に大間々町付近を扇項とする大

間々扇状地の扇端部には伊勢崎、渕名、木崎、太田などの台地を並列させている。

三ッ木遺跡はこの中の木崎台地の西側の小台地上にある。大間々扇状地は早川を境として、以西は桐廂面

以東を薮塚面と呼称している。三ッ木は蔽塚面に属しており桐原面より形成時期は新しいとされる。その基

盤は扇状地礫層で、その上に上部関東ローム層がのる。西に隣接する渕名台地は桐原面の南端部にあたり、

中部ローム層以上をのせている。又東側の木崎台地は砂丘を甚盤とし中部ローム層をのせる邑楽台地の西端

に相当する。この周辺の台地には40m前後の等高線が東西に走っており、全体に北から南にかけて緩い傾斜
(111) 

面を呈している。

これら扇端部の低台地上は古くから伏流水が湧出していたこともあって、多くの遺跡が存在している。遺

跡の周辺の湧水は大間々扇状地端部と沖積低地の境目から湧き出すもので、それを起源として小さな谷地を

形成していることも多い。

周辺の川筋をみると、南を流れる広瀬川とそれが注ぐ利根川の本流が東西方向に流れ、それに向っていく

つかの河川が注いでいる。旧利根川が最も東流したとされる広瀬川は、伊勢崎台地の西を限り、そこから東

南流して境町米岡地内で利根川に合流する。渕名台地は西に粕川、東に早川が流れる幅1. 5km ほどの南にのび

る台地であるがその中は湧水起源の小沖禎地で更に二つに分断される。

遺跳のある地域はすぐ東側を流れる早川や西から南へかけての粕川の氾濫により開析されたとみられ、そ

の開析低地は水田として利用され、台地上は主に畑地として利用されてきている。しかし、この部分におけ

る水田と畑地の比高差は lm ほどで、むしろ微高地と呼称する方がふさわしいかもしれない。

三ッ木遺跡における地質は主として前述の如く洪積台地で関東ローム層が中心であるが、部分的にはこの

ローム層が途切れて沖積土が堆積し、河流に分断されたことを物語っている。更に遺構の在り方をみると、

河流により半分削られたものもある事から、過去において河川の氾濫かしばしばあり、地形を変化させてい

たことが推察された。

調査期聞中もしはしば経験したが、幅 5 ~6m の早川が一時的にまとまった雨量があるとすぐに橋上冠水

するような状況があり、 しかも複雑な蛇行の状況からすると相当なあばれ川であったことが容易に推察され

た。更に、境町市街地から尾島町の北部にかけて標高40m内外の低地が続いており、広瀬川（旧利根川）、粕

川が直に渕名台地の南を流れた可能性も推測される。その観点からすれば、沖積地はかなり地形的に変化を

受けており、複雑な様相を呈していたことが考えられる。

上武道路はこの渕名台地の先端をよこぎることになったために地形的にも洪積台地、沖積地の境界線を通

り遺構の様相も変化に富んでおり調査が困難を極めた面もある。三ッ木遺跡は全長400m 弱にも及び、すぐ北

に続く西今井追跡と合わせると 1 kmほどにも達する広大なものであった。その範囲は、路線よりかなり広がる

様相がみられ、早川右岸台地いっぱいに展開するものとみられた。

（註）

l 周辺地形の分類については崎岸純夫・能登健「赤城山南麗の開発と追構＜女堀＞」（「URBAN KU BOT AJ 19 久保田鉄工株式会式 198 1)

所載の地形区分図（能登編図、地形一沢口宏）を参照させて頂いた。
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こ 台地部分

ロニ 低地部分
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河川

~ 湧水池、溜池

第 1 図遺跡周辺地形図
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第III章周辺の歴史的環境

三ッ木遺跡の周辺の地形は大別して粕川、早川、石田川の川筋を境にして 4 つに分けられる。更に、それ

ぞれの区域か扇状地としての台地と流域を中心とした低湿地に分けることができ、それぞれの歴史的環境に

特色をみせている。

(1) 広瀬川（古利根川流路）以西

伊勢崎市街の西を西北から南東方向によぎる広瀬川は、古くは利根川の流路として一時的に機能していた

といわれている。従って、広瀬川以西の地域には遺跡が極端に少ない傾向がある。これは利根川の上流では

前橋市田日町付近からみられる傾向で、利根川が最も東に寄ったラインが広瀬川だとする説を裏づけている

伊勢崎市西部でもこの傾向は明らかでほとんど原始・古代に属する遺跡は認められない。

ただ全体的に川の流路を追跡してみると、伊勢崎市連取町地内で広瀬川は伊勢崎市街に突き当るが、一時

的には現在の市街地を南東方向に横切り、下植木地内で現在の粕川に合流し、いっきに東武伊勢崎線に沿っ

て大間々扇状地の扇端部を洗い流したのではないかと思われる。これは下流の境町の北側、尾島町肌良田の

「世良田田んぱ」を流した可能性が遺跡の面で裏付けられることからの推察である。

(2) 広瀬川～粕川流域（伊勢崎台地）

伊勢崎市街地から粕川・広瀬川の合流点までの部分である。市街地北部の安堀町付近は標高70m ほどあり

台地先端部では45m ほどになるから、全体としてはかなり南面する傾斜を呈しているといえる。この部分の

遺跳の多くは広瀬川沿いに集中する傾向にある。安堀町のお富士山古墳から茂呂町の古墳群へつつく遺跡は

主として古墳時代以降であり、他の時代のものはお富士山古墳周辺の広瀬川自然堤防上にある弥生期の集落

跡等か注目される程度である。
はずみ

古墳はお富士山古墳を除けばほとんどが後期古墳であリ、小円墳が多い。その他には、保泉部落の西側で

採土中に検出された1呆泉遺跡がある。時期的には石田川式土器を伴うものであるが、おそらく流域の低湿地

を開拓した人々の集落であろう。遺跳はそうした低湿地を控えた台地や微高地上にあるとみられるが、この

地域の調査はほとんど実施されていないのが実情で今後の解明か待たれる。

(3) 粕川～早川流域（渕名台地）
おおまま

旧佐位郡佐位郷、渕名郷に属する部分とみられる地域で、大間々扇状地の扇端にあたる。伊勢崎市街地の
はちす あま

東部八寸あたりから早川までの台地幅は 2 kmほどであるが、その中央に天ヶ池起源の中川という小流か、ほ

ほ中央を二分する形で南流する。

この渕名台地は古くから安定した生活の場であったことが推測され、かなり多岐にわたる遺跡が、数多く
とよしろ

発見されている。豊城町には前期旧石器か出土した可能性をもつ権現山遺跡や、 6 世紀以降の古墳群がある。

これは八寸あたりまでのびてかなり広大な古墳の集中がみられたが、ほとんど乎夷されてしまっている。そ

の古墳の中で注目されるのが、伊与久の雷電神社古墳である。横穴式石室の形状や構造、使用された角閃石

安山岩からみて前方後円墳としては最終末期に該当するこの古墳は、その後すぐ北側につくられる十三宝塚

遺跡との関係が注目される。尚、この周辺には 6 世紀後半から 7 泄紀にかけての集落の存在も確認されてい

る。
かみたItし しもたIt L 

更に古墳では上武士・下武士の古墳集中地区が注目される。上毛古墳綜覧によれば、前方後円墳 5 基、円

墳102碁が存在したとされるこの古墳群は今は数某のわずかな土の高まりを確認できる程度になってしまっ
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た。昭和41年以米数次に亘る調森でようやく 10数基の存在が明らかにされたか、その全貌は知る由もない。

この内主墳とみられる天神山古墳（剛志村30号墳）は前方部を北北西に向けた前方後円墳で、往時は全長が

127m、高さ 5.5m あったという。ただ、かなり平夷が進んでいたため主体部は不明で、埴輪類から 6 泄紀末

頃のものとみられている。この上武士の地域の東には下武士の古墳群が連続しているが、その配置はやや粗

である。

律令時代になると、伊与久に所在する十三宝塚遺跡が注 H される。伊勢崎佐波工業団地内に発見されたこ

の遺跡は東面する低台地上に東西150m、南北300m ほどの範囲に企画的に配された溝、柵列で囲まれた中枢

部、それに付随する 3 群の掘立柱群の検出、そこから出土する奈良三彩陶、郷名瓦、多量の黒書土器等から

佐位郡街ないしそれに関連する遺跡とみられている。特に台形に柵列で囲まれた部分には南に門、その正面

（区画中央）に基壇建物（瓦奸）、その西南に地授石をめぐらす方形基壇があり、西から北は浅い溝で画して

いる。更に、東にある 3 群の掘立群は建替も含めると 60棟近くにも及ぶもので、意図的な配遣がみられるも

のである。

そのすぐ東の狭長な低湿地を隔てた東側の台地は渕名部落がのる洪積台地である。上渕名古墳群（前方後

円墳 4 基、円墳44基）の内 5 基の調査かなされているが、他の大部分については明らかでない。この群の主
ふたご せきしげたか

墳とみられる雙児山古墳は、関重疑「伊勢崎風士記」 (1798年）にその記載がみられる。全長80m、高さ 6 ~ 

8mの周堀をもつ前方後円墳である。内部主体は後の確認で榛名山ニッ岳の角閃石安山岩を使用している。

横穴式石室の規模は不明だか、妥女小学校の西にある H 露戦争戦没者顆彰碑の踏石となっているのが、天井

石であるとされるが、その大きさからするとかなり大きかったとみられる。出土品は刀剣、装身具、鏃、仏

具土器等であるというが明確ではない。他には埴輪の出土することがはっきリしている。

この他には、国学院大学で調査した古墳があるが、その第 1 号墳には袖無型石室から、重圏文鏡を含む直

刀 5 振、メノウ玉類、耳環 4 、馬具、刀子等を出土した。これは 7 世紀ごろのものとみられ、この一群も古

い時期の古墳は含まないようである。

渕名は律令時代は渕名郷であったことは疑いをいれず、現在上と下に分かれている台地部全てを含んでい

たものと推定される。十三宝塚遺跡の郷名瓦に「渕」の正字、逆字のものがあり、渕名郷からもたらされた

ものであることは間違いない。その主要地域は渕名部落の南部の低地を臨む台地先端部にあったとみられる。

上武道や境町のほ場整備地区で調査した部分では延喜式内社「大国神社」を中心に奈良～平安時代に及ぶ大
ひのくま

集落が調査され、また大獄の墨書土器を出上する大きい溝等も検出されている。佐位郡の「佐位郷戸主桧前

部黒麻呂、郡司大領外桧前部君賀美麻呂」（正倉院古裂銘） （749年）や、上毛野佐位朝臣姓を賜わった
ひのくまのきみわとじ

「桧前君老刀自」、「掌膳采女佐位朝臣老刀自」を上野国国造とするなどの記事からすると、この地域を支配

していたのは桧前君一族（上毛野氏一族）であったことがうかがわれる。

律令朝における佐位郡八郷（在位、合蘊、岸新、皮自、輩着瓜羹凸、靱け：、駅家）の中ては、佐位郷、渕

名郷が共に有力な郷で、渕名台地を二分して東西に対峙していたものと推定される。

渕名台地の先端部の矢島、及び西今井、三ッ木の立地する台地は洪積台地が周辺を削られて中洲状に残っ

た部分であろうと思われる。この地形の形成の原因として古利根川の水が粕川に流れ込み、一気に東武伊勢

崎線に沿って南東方面に押し出し、境町北部の世良田の低地に流れたためとみられる。特に西今井・三ッ木

遺跡にみられるローム層の分断やそれを埋めた黒色土中への集落の拡大等をみると古墳時代から平安時代に

かけては、かなり不安定な土地の状況をみせていたものと考えられる。なお、低地部には遺跡はほとんどみ

られない。
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(4) 早川以東（木崎台地）
こすみだ

小角田部落、中江田部落、下江田部落の先端を境に低地と台地に分けられる。台地部は渕名台地と同様に

古くから開けていたことは遺跡か立証している。中江田の台地は西の水田地帯とは 3 ~5mの比高差をもっ

ているか、そこからは先土器時代の遺跡からはじまって営々と続く人々の歴史の跡を知ることができる。

特に台地部の大間々扇状地扇端部の湧水を起源とする低湿地の周辺を中心として各時期の遺構が検出され

ている。標高60m ラインかそのはほ境界で、人々の生活の舞台も大きく二分される傾向にある。原始・古代

における様相は渕名台地と大きく毘なることはないが、この地域が脚光をあびるのは中枇からである。
せらだ

それは言うまでもなく、尾島町の惟良田周辺を中心とした地域である。新田義厘等を中心としてひらける

新田荘と長楽寺を中心とする文化は、この地域を特色付けるものであった。長楽寺は新田義季の開碁で開山

は栄西の高弟栄朝である。台密、臨済二宗を兼ねたこの名刹は末寺900をかかえたという。また、新田氏関係

の文書も数多く「長楽寺文書」 5 巻、 130通は鎌倉から室町時代の数少ない基本資料である。

この他、長楽寺周辺は多くの遺跳が分布し、法照禅師月船深海塔所ならびに曹光庵跳はh憔の死後、その

弟子牧翁了ーが塔を興したもので、偶然発見されたこの遺跡は禅宗僧侶の埋葬型式、普同葬を立証した賞重

な遺跡である。

これらの各地区はそれぞれ地形に左右されながら多くの人々の歴史の跡をとどめているか、その夷態はま

だまだ不明な部分が多い。

周辺遺跡一覧表

No. 遺跡名 所· 在 地 概 要 文 献 等

1 八幡宮境内古墳 伊勢崎市今泉町字本郷1102 径40m、高さ 22 5mの円墳。八幡宮の社殿かのる。

2 南千木古墳群 伊勢崎市茂呂町字阿弥陀 数基の円墳。現在は 1 基か主体部かわかるのみて他は平夷。

3 羽黒台古墳群 伊勢崎市茂呂町字羽黙台 広瀬川左岸の古瑣群。保泉と茂呂の境の道端。大部分平夷。

4 蛇塚古墳 伊勢崎市日乃出町 横穴式石室。金環、玉類、埴輪馬、人物埴輪等出土。殖蓮 埴輪は中央公民館蔵

第 2 小学校に移染。周辺に士師器包蔵地あり。

5 南千木包蔵地 伊勢崎市南千木町下赤沼 粕川右岸の低台地上にある千木ー伊与久道跨脇。土師器か 伊勢崎第 1 中学校保管

出土。

6 保泉遺跡 佐波郡境町保泉 粕川右岸の台地上にある古墳時代前期の組落跡。境町教委 「境町古代遺跡」境町

調査。 役場昭和53年

7 武士古墳群 佐波郡境町上武士、下武士 前方後円墳 5 、円墳45基はどあったといわれる。数次に亘 「上武士の古墳」境町

る調査を実施。 教委昭和43年

「下武士遺跡」境町教

委昭和53年

「武士遺跡」境町教委

昭和56年

8 十三宝塚遺跡 佐波郡境町伊与久 佐波郡街関係遺構。昭和51~56年の 6 次に及ぶ調査を実施。 「十三宝塚遺跡発掘調

三彩陶、郷名瓦等出土。 査概報」 I~III 県教

委昭和50~52年

IV 境町教委昭和56

年

, 雷電神社古墳 佐波郡境町雷電裏 前方後円墳。横穴式石室が社緞下に開口。大刀、耳環か出

土。 7 世紀代と思われる。
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第 2 図周辺の遺跡 (1 : 50,000) 

l 八幡宮境内古墳 2 南千木古墳群 3 羽黒台古墳群 4 蛇塚古墳 6 保泉遺跡 7 武士古墳群 8 十三宝塚遺跡 9 雷電神社古墳 10土

橋遺跡第 4 地点 11土橋遺跡第 3 地点 12島海戸遺跡 13上渕名遺跡 16下渕名遺跡 15上渕名古墳群 17大国神社 18上矢島遺跡 19西

今井遺跡 20三ッ木遺跡 21西林遺跡 22北米岡遺跡 23女塚遺跡 24小角田前遺跡 25尾島工業団地遺跡 26歌舞伎遺跡 27矢抜神社古

墳 28世良田上新田遺跡 29新田館跡 30長楽寺 31二体地蔵古墳 32中江田遺跡 33三ソ木越戸遺跡 34中道遺跡 36谷津遺跡 39西田

遺跡 40江田館跡 42矢大臣遺跡 43三室A遺跡 45伊勢崎東工業団地遺跡 47鶴巻古墳 48寺家前遺跡
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No. 遺跡名 所 在 地 概 要 文 献 等

10 土橋・三 1 古屋 佐波郡境町下渕名土橋 平安時代の溝検出。墨書土器出土。古墳。 「土橋、三／古屋、出

遺 跡 ロ、島海戸遺跡発掘調

査概報」境町教委昭

和52

11 出口逍跡 佐波郡境町下渕名出口 住居跡57軒、祭祀遺構、井戸等検出。 同 上

12 島海戸遺跡 佐波郡境町下渕名島海戸 古墳時代集落を中心とした遺跡。榛名山ニノ岳火山灰層

(FA) 下の住居跡か注目される。

13 上渕名遺跡 佐波郡境町上渕名字横町 平安水田跡、古墳時代後期梨落跡。昭和54年度埋文事業団

調査。

14 下渕名遺跡 佐波郡境町下渕名字桜木新 古墳、平安時代集落跡、大溝の 3 地点。墨書土器多数出土。 「下渕名遺跡発掘調査

屋敷 概報」境町教委昭和

53年

15 上渕名古墳群及 佐波郡境町上渕名字銀杏 銀杏地区に群集墳あり。古墳～平安時代の集落跡。 「上毛古墳綜覧」群馬

び包蔵地 県教委昭和12年

「群馬県佐波郡采女村

上渕名古墳発掘報告」

国学院大学考古学会

r上代文化」 18 昭和

23年

16 下渕名遺跡 佐波郡境町下渕名明神他 古墳。古墳～平安時代の集落跡。館跡。 14に北接。 「上武国道地域埋蔵文

化財発掘調査概報V 」

群馬県教委昭和51年

17 大国神社 佐波郡境町下渕名 延喜式内社。桧前一族の祭祀場か。 「延喜式」

18 上矢島遺跡 佐波郡境町矢島字上矢島 は場整備関係の調査で一部梨落跡を検出。 「上矢島遺跡発掘調査

概報」境町教委昭和

54年

19 西今井遺跡 佐波郡境町西今井 上武道、早川河川改修に伴う発掘調査で奈良時代以降の渠 「上武国逍地域埋蔵文

落跡を検出。南接地はは場整備関係の境町教委による調査。 化財発堀調査概報IV」

群馬県教委昭和53年

「西今井・三ソ木遺跡

調査概報」境町教委

昭和55年

20 三ッ木遺跡 佐波郡境町三ノ木自光坊 本報文所収。なお南接地域は同遺跡名で境町教委が調査。 同 上

21 西林遺跡 佐波郡境町三ノ木西林 古墳～平安時代の某落跡検出。境バイパス関連調査。 「西林遺跡第 1 次発掘

調査概要」境町教委

昭和54年

22 北米岡遺跡 佐波郡境町北米岡257他 縄文～古墳時代包蔵地。金子規矩雄氏蔵岩版出士地。 「境町古代遺跡」境町

役場昭和53年

23 女塚遺跡 佐波郡境町女塚道西 群馬大学史学研究室で一部発掘。古墳時代末期の住居跡を
同 上

検出。

24 小角田前遺跡 新田郡尾局町世良田・小角 上武道に伴う発堀調査。古墳～平安時代の集落跡。古墳 2 「上武国道地域埋蔵文

田前 基検出。 化財発掘調査概報V 」

群馬県教委昭和53年

25 尾島工業団地 新田郡尾島町世良田・小角 小角田前遺跡に続く集落跡、古墳群。企業局調査。

遺 跡 田前

, 
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26 歌舞伎遺跡 新出郡尾島町世良田字歌舞 上武道に伴う発掘調査。古培～平安時代の住居跡約200軒を 「歌舞伎遺跡」闘群馬

伎 検出。 県埋蔵文化財調査事業

団昭和57年

27 矢抜神社古瑣 新田郡新田町下正田 前方後円培。角閃石安山岩使用石室。埴輪、大刀、玉煩か 出土品は東京国立博物

出士。 館蔵

28 世良田上新田 新田郡尾島町世良田、上新 土師器片出土。 逍物は世良田中保管

遺 跡 田

29 新田館跡 新田郡尾島町世良田、中 早川左岸台地上に存する総持寺境内を中心とする面梢 山崎一「群馬県古城塁

35000m'の方形館跡。 址の研究」上昭和46

年

30 長楽寺周辺遺跡 新田郡尾島町世良田東照宮 中世墳墓群、文珠山古墳（前方後円墳）等多彩。 「長楽寺遺跡」尾島町

西 教委昭和53年、 56年

31 二体地蔵古墳 新田郡尾島町世良田、下町 東武伊勢崎線世良田駅から旧徴高地上に続く古墳群のうち

の一基。

32 中江田遺跡 新田郡新田町中江田、原 通称「世良田田んぱ］の東側台地上にあ＇）、先土器～平安

時代の包蔵地。

33 三．ノ木越戸逍跡 佐波郡境町三ノ木字越戸 平安時代の集落跡。境バイパス工事に伴う調査。 「三ソ木越戸」帥群馬

県埋蔵文化財調査事業

団昭和56年

34 中道遺跡 新田郡新田町下田中字中道 古墳～平安時代の集落跡。

35 県遺跡台帳 新田郡新田町高尾字大道付 縄文•平安時代の土器片散布。

36 谷津遺跡 新田郡新田町上江出字谷津 古墳～平安時代の集落跡。櫛出土。

37 県遺跡台帳 新田郡新田町花香塚 古墳～平安時代の土器片散布。

38 県遺跡台帳 新田郡新田町上田中字六供 古墳。その他縄文・古墳時代以降の土器片散布。

39 西田遺跡 新田郡新田町上江田字西田 古墳•平安時代の集落跡。昭和50年調査。

40 江田館跡 新田郡新田町上江田字西）郭 江田行義の館跡といわれる。室町時代の土塁、堀か残存。 山崎一「群馬県古城塁

県指定史跡。 址の研究」上昭和46

年

41 県遺跡台帳 新田郡新田町上江田字西田 古墳時代の土器片散布。

谷沖

42 矢大臣遺跡 新田郡新田町大字大根 縄文時代集落跡。矢大臣湧水池かある。

43 三室 A 遺跡 佐波郡東村小保方字三室 古墳時代後期の集落跡。木製品出士。昭和56年埋文事業団

調査。

44 伊勢崎東流通団 伊勢崎市日乃出町 古墳～平安時代の集落跡。周溝墓、鍛冶遺構等を検出。 「伊勢崎・東流通団地

45 地 遺 跡 佐波郡東村東小保方 遺跡」群馬県企業局

昭和57年

46 県遺跡台帳 新田郡新田町中江田字本郷 奈良～平安時代の集落跡。瓦塔片出土。

47 鶴巻占墳 佐波郡東村東小保方字鶴巻 角閃石安山岩使用の横穴式石室

48 寺家前遺跡 佐波郡境町下渕名寺家前 昭和58年度境町教委調査。朱書土器出土。 「昭和58年度埋蔵文化

財緊急発掘調査報告

書」境町教委昭和59年

10 



第 N章遺跡の概要

第IV章遺跡の概要

三ツ木遺跡は前章で述べたように早川の蛇行部分にあたる右岸台地に立地する。調査は上武国道の路線部

分について台地の南東線から台地中央の窪み部分までを対象としている。なおこの窪み部分より北面側は西

今井遺跡（第 2 図参照）として登録され、調査が実施されている。本遺跡の立地する台地の標高は現在40m

前後を測るが、後世において削平の憂き目にあったようで、表土が薄く、従って遺構残存状態の不良なもの

が比較的多かった。又調査中央のIII区付近では地山が黒色粘質土であるため、裂土との区別が非常に困難で、

遺構の検出作業に労を多くした。以上のような比較的劣悪な条件下ではあったが、調査の結果調査区のほぼ

全面に亘って遺構が密集し、予想を越える多数の遺構を検出した。

検出された遺構は竪穴住居跳、掘立柱建築迫構、土墟、方形周溝墓、溝、井戸、柵列で、時期は縄文時代～

中世に亘る。竪穴住居蹄の大部分は古墳時代後期～平安時代に属し、方形周溝墓は古墳時代初頭期のもので、

その他の掘立柱建築遺構、土壊、溝、井戸等は時期の不明なものが多い。各迫構の検出数は竪穴住居跡199

軒、掘立柱建築追構 9 棟（10棟の可能性あり）、土堀72碁、井戸 6 基、方形周溝基 l 基、楊列 1 列、溝11条で

ある。なお早川河川改修分を含めると、全域で竪穴住居跡235軒、掘立柱建築追構12棟、土墟81基、井戸 7

基、方形周溝墓 1 基、柵ダ襄厖~12条となる。
遺構の分布状況は調査区中央部の窪み部分を境にして北西部と南東部に二分される様相を呈する。時期毎

あるいは遺構毎の分布の特徴については第VI章で述べる。

検出遺構の種類と総数は以上のようであったが、調査区の東側は早川の浸食崖、又北西端と南束端は黒色

泥炭質土を地山としており、遺構の検出がほとんどできなかった。遺跡全体の範囲を想定した場合、その分

布の様相から早川崖の方向に拡がっていた事は明らかである。又北西に隣接する西今井遺跡、南西に隣接す

る遺跡（「西今井・三ッ木遺蹄調査概報」境町教育委員会1980) を含めて考えれば本遺跡の立地する台地のほほ

全面が迫跡の様相を呈する事になろう。

基本土層

本遺跡における地層は以下の図のとおりである。

゜

II 

ク

Ill 
9 

N 

V 

VJ 

2 m I 区 J -16 グリッド

土層説明
I 暗褐色土。浮石を含む。表土層

II 暗褐色砂質土。 II] 区 B-11 グリッドでは灰白色土粒を含む。

]]] 黒掲色土。鉄分の 1疑集がややみられる。

w 黒褐色粘質土。鉄分の凝集が多い。
v 灰褐色土。
VI 灰色粘土。グライ土層。

VII 浅間山墳出 B 軽石層。

VIll 暗褐色土。ローム粒、炭化物粒を含む。遺構覆土か。

IX 暗褐色土。粘土粒を含む。

III 区 B-11 グリッド X ローム土。

XI 灰白色粘質土。

Xll 灰白色枯質土。鉄分凝集がみられる。

Xlll 黒褐色粘質土。

第 3 図基本土層

11 



第 v 章 検出された遺構と逍物

第V章検出された遺構と遺物

1 竪穴住居跡

1 号住居跡（第 4 図、 PL. 2) 

I 区A-12 、 B-11 • 12 、 C-12 グリッドに位置する。平面は南辺の歪む正方形。規模は4.17X 4.40m、面

積16.46mを測る。主軸方向はN-10°-Wを指す。壁は外傾し、確認壁品は20~5 cm を測る。床面は地山のロ

ーム土を利用し、中央部がやや高い。カマドは北壁中央に構築され、残存状態は良好。そで部は壁内へ60cm

張り出し、燃焼部も壁内にある。煙道部は犬井の一部を残し、急角度で立ち上がって壁外25cm程で開口して

いる。規模は長さ 85cm、輻76cm、煙道開日部径は10cm を測る。軸方向はN-13°-W。貯蔵穴は北東コーナー

部で検出された。平面は楕円形で、規模64 X55cm、深さ 37cm を測る。ピットは 6 基で、規模はE径34cm深さ

門 ®門

` □16) II \ 

顕靡 :] 口
ｮ ¥I 4 

~,- ¥ ~ ¥¥ A 

゜Pa 叫
ベ

A 

゜
I :60 2m 

第 4 図 1 号住居跡
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第 v 章 検出された遺構と遺物

~1 j2
 

/— 

；、：
4 (ｼ) 

3
 

一

J
J
j
 

.'! 
i/ 5 (ｾ) 

'' :、、 6 (ｾ) 

゜
1 :3 10cm 

゜ 1 :4 

第 5 図 1 号住居跡出土遺物
]Ocm 

39cm、巳径38 X 27cm深さ 53cm 、 P准36cm深さ 32cm、凡径34cm深さ 55cm、p5径31cm深さ 8 cm、凡径39 X 27cm深さ

26cmを測る。柱間距離はPl―P22.15m、 P3-P42.20m 、 Pl―P盆． 04m、 P2-P』 .83m を測る。

遺物は杯、鉢、瓦が出土しており、カマド内及び焚口部分に集中する。

重複遺構は 1 号井戸跡で、わずかに接する程度であるため新旧関係は不明である。

13 



第 v 章 検出された遺構と逍物

2 号住居跡 （欠番）

3 号住居跡（第 6 図、 PL. 2) 

゜ 1 :60 2m 

I 区A-12グリッドの調森区の境界にかかっ

て検出された。平面は長方形かと思われる。規

模は不明。主軸方向は東壁でN-18°-Wを指す。

カマド、貯蔵穴等は不明。壁は外傾し、確認壁

高30cm を測る。床面は地山ローム土を利用し、

第 6 図 3 号1主居跡
平坦。覆上はレンズ状の堆積で、 ロームプロッ

クを少量含む黄褐色土及び黒褐色上を主とする。

出土追物はない。

4 号住居跡（第 7 図、 PL. 2) 

I 区A-13·14グリッドに位置する。平面は長方形を呈する。規模は3.77X (4.80以上） m を測る。調森区

境界にかかり南西部は不明。主軸方向はN-ll°-Wを指す。壁はほとんど残存せず、土層断面での壁高は 16

cm を測る。床面は凹凸が激しく、周辺部は軟質である。 カマドは明確ではない。北壁中央に浅い皿状の掘り

込みがあり、 その性格は不明である。規模は2.3X 1. 5m を測る。 ピットは南壁際のほぽ中央と南東コーナー

部壁外に検出された。 Eは不整楕円形で、規模は57X 55cm、深さ 24cm を測る。巳は規模84.0 X 67. 0cm、深さ

47cm を測る。又南東コーナ一部にはl. 10X l. 00m 程の浅い堀り込みが検出されたが、貯蔵穴あるいは掘り形

の可能性が考えられ、 その性格については特定できない。周溝は東壁の北半部のみ検出され、規模は幅20cm 、

ー

g 

OE-
<(I 

8 住 v̀ ー

p2 』
゜

l : 60 2m 

第 7 図 4 号住居跡
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第 v 章 検出された逍構と追物

深さ 15~1 cm を測る。裂土はロームプロックを多く含む黄褐色土、黒掲色土が堆積する。

追物は床面上よ＇）甕と思われる土器片数点が、又円筒埴輪片、灰釉陶器片、スラグ等が覆土より出土して

しヽる。

重複迫構は 8 号住居跡で、新旧関係は不明

である。

2
 

y
 

5 号住居跡 （欠番）

y
 

6 号住居跡（第 8 図、 PL 2) 

I 区A-12 • 13 、 B-12 • 13グリッドに位置

する。平面は南辺の長い歪んだ方形を呈し、

規模は3.60 X 3.38m で、面積は 11.21 面を測

る。主軸方向はS-85°―Eを指す。壁は残存状

態不良で、確認壁高13~3 cm を測る。床面は

地山のローム土を利用し、中央部は硬質で、

周辺部は凹凸が多く軟質である。カマドは東

壁南部に構築される。両そで部、燃焼部が残

存し、煙道部は不明である。規模は幅70cm を

測る。そで部は壁内に50cm程張り出す。本住

居跡に伴うと思われるピットは 2 基で、南壁

にそってほぼ中央と西寄りの位置で検出され

た。規模は化径70cm深さ 53cm、比径80cm深さ

24.5cm を測る。これらは位置関係や規模から

柱穴とは考えにくく、特にEはむしろ貯蔵穴

の可能性が考えられよう。周溝は東壁及び北

壁の東半部分にそって検出された。幅22~ 9 

cm、深さ 6 ~2 cm を測る。覆土はプロック状

の堆積状態を示し、炭火物粒及びロームプロ

ックを含む暗褐色砂質土が主に堆積する。

迫物は大形の甕片がカマド内より、又須恵

器甕片、杯片が覆土より出土している。古墳

時代後期と平安時代の土器が混在している。

重複迫構は 1 号井戸、 9 号土墟で、新旧関

係はカマドの存在より 1 号井戸→ 6 号住で、

9 号土墟については不明である。なお北壁と

西壁にピットが 2 基検出されたが裂土の相違から本住居跡には伴わないものと思われる。

時期はカマド出土退物から平安時代と推定される。

□
》
pl 

< < 

゜ 1 :60 2m 

第 8 図 6 号住居跡

ロ こ
1(ｼ) 

゜ 1 :4 10cm 

第 9 図 6 号住居跡出土遺物
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第 v 章 検出された遺構と遺物

一
゜| 

a] | 

` 
7 号住居跡（第10図、 PL. 2) 

n I 区B-13 、 C-13 グリッド

に位置する。平面は隅丸正方

形を呈し、規模は3.55 X 3.80 

m 、面積12.67面を測る。主軸方

向はN-90°-Eを指す。壁は

やや外傾気味に立ち上がり、

確認壁高は36~9 cm を測る。

• 
床面は地山のローム土を利用

• 
し、中央部分かやや高い。カ

p2 

p3 A マドは東壁の南端に構築され、

A-¥¥ の そでの基部、燃焼部、煙道部

p4 ｰ が残存する。長さ1. lm幅0.6

8 号住 \ Ill | 国欝 mを測る。うち煙道部長は50

A 
A' 

cm程である。軸方向はN-68°

-E を指す。残存状態からそ

では壁内に若干張リ出し、燃

I :60 2m 焼部は壁外に張り出すものと

思われる。貯蔵穴は南西コー
第 ID図 7 号住居跡

ナ一部で検出された。平面は

不整楕円形で、規模は74 X 60cm深さ 54cm を測る。ピットは 6 基で、規模はE径38cm深さ 8 cm、化径30cm深さ

23.5cm、 P3 f-蚤35cmi架さ 2 1. 5cm 、 P4径25.4cm深さ 12cm 、 P5 は径120cm深さ 13.5cm、いは径50.4cm深さ 18cm を測

る。覆土はレンズ状堆積でロームブロックを含む暗褐色砂質土を主とする。

遺物はカマド内から甕片、床面上より甕片、覆土より須恵器杯、土錘、埴輪か出土している。時期は平安

時代初頭のものと推定される。

重複遺構は 8 号住居跡で、土層観察より新旧関係は 8 号住→ 7 号住である。

,'’’ ` ,'’ ' 

9‘ 

,
'
ー
刀
y
,

' 
,' 

2 (ｼ) 

゜ 1:3 10cm 

゜ 1 :4 10cm 

第 11 図 7 号住居跡出土遺物
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第 v 章 検出された遺構と遺物

8 号住居跡（第12図、 P L. 2) 

1 区B-14 、 C-14グリッドに位置する。平面は正方形で、規模は4.50X 4.85m、面積2 1. 98面を測る。主軸

方向はN-70°-E を指す。壁は残存状態良好で、ほほ直立して立ち上がり、確認壁高は34~16cm を測る。床面

は地山のローム土を利用し、中央部がやや高くなっているが、全体に平坦である。カマドは東壁の中央より

やや南寄りの位置に構築される。そで部、燃焼部が残存し、煙道部については不明である。長さ lm、輻 1

m を測る。そで部は大きく壁内に張り出している。又燃焼部中央で左右 1 対 2 個体の高杯が倒立の状態で検

出された。これはおそらく支脚あるいは補強材として用いられたものかと思われる。貯蔵穴は南東コーナー

部のカマド右脇から検出された。平面は歪んだ楕円形を呈し、規模は75X 66cm深さ 30cm を測る。ピットは 4

碁検出された。規模はい径20cm深さ 36cm、化径26X 18cm深さ 47cm、凡径28cm深さ 38cm、凡径25cm深さ 47cm を

測る。位置関係から以上 4 基は主柱穴と考えられる。なお柱間距離はP,-P嘉． 4m、p3-P.2.4m 、 P,-P32.4

m、 P2-P.2.2m を測る。周溝はほぼ全周すると思われ、規模は輻20~10cm、深さ 10~4 cm を測る。覆上はレ

ンズ状堆積を示し、ローム粒、軽石を含む暗褐色砂質土を主とする。

遺物は杯、高杯、小形壺、甕、t廿、鉢、台付鉢等が出土している。出土遺物のうちほとんどは古墳時代後

期に属するものである。

と
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゜ 1 :60 2m 

第 12図 8 号住居跡
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第 v 章 検出された遺構と逍物

□5 :^ ｮ9  °こlI 

I 

□/] 
ll' 6 

/ ゜
も

三三／

□a •.• IO 

こ

ー一ー / 
4 

5
 

6
 

7
 

／三／
10 (ｼ) 

, 
゜

1 :3 10cm 
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第 13図 8 号住居跡出土遺物及び分布図
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第 v 章 検出された遺構と遺物

遥物出土状況はカマド及びその周辺部分に集中しており、

又その残存状態が比較的良好である事から、本住居跳廃絶

前の状態か、あるいはその時点で捨てられたものと考えら

れよう。時期的には高杯が和泉式の形態を残し又t廿が存在

する事等から本遺跳で検出された鬼高期の中でも最古段階

に位置付けるのか妥当であろう。

重複迫構は 7 号住居跡、 17号住居跡で、新旧関係は土層

断面観察より 7 号住→ 8 号住である事が判明したが、 17号

住との関係は不明である。

時期は出土遺物や住居形態よリ古墳時代後期と思われる。

ｮ
 

A k 

ぎl

□ ¥ o 

A バ

冒·///／/////////////`‘
1:60 2m 

9 号住居跡（欠番）
第 14図 10号住居跡

10号住居跡（第14図、 P L. 2) 

I 区C-12· 13グリッドに位置する。平面は方形と思われるか、北半部が削平されているため全形及び規模

は不明である。南西コーナ一部にピットが 1 基検出された。規模は70 X 60cm深さ 38cm を測る。床面はローム

土を利用しているが後世の撹乱か激しく、一面に荒れている。

遺物は土錘が 2 点出土している。時期は不明である。

11号住居跡（第15図、 PL. 2) 

I 区D-11 ・ 12 、 E-11 • 12 グリッドに位置する。平面はほぱ正方形を呈し、規模は4.88 X 4.95m、面積は

24.16面を測る。主軸方向はN-58°-Eを指す。壁はほぼ直立し、確認壁高は28~6 cm を測る。床面は地山の

ローム土を利用し、全体に平坦であるが、中央部はやや高く硬質である。カマドは東壁中央のやや南寄りに

構築されており、そで部、燃焼部、煙道部の一部が残存する。規模は長さ 1.23m幅0.9m を測る。そで部長さ

は85cmを測り、壁内に張り出す。燃焼部の平面規模は比較的狭小で、幅30cm前後である。煙道部は急角度で

立ち上がるが、壁外にさほど張り出していない状態から煙道開口部（出日）は住居壁に比較的近いものと思

われる。カマド軸方向はN-53°-Eを指す。貯蔵穴は南東コーナ一部のカマド右脇から検出された。平面は楕

円形を呈し、規模は55 X 47cm深さ 28cm を測る。ピットは 4 基検出された。規模はE径40cm深さ 38cm、化径37

cm深さ 36cm、巳径42cm深さ 59cm、化径49cm深さ 38cm を測る。以上 4 基は位置関係や規模から主柱穴と考えら

れる。柱間距離はP1―P22.13m、 P2-P42.25m、 P3-P.2.14m、 P1―凡2.10m を測る。又他に南壁東寄りと

住居内に 1 基づつピットが検出されたが、これらは後世撹乱によるものである。周溝は北壁と西壁北半及び

南壁中央部に沿って検出され、規模は幅25~11cm深さ 8 ~2 cmを測る。又南壁西隅に76 X 45cmの規模をもっ

張り出し部分が検出された。これは床面と同一レベルである事、この部分で周溝が切られる事から本住居跡

に伴う施設と考えられる。覆土はプロック状の堆積状態を示し、上層に軽石、炭火物粒、焼土粒を含む黒褐

色砂質土、下層にロームブロックを多鼠に含む黒褐色土が堆積する。

遺物は小形甕が西壁際、その他甕、杯、高杯、須恵器長頸壺の破片及び土錘が床面と覆上下層より出土し

ている。

重複遺構は13号住居跡で、新旧関係は11号住→13号住である。
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第 v 章検出された遺構と遺物

12号住居跡 （欠番）

13号住居跡（第16図、 PL. 2) 

I 区E-12 グリッドに位置する。平面はや

や縦長長方形で、規模は3. 30 X 2. 90m、面積

8.84m' を測る。主軸方向N-40°-E を指す。壁

は直立し確認壁高27~14cm を測る。床面はロ

ーム土で平坦である。カマドは北壁東寄に構

築される。長さ 90cm前後を測る。そで部が壁

内に張り出し、煙道部は壁を若干削って立ち

上がる。両そで部に甕を倒立させている。又

カマド燃焼部に 3 個体の甕が潰れた状態で出

土しており、これらはカマドに懸けてあった

ものか天井部構造材として用いられたものと

思われる。ピットは住居外で 3 基検出されて

おり、規模はE径22cm深さ 17cm、凡径35cm深 第 16図 13号1主居跡

さ 28cm、凡径23cm深さ 39cm を測る。これらが柱穴かどうかは不明であるが、その位置関係より本住居跡に伴

•Pi 、
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う可能性が強い。周溝は東西両壁に沿って検出され、規模は27~12cm深さ 6 ~3 cm を測る。

迫物は甕、杯がほとんどで、他に円礫 2 点がカマド前面の床より出土している。完形品が比較的多く、い

ずれもカマド及びその周辺より置き去られたと思われる状態で出土している。特に杯は北壁際西寄り部分で

6 個体が重ねられた所謂「入れ子」の状態で検出された。なおこの 6 個体のうち 2 個体は調査後所在不明と

なっている。床面直上出土の土器はすべて鬼高期のものである。

重複遺構は11号住居跡、 14号住居跡、 15号住居跡で、判明した新旧関係は11号住→13号住である。
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第 17図 13号住居跡遺物分布図
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14号住居跡（第20図、 PL. 2) 

I 区E-12· 13 、 F-13グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われるが、東半については残存せす

不明。規模は4.15X(2.20以上） m を測る。西壁の方向はN-6°-Eを指す。壁はほぼ直立し、確認壁高は14

~2 cm を測る。床面は地山のローム土で、中央部がやや高い。カマドは検出できなかった。ピットは 3 基検

出されその規模はE径40.3cm深さ 1 1. 5cm 、 P2径40.5cm深さ 23cm、p3径29.0cm深さ 16.0cm を測る。 P1 と P2は位

置から柱穴の可能性も考えられるが、 4 本の主柱を想定した場合、これに対応する他の 2 本の柱穴が検出さ
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第 v 章 検出された遺構と遺物

•Pi 
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れておらず、断定できない。周溝は西壁、南壁

に沿って検出された。

遺物は甕、高杯、須恵器杯等の小破片が狡土

中より出土している。平安時代の土器片も出土

しているが量的には古墳時代後期のものが主体

を占める。

重複遺構は13号住居跡、 15号住居跡で、新旧

関係はカマドの存在から 14号住→ 15号住で、 13

号住は不明である。

入
口 15号住居跡（第20図）

I 区E-13グリッドに位置する。平面形及び

規模は不明で、カマドのみ残存する。カマドは

おそらく北壁に構築され、そで部が壁内に大き

2m く張り出す。規模は長さ 1.10m 、 輻l.OOm を測
J 

る。

本住居跡に伴う出士遺物は不明である。

重複遺構は14号住居跡、 13号住居跡で、新旧関係は14号住→15号住である。
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13住
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第20図 14 • 15号住居跡

16号住居跡 （欠番）

17号住居跡（第21 図、 P L. 2) 

I 区C-14 、 D-14グリッドに位置する。平面は長方形と思われるが、東半を他遺構及び撹乱によって切ら

れており、全形及び規模については不明である。残存する西壁も状態は不良である。確認壁高の最大値は17,0

cmである。床面は凹凸が激しく、当時の面はほとんど残存していない可能性もある。カマド、ピット等の住

居施設は検出されなかった。

遺物は杯が 2 個体分覆土から出土しているが、 18号住居跡に伴う可能性もある。

重複遺構は 8 号住居跡、 18号住居跡で、判明した新旧関係はカマドの存在より 17号住→18号住である。

18号住居跡（第21 図、 PL. 2) 

I 区C-14·15 、 D-14·15グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈し、規模は 4.30X (4. 75以上）

m、面積 (21. 12 以上）面を測る。東端部は不明。主軸方向はS-55°-Eを指す。壁はやや外傾し、確認壁高

は17.5~5 cm を測る。床面は凹凸が激しい。カマドは南東壁の西端に構築される。左そで部のみ残存し、燃

焼部から南西壁際にかけで焼土が検出されている。又燃焼部に浅い落ち込みが認められるが、これは灰掻き

の窪みと思われる。他の住居内施設は検出されなかった。

遺物は時期不明の土師器小片が数点出土したのみである。

重複遺構は17号住居跡、 19号住居跡で、新旧関係は17号住→18号住で、 19号住との関係は土層や床面の有

無では確認できす不明である。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

19号住居跡（第23図、 PL. 2) 

I 区D-14 • 15 、 E-14 • 15 グリッドに位置する。平面は方形と思われるが、南西部分は18号住居跡との重

複により不明瞭となっている。規模は推定で (4.30) X (4.37) m と思われる。主軸方向はS-85°-E を指

す。壁は南東部が最も残存状態良好で、この部分の確認壁高は24cm を測る。床面は中央がやや高く凹凸が激

しい。カマドは東壁中央の北寄りに構築される。そで部は壁内に張り出し、煙道部は比較的ゆるやかな角度

で立ち上がる。規模は長さ 53cm、輻55cmを測る。カマド軸方向はN-78'-Eを指す。ピットは 4 基検出され

た。規模はR径70X 60cm深さ 42cm 、 P2径120X 100cm深さ llcm、巳径83X 78cm深さ 18cm、化径75X 60. 5cm深さ

24cm を測る。 P孔こは円礫が 4 ヶ出土している。規模や位置から柱穴とは考えられない。

追物は甕、台付甕、高杯、杯の破片が出土しており、平安時代の土器を主体とするか、古墳時代後期～奈

良時代の土器片も多羅に混在する。
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第23図 19号住居跡及び出土遺物

20号住居跡（第24図、 PL. 2) 

I 区E-14· 15 、 F-14·15グリッドに位置する。平面は正方形を星し、規模は4.65X 4.55mで、面積は19.77

面を測る。主軸方向はN-55"-Eを指す。壁はやや外傾し、確認壁高は47~21cmを測る。床面は地山のローム

土を利用し、ほほ平坦面を呈する。カマドは東壁中央に構築され、そで部、燃焼部、煙道部が残存する。長

さ 90cm輻90cm を測る。軸方向はN-68"-Eを指す。そで部は20cm前後壁内に張り出し、燃焼部は壁外にまで若

干張り出す。煙道部は比較的急角度で立ち上がる。ピットは 8 基検出された。規模はE径47.3cm深さ 43cm 、

P2径37.3cm深さ 22cm、凡径43.3cm深さ 33cm、化径30.3cm深さ 23cm、 P5径67X 46cm深さ 49cm、凡径40cm深さ 14

cm 、 P7径35.3cm深さ 13cm 、 P8径37.3cm深さ 37cm を測る。位置的にPl ～化は主柱穴と思われるが、各柱間距離

は以下の通りである。 P,-P22.00m、 P3-P.1. 80m、 P2-P.2.15m、 P,-P3 1. 95m を測る。いといは位置、

形態、規模から貯蔵穴となる可能性も考えられる。又p6ヽ化の配置は柱穴とも考えられるが、深さが浅く Pl
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第24図 20号住居跡

～化とは性格が異なるものと思われる。周溝は西壁南端部を除い

て全周する。幅30~15cm深さ 4 ~1 cm を測る。周溝の切れる部分

は幅70cmで入口施設が存在した可能性もある。

遺物は杯、甕、壺等が出土し、カマド周辺の床面上に集中する。

又南半～西半の覆土中から平安時代の土器片が多く出土している

が、重複する 19号住居跡に伴うものが流れ込んだ可能性が高い。

なお床面上より出土のものは鬼高期を主体としている。

重複遺構は19号住居跡、 23号住居跡、 12号土堀で、新旧関係の

判明したのは23号住→20号住である。
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第25図 20号住居跡出土遺物

21号住居跡（第26図、 PL. 2) 

I 区C-8 • 9 、 D-8 • 9 グリッドに位置する。平面は方形と

思われるが、南東半を崖で切られており全形は不明である。規模は北西壁の長さ 4.90m を測る。又北西壁の

方向はN-35°―Eを指す。西側コーナ一部より 2m程離れてピットが 1 基検出された。規模は径35cm深さ 18cm

を測る。位置的には主柱穴のうちの 1 本と考えられよう。
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第 v 章検出された遺構と遺物

迫物は杯、小形杯、甑が出上しており、他に覆土中より甕片か若干出土している。時期は鬼高期のものを

主体としている。

重複遺構はない。
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第26図 21 号住居跡及び出土遺物

22号住居跡（第27図、 PL. 2) 

I 区F-12グリッドに位置する。形態は長方形と思われるが、南半部は撹乱が激しく、残存状態は不良。規

模は推定値で (2.35) X (3.75) m を測る。主軸方向はN -(50')-Eを指す。壁はわずかに残存するのみ

で、確認壁高は 5 cm前後を測る。床面は地山のローム土を利用しており、凹凸が激しいが全体の床状況につ

いては不明である。カマドは明確ではないが、東壁の南寄りに張り出し部分が認められる事から、これがカ

マド掘り形になる可能性がある。

遺物は比較的少なく、鬼高期の杯と平安時代の高台付椀の破片が出土している。

重複遺構はなく、南半大部分を後世の撹乱で削られている。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

23号住居跡（第28図、 PL. 3) 

I 区F-13 • 14 、 G-13 • 14 グリッドに位置

する。平面は正方形を呈し、規模は5.85X 5.35 

m、面積は31. 16面を測る。主軸方向N-48°―

Eを指す。壁は残存状態不良で、確認壁高15~

2 cm を測る。床面は地山のローム土を利用し、

カマド前面部がやや高くなっている。 カマド

は東壁の南寄りに構築されておりそで部、燃

焼部のみ残存する。長さ 80cm幅90cm を測る。

上半をほとんど削平されているため、 全体の

形状はつかみ得ない。貯蔵穴は東側コーナー

部で検出された。歪んだ長方形を呈し、規模
第27図
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2m 

22号住居跡

は57X46cm深さ 47cm を測る。 ピットは 4 基検出された。規模はE径46X 26cm深さ 39cm、 凡径67cm深さ 62cm 、

凡径75X 45cm深さ 57cm、化径95cm深さ 48cmで、 これらはいずれも主柱穴と思われる。又凡の掘り形から甕が
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横転して出土している。柱間距離はP1-P嘉． 90m、 P3-P42.80m、 P1―P32.60m、 P2-P42.85m を測る。周

溝は東壁と南側コーナ一部に沿って廻っており、規模は幅28~17cm深さ 5 ~1 cm を測る。

遺物は甕、甑、杯か出土しており、前述の柱穴出土の甕を除いて他は覆上下層から出土している。時期は

平安時代のものも混入するが、鬼高期のものを主体としている。

24号住居跡（第30図、 PL. 3) 

I 区A-16 • 17 、 B-16 • 17グリッドに位置する。東壁は不明瞭で、西壁は調査区外のため不明。正方形を

呈すると思われ、規模は (5.90以上） X 6.96m を測る。主軸方向はN -(70°)-Eを指す。南北の両壁が若干

残存しており、確認壁高は35~8 cm を測る。床面はローム土を利用し、比較的平坦である。カマドは東壁の

中央よりやや南寄りに構築され、そでの一部ど燃焼部が残存する。そでは灰色粘土を用いて構築され、わず

かに左そで部が壁内に張り出す。燃焼部底面は浅い窪みを呈するが、これは灰掻きによるものであろう。貯蔵穴

は南東コーナ一部で検出された。不整楕円形を呈し、規模はl. 04X 1. 00m深さ 62cm を測る。ピットは 3 基検

出され、規模はE径33cm深さ 45cm、巳径45cm深さ 57cm、凡径65cm深さ 19.5cm を測る。位置関係から主柱穴と

思われる。柱間距離はP1-P21.73m、 P1-P』 .75m を測る。覆土は黒色土がプロック状に堆積する。

遺物は床面のカマド右脇、中央付近から出土し、又授土より多量の土器片が出土する。器種は甕、杯、鉢、

壺、須恵器無器高杯、砥石が出土している。時期は鬼高期のものが大部分を占める。

重複遺構は検出された部分においては認められない。
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第30図 24号住居跡
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25号住居跡（第32図、 PL. 3) 

I 区 15 • 16 、 C-15 • 16 グリッドに位置する。東壁は不明瞭。横長長方形を呈し、規模は5.55X 6.15m を測

る。面積は推定値で (33.44) 面を測る。主軸方向はN-60"-Eを指す。壁はほぼ直立し、確認壁高は、 17~

6 cm を測る。床面は地山のローム土を利用し、ほほ平坦である。 カマドは東壁のほぼ中央に構築され、 そで

部が残存する。幅は73cm を測る。貯蔵穴は南西コーナ一部から検出された。規模は1.15XO. 90m深さ 25cm を

測る。 ピットはカマド前方部と南半中央部に検出された。規模はP径70cm深さ 29cm 、 P経90X 60cm深さ 40cm

を測る。なおEから円礫が 1 ヶ出土している。凡はカマドとの関係でその性格が理解されると思うか、具体

的な性格を推定させるような痕跡、遺物などは検出されなかった。覆土は粘土、

褐色土がプロック状の堆積を示す。

ローム土粒を多量に含む黒

遺物はカマド周辺に集中しており、甕、杯が出上する。覆土からの出上遺物は鬼高期の土器片が約 8 割を

占めるがカマド内及び床面上からは平安時代のものを主体としている。

重複遺構は27号住居跡で、覆土の切り合い関係やカマドの残存状況から新旧関係は27号住→25号住と考え

られる。なお本住居跡の時期についてはカマドの構造や貯蔵穴の位置から鬼高期のものに近似するが遺物の

出土状況を厘視し、平安時代として考えておきたい。

32 



第 v 章 検出された遺構と遺物
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第 v 章 検出された遺構と遺物

26号住居跡（第33図、 PL. 3) 

I 区D-16、 E-16グリッドに位置する。平面ははほ正方形を呈し、規模は4.80X 5.00m、面積は23.17mを

測る。主軸方向はN-60°-Eを指す。壁はわずかに外傾し、確認壁高は27~9 cm を測る。床面は地山のローム

土を利用し、カマド前方部がやや高く他はほぽ平坦である。カマドは東壁の中央より南寄りに構築されそで

部、燃焼部が残存し、煙道部は不明である。規模は長さ 70cm輻85cm を測り、軸方向はN-64°-Eを指す。貯蔵

穴は南東コーナー部で検出され、隅丸方形を呈する。規模は70X 65cm深さ 47cm を測る。ピットは 4 基検出さ

れた。規模はE径47.4cm深さ 19cm、巳径70.6cm深さ 35cm、凡径62.5cm深さ 43cm、凡径47cm深さ 21cm を測る。

なお化は階段状に掘り込まれている。これが掘り形か柱抜き穴かは不明である。以上の 4 碁はP2かやや歪ん

でおり、配涸がずれるが、主柱穴と考えて良いだろう。柱間距離はP1-P虚． 90m 、 P3-P.2.30m 、 P1―P32.25

m、 P2-Pは 10m を測る。周溝は南西壁に沿って廻っており、規模は輻26~12cm、深さ 10~6 cm を測る。覆

土は灰、ローム粒子を含む黒褐色土か主体で、レンズ状の堆積状況を示している。

遺物は杯、小形鉢、鉢、甕か覆土より出土している。床面からも小破片が出土しており、鬼高期のものを

主体とする。

重複遺構は27号住居蹄で、土層観察より新旧関係は27号住→26号住である。
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第34図 26号住居跡出土遺物

27号住居跡（第35図）

I区C-16、 D-16グリッドに位置する。束壁及び西壁部分をそれぞれ重複住居跡に切られるため、平面形、

規模は不明。壁は垂直で確認壁高は19~5 cm を測る。床面はほほ乎坦である。カマド、ピット等の施設は検

出されなかった。

遺物は杯、甕が若干出土しており、鬼高期のものを主体としている。

重複遺構は25号住居跡、 26号住居跡で、新旧関係は27号住→25号住・ 26号住である。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

28号住居跡（第36図、 PL. 3) 

I 区F-16·17 、 G-16 • 17グリッドに位置する。平面は正方形を呈し、規模は6.26X6.80m、面積は40m2

を測る。主軸方向はN-20°-W を指す。壁は垂直で確認壁高は14~3 cm を測る。床面は比較的凹凸が多い。
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第 v 章 検出された逍構と遺物

カマドは北壁中央に構築され、そで部、燃焼部、煙道部が残存する。規模は長さ 1.22m幅0.87m を測り、軸

方向はN-9°-Wを指す。煙道部の立ち上がりは極めて緩やかで、燃焼部との境は不明瞭である。貯蔵穴は

北東コーナ一部、カマド右脇で検出された。平面は歪んだ長方形を呈し、規模は125 X 80cm深さ 55cm を測る。

又貯蔵穴と北壁及び東壁との間は周辺の床面に比べやや盛り上かっている。ピットは 4 基が検出された。規

模は化径50.3cm深さ 17cm、巳径52 X 39cm深さ不明、凡径55.0cm深さ 50.0cm 、 E径50.0cm深さ 20.5cm を測る。

これらは規模とその位置関係から主柱穴と考えられる。柱間距離はP1-P23.00m、 P3-P,3.80m 、 P1 ―p3が

3.70m 、 P2-Pは 20m を測る。周溝はカマド右脇から東壁、南壁及び西壁の一部に沿って検出された。規模

は幅27~17cm深さ 9 ~3 cm を測る。

遺物は甕、壺、杯、甑、鉢、椀、須恵器短頸壺、同高杯が出士しており、大部分が鬼高期のものである。

出土位置は第37図に示すとおり貯蔵穴と住居中央部に集中している。貯蔵穴内出上土器は杯 8 個体分、甑 2

個体分、甕 1 個体分が認められ、そのうち杯 6 個体、甑 2 個体は完形あるいは若干の部分を欠くのみで、外側か

ら流れ込むような状態で検出された。又床面の中央部分に集中して出土したものはほとんどが破片の状態で

完形に復するものはない。従って貯蔵穴出土上器は周辺に置かれていたものであり、又一方床面中央の土器

は破砕後廃棄されたものとして理解できるのではないだろうか。

重複遺構はなく単独で検出されている。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

29号住居跡（第41図、 PL.3)

I 区A-18·19、 B-18·19グリッドに位置する。平面形は南西半が調査区外のため全形は不明であるが、

おそらく正方形に近い形状を呈すると思われる。主軸方向の長さは5.56m を測る。主軸方向はN-40°-W を

指す。壁は残存状態不良で、やや外傾する。確認壁高は21~3 cm を測る。床面は中央部がやや盛り上がる。

カマドは北西壁の中央付近に構築され、右そで部と燃焼部が残存する。長さ 75cm、幅95cm を測る。比較的幅

広の形状を呈する。貯蔵穴は北部コーナーで検出され、平面は歪んだ長方形を呈する。規模は101 X 86cm深さ

51cm を測る。断面は階段状を呈する。ピットは 3 基検出された。 E径35.5cm深さ 30cm、巳径37.4cm深さ 28.0

cm 、 P雌35.0cm深さ 44. 2cm を測る。なお規模と位置関係からこれらは主柱穴の可能性が高い。R と P2は隣接し

ている事から柱を建替えた可能性も考えられる。周溝は南東壁の南半部に沿って検出された。輻は18~13cm、

深さは 8 ~4 cm を測る。

遺物は甕、杯、須恵器杯、同蓋の破片が出上している。カマド内及び貯蔵穴の周辺部に集中する。なお第

42図ー 3 の甕上半部片はカマド右そで部に正立して置かれており、粘土の付着が甚しい事からそで補強材と

して使用されたと思われる。遺物は奈良時代を主体としているか、貯蔵穴より鬼高期の杯が出上している。
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30号住居跡（第43図、 PL 3) 

I 区B-17 、 C-17グリッドに位置する。やや歪んだ隅丸正方形を呈する。規模は3.15X 2.95m で面積は8.64

面を測る。主軸方向はN-55°—Eを指す。壁
}) 
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第43図 30号住居跡

42 

は外傾し、確認壁高は21~6 cmを測る。床

面はほほ平坦である。カマドは北東壁の南

寄りに構築されており、そで部、燃焼部、

煙道部が残存する。そで部は壁内側に60cm

程張り出す。長さ1. 10m幅0.83m を測る。

煙道の軸方向と燃焼部の軸方向が異なって

おり、前者はN-84°―Eで、後者はN-56°

-Eを指す。貯蔵穴は東側コーナ一部のカ

マド右脇から検出された。隅丸長方形を呈

し、規模57X 43cm深さ 32cm を測る。ピット

は 3 基検出され、規模はE径28cm深さ 13.5

cm 、 P2 :f-蚤34X 28cmi架さ llcm、巳径32X 21cm 

深さ 14cm を測る。いずれも小規模であるが、

2m 位置関係から主柱穴と思われる。柱間距離
j 

はP,-P2 l.93m、 P2-P』 .40mを測る。



第 v 章検出された遺構と遺物

遺物は32A 、 32B号住居跡と重複した部分の覆土中より多く出

土しており、その帰属が不明瞭である。本住居跡に伴う確実な出

土遺物は杯片で、鬼高期のものである。又ピット凡の東側に礫が

多量に出土しているが、その性格については不明である。

重複遺構は32A号・ 32B号住居蹄で、カマドの切り合い関係より

新旧関係は32A号住→30号住→32B号住の順である。

□ / 
/ 

゜ 1 :3 10cm 

31号住居跡（第45図、 PL. 3) 

I 区C-17·18、 D-17 • 18 グリッドに位置

する。平面は長方形と思われるか、 32B号住居

跡と重複するため不明瞭である。規模は北壁

ー南壁間 3.05m を測る。主軸方向はN-90°—

Eを指す。壁はやや外傾し確認壁高は15cm を

測る。床面は地山のローム土と 33号住居覆土

で、ほほ平坦である。 33号住との床面レベル

差は 6 ~9 cmで本住居跡が低位である。カマ

ドは南東コーナ一部に構築されており、ほぼ

全形が残存する。そで部は壁内に40cm程張り

出す。又煙道部は住居プランの対角線方向で

壁外に40cm程張り出す。規模は長さ lm幅

0.85m を測り、軸方向はS-54°—Eを指す。又

燃焼部中央より円礫か l 点出土しているが、

おそらく支脚として用いられたものと思われ

る。ピットは 1 基南壁際中央から検出された。

径40cm深さ 48cm を測る。他に住居跳

に伴う施設は認められない。覆土は

ロームブロックを含む黒色粘質土が

堆積する。

遺物は鬼高期の杯、甕がカマド周

辺及び床面より出上している。

重複遺構は32B号住居跡、 33号住

居跡で、新旧関係は33号住→31号住

→32B号住である。

32A号住居跡（第46図、 PL. 3) 

I 区B-18 、 C-18グリッドに位置

する。正方形に近い平面形を呈する
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と思われるが、南壁と西側コーナ一部は他住居跡と童複するために形状は不明である。規模は推定値 (3.5 X 

3.7) m を測る。主軸方向はS-35°-Eを指す。壁は残存部分で壁高15cm を測る。床面は平坦である。カマド

は南東壁の南西隅に構築される。後世の削平と 30号住居跡に切られるため全形は不明。そで部が壁内に張り

出すものと思われる。ピットは 4 基検出された。 Eは北西壁から外方へl.lm程張り出して掘り込まれる。 P2

は北側コーナ一部、p3 と P4は一般的な 4 主柱穴の位置にある。規模はE径58cm深さ 106.5cm、化径62 X 55cm深

さ 46cm、化径56cm深さ 30cm、い径42cm深さ 10cm を測る。化は形状か方形を呈する事、内部から完形の土器が

出土している事等から貯蔵穴の可能性がある。 Rは本住居跡に伴う張り出しピットとして扱ったが、重複す

る単独ピットの可能性もあり、その性格については不明である。p3、いは柱穴と思われ、柱間距離は 1.95m

を測る。周溝は北ー東壁際で検出され、規模は幅20~12cm深さ 8 ~1 cm を測る。

遺物は杯、鉢が確実に本住居跡に伴って出土している。なお貯蔵穴と思われるピット化より杯完形品 3 個

体と破片 l 点が出土している。時期は鬼高期と思われる。

重複遺構は30号住居跡、 32B号住居跡、 32C号住居跡で、上層観察より新旧関係は32A号住→30号住 •32B

号住 •32C号住である。

328号住居跡（第49図、 PL. 3) 

I 区C-17·18に位置する。平面形は不明。主軸方向はN-82'-Eを指す。壁は検出部で13cm を測る。床面

は平坦。床面レベルは重複する 33号住、 32A号住の床面より 6 ~7 cm高位にある。カマドは東壁の南寄りに構

築される。そで部は認められない。燃焼部と煙道部の境は不明瞭。規模は長さ 85cm輻45cm を測り、軸方向は

S-89'-Eを指す。周溝は東西壁に沿った位協にわすかに検出された。

44 



第 v 章検出された遺構と遺物

口 □3 

三4 5
 

6 

0 I :3 

ー0 1 :4 

7
 

m~ 
c
 

゜

『
,
1

10cm 

i 

第48図 32A 号住居跡出土遺物

45 



第 v 章 検出された遺構と遺物

遺物は平安時代の土器片が覆土中より出土しているが、本住居跡に伴うものである確証は得られなかった。

重複遺構との新旧関係は土層観察より 32A号住 •30号住． 33号住→32B号住である。
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第50図 32C 号住居跡

32C号住居跡（第50図）

I 区B-18 • 19 グリッドに位置する。平面は隅丸正方

形を呈し、規模は2.24X2.10m、面積は4.60m' を測る。

主軸方向はN-49°-Eを指す。壁は外傾しており、確認壁

高は42~14cm を測る。床面はローム土を利用し、比較的

平坦である。カマド及び周溝は検出されなかった。ピッ

トは 2 基検出されEは住居中央に、 P2は西コーナ一部に

掘り込まれている。規模はE径43cm深さ 112cm 、 P2径66X

57cm深さ 30cm を測る。 E を柱穴と考えた場合、中心柱に

よって棟木を支え切妻の形状を呈するか、柱を中心に底

面正方形の角錘状の寄棟形を呈する上屋構造が想定され

よう。

遺物は時期不明の上師器小片が出士したのみである。

重複遺構との新旧関係は土層観察より 32A号住→32C

2m 号住と思われる。

本遺構は住居跡として扱ったが、小形でカマドがない

事から作業小屋的な性格も考えられる。
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33号住居跡 （第51図、 PL. 3) 

I 区C-17·18、 D-17·18グリッドに位置する。平面は正方形を呈し、規模は4.80X4. 78m、面積19.60m'

を測る。主軸方向はN-62"-Eを指す。壁はほぼ垂直で、確認壁高は22cm前後を測る。床面は地山のロームで

ほぼ平坦面を呈する。カマドは東壁の中央からやや南寄りに構築される。煙道部は残存しない。そで部は壁

内に90cm程張り出す。長さ 90cm、幅85cm を測る。軸方向はN-78"-Eを指す。貯蔵穴は南東コーナ一部に検出

された。歪んだ長方形を呈し、規模は62X50cm深さ 56cm を測る。ピットは 4 基検出され、位置的に主柱穴と

思われる。規模はR径53cm深さ 39cm 、 P2径38cm深さ 56.5cm、凡径45cm深さ 38cm 、 P4径37cm深さ 45cm を測る。

又各柱間距離はP,-P22.13m、 P2-P42.20m 、 P3-P. l. 93m 、 P,-P32.25m を測る。周溝はカマド左脇を除

いて全周する。規模は幅30~7 cm深さ 9 ~2 cm を測る。覆土はロームブロック、炭化物、灰を含む褐色土が

堆積する。

遺物は鬼高期のものが出土しているが、図化できるものはない。
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第51 図 33号住居跡

34号住居跡（第52図）

I 区D-18 • 19 、 E-19グリッドに位置する。長方形を呈する。規模は推定値で (3.55) X (2. 75) illを測

る。面積は9.5面前後を測る。壁は確認壁高12.5~2 cm を測る。床面はほぽ平坦である。ピットは 3 基検出さ

れた。規模はE径100X 65cm深さ 40cm 、 P2径105X55cm深さ 33cm、p3径33cm深さ 15cm を測る。

遺物は須恵器高台付椀、上師器甕が出土している。鬼高期のものも含むが、主体は平安時代である。

重複遺構との新旧関係は、出土遺物より 37号住→34号住と思われる。
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35号住居跡（第53図、 PL. 3) 

1 区E-17·18 、 F-17·18 グリッドに位置する。平面は正方形を呈し、規模は5.29X 5.02mで、面積は26.10

而を測る。主軸方向はN-51°-Eを指す。壁は比較的残存状態良好で、やや外傾し確認壁高は27~5 cm を測

る。床面は地山のローム土を利用しており、中央部分がやや高くなっている。カマドは北東壁の中央よりや

や南東寄りに構築されている。残存状態は良好で、煙道上半部のみを欠く。規模は長さ 1.35m幅0.85m で軸

方向はN-54°-Eを指す。そで部は壁内側に lm程張り出す。又燃焼部は比較的狭小で、幅30cm を測る。煙道

は急角度で立ち上がる。貯蔵穴は東側コーナ一部で検出された。形状は楕円形で、規模は96 X 72cm、深さ 63.5

cm を測る。ピットは 4 基が検出され、その配置関係から主柱穴になると考えられる。規模はE径31cm深さ 41

cm、巳径30cm深さ 47cm、凡径23cm深さ 45cm、化径30cm深さ 40cmを測る。又それぞれの柱間距離はP1-P22.52

m 、 P3-P42.60m 、 P1-P32.55m、 P2-P.2.38m を測る。周溝は全壁に沿って廻っており、幅30~5 cm、深

さ 13~2 cm を測る。覆土にはロームブロックを多量に含む褐色土がブロック状に堆積している。

遺物は甕が多塁に出上しており、その他に杯、高杯が含まれる。出土位置はカマド周辺と貯蔵穴周辺に集

中するが、完形品はなくほとんどが小破片である。時期はすべて鬼高期のものに限定される。

重複遺構は認められず、単独で検出されている。

36号住居跡（第55図）

I 区F-19·20グリッドに位駕する。平面は横長長方形を呈し、規模は3.26 X (3.60)m 、 面積は 1 1.40m2 
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第53図 35号住居跡

を測る。壁は残存状態不良で、確認壁高は 9 ~1 cm を測る。床面は凹凸が多く軟質である。カマドは東壁の

南端に構築されている。そで部は確認できない。燃焼部は壁を長さ 60cm輻50cm前後掘り込んで築かれている。

軸方向はS-67°-Eを指す。ピットは 2 基検出された。 Eはカマド前方部、 P2はカマドに対面する西壁際に掘

り込まれる。規模は已径58 X 46cm深さ 53cm、巳径78 X 65cm深さ 55cm を測る。化は形状、規模、位置等から貯

蔵穴の可能性が高いが、 Eの性格については不明である。

遺物はカマド周辺から中央部分にかけて土器片が多量に出土する。甕、杯、鉢、須恵器高台付椀等があり、
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第54図 35号住居跡出土遺物

時期は平安時代のものが主体を占める。なおカマドのそで部から燃焼部にかけて円筒埴輪片が10数片出土し

ているが、これはおそらくカマドの補強材として転用されたものと考えられる。

重複遺構は45号住居跡と 46号住居跳で、判明した新旧関係は45号住→36号住であった。

なお本住居跡は46号住居跳とともに北東端部を崖によって切られており、この部分の形状については破線

で推定ラインを図示した。
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第56図 36号住居跡出土遺物

37号住居跡（第57図、 PL. 3) 

I 区D-19·20 、 E-19·20グリッドに位甜する。平面は正方形で、規模は5.50X 5.60m、面積は29.80mを

測る。主軸方向はN-68°-Eを指す。壁は残存状態不良で確認壁高18~2 cm を測る。床面は地山のローム土を

利用し、平坦で硬質である。カマドは東壁の中央よりやや南寄りに構築され、そで部と燃焼部が残存する。

そで部は壁内側へ60cm程張り出す。燃焼部は奥行60cm輻44cm を測る。軸方向はN-75°-Eを指す。貯蔵穴は南

東コーナ一部で検出され、規模は80X 77cm深さ 64.5cm を測る。ピットは 5 基が検出された。 Pl ～化は配置関

係から主柱穴と思われる。規模はE径42cm深さ 54cm 、 P2径45cm深さ 53cm、p3径40cm深さ 50cm、巳径35cm深さ

57cm、凡径63cm深さ 75cm を測る。又柱間距離はP,-P22.63m 、 P2-P42. 72m、 P1-P32.80m 、 P3-P.2.63m

を測る。周溝は全周するものと思われ、幅30~15cm、深さ 13~3 cm を測る。覆土はロームブロックを含む黒

色土がブロック状に堆積する。

遺物はピット凡周辺に集中して出土する。鬼高期の甕が多く、その他に杯、甑、高杯がみられる。

重複遺構との新旧関係は37号住→34号住である。
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38号住居跡（第60図、 PL3)

I 区C-20 • 21 グリッドに位置する。平面は歪んだ正方形を呈する。規模は3.88X3.55m、面積は12.50m'

を測る。主軸方向はN-34°―Eを指す。壁は残存状態不良で凹凸が激しい。確認壁高は15~2 cm を測る。床面

は軟質で凹凸が激しい。カマドは北東壁のほぼ中央に構築されている。残存状態は比較的良好で全形が知り

得る。長さ 93cm輻80cm を測り、軸方向はN-39°—Eを指す。そで部は灰色粘士を使用し壁内に50~45cm張り出

している。焚日部は浅い窪みを呈し、それに続く燃焼部中央には15cm大の円礫を直立させて支脚としている。

燃焼部と煙道部の境は不明瞭で、煙道は緩やかに傾斜し、末端部で急角度で立ち上がる。貯蔵穴は東側コー

ナ一部で検出された。平面は不整楕円形を呈し、規模は径93X 79cm深さ 35cm を測る。ピットは 4 基が検出さ

れている。凡以外はいずれも不定形を呈する。規模はE径60X 31cm深さ 18cm 、 P2径69X 60cm深さ 21.5cm、p3

径55X 47cm深さ 23cm、巳径80X 60cm深さ 23.5cm を測る。 R と化は住居コーナ一部分に位置し、底面形と規模

が近似する事から柱穴になる可能性が考えられる。 P2、p3,こついては壁際にあり、規模も比較的大きく貯蔵

穴的な性格を想定できるが、すでに定型化した貯蔵穴を具備している事から、むしろ別の性格をもつピット

と考えた方が妥当である。周溝は南東壁から南西壁中央部ピット化の間に沿って廻っている。輻は20~5 cm 

で深さ 3 cm以下の小規模なものである。又貯蔵穴とピット巳間に不定形の掘り込みが認められるが、これは
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おそらく掘り形の痕跡と思われる。

遺物は貯蔵穴内より鬼高期の杯完形品 l 点が出土し、他にカマド周辺を中心にして同時期の杯、鉢、甕の

破片か小数出土している。

重複遺構は 10号土堀で、新旧関係は38号住→10号堀である。
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39号住居跡（第62図、 PL. 3) 

I 区B-21 • 22 、 C-21 • 22 グリッドに位置する。平面は歪

んだ正方形を呈し、規模は5.17X5.18m、面積は推定で (25.0)

面を測る。主軸方向はN-47°-Eを指す。壁は残存状態不良で、確認壁高 7 ~1 cm を測る。床面は地山のロー

ム土を利用しており比較的平坦。カマドは北東壁の中央部に構築され、左そで部のみ残存する。そで部は壁

゜ 1:4 10cm 

第61 図 38号住居跡出土遺物

内に65cm程張り出す。貯蔵穴は東側コーナ一部で検出された。平面は不整楕円形を呈しており、規模はlOOX

85cm、深さ 53.5cm を測る。ピットは 4 基が検出された。規模はE径90X 44cm深さ 16cm 、 P2径24X 17cm深さ 25

cm、凡径29cm深さ 12.5cm、凡径40X 45cm深さ 16cm を測る。いといは位置関係から柱穴の可能性が考えられる

が化と P心性格不明である。

遺物はきわめて少なく、本住居蹄に伴うものとしては貯蔵穴内より鬼高期の杯、壺が出土している。覆土

からは小形壺、杯の破片が数点出土しているか、時期はすべて鬼高期のものである。なお貯蔵穴内出土の壺

の胴部には箆描による記号様の刻線がみられる。

本住居跳との重複遺構はなく単独で検出された。
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41号住居跡（第63図、 P L. 3) 

I区E-21 • 22 グリッドに位置する。東

半部を崖で切られる。平面は長方形を呈

すると思われる。北西壁ー南東壁間の距

離は4,52m を測る。南東壁の方向はN-

48°-E を指す。壁は外傾しており、確認壁

高は12~4 cm を測る。床面は地山のロー

ム土を利用し平坦である。カマドは検出

されなかったが、おそらく北東壁に構築

されたと推定される。ピットは 2 基検出

され、化は南西壁際中央にある。規模は

P1 f蚤24cmi采さ 18cm 、 P2径24cm深さ 16cm を

測る。

追物は器厚の厚い甕の胴部片が10数片

出土しているが、時期については不明で

ある。

重複遺構は認められない。
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第64図 42 A • 42 B 号住居跡

42A号住居跡（第64図、 PL. 4) 

I区G-17 • 18 、 H-17 • 18 グリ

ッドに位置する。方形を呈すると

11 、思われるが北東半を崖で切られ全
l l 

形は不明。南西壁の方向はN-50°

-wを指す。壁ははほ直立し、確

認壁高10.5~5 cm を測る。床面は

凹凸が多い。ピットは 4 基検出さ

れた。じ径47cm深さ 37cm、凡径

47.4cm深さ 15cm、凡径83.7cm深さ

26cm 、 P4 f至 47.5cmi采さ 46cmを測る。

428号住居跡（第64図、 PL. 4) 

I区G-17 • 18 、 H-17 • 18 グリ

ッドで42A号住居跡と重複して検

出された。南西壁の長さは5.15m、方向はN-53°-Wを指す。壁は13~5 cmの高さを測る。ピットが南西壁際

の中央に 2 基並列して検出された。凡は径32.2 X 20cm深さ 5 cm、凡径42 X 22cm深さ 17cm を測る。ピット間距

離 lmを測る。人日施設に関わるものであろうか。遺物は鬼高期の甕、杯、甑、高杯等40数片が出土している。
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43号住居跡（第65図、 PL. 4) 

' /  
1区B- 8 グリッドに位置する。方形のコーナ ｮ 一部のみ検出され、大半は崖によって切られる。

壁は外傾し、確認壁高は22~4 cm を測る。床面

は凹凸が多い。カマド、周溝、ピット等の施設

は全く検出されなかった。

遺物は高杯、甕、鉢、須恵器甕等の小破片20
疇 | )>_ 

数点が出土した。時期は鬼高期を主体とする。
／八

゜
I 60 2m 

44号住居跡 （欠番）
第65図 43号住居跡

45号住居跡（第66図、 PL4)

I区F-19 • 20 、 G-19 • 20グリッドに位置する。正方形を呈すると思われる。南西壁の長さは4.34m を測

る。主軸方向はN -(40ー)-Eを指す。壁はほほ垂直で、確認壁高は18~6.5cm を測る。床面は比較的凹凸が

多く、中央部分がやや窪む。カマドは検出されなかったが、おそらく北東壁に構築されたと思われる。ピッ

トは 4 碁検出された。位置関係からこれらは主柱穴と思われる。規模はい径25cm深さ 20cm 、 P2径32cm深さ 20
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cm 、 P3i条32cmi采さ 33cm、化径43cm深さ

40cm を測る。各柱間距離はP1-P』 .63

m 、 P2-P. l. 66m、 P3-P』 .65m 、 P1

-P3 1. 75m を測る。周溝は検出された

部分においては全周し、その規模は輻

35~10cm深さ 4 ~2 cm を測る。覆土は

ローム粒を多く含む黒褐色土が堆積し

ている。

遺物は杯、甕等が覆士より出土して

いる。ほとんどが鬼高期に属するもの

である。

重複遺構との新旧関係は土層観察よ

リ 37号住→45号住→36号住である。

ロロ

゜ 1 :3 ]Ocm 

第67図 45号住居跡出土遺物

46号住居跡（第66図）

I区F-20グリッドで36号住居跡、 45号住居跡と重複して検出された。乎面は方形を呈すると推測される

が、西側コーナ一部分のみ認められ、全形及び規模等については不明である。壁はやや外傾し、確認壁高は

14~9 cm を測る。

出土遺物はなし、重複遺構との新旧関係は不明である。

47号住居跡（第68図、 PL. 4) 

I区C-23 、 D-23グリッドに位置する。平面は隅丸正方形を呈し、規模は2.31X2.42m で面積は5.10mを測

る。主軸方向はN-32°-Eを指す。壁は外傾し、確認壁高は17~3 cm を測る。床面は比較的平坦。ピットは東

壁際中央に 1 碁検出された。平面は隅丸長方形で、規模76X 58cm深さ 18.5cm を測る。形態、規模から貯蔵穴

になる可能性がある。

遺物は甕、杯の破片が床面及び覆土から出土しており、すべて鬼高期のものである。

A
 

A
 

ヽ
k
 

A
 

l(ｾ) 

゜ 1 : 60 2m 
゜ 1 :4 10cm 

第68図 47号住居跡及び出土遺物
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第 v 章 検出された遺構と逍物

48号住居跡（第69図）

I区C-24 、 D-24グリッドに位置する。西半

部を崖及び 6 号士堀により失われているため、

全形及び規模は不明。壁は残存状態不良で、

確認壁高6.5~3.0cm を測る。

遺物は床面より杯、甕の小破片が出土して

いる。時期は不明である。 現

6 号土堀

ヽ

49号住居跡（第70図、 P L. 4) 

I区C-23·24、 D-23·24 グリッドに位置す

る。平面は歪んだ正方形を呈する。西側コー

ナ一部は崖に切られ不明である。規模は4.68

X4.88m、面積 (21. 6) 面を測る。主軸方向

はN-54°-Eを指す。壁はほぼ垂直で、確認壁

高は22~16.5cm を測る。床面は地山のローム 第69図 48号住居跡

土を利用しており、凹凸が激しい。カマドは

北東壁の中央よりやや南東寄りに構築されている。残存状態は比較的良好で、そで部、燃焼部、煙道部が残

¥ 

゜ 1 :60 2m 

る。規模は長さ 90cm、幅80cm を測る。軸方向はN-57°―Eを指す。そで部は壁内に50cm前後張り出す。燃焼部

は比較的幅広く、 45cm程を測る。煙道部は燃焼部より弱い段を形成して緩い角度で立ち上がる。なお焚口の

やや右側に壺上半部と甕の上半破片が重なる状態で出土しているが、支脚用としての二次的利用が推定され

る。貯蔵穴は南側コーナー部で検出された。規模は51 X 49cm深さ 11cmで、比較的浅いものである。ピットは

4 基検出された。これらは位置、規模等より主柱穴と考えられる。規模はR径53X 42cm深さ 34cm、凡径37cm

深さ 58cm、凡径35cm深さ 25cm、凡径44cm深さ 41cm を測る。なお各柱間距離はP1―P22.12m 、 P2-P.2.llm 、

P1―P32.02m、 P3-P.2.00m を測る。又南東壁に沿って輻27~14cm、高さ 8 ~5,cmのテラス状施設が検出さ

れているが、これが本住居跡の構造なのか、あるいは住居拡張に伴う旧壁面なのかは判断できなかった。

遺物は床面及び覆土より杯、甕、小形甕、高杯、高台付椀、紡錘車が出土している。高台付椀及び杯の数

片については平安時代のものを含むが、ほとんどが鬼高期に属するものである。出土位置はカマド焚口部分

及びその周辺に集中している。杯のうちには完形で出上したものもあるが、ほとんどは破片の状態であるた

め住居廃絶以後隧棄されたものと考えたい。

重複遺構は51号住居跡で、新旧関係は不明であった。

50号住居跡（第73図、 PL. 4) 

I 区D-25、 E-25グリッドに位囲する。平面は歪んだ縦長長方形を呈する。西壁部分は現道路に切られて不

明である。規模は (4.23以上） X 3.92m を測る。主軸方向はN-87°-Eを指す。壁はほほ垂直で、確認壁高は

46~3cm を測る。床面は地山のローム上を利用し比較的平坦である。カマドは東壁の南隅に構築され、そで部

は不明瞭で、燃焼部と煙道部が残存する。長さ1. 24m、輻0.50m を測り、軸方向はS-84°―Eを指す。煙道は

緩い曲線を描いて立ち上がり、その末端付近で甕形土器片が出土している。これは煙道部の補強的な意味を

もつものかもしれない。貯蔵穴は北東コーナ一部で検出された。規模は71 X 62cm、深さ 30cm を測る。ピット
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1 三□ 三
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第71 図 49号住居跡出土遺物（ I)
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第72図 49号住居跡出土遺物(2)

はカマド焚口手前に 1 基検出された。規模は径35cm深さ 26.5cm を測る。位置から柱穴とは考え難く、その性

格については不明である。覆上は黒色土を碁調にしてロームプロックを多量に含んでおり、堆積状況がレン

ズ状ではなくむしろブロック状であるため、人工的埋土の可能性が考えられる。

遺物は杯、甕、埴輪の破片がカマド周辺を中心に多数出土している。時期は奈良時代のものか主体である。

重複遺構との新旧関係はカマド残存状況より 51号住→50号住と考えられる。
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第 v 章検出された遺構と遺物

51号住居跡（第74図、 PL. 4) 

I区D-24·25、 E-24·25グリッドに位置する。平面は正方形を呈すると思われるが、西半部については50

号住居跳、現道路に切られて不明である。規模は6.90X (4.20以上） mである。主軸方向はN-44'-E を指

す。壁は比較的良好な残存状態を示しており、確認壁高は25~13cm を測る。床面は地山のローム土を利用し

ており、凹凸が多い。カマドは北東壁中央よりやや南東寄りに構築されている。規模は長さ 1.28m幅は0.85

m を測る。軸方向はN-57'-Eを指す。そで部は壁内側に1. 10m程張り出す形態で、煙道部は燃焼部から段を

形成して急角度で立ち上がる。なおそで部先端には甕を伏せて焚口部の補強としており、又燃焼部中央には

高杯を倒立設置し支脚用としている。貯蔵穴は東側コーナ一部で検出された。これは隅丸長方形を呈し、規

模108X 70cm、深さ 85cmを測る比較的大形のものである。ピットは 5 基検出され、規模はE径40X 32cm深さ 63

cm 、 P滋51 X 43cm深さ 65cm、p3径35cm深さ 55cm、化径44cm深さ 64cm、化径45cm深さ 34cmである。このうち P1

～凡は主柱穴と思われる。柱間距離はP1-P2 2.92m、 P3---"'P.2.9lm 、 P1-P32.97m、 P2-P.2.88m を測る。

又周溝は南東半の壁に沿って検出されている。規模は輻26~15cm深さ 11~1 cm を測る。

遺物は主にカマドを中心にして出土しており、杯、甕、甑、高杯、臼玉等がみられる。時期は鬼高期のも

}
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第74図 51 号住居跡

64 



第 v 章 検出された遺構と遺物

のを主体としている。

重複遺構との新旧関係は51号住→50号住である。
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--------―←-------、.:::`
2 3(ｾ) 

4 (ｼ) 

□
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5 (ｼ) 

゜
1:3 ]Ocm 

゜ 1:4 ]Ocm 

第75図 51 号住居跡出土遺物

52号住居跡（第76図、 PL. 4) 

II区B-4 • 5 、 C-5 グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈する。規模は3.50 X 4.38m、面積は 14.20

而を測る。主軸方向はN-89'-Eを指す。壁は残存状態良好でほぽ垂直に掘り込まれており、確認壁高は29~

10cm を測る。床面は地山のローム土を利用し、平坦で硬質である。カマドは東壁の南端に 2 基検出された。

1 号カマドは長さ 88cm幅50cm、軸方向s-89°―Eで、 2 号カマドは長さ 128cm幅75cm、軸方向S-74°―E を測

る。両カマドともそで部はみられず、燃焼部と煙道部のみを残す。ピットは 2 基検出され、 E径llOX 71cm深

さ 45cm 、 P2径76 X 67cm深さ 49cm を測る。いずれも貯蔵穴と推定されるが、南北に並列しており、カマドがこ

れに対応するように並列する事から、これを本住居跡が南方へ拡張したものと想定し、それに伴い 1 号カマ

ドーピット P1 、 2 号カマドーピット P2のセットで移設したと考えられるようである。

遺物は甕、高台付杯、支脚及び円筒埴輪片が 2 号カマド内より出土している。平安時代のものである。そ
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第76図 52号住居跡

の他に縄文土器加曽利E式の土器

片が覆土から多く出土しているが、

これは周辺からの流れ込みと考え

られる。

重複遺構はなく単独で検出され

ている。

''u I 3 10cm 

l(ｾ) 

゜
1.4 10cm 

第77図 52号住居跡出土遺物

53号住居跡（第78図、 PL. 4) 

II区B-15 • 16 グリッドに位置する。ほほ正方形を呈し、規模は3.33X3.37m 、面積1 1. 30面を測る。主軸

方向はN-3T-Wを指す。壁は残存状態良好で、確認壁高は37~25cm を測る。又床面は地山のローム土を利

用し、ほほ平坦な面を呈する。カマドは北西壁のほぼ中央に構築される。規模は長さ 60cm輻72cmを測る。軸

方向はN-44'-Wを指す。そで部はみられず、やや輻広の燃焼部をもつ形態を呈する。煙道部は緩い角度で

立ち上がる。貯蔵穴は北側コーナー部のカマド右脇で検出された。平面は円形を呈し、規模は38X 37cm、深

さ 38cm を測る。ピットは 2 基が検出されている。いずれも南西壁より 60cm程離れて、壁の走向と並列して揺

り込まれている。規模はい径25cm、深さ 30.5cm 、 P2径28cm、深さ 20.5cmを測る。以上の 2 基は位置関係と規

模から主柱穴の可能性を考えたいが、 4 本柱を碁本として想定した場合に対応する他の 2 基については確認

できなかった。周溝は東側コーナー周辺に沿って検出された。幅17~8 cm、深さ 12~2 cm を測る。

遺物は杯、高杯、甕、埴輪等がカマド周辺より出土している。いずれも破片で鬼高期のものと思われる。

重複遺構はない。
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4(ｼ) 

54号住居跡（第80図、 PL. 4) 

II区G-20 • 21 グリッドに位囲する。平面はほほ正方形を呈し、規模は4.42 X 4.29m、面積18. 20mを測る。

主軸方向はN 24°-Wを指す。壁はやや外傾し、確認壁高は31~16cm を測る。床面は地山のローム土を利用

し、硬質で全体に平坦である。カマドは北壁中央に構築され、残存状態は良好であった。規模は長さ 1.15m

幅0.83m を測る。軸方向はN-22°-Wを指す。そで部は壁内へ63cm程張り出す。燃焼面は浅い皿状を呈して

窪む。煙道部は段を形成しで燃焼部と区別され、比較的緩い傾斜角度で立ち上がる。貯蔵穴はカマド右脇で

検出された。円形を呈し、規模は径53cm深さ 34cm を測る。ピットは 5 基検出された。 Pl ～巳は位置的に主柱

穴と考えられる。規模はE径41cm深さ 11cm、 P2径35cm深さ 13cm、p3径50 X 47cm深さ 12cm、化径39cm深さ 12

cm 、 P5f蚤33cmi采さ 20cm を測る。柱間距離は P1-P心． 03m、 P3-P』 .90m 、 Pl―P32.42m 、 P2-P.2.OOm を測

る。周溝は東壁沿いの一部を除いて全周し、輻25~6 cm深さ 6 ~2 cm を測る。

遺物は甕、杯、甑、小形甕が出土している。全て鬼高期と思われる。

重複遺構との新旧関係は64号住→54号住である。
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55号住居跡（第82図、 PL. 4) 

II区H-22·23グリッドに位置する。方形を呈すると思われるが、他遺構との重複により全形は不明。東一

西壁間は5.16m を測る。主軸方向はN-73°-Eを指す。壁はやや外傾し、確認壁高は27,5~16.5cm を測る。カ

マドは東壁のほぼ中央に構築され、残存状態は比較的良好である。長さ1. 10m前後、幅0.86mを測る。軸方

向はN-75°―Eを指す。そで両端部に甕を伏せ、又焚口～燃焼部で 2 個の甕が合日の「合掌造」様の状態で出

上した。これらはおそらく焚口部分の構造補強材に用いられたと考えられる。貯蔵穴は南東コーナ一部で検

出された。隅丸正方形を呈し、規模は58 X 53cm深さ 42.5cm を測る。

遺物は本住居跡に伴出するものとしてカマド及び貯蔵穴出土のものが全てと考えられ、鬼高期の甕が主体

を占める。重複遺構は56号住居跡、 59号住居跡で、新旧関係は土層観察より 55号住→59号住→56号住である。

56号住居跡（第82図、 PL. 4) 

II 区H-22 • 23グリッドに位置する。縦長長方形を呈する。規模は3.95 X 2. 95m、面積は10.90m' を測る。

主軸方向はS-21°-Eを指す。壁は土層断面より 26cm を測る。床面は59号住居跳覆土で、中央部がやや高く軟

質である。カマドは南壁中央付近に構築されたと思われ、 37 X 56cmの規模で焼土分布が見られる。貯蔵穴、

ピット、周溝等は検出されなかった。

遺物は住居内全体に分布して覆土から破片が出土している。杯、甕、須恵器杯、同壺等が主で、奈良時代の

ものが主体を占める。
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aコ

1:60 2m 

] 黒褐色土層

2 黒色土層

3 暗褐色土層

4 黒色土層

5 黒色土層

6 暗褐色土層

7 黒褐色土層

8 褐色土層

9 掲色土層

10 黒色土層

11 黒色土層

12 黄褐色土層

13 暗褐色土陪

14 黄褐色土層

粘性少なく軟質。鉄分凝集か見られる。

粘性少な〈硬質。鉄分凝集か若干見られる。

粘性少なく硬質。鉄分凝集か若千見られる。

粘性あり、鉄分凝集か若＋見られる。

枯性あり、ローム粒を多量に含む。

黒色士粒とローム粒の混合土。

焼土ブロ、Jクを多贔に含む。

焼土粒と灰を多鼠に含む。

焼土粒と炭化物粒を多鼠に含む。

粘性あり、ロームプロソクを多量に含む。

ローム粒と軽石を多量に含む。

ロームプロックを主体とする。

黒色土粒とローム土粒の混合土。ロームプロ／クと炭化物を若千含む。

ロームを主とし、黒色土をプロ、Jク状に含む。

1 • 2 • 8-56号住居跡覆土

3 ~6 • 13-59号住居跡覆土

7 ~9 • 11 • 12-55号住居跡覆士

10 • 14 木根による攪乱

第82図 55 • 56 • 59号住居跡
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ミ 1
 

57号住居跡（第85図、 PL. 4) 

II 区E-24 • 25 、 F-24 • 25グリッドに位

置する。平面は縦長長方形を星すると思わ

れ、規模は3.80X3.25m、面積は 12. 30mを

測る。主軸方向はN-78° E を指す。壁は残

存状態不良で北西部は後世の削平のため不

明瞭である。確認壁高は27~10cm を測る。

床面は地山のローム土を利用し、比較的平

坦である。 カマドは東壁の南寄りに構築さ

゜ I :60 2m 

れており、残イ｛状態は比較的良好である。

長さ 1.13m、輻0.74m を測り、軸方向はN-

72°―Eを指す。そで部は見られず、燃焼部

は奥行50cm程壁の外に張り出す。煙道は燃

焼部レベルとほとんど差をもたずに延び、末

端部で急角度をなして立ち上がる。貯蔵穴

は南東端のカマド右脇で検出された。円形

57号住居跡

を呈し、径47cm深さ 15cm を測る。

周溝等は検出されなかった。

ピット、

遺物は高台付椀、杯、甕が若干出土した

のみである。時期は平安時代と考えられる。

重複遺構は62号住居跡で、新旧関係はカマドの残存状態より 62号住→

57号住と思われる。
゜ 1 :3 10cm 

第86図 57号住居跡出土遺物
58号住居跡（第87図、 PL. 4) 

II 区D-21 • 22 、 E-21 • 22 グリッドに位置する。平面は歪んだ正方形

を呈し、東西壁はやや外方に膨らむ。規模は4.65X 4.88mで、 面積は22.30m' を測る。主軸方向はN-88°―E

を指す。壁は残存状態不良で、確認壁高は18~1 cm を測る。床面はロームブロックの混入する褐色土で、比

較的平坦である。 カマドは東壁南端に 2 碁が並列して検出された。いずれもそではもたず、煙道が壁外に長

＜延びる形態である。規模は 1 号カマド長さ 140cm輻66cm 、 2 号カマド長さ 88cm幅45cmを測る。軸方向は 1 号

はS-83°-E 、 2 号はS-68°-E を指す。 ピットは16基検出された。規模はじ径27cm深さ 31cm 、 P准23cm深さ

20cm、巳径70 X 53cm深さ 19cm 、 P』03 X 100cm深さ 40.5cm、 P5径113X 98cm深さ 24.5cm、p6径95X 73cm深さ 30.5

cm 、 P7110x 100cm深さ 32cm 、 P8径100cm深さ 57cm 、 P，径123X 108cm深さ 25cm 、 P10径120X 104cm深さ 18cm 、 P11

f蚤 128cmi架さ 23.5cm 、 P12径 140Xl37cm深さ 49cm 、 P13径88cm深さ 53cm、pl4径95cm深さ 38cm、 P15径50cm深さ 43cm 、

p16径135 X 90cm深さ 53cm を測る。 P1 と化は主柱穴、 P16は貯蔵穴の可能性が考えられる。周溝は幅18~15cm深

さ 2 ~4 cm を測る。

遺物は甕、杯、羽釜片が覆土より出土する。又カマドより円筒埴輪片が出土している。時期は平安時代中

葉頃と思われる。

重複遺構は92号住居跡で新旧関係は不明であった。
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第89図 58号1主居跡出土遺物 (2)

59号住居跡（第82図、 PL. 4) 

II 区G-22 • 23 、 H-22 • 23 グリッドに位置する。平面は歪んだ方形と思われるが、他遺構との重複が激し

く全形は確認し得なかった。壁はやや外傾し、確認壁高は34cm を測る。床面は地山ローム士と、重複する 55号

住居跳覆上を利用している。 カマドは北壁のやや西寄りに構築されており、煙道部は不明瞭で、本体部分が

「馬蹄」形に残存する。長さ 74cm輻84cm を測り、軸方向はN-T-Wを指す。貯蔵穴、

内施設は検出されなかった。

ピット、周溝等の住居

遺物はカマド及びカマド左脇の壁際で出上している。甕、杯、高杯、壺かあり、時期は鬼高期のものが主

体を占める。なおカマド出土の小形甕（第92図ー19) と高杯（第91図ー14) は前者が後者の上に載せられた

状態で出土した。 これは当時のカマド使用状況のまま残されたものと考えられる。

重複遺構との新旧関係は55号住→59号住→56号住であるが、本住居跡はその形態の複雑さから複数の住居

跡である可能性も考えられる。

□ 

ロ
2
 

こ

3
 

口

゜ 1 :3 10cm 

第90図 59号1主居跡出土遺物 (I)
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第92図 59号住居跡出土遺物(3)

60号住居跡 （欠番）

61号住居跡（第93図、 PL. 4) 

II 区H-24·25グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われるが、東半か調査区外のため全形を知り

得ない。北壁ー南壁間は3.60m を測る。壁は外傾し、確認壁高58~22cm を測る。床面は地山のローム土を利

用しており、比較的平坦で硬質である。周溝は南壁に沿って検出され、幅40cm、深さ 13cm を測る。覆土は上

層に焼土と灰を含む黒色砂質土、下層にロームプロックを含む黒色土が堆積する。

遺物はほとんどが覆土から出土しており、器種は甕が大部分で、すべて小破片のため時期を限定し難いが

数贔的には鬼高期のものが多い。

重複遺構は74号住居跡で、新旧関係は土層観察より 74号住→61号住である。

62号住居跡（第94図、 PL 4) 

II 区E-23·24 、 F-23·24グリッドに位置する。平面は南辺のやや長い歪んだ正方形を呈する。規模は4.20

X4.45m、面積は19.0mを測る。主軸方向はN-69°-Eを指す。壁は残存状態不良で、確認壁高 6 ~1 cm を測

る。カマドは東壁中央部に構築されたと思われるが、掘り形しか検出されなかった。長さ 165cm、輻75cmの規

模で楕円形に掘り込まれている。軸方向はS-83°-Eを指す。貯蔵穴は南東コーナ一部で検出された。平面は

長方形で、規模は94X 57cm深さ 56cmを測る。ピットは 4 基検出された。これらは位置的に主柱穴と思われる。

規模はい径33cm深さ 30cm 、 P2径26cm深さ 35cm、p3径29cm深さ 38cm 、 P4径30cm深さ 36cm を測る。又柱間距離は

p l —P22. 05m、 P3-P42.13m、 P2-P. 1. 92m 、 P1-P虚． OOmを測る。周溝は南壁沿いの貯蔵穴付近で検出さ

れ、幅16cm深さ 10cm を測る。
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遺物は鬼高期の杯片が 1 点覆土より出土したのみである。重複遺構との新旧関係は62号住→57号住である。
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63号住居跡（第95図）

II 区E-22 • 23 、 F-22 • 23 グリッドに位置する。平面は台形状を呈しており、規模は3.25X3. 20mで、面

積は9.97mを測る。主軸方向はS-87°-Eを指す。壁は残存状態不良で、確認壁高12~ 1. 5cmを測る。床面は

地山のローム土とロームブロックを含む埋土を利用する。カマドは東壁中央に構築されたと思われるが、掘

り形しか検出されなかった。規模は長さ 93cm、幅40cm前後のもので、焚口～燃焼部の底面には径43cm、深さ

18cmの浅い皿状の掘り込みがある。軸方向はS-83'-Eを指す。貯蔵穴は北西コーナ一部で検出された。平面

は隅丸長方形を呈し、規模は96X 79cm深さ 14cm を測る。ピット及び周溝は検出されなかった。

遺物は須恵器高台付杯の破片が 2 点出土している。重複遺構は62号住居跳で、新旧関係は不明であった。

V̀ @ｷ1 二l

‘、、:,',’,9 

ー，―-三□

62住＼ < < 

゜ 1:60 Zm ゜ 1 :3 10cm 

第95図 63号住居跡及び出土遺物

64号住居跡（第96図、 PL. 5) 

II 区G-20 • 21 • 22 、 H-20 • 21 • 22グリッドに位置する。平面は正方形を呈すると思われる。東半及び南

半部は壁、床面とも残存していない。壁の残存するのは北西部のみで、確認壁高は 9 ~1 cm を測る。床面は

地山のローム土を利用し、比較的乎坦である。カマドは検出されなかった。貯蔵穴は南東コーナー付近に検

出された。平面は隅丸長方形で、規模は96X 67cm深さ 69cm を測る。ピットは 3 基検出された。いすれも主柱

穴と思われる。規模はい径33cm深さ 27cm、い径28cm深さ 23cm、い径35cm深さ 7.5cmを測る。又柱間距離はP1―

P心． 45m、 P1―P32. 78m を測る。

遺物は床面より甕片、覆土より高台付椀、小皿、土製円板等の破片が出土している。本住居跡の形態より

鬼高期の可能性が考えられるが、時期を限定できるような遺物及び出土状況は認められなかった。

重複遺構との新旧関係は64号住→54号住である。なお北東コーナ一部は矩形に屈曲する幅30cm前後の溝状

遺構によって切られているが、これは覆土や走向角度より住居跡となる可能性が高い。しかしここは調査区

域外にあるため、調査はできなかった。
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65号住居跡（第97図、 PL. 5) 

II 区C-15 • 16 、 D-15 • 16 グリッドに位置

する。平面は歪んだ横長長方形を呈する。後

祉の削乎や撹乱が激しく、壁と床面のほとん

どは残存状態不良である。規模は (3.85X

4.60)m と推定される。壁高は 5 ~2 cm を測

る。
I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 

カマドは南壁の東寄りに構築され、長さ

65cm幅56cmの規模で残存する。そで部はほと

んど認められず燃焼部は壁外へ張り出す形態

を呈すると思われる。 ピットは中央部分で 2

゜ I :60 2m 

第97図 65号住居跡

基検出されたが、本住居跡に伴うものかどう

かは不明である。

遺物は甕、杯、須恵器蓋が覆土より出土し

ており、時期は奈良時代に属すると考えられ

る。
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重複遺構は 4 号溝で、新旧関係は不明であった。
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第98図 65号住居跡出土遺物

66号住居跡（第99図）

II 区B-19·20グリッドに位匹する。方形を呈すると思われるか、北半は他遺構と重複するため不明。東壁

ー西壁間は2.46m を測る。主軸方向はS-81'-Eを指す。壁は残存状態不良で、確認壁高は 6 ~3 cm を測る。

床面は地山のローム土を利用しており、凹凸が多い。カマドは東壁に構築され、燃焼部と煙道部が残存する。

又そで部は認められないが、カマド左壁と右壁では段違いに掘り込まれる。規模は長さ 75cm幅50cm を測る。

軸方向はS-86°—Eを指す。貯蔵穴は南東コーナ一部で検出された。隅丸正方形を呈し、規模は57X 51cm深さ

29cm を測る。

遺物は甕、杯等10数片が覆土より出士している。時期は平安時代のものが主体と考えられる。

重複遺構は68号住居跡で、新旧関係は68号住→66号住である。
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第99図 66号住居跡及び出土遺物
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67号住居跡（第100図、 PL. 5) 

II 区B-21 ・ 22 、 C-21 グリッドに位樅する。平面は縦長長方形を呈し、規模は4.3X3.2mで、面積は13.30

而を測る。主軸方向はS-79'-Eを指す。壁は残存状態不良で、確認壁高は 9 ~1 cm を測る。おそらく後世の

削平を受けたものと思われる。床面は、地山のローム土を利用し、比較的平坦である。カマドは東壁中央に

構築され、そで部は認められず、掘り形のみ検出された。これは楕円形を呈し、径l. 10X0.72m、床面より

の深さ約18cm を測る浅い皿状の形態のものである。これより燃焼部を含むカマド本体は壁外側に張リ出す

形状を呈すると思われる。周溝は明確ではないが西壁北半に沿って検出された。幅 25~7 cm 深さ 6 ~1 cm を

測る。

遺物は甕、高台付椀の破片がカマド周辺より 10数点出土している。すべて平安時代後半のものと思われる。

重複遺構は68号住居跡で、新旧関係は68号住→67号住である。
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第 100図 67号住居跡及び出土遺物

68号住居跡（第101図、 PL. 5) 

II 区B-20·21 、 C-20·21グリッドに位置する。平面は正方形を星し、規模4.30X 4.32m、面積18. 20mを

測る。主軸方向はN-34°-Wを指す。壁はほぽ垂直で、確認壁高32~12cm を測る。床面は地山のローム上を

利用し、中央部がやや盛り上がっている。カマドは北西壁中央に構築され、そで部と燃焼部が残存する。規

模は長さ 88cm幅101cm を測る。軸方向は、 N-33°-Wを指す。そでは50cm程壁内に張り出す。貯蔵穴はカマド

右脇で検出され、楕円形を呈し、規模は径72 X48cm深さ 41cmを測る。ピットは 6 基検出され、うちP！～化の 4

基は主柱穴と思われる。規模はい径30cm深さ 1 1. 5cm、凡径27cm深さ llcm、凡径25cm深さ 15.5cm、凡径29cm深

さ 18cm、凡径61 X 57cm深さ 23.5cm、凡径27cm深さ 41cm を測る。又柱間距離はP1 化2.20m 、 P3-P,2.32m 、 Pl

-P』 .67m 、 P□凡1. 78mを測る。周溝はほほ全周すると思われ、幅29~6 cm深さ ll~3 cm を測る。
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第 103図 68号住居跡出土遺物(2)

68号住居跡出士追物は杯を主とし、他に甕、甑の破片及び紡錘車が出土している。出土分布はカマド閑辺

及び南壁際の床面上に集中している。時期は鬼高期のものかほとんどである。

重複遺構は66号住居跨、 67号住居跡で、新旧関係は68号住→66号住 •67号住である。

69号住居跡（第104図）

II 区B-18·19グリッドに位置する。方形を呈する

と思われるか、南西半については調査区外のため

に不明である。東壁ー南壁間距離は 2.93m を測る。

主軸方向はS-86°-E を指す。壁の残存状態は不

良で、確認壁高 6 ~2 cm を測る。土層断面の観察

によれば壁の上半は後世の削平によりほとんど失

なわれているようである。床面は荒れており凹凸

が多い。カマドは東壁のやや北寄りに構築されて

おリ、燃焼部の堀り込みのみ残存する。規模は長

さ 70cm、輻93cm を測る。軸方向はS-82°-E を指す。

なお貯蔵穴、ピット、周溝等の住居内施設に関し

ては、調査した範囲では全く検出されなかった。

遺物は甕、小皿、高台付椀、灰釉椀の破片が覆

土より出土している。これらは全て小片で数星も

少ない事から時期を限定するのは難しいが、住居

形態等も考慮し、おそらく平安時代後半のものと

思われる。
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第 104図 69号住居跡

70号住居跡（第105図、 PL. 5) 

II 区B-24 グリッドに位置する。方形を呈すると思われるか、西半は72号住居妍に切られるため不明である。
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北壁ー南壁間距離は3.10m を測る。主軸方向はN-66°-Eを指す。壁はほとんど残存せず、土層断面で確認で

きた壁高は最大値 6 cmである。床面は暗褐色土を碁盤としており軟質である。カマドは東壁のやや北寄りに

構築され、燃焼部の振り込みのみ残存する。長さ 64cm、幅63cm程の小規模なものである。貯蔵穴、ピット等

は検出されなかった。

遺物は甕、杯等の破片20数点が出土しており、いすれも鬼高期の新段階に属するものである。

71号住居跡（第105図、 P L. 5) 

II 区A-24 グリッド付近に位置する。カマドのそで部のみ検出され、住居跡本体については調査区外にあた

るため不明である。

72号住居跡（第105図、 PL. 5) 

II 区B-24グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われるか、西半については調査区外にあたるため

不明である。北西壁ー南東壁間距離は3.28m を測る。主軸方向はN-56'-Eを指す。壁はやや外傾し、確認壁

高は27.5~8.5cm を測る。床面は地山のローム土を利用し、比較的平坦な面を呈する。カマドは北東壁のやや

南東寄りに構築されており、燃焼部～煙追部のみ残存する。規模は長さ 52cm、輻37cm を測り、軸方向はN-68°

-Eを指す。ピットは北コーナ一部に 1 基検出された。階段状あるいは 2 基のピットの重複とも考えられる形

態を呈しており、径90 X 83cm深さ 58cm を測る。これか本住居跡に伴うものかどうかは判明できす、従ってそ

の性格についても不明である。

遺物は器種不明の土器片20数点が出土している。これらの時期は不明である。

重複遺構は70号住居跡、 71号住居跳で、新旧関係はカマド残存状況より 70号住→72号住→71号住と思われ

る。
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゜ I :60 2m 

第 105図 70 • 71 • 72号住居跡

73号住居跡（第106図、 PL. 5) 

II 区B-25 、 III 区B- 1 グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われるが南西半は調査区外のため不
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明である。壁の残存状態は比較的良好で、確認壁品は24~10cm を測る。床面は地山のローム土を利用し、平

坦な面を呈する。カマドは東壁の中央付近に構築され、そで部と燃焼部の一部が残存する。煙道は不明瞭な

がらも外傾して立ち上かる状態で検出された。規模は長さ 1.23m幅0.70m を測る。軸方向はS-74°-E を指

す。ピットは 2 基検出された。規模は化径28cm深さ 19cm 、 P2径27cm深さ 25cm を測る。これらのピットは位置

的に柱穴の可能性は少ないと思われる。

遺物はカマドそで部と中央床面上より円筒埴輪片が出土している。その他には高台付椀、甕片が若干出土

している。全体に遺物盤は少ないが、平安時代のものが主体を占めている。

重複する遺構は48号土墟で、新旧関係は不明である。
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第 106図 73号住居跡及び出土遺物

74号住居跡（第107図、 PL. 4) 

II 区H-24·25 グリッドに位置する。方形と思われるか、東半は調森区外にあたり、又南西コーナ一部は他

遺構との重複により形状、規模等は不明である。壁はやや外傾し、確認壁高は28~2 cm を測る。床面は地山

のローム土を利用しており、比較的平坦である。なお床面レベルは重複する 61号住居跳床面より 30cm程高位

にある。カマドは検出されなかった。ピットは北壁際に 1 基検出された。規模は径35cm深さ 64cm を測る。周

溝は検出された部分においては壁に沿って全周する。輻40~20cm深さ 7 ~1 cm を測る。覆土は炭化物を含む

黒色砂質土がブロック状に堆積する。

遺物は時期不明の土器片が数点出土したのみである。

重複遺構は61号住居跳と 43号土堀、 44号土墟で、土層観察によれば新旧関係は61号住． 43号堀． 44号墟→

74号住と考えられる。

87 



第 v 章 検出された遺構と遺物

i
 

調査

! l'43号土堀
I 

/‘ 

一
9 

--------

゜
1 :60 2m 

第 107図 74号住居跡
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第 108図 76号住居跡

76号住居跡（第108図、 PL. 5) 

II 区H-25グリッドに位置する。北半、東半については形状、

規模は不明。南コーナ一部より貯蔵穴と思われるピットが検出

されている。平面は隅丸長方形を呈し、 68 X 52cm、深さ 28cm を

測る。その他のピットや周溝等は検出されなかった。覆上は黒

2m 色粘質土が堆積する。

遺物は甕、小J111等平安時代の土器片が10数点出土している。
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第 109図 76号住居跡出土遺物
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77号住居跡（第110図、 PL. 5) 

III区G-2 、 H-2 • 3 グリッドに位

置する。平面は横長長方形を呈し、規

模は2.90 X 3.66mで、面積は10.SOmを

測る。壁は残存状態不良で、確認壁高

は25~15cm を測る。床面は地山の黒褐

色粘質土で、比較的平坦である。なお

床面は東から西方向に向かって低く傾

斜している。カマドは東壁南際に構築

されており、残存状態は比較的良好で

ある。規模は長さ1. 57m、輻0.70m を

測り、軸方向はS-6T-Eを指す。そで

部は若1沫占土を貼り付けて壁内に張り

出させ、燃焼部～煙道部は壁外に 1.3m

程張り出して構築される。煙道は燃焼

部底面からそのまま比較的急角度をも

って立ち上がる。ピットは 2 基が検出

された。規模はP]径71cm深さ 22cm、化 第 110図 77号住居跡

径64cm深さ 55cm を測る。これらは位置

や形態、規模等から柱穴とは考え難く、 P2に関してはむしろ貯蔵穴の可能性か考えられる。周溝は検出され
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なかった。覆土は炭化物を多く含む黒褐色粘質土が主で、レンズ状の堆積状況を示す。この事から本住居跡

は自然堆積により埋没したものと考えられる。

遺物は杯、甕、甑、高台付椀、須恵器甕、土錘、滑石製模造品等の破片か覆土より出士している。時期は

鬼高期と平安時代後半のものが混在する。

重複遺構はなく単独の検出である。
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第 111 図 77号住居跡出土遺物
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78号住居跡（第112図、 PL. 5) 

III 区F-1 • 2 、 G-1 • 2 グリッドに位置する。平面形は横長長方形を呈し、規模は3.85X 4.40m、面積

は16. 20mを測る。主軸方向はN-90°―Eを指す。壁は残存状態が比較的良好で、やや外傾し確認壁高38cm を

測る。床面は地山の黒褐色粘質土を利用し、比較的平坦な面を呈する。カマドはそで部、燃焼部と煙道の一

部が残存する。規模は長さ 1.24m、幅0.53m を測り、軸方向はS-82°-Eを指す。左そで部はほとんど確認で

きないが、右そで部は粘土貼り付けにより若干張り出している。燃焼部は壁外側に張り出し、煙道部との境

界は不明瞭である。又煙道は燃焼部底面より強い曲線を描いて急角度で立ち上がる。ピットは北西コーナー

付近で 1 基検出された。乎面はほぼ円形を呈し、規模は径42cm、深さ 15.5cm を測る。形状と規模は柱穴にふ

さわしいと思われるが、これに対応する柱穴については確認できなかった。周溝は西壁南半と南壁西半部分

に沿って検出された。規模は幅35~20cm、深さ 5 ~2.5cm を測る。深さは全体に一定である。覆土は上層に黒

褐色粘質土、下層にロームブロックを含む黒色土が堆積する。レンズ状の堆積状況を示しており、自然堆積

による埋没と考えられる。

遺物は甕、杯、台付甕、須恵器甕等の土器片及び砥石が出土している。時期は古墳時代後期～平安時代の

ものが見られるが、数旦的には奈良時代のものが多い。なお覆土より出土した須恵器の甕片は前述の77号住

居跡出土の土器と極めて頷似しており、同一個体破片の可能性も考えられる。

重複遺構は認められず、単独で検出された。
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第 I 12図 78号住居跡
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第 113図 78号住居跡出土遺物

79号住居跡（第114図、 PL. 5) 

III 区E-1 • 2 、 F-1 • 2 グリッドに位置する。平面は隅丸正方形を呈し、規模は3.85X 3.98m、面積は

14.6面を測る。主軸方向はs-12°-wを指す。壁の残存状態は不良で、確認壁高は20~4 cm を測る。床面は地

山の黒褐色粘質土で比較的平坦で中央部がやや高い。カマドは南壁の東端部に構築され燃焼部と煙道部が検

出された。規模は長さ 90cm、幅50cm を測り、軸方向はS-2°-Eを指す。燃焼部と煙道部の境は明瞭でない。

両そで部に粘土は見られないが10cm大の円礫を直立させて構造材としている。又焚日部分に長さ 50cmの長大

な礫か横位で出土したが、これは焚日天井材として用いられたと考えられる。貯蔵穴、ピット、周溝等の施

設は認められなかった。

遺物は甕、羽釜、小皿、杯、須恵器蓋、灰釉椀等の破片約100片及び砥石、土製円板、埴輪、土錘が出土

している。遺物の分布はカマド周辺に集中しており、他には覆土中からの出土が大部分で、床面出土のものは

少ない。時期は古墳時代後期～平安時代のものが見られるが、カマド内出土のものは平安時代に限られる。

重複遺構は80号住居跡、 50号士横で土層観察より新旧関係は80号住→79号住である。

80号住居跡（第114図、 P L. 5) 

III 区E-1 • 2 グリッドに位置する。平面は長方形と思われるが、 79号住居跳と重複するため、東半部の形

状、規模は不明である。北壁ー南壁間距離は2.55m を測る。主軸方向は s-12°—Eを指す。壁はやや外傾し、

確認壁高26~12cm を測る。床面は地山の黒褐色粘質土で、ほぱ平坦である。なお童複する 79号住居跡との床

面レベル差は 5 ~7 cm程で本住居跡が低位にある。カマドは南東コーナ一部に構築され、燃焼部と煙道部が

残る。規模は長さ1. 19m、幅0 .40m を測る。軸方向はS-50°-Eを指す。焚日部分から円筒埴輪片が出士して
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第 115図 79号住居跡出土遺物
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いるか、これは焚日構造材として使用されたものと考えられる。貯蔵穴、ピット、閑溝等は検出されなかっ

た。覆土にはローム粒と炭化物を多く含む黒褐色砂質上が堆積する。

遺物は杯、甕、須恵器甕、埴輪片、土錘が出土している。土錘は 6 点が出土しており、いずれも紡錘形を

呈するものである。覆土からの出土が多く、時期は古墳時代後期～平安時代のものが見られるが、カマド内

出土のものは埴輪を除き平安時代に属する。
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第 116図 80号住居跡出土遺物
゜ 10cm 

81号住居跡（第117図、 PL 5) 

III区B-2 、 C-2 グリッドに位置する。平面は縦長長方形と思われるが、西半は重複する82号住居跡に切

られるため不明である。規模は北壁ー南壁間距離2.80m を測る。主軸方向はN-90'-Eを指す。壁はほぼ垂直

で確認壁高は17~5 cm を測る。床面は地山の黒褐色粘質士で、比較的乎坦である。カマドは東壁のほぼ中央

に構築され、そで部はなく煙道部のみ検出された。規模は長さ 87cm、輻40cmで、軸方向はS-ST-E を指す。

貯蔵穴、ピット、周溝等は検出されなかった。住居覆土は黒褐色粘質土が主体で、上位には浅間B軽石を若干
（註 1)

含む。堆積状況はレンズ状で自然堆積かと思われる。

遺物は覆土より杯、甕の小片10数点が出土している。時期は古墳時代後期～奈良時代のものと思われるが

重複する 82号住居跳出上遺物との区別が困難で、本住居蹄の時期を限定できるようなものはない。

重複遺構の82号住居跡との新旧関係は土層観察とカマド残存状況より 81号住→82号住と考えられる。

82号住居跡（第117図、 PL. 5) 

III 区B-2 グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈すると思われるが、南西部は調査区外にあたるため

不明である。規模は (4:30以上） X3.40m である。主軸方向はN-85°―Eを指す。壁はほぼ垂直で、確認壁高

40~17cm を測る。床面は地山の黒褐色粘質土で比較的乎坦である。カマドは、東壁南端部に構築される。そ

で部は不明瞭。規模は長さ 1.20m、輻0.67m を測る。軸方向はS-89'-Eを指す。なお燃焼部と煙道部の境は

段をなし、煙道はやや高いレベルでほぼ水平に延びる。住居覆土は黒色粘質土で、堆積状態はレンズ状であ

る。

遺物はすべて覆土からの出土で、杯、甕、須恵器甕等の破片約50点である。古墳時代後期～奈良時代のも

のと思われるが、図示（第118図） したもの以外は小破片で時期を限定できるようなものは少ない。
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重複遺構は81号住居跡であるが、その他に南東コーナ一部のカマド右脇に不整楕円形のピットが検出され

ている。規模は(l. 5X0.9) m で深さ 18cm前後を測る。これが単独遺構かあるいはいずれかの住居跡に伴う

ものかは判明できなかった。

\ 

調＼⑤

百

82住

A
 
区

外

A
 

A
 

A
 

。 I :60 2m 
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第 v 章 検出された遺構と遺物

83号住居跡（第119図、 PL. 5) 

III 区B-4 グリッドに位置する。平面は縦長長

方形を呈すると思われる。南西部は調森区外に

あたるため不明である。規模は (2. 70以上） X 

2.20m を測る。主軸方向はN-68°-Eを指す。壁

はやや外傾し、確認壁高は20~6 cm を測る。床

面は地山の黒褐色粘質土を利用し、比較的平坦

であるか、小さな窪みも若干見られる。カマド

は東壁のやや南寄りに構築される。そで部はみ

られないか、壁をそのまま利用したものであろ

う。煙道部は不明瞭である。規模は長さ 78cm輻80

cm を測る。燃焼部右壁側は崩壊か激しく本米の

形状を残していないようである。なお燃焼部中

央には20cm大の楕円形の礫が直立して出土した

が、これは支脚として用いられたと考えられる。

貯蔵穴は北東コーナ一部で検出され、平面は楕

-
『

外 区 査 調

冒畠

< < 

0 1 :50 2m 

第 119図 83号住居跡

円形を呈する。規模は72 X45cm深さ 35cm を測る。

その他の住居内施設は検出されなかった。住居覆土はロームブロック、粘土、焼土を含む黒褐色土が堆積する。

遺物はカマド、南壁際、貯蔵穴周辺から杯、甕、須恵器杯、同甕等の破片が出土している。奈良～平安時

代のものが見られるが、数量的には奈良時代のものが主体を占める。

重複遺構はなく単独で検出された。

ロニー―-2

〇 1 :3 10cm 

第 120図 83号住居跡出土遺物

84号住居跡（第121図、 PL. 5) 

III区D-3 • 4 、 E-3 • 4 グリッドに位置する。平面は縦長長方形で、規模は5.35X 3.85m、面積は推定

値で (19.20) 面を測る。主軸方向はN-90°-Eを指す。壁はほぼ直立し、確認壁高は46~9 cm を測る。床面

は地山の黒褐色粘質土を利用し、比較的平坦で硬質である。カマドは東壁の中央よりやや南寄りに構築され、
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第 v 章 検出された遺構と遺物

ほほ令形が残る。長さは 1.28m幅は1.25m を測る。軸方向はS-87°―Eを指す。そで部は壁内側に40cm程張り

出す。右そで端部には甕か伏せられており、そでの補強材として用いられている。燃焼部はしだいに狭まり

煙道部に続く。煙道は緩い傾斜で延びており、末端部で急激に立ち上かる。ピットはカマド左そでに隣接し

て検出された。規模は径30cm深さ 19cm を測る。位置的に柱穴とは考え難く、その性格については不明である。

住居覆土は浅間B軽石を含む黒娼色粘質土を主体とし、レンズ状の堆積状態を示す。

遺物はカマド周辺及び投土中から多鼠の土器片か出上している。器種は杯、甕、須恵器杯、同蓋等があり

数最的には杯と甕か主となる。時期は古墳時代後期～平安時代のものであるか、鬼高期新段階～奈良時代の

ものが圧倒的に多い。

重複遺構は85号住居跡で、新旧関係はカマド残存状況より 84号住→85号住である。
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第 121 図 84号住居跡
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第 v 章検出された遺構と遺物
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第 123図 84号住居跡出土遺物 (2)

2 [ 84住 'II
85号住居跡（第124図、 PL. 5) 

III 区C- 5 、 D-4 • 5 グリッドに位置する。平面

は縦長長方形を呈し、規模は3.60X 2.90m、面積は

推定値で10.0面を測る。主軸方向はS-85°-E を指

す。壁はやや外傾し、確認壁高16~6 cm を測る。床

面は、地山の黒褐色粘質土で、やや凹凸がある。カ

マドは東壁の南寄りに構築される。そで部は若干壁

内側に張り出すが、燃焼部は壁外側に築かれる。規

ぐ I¥ 冒 模は全長1.73m、幅0.70m を測り、軸方向はN-90°

-Eを指す。燃焼部は狭小で幅25cm前後を測る。貯蔵

穴、ピット、周溝等の施設は検出されなかった。住

居覆土は炭化物、粘土、ローム粒を含む黒褐色粘質

土で、堆積状態はレンズ状である。

遺物は杯、高台付椀、羽釜、小形壺、砥石等が出

土する。カマド及び覆土からの出土が多い。時期は

| I 馴 ほとんど平安時代後半期のものに限定される。
< <1'. 

゜
I 60 2m 重複遺構は84号住居跡、 86号住居跳で、判明した

第 124図 85号住居跡 新旧関係は84号住→85号住であった。
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第 v章検出された遺構と遺物
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第 125図 85号住居跡出土遺物

86号住居跡（第126図、 PL. 6) 

III 区D-5 • 6 、 E-5 • 6 グリッドに位潰する。

平面は縦長長方形を呈し、規模は4.58X3.10m で、

面積は 13.80mを測る。主軸方向はN-80°-E を指

す。壁は残什状態不良で、確認壁高40~3 cm を測る。

床面は黒色土とローム土の混合土でやや軟質。カマ

ドは東壁の南際に構築される。そで部は杓十壁内側

に張り出し、本体の大部分は壁外側に張り出す。規

模は全長 1.16m幅0.82m で軸方向はN-89°-E を指

す。燃焼部は60X 50cm程の規模で、煙道部長は50cm

程を測る。ピットは 7 基検出された。規模はE径50

cm深さ不明、い径80X 75cm深さ llcm、p3径62cm深さ

53.5cm 、 P4径38cm深さ 14cm 、 P准45X 25cm深さ 16.5

cm、凡径93X 60cm深さ 18.5cm 、 P7径104X 72cm深さ 15

cm を測る。なおP1、p6 、 P7は規模や形態、位潰等か

ら貯蔵穴の可能性も考えられる。しかしその他のピ

ットで柱穴と考えられるようなものはない。住居覆

上は焼土、灰、ローム粒を多く含む灰褐色土で、ブ

ロック状の堆積状態を示す。

遺物はカマド及び床面上より多黛に出土している。
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口
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y
 

< 

゜ I :60 2m 

第 126図 86号住居跡

器種は甕、須恵器甕力ゞ七体で、須恵器杯、高台付椀、羽釜、皿、短頸壺等が見られる。なおピット P, 、p3 ヽ

凡より高台付椀、杯が出土している。時期は平安時代 (10枇紀代）と思われるものが大部分を占める。

頂複遺構は120号住居跡で、土層観察より新旧関係は120号住→86 号住である。

87号住居跡（第128図、 P L. 6) 

III区c- 6. 7 、 D-6 • 7 グリッドに位附する。平面は縦長長）j形を呈し、規模は4.16X 3.35m、面積13.30

面を測る。主軸方向はS-80°―Eを指す。壁はやや外傾し、確認壁高22~7 cm を測る。床面は地山の黒糾色粘

質土を利用し、ほぼ平坦である。カマドは東壁の中央よりやや南寄りに構築される。規模は令長89cm、輻64

cm を測る。軸方向はs-86°-Eを指す。そで部は若十壁内に張り出す。左そで部には15cm大の角礫が据えられ

ており、おそらく補強材として用いられたと考えられる。貯蔵穴は南東コーナ一部で検出された。平面は円

形を呈し、規模は69X 62cm深さ 32cm を測る。ピットは 4 基検出された。規模はじ径35cm深さ 15cm 、 P2径45cm
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第 127図 86号住居跡出土遺物
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第 v 章 検出された遺構と遺物

深さ 14cm、凡径54 X 36cm深さ 19cm 、

p4 f蚤62X 45cmi架さ 39cm を測る。 P1 と

P心規模がほぼ同一であり、又その

位置的な関係から柱穴になる可能性

もある。 Pよ化については性格イ＜明

である。住居覆土は軽石を含む茶褐

色土が堆積し、鉄分の凝集が多饉に

見られる。

迫物は甕、羽釜を主体としその他

に杯、須恵器甕を含む。又土錘も 2

点出土している。出土位置はいずれ

も覆土中であった。時期は平安時代

に属するものを主体としている。

重複遺構はなく単独で検出された。

88号住居跡（第129図、 PL. 6) 

III区D-7 • 8 、 E-7 • 8 グリッ

ドに位置する。平面は縦長長方形を

呈すると思われ、規模は 3.60m X 

2.50m を測る。主軸方向はN-90°―

Eを指す。壁はほぼ垂直で、確認壁高

25cm前後を測る。床面は地山の黒褐

色粘質土で、比較的平坦な面を呈す

る。カマドは、東壁南端に構築され

る。そで部は確認されず、燃焼部の
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第 128図 87号住居跡及び出土遺物

み検出された。規模は長さ 70cm幅57

cm を測る。燃焼部前方の床面上に伏せた椀と円礫が並んで出土した。これは焚口部の構造と関係をもつもの

と思われる。貯蔵穴は南西コーナ一部で検出された。平面は楕円形を呈し、規模は径70X 48cm深さ 16cm を測る。

内部より角礫・円礫が 3 点出土したが、その性格については不明である。ピットはカマド前方部で 1基検出され

た。これは卵形の平面形を呈し、規模は径87X 76cm深さ 15cm を測る。底面は比較的平坦で、撹乱堀や掘り形で

はないと考えられる。又本住居跡に伴うと考えた場合、カマド前面に位置する事からその性格はカマドの煮沸

作業に伴う施設と推定されるが、それ以上の具体的な機能を推測しうるような痕蹄については検出されなか

った。住居覆士は炭化物を多く含み鉄分凝集の見られる黒色粘質土で、堆積状態はプロック状であり、人為

的な埋土とも解釈できるものである。

遺物は杯、高台付椀を主とし、これに灰釉椀、甕、羽釜、埴輪片等が数点加わる。時期は平安時代のもの

に限られる。

重複遺構はみられず、北西半部を後世の撹乱による土堀で切られている。
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第 129図 88号住居跡

口 ご--;]Jl \ 
炉文：·；王9月
がふ9,..'..、t・』がJ
：、，＼砂i '9 9’ 叱’
逸~‘· • ·9、~ｷ ̀iジ
｀い硲：涵 • 

ロ

゜ 1 :3 10cm 

・ ヽ・• f•.. 

．．．；・ レ・

第 130図 88号住居跡出土遺物 5 

89号住居跡（第131図、 PL. 6) 

III区F-7 、 G-6 • 7 グリッドに位置する。平面は胴張りの隅丸長方形を呈し、規模は4.40X 3.45m、面

積14.6面を測る。t軸方向はN-17°-W を指す。壁は比較的残存状態良好で、確認壁高38~31cm を測る。床

面は地山の黒褐色粘質土を利用しており、平坦で硬質である。カマドは検出されなかった。ピットは 4 基か

検出された。規模はP1径25cm深さ 2 1. 5cm 、 P2径31 X 23cm深さ 13.5cm、凡径30cm深さ 31cm、凡径26X 22cm深さ

12cm を測る。いずれも住居南半部の壁際に集中する傾向が見られる。これらは規模、形状ともにほぼ同じも

のであるが、その性格については不明である。なお東壁の中央部に不整楕円形ピットが検出されたが、これ

は重複する 90号住居跡に伴うものと考えられる。

遺物は覆土より杯、須恵器蓋、同杯、甕等が出土しており、数量としては甕片が最も多い。時期は奈良時

代のものを主体としており、その他に古墳時代初頭の甕片がみられる。

重複遺構は90号住居跳で、新旧関係は上層観察からは判断できなかったが、出土遺物の時期を参考にすれは

89号住→90号住と推定される。
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第 v 章検出された遺構と遺物

90号住居跡（第133図、 PL. 6) 

III区G-6 • 7 、 H-6 • 7 グリットに位置する。平面は縦長長方形を呈し、規模は3. 70X3.05m、面積14.7

而を測る。主軸方向はS-85°-Eを指す。壁は外傾し、残存状態は不良で、確認壁高は24~6 cm を測る。床面

は凹凸が多く、北側がやや高くなっている。カマドは東壁南端に構築され、燃焼部と煙道部が検出された。

そで部は確認できなかったがおそらく壁をそのまま利用したと思われる。規模は全長1.38m、幅0.74m を測

る。軸方向はS-85°-Eを指す。燃焼部～焚口部で円筒埴輪と羽釜片が出土しているが、特に埴輪については

天井部補強材として用いられたものであろう。ピットは南西部隅に検出された。不整楕円形を呈し、規模は

83 X 49cm深さ 41cm を測る。これは貯蔵穴の可能性も考えられる。覆土は浅間B軽石と炭化物を含む褐色土で、

レンズ状の堆積状態を示す。

遺物はカマド周辺の床面及び覆土下位から出土している。器種は甕、杯、羽釜、甑、埴輪等の破片で、時

期は平安時代のものを主体とする。

重複遺構は89号住居跡、 56号土堀で、新旧関係は89号住→90号住→56号漿と推定されるが、土層観察では

確認できなかった。
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第 134図 90号住居跡出土遺物

91号住居跡（欠番）

92号住居跡（第135図）

II 区D-22 • 23 、 E-22 • 23 グリッドに

位置する。平面は方形と思われるが、南

東部は 58号住と重複するため不明である。

規模は3.92X (3.33) ID を測る。壁は残存

状態不良で、確認壁高12~2 cm を測る。

床面は黒色土とロームプロック混合土を

埋めたもので、軟質である。カマドは検比

されなかった。ピットは 2 基検出され、 9p l

は円形を呈し、規模は径40cm深さ 23.5cm

を測る。凡は楕円形を呈し浅い皿状の底

面をもつもので、規模は径128X 90cm深さ

23.5cm前後を測る。形状から P1 は住居に

伴う施設と思われるが、化は掘り形時の

痕跡と考えられる。

遺物はない。

重複遺構との新旧関係は不明である。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

93号住居跡（第136図、 PL. 6) 

III区G-3 • 4 グリッドに位置する。平面は台形に近い横長長方形を呈し、規模は3.00X3.55m、面積は9.8

面を測る。主軸方向はN-85°_Eを指す。壁は残存状態不良で、確認壁高 8 ~3 cm を測る。床面は黒色土を利

用し、比較的乎坦。カマドは東壁の中央よりやや南寄りに構築され、燃焼部と煙道部が検出された。規模は

全長76cm幅50cm を測り、軸方向はN-90°-Eを指す。そで部はおそらく壁を利用したと思われ、本体の大部分

か壁外に張り出すものと思われる。ピットは 2 碁検出された。 Eはカマド前方70cm程の位置、化は北東コー

ナ一部に位置する。規模はE径60X 55cm深さ 16cm、巳径60X 55cm深さ 17.5cm を測る。 Eは位置や形状から貯

蔵穴の可能性か考えられるが、いの性格については不明である。

遺物は覆上より甕、壺、須恵器蓋、埴輪等の小破片が20数点出土している。時期は奈良～平安時代のもの

である。

重複遺構はなく単独で検出された。
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第 136図 93号住居跡

94号住居跡（第137図）

III区H-4 • 5 、 I -4 • 5 グリッドに位置する。平面形は歪んだ横長長方形を呈し、規模は3.61 X4.12 

m、面積は13. 7m' を測る。主軸方向はS-85°—Eを指す。壁は残存状態不良で、特に北側については後世の撹

乱によりかなり削平されている。確認壁高は17cm前後を測る。床面は地山の黒褐色粘質土で、凹凸が激しい。

カマドは、東壁南端部に構築される。長さ 120cm輻69cm を測る。軸方向はS-7l°-Eを指す。本体は住居跡の
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第 137図

壁を掘り込んで構築されるが、

筒埴輪片を直立させそでの補強材としている。貯蔵

穴は南西コーナ一部で検出された。平面は歪んだ楕

円形を呈し、規模は径130 X 83cm、深さ 39cm を測る。

ピットは北西コーナ一部で検出された。規模は径47

cm深さ 37.5cm を測る。

る。

この住居壁部分に円

その性格については不明であ

る。住居覆土は浅間B軽石と焼土を含む暗褐色土か

堆積している。

遺物は甕、羽釜、埴輪の破片が20点程出土してい

カマド内と床面から出土したものは平安時代の

94号住居跡
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゜
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゜ I :4 10cm 

ものに限られる。 又中央床面上に40cm大の扁平な角

礫が出土したかその使用目的については不明である。
第 138図 94号住居跡出土遺物

重複遺構は95号住居跡で、北東コーナ一部分でわずかに重複するのみで、新旧関係は土層観察によっても

判明できなかった。なお西側部分は前述のように後泄の撹乱によりかなり破壊を受けているが、

体は不定形で、いかなる遺構なのかは判明できなかった。

この撹乱自
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95号・ 96号・ 97号・ 98号・ 99号・

100号・ 101号・ 102号住居跡（早川河

川改修地域調査分）

゜ 1 :60 2m 

第 139図 103号住居跡

103号住居跡（第139図、 PL. 6) 

III区H-8 、 I -8 • 9 グリッドに

位置する。やや歪んだ正方形を呈し、

規模は3.33X3. 58m、面積12.0mを

測る。主軸方向はS-88°-E を指す。

壁はほぼ直立し、確認壁高は19~13

cm を測る。床面は、地山の灰褐色砂

質土を利用しており、比較的平坦で

ある。カマドは東壁南端に構築され

る。規模は長さ 103cm、幅73cm を測

る。軸方向はS-75°-E を指す。

ピットは南西コーナ一部に 2 基検

出された。規模はE径63X 43cm深さ

19cm、 P2 f至 45X 40cm 深さ 18cm を測る。

2 基とも壁際で70cm程の間隔で並

ーーニ／
゜ I'.3 10cm 

第 140図 103号住居跡出土遺物

列していることから入口施設に伴う階段か梯子状のものの痕跡か

と思われる。住居覆土は上層に暗灰褐色砂質土、下層に灰褐色砂

質土がレンズ状に堆積する。

遺物は杯と円筒埴輪片が10数点出土した。時期は平安時代に属

するものと考えられる。

104号住居跡（第141図、 P L. 6) 

III区H-9 • 10 、 I-9. 10 グリッドに位置する。平面はやや歪んだ横長長方形を呈する。南壁の西半部分

がやや外方に張り出す。規模は2.83X 2.92m、面積10.7面を測る。主軸方向はS-89°-Eを指す。壁はやや外

傾し、確認壁高は13~3 cm を測る。床面は地山の灰色粘質士を碁盤とし、平坦で軟質である。カマドは東壁

南端に構築される。そで部は張り出させておらず、本体は壁外に築かれる。規模は長さ 110cm、輻52cm を測

り、軸方向はS-86°-Eを指す。左そで部になると思われる住居壁とのコーナ一部では埴輪が直立して出土し

ておりそで部補強材として用いられた可能性が高い。なお検出されたカマドの前方床面において炭化物粉が

散布しており、その部分が焚日になると思われる。ピットは床面中央部のやや西寄りで検出された。平面は

やや歪んだ円形を呈し、規模は径62X56cm深さ 24cmを測る。位置的に柱穴あるいは貯蔵穴とは考え難く、そ

の性格については不明である。住居覆土は灰色砂質土が単ーで堆積している。

遺物はカマド燃焼部及び覆土中から甕及び円筒埴輪の破片が10数点出土している。甕片はいずれも平安時

代のものと考えられる。

重複遺構は105号住居跡で、南西コーナ一部分で重複する。新旧関係は、土層観察と床面の存在から 105号

108 



第 v 章 検出された遺構と遺物

住→104号住と考えられる。

105号住居跡（第142図、 PL. 6) 

III区G-9 • 10 、 H- 9 • 10 グリッドに

位置する。平面は南壁がやや歪むがほほ‘

正方形を呈する。規模は3.10X3.18mで、

面積は9.6面を測る。主軸方向はN-90°

-E を指す。壁はほほ直立し確認壁高は

22~llcmを測る。床面は地山の灰褐色砂

質土を利用し、ほぼ平坦である。カマド

は東壁南端に構築される。突出したそで

部は検出されなかった。規模は長さ ll3

cm、幅69cm を測り、軸方向はN-90°-E を

指す。煙道はほほ水平に延び末端部分で

急激に立ち上がる。なおカマド前方床面

上には炭化物が集中して検出された。ピ

ットは 3 基が検出された。規模はE径63

X52cm深さ 30.5cm、凡径52X 48cm深さ

11.5cm、凡径54X 48cm深さ 9 cm を測る。

性格については不明である。住居覆土

は灰褐色砂質上（地山とほぽ同質）が

堆積する。

遺物は甕と羽釜を主体とし、これに

埴輪片 l 点が加わる。カマド内と南西

コーナ一部分に集中して出土する。時

期は平安時代(10世紀後半以降）に属

するものと思われる。

重複遺構との新旧関係は105号住→

104号住である。

106号・ 107号住居跡（早川河川改

修地域調査分）

108号住居跡（第144図、 PL. 6) 

III区H-3 • 4 、 I- 3. 4 グリッ

ドに位置する。平面は隅丸方形を呈

すると思われるが、南東部分は調査

区外にあるため形状、規模は不明で
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r,.._ 

A
 

゜t 

第 141 図 104号住居跡
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第 142図 105号住居跡
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第 143図 105号住居跡出土遺物
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ある。壁はやや外傾し、確認壁高は 8 cm 

前後を測る。床面はローム土粒混入の黒

褐色土で平坦ではあるが軟質。ピットは

南西コーナ一部で検出された。規模は77

X75cm深さ 20.5cm を測る。規模、形状、

位置から貯蔵穴の可能性がある。カマド、

間溝は検出されなかった。

遺物はピット及び覆土中から杯、甕

高台付椀、円筒埴輪等の小破片が約20片

出土した。時期は平安時代に属するもの

と思われる。

゜ 1 :GO 2m 

第 144図 108号住居跡
109号・ 110号・ 111号・ 112号・ 113号・

114号・ 115号・ 116号・ 117号・ 118号・ 119

号住居跡（早川河川改修地域調査分）

120号住居跡（第145図、 PL 6) 

III区E-5 • 6 グリッドに位置する。平面形は縦長長方形に北壁西半の方形張り出し部が付属する。規模は

4.52X3. 72m を測る。主軸方向はN-74°-Eを指す。壁はほぼ直立し、確認壁高31~15cm を測る。床面は地山

llO 



第 v 章 検出された逍構と遺物

の黒褐色粘質土を利用する。小さ

な凹凸は見られるが、比較的平坦

である。カマドは東壁の南寄りに

構築される。残存状態は良好であ

る。規模は長さ 112cm幅50cm を測

る。軸方向はN-73°-E を指す。そ

で部は壁内に30cm程張り出す。煙

道は緩傾斜で立ち上がる。張り出

し部分は西壁の南半部に揺り込ま

れ、平面は長方形を呈する。規模

は240 X 75cm を測り、底面レベルは

14cm程住居床面より高く、境が段

をなしている。なお張り出し部の じ／

一

/ 
,4, 

覆土に焼上プロックが堆梢してい

る。その性格としては階段あるい

は祭祀用の壇、器具類を置く棚等

が考えられるか、これについて言

及できるような痕跡は検出されな

かった。ピットは南壁際の中央付

近に 1 基が検出された。規模は径

40cm深さ 16cm を測る。住居授土は

浅間B軽石とローム士粒を含む黒

色砂質土が堆積している。

退物は杯、甕、器台等があり、カマド周辺～東側コーナ一部分に集中して出土している。時期は古墳時代

後期～奈良時代のものを主体としている。

A
 

86住

k
 

。 l : 60 2m 

第 145図 120号住居跡

重複遺構は86号住居跡で、新旧関係は120号住→86号住である。
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一 y
 

130住
。

Pi

o
 p2 

゜

第 147図 129号住居跡

121号住居跡（欠番）

122号・ 123号・ 124号・ 125号・ 126号・

127号・ 128号住居跡（早川河川改修地域

調査分）

129号住居跡（第147図、 PL. 6) 

IV区H-4 、 I- 3 • 4 グリッドに位置

する。平面は縦長長方形を呈すると思わ

れる。西壁南端部がやや外方に張り出す。

規模は 3.85 X (3.02) m を測り、主軸方

向はN-8T-Eを指す。壁は残存状態不

良で、確認壁高31~10cm を測る。床面は

地山のローム土を利用し小規模な凹凸が

多い。カマドは東壁のほぱ中央に構築さ

< れる。規模は長さ 103cm幅62cm を測る。軸

l : 60 2m 方向はN-77°―Eを指す。そで部は30cm

程壁内に張り出す。又燃焼部中央には円

礫を直立させ支脚としている。ピットは

2 基検出された。 P1 は南壁際中央付近、

化は南西コーナ一部に位置する。規模は

E径30 X 25cm深さ 29.5cm、凡径64 X 40cmli采さ 10cmを測る。住居覆土は黒褐色上がレンズ状に堆積する。

迫物は杯、甕、須恵器杯、同蓋等が30数片出土している。甕が主体で、時期は奈良～平安時代に属する。

重複遺構は130号住居跡で、新旧関係は土層観察より 129号住→130号住である。
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第 148図 129号住居跡出土遺物
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130号住居跡（第149図、 PL. 6) 

IV区I- 4 グリッドに位置する。

平面はやや歪んだ正方形を呈し、

規模は 3.21X( l. 52)m を測る。主

軸方向はS-86°-E を指す。壁は

やや外傾し、確認壁高は31~3 cm 

を測る。床面はロームブロックを

含む黒褐色土を埋め貼床としてい

る。中央部がやや高い。カマドは

東壁中央よりやや南寄りに構築さ

れる。規模は長さ 60cm、輻52cm を

測る。軸方向はS-66°―E を指す。

煙道部は検出されなかったが、お

そらく後世の削平により失なわれ

たと思われる。なお燃焼部の中央

で礫が直立した状態で検出された

がこれは支脚として用いられたと

思われる。又左そでと思われる部

分に甕が倒立して出土したが、こ

2
 

y
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第 149図 130号住居跡

れは焚日部分の補強材として用いられたものであろう。貯蔵穴は南東コーナ一部で検出され、平面は楕円形

を呈する。規模は径56X 53cm深さ 16cm を測る。

遺物は杯、甕、高台付椀、砥石が出上している。出土位置はカマド周辺に集中する。時期は奈良時代～平

安時代のものである。

重複遺構は129号住居跡、 132号住居跡で、新旧関係は土層観察により 129号住・ 132号住→130号住であった。

ロ
口

3 (ｼ) 

゜ 1:3 10cm 

゜ I :4 ]Ocm 

第 150図 130号住居跡出土遺物
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131号住居跡（第151図、 PL. 7) 

IV区I- 5 、J-5 グリッドに位置する。平面は長方形を呈すると思われ、規模は推定値で (4.15) X (2.39) 

m を測る。壁はやや外傾し、確認壁高は32~18cm を測る。床面は重複する 132号住居跡の覆土をそのまま利用

している。本住居跡に伴うカマド、貯蔵穴、ピット等は検出されなかった。

遺物は杯、甕、須恵器杯、同壺、砥石等が出士している。時期は奈良時代～平安時代のもので、平安時代

を主とするがほとんどが覆土中からの出上であるため本住居跡の時期を限定できるような追物は少ない。

重複遺構は132号住居跡で、新旧関係は132号住→131号住である。
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第 151 図 131 • 132号住居跡
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第 152図 131 号住居跡出土遺物

114 



第 v 章 検出された逍構と遺物

132号住居跡（第151 図、 PL. 7) 

IV区I- 5 、J-5 グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈し、規模は3.77X 4.40m、面積は 15.2面を測

る。主軸方向はN-88°-Eを指す。壁はほほ垂直で、確認壁高は38~21cm を測る。床面は地山のローム土を利

用する。又北東コーナ一部と北壁の部分は掘り形に埋土し、貼床としている。カマドは東壁の中央より南寄

リに構築される。左そで部は131 号住に切られている。規模は151cm、幅65cm を測る。軸方向はN-88°-Eを指

す。右そで部は壁内に55cm張り出す。貯蔵穴は南束コーナ一部の東壁から約50cm離れて検出された。規模は

45 X 41cm深さ 10cm を測る。ピット、周溝等は検出されなかった。

追物はカマド及び貯蔵穴周辺に巣中して出土する。器種は杯、甕、須恵器杯、同壺、高台付椀があり、時

期は奈良時代～平安時代にわたるが、主体は平安時代のものである。特にカマド内、貯蔵穴内出土のものは

ギ安時代に限られるようである。

重複遺構との祈旧関係は132号住→ 130号住・ 131号住である。
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第 153図 132号住居跡出土遺物
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133号住居跡（早川河川改修地域調査分）

134号住居跡（欠番）

135号・ 136号・ 137号・ 138号・ 139号住居跡（早川河川改修地域調査分）

140号住居跡（第154図、 PL. 7) 

III区H-16、 I-16グリッドに位置する。平面は正方形を呈し、規模は4.82X 4.86m を測る。主軸方向はN-

71°-E を指す。壁は残存状態不良で、確認壁高14~6 cm を測る。床面は、地山のローム土を利用し比較的乎坦

である。カマドは検出されなかった。ピットは東半部床面で 1 基検出され、規模は径 lm深さ 0.5m を測る。

規模が比較的大きく、位置的にも柱穴とは考え難く、その性格は不明である。又東壁の南寄りの部分に奥行

20cm程の掘り込みが見られるが、これがカマドの痕跡かあるいは別の施設かは定かでない。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

迫物は主に覆土から出土しており、甕を主体に土器片100点前

後を数える。しかしそのうちの大部分は直複する 145号住居跡出

土迫物との判別が困難で、本住居跡に伴うと確認できるものは

少ない。時期は古墳時代前期～平安時代にわたっている。

重複遺構は142号住居跡、 145号住居跡、 8 号掘立柱建築遺構

で、新旧関係は140号住→142号住・ 145号住• 8 号掘立と考えら

れる。

口
ヽ
、1゜ 1:4 10cm 

第 155図 140号住居跡出土遺物

141号住居跡（第156図、 PL 7) 

lll 区H-17 • 18 グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈し、規模は5.90X3.87m 、面積10.6而を測る。

主軸方向はS-85'-Eを指す。壁はやや外傾し、確認壁高は24~9 cm を測る。床面は地山のローム土を利用し

中央がやや高い。カマドは東壁中央に構築される。規模は 165cm、輻71cm を測る。軸方向はS-87°-E を指

す。そで部は38cm壁内に張り出す。ピットは 4 基検出された。規模はE径28cm深さ 20.5cm、凡径25X 15cm深

さ 31cm、凡径32X 25cm深さ 16cm 、 E径25X 18cm深さ 12.5cm を測る。又北東コーナ一部に1. 32X 1. 33m深さ 28

cm を測る方形状の落み込みがあるが、これが本住居跡に伴うものかどうかは不明である。

迫物はカマド周辺を中心に杯、甕等の破片が出土している。時期は奈良時代を主体とする。

重複迫構は145号住居跡、 8 号揺立柱建築遺構で、確認された新旧関係は145号住→141号住である。
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第 156図 141 号住居跡及び出土遺物
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第 v 章 検出された遺構と遺物

142号住居跡（第157図、 PL 7) 

III 区G-16·17 、 H-16·17グリッドに位濱する。平面は縦長長方形を星し、規模は5.90X3.87m、面積は22.1

而を測る。主軸方向はS-84°-Eを指す。堕はほは直立し、確認壁高31~6 cm を測る。床面は地山のローム土

を利用し、中央部かやや高いが比較的平坦である。カマドは東壁の中央より若干南寄りに構築される。煙追

部は後祉の削平のため不明である。規模は長さ 1.10m 、輻 1.20m を測る。軸方向はS-73°-E を指す。そで部は

55cm程壁内に張り出す。貯蔵穴は南壁際東端で検出された。平面は「瓢」形に近い方形で、規模は95X 75cm 

深さ 61cm を測る。ピットは 3 基検出された。化と化は南北壁際に相対しており、化は北西コーナ一部にあ

る。規模は化径24cm深さ 46cm、凡径20cm深さ 28cm、p3径30cm深さ 9 cm を測る。これらは位置的に柱穴の可能

性かある。周溝は北半の壁際に沿って検出された。北壁の西半部で lm程断絶する。規模は幅40~14cm深さ

7 ~4 cm を測る。住居覆土は上層に浅間B軽石を含む褐色土、下層にローム粒を含む黙色砂質土が堆積する。

遺物は主に覆土ド陪から出土しており、杯、甕、晶杯、高台付椀、須恵器藍、埴輪等430点程かある。主体

は平安時代の甕と杯である。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

重複遺構は 140号住居蹄、

143号住居跡、 146号住居蹄、

8 号掘立柱建築追構で、確

認できた新旧関係は 140 号

住→142号住→143号住・ 146

号住である。
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第 158図 142号住居跡出土遺物

143号住居跡（第159図、 PL. 7) 

III 区F-17 、 G-17グリッドに位置する。平面は方形と推定されるが北半は他遺構と重複するため不明瞭で
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第 v 章検出された遺構と遺物

ある。規模は東壁ー西壁間距離3.82m を測る。主軸方向はS-88°—Eを指す。壁はほほ直立し確認壁高は20~

9 cmを測る。床面は地山のローム土を利用し比較的平坦である。カマドは東壁の南寄りに構築されており、

残存状態は良好である。規模は長さ 130cm、幅44cm を測る。軸方向はS-78°―Eを指す。カマドの両そで部には

円筒埴輪を直立させ補強材としている。なお焚日部にも埴輪が横転して出土しており、おそらく焚口天井部

分に用いられたものと推定される。燃焼部奥壁には甕胴部片を埋置し補強材としている。又燃焼部中央には支

脚と思われる円礫が検出されている。ピットは南壁に沿って 2 基が検出された。規模はE径58cm深さ 32cm 、

凡径83cm深さ 57.5cm を測る。いずれも位置的には柱穴と考えられるものであるが、規模が比較的大きく貯蔵

穴の可能性もある。住居覆土は浅間B軽石とロームプロックを含む黒褐色砂質土が堆積する。

遺物はカマド周辺から集中して出土している。甕．杯等の小破片30数点程及び埴輪片、勾玉 l 点で時期は

奈良時代～平安時代のものである。

重複遺構との新旧関係は、上層観察より 142号住・ 146号住・ 172号住→143号住である。

144号住居跡（第160図、 PL.7)

III 区F-18 • 19 、 G-18 • 19 グリッドに位置する。平面はやや歪んだ縦長長方形を呈し、北壁はやや胴張り

の形状となる。規模は5. 96X 4.55m、面積は推定値で25.9面を測る。主軸方向はN-90°―Eを指す。壁はやや

外傾し、確認壁高24~6 cm を測る。床面は地山のローム土を利用し、中央部が周辺よりやや高く硬質である。

カマドは東壁の中央よりやや南寄りに構築されており、残存状態は上半を削平されており不良である。煙道

部は重複迫構のピットに切られており不明である。燃焼部は壁外に揺り込まれ、平面形はやや胴張りを呈し

幅は65cm を測る。そで部は左そでのみ残存し、灰色粘土を用いて壁内に35cm程張り出させている。貯蔵穴は

検出されなかった。ピットは 7 基が検出された。 P！～化は床面のほぼ中央部で四角形を構成する対角線上に

位置し、 P5 ・凡は南壁に沿ってそれぞれ南東コーナー、南西コーナーからほぽ等距離の場所に位置する。 P7

は南西コーナ一部にある。規模はE径30cm深さ不明、凡径30X 23cm深さ 15cm、凡径30X23cm深さ 26cm、凡径

20cm深さ 32.5cm、凡径25X20cm深さ 49.5cm、凡径40X 35cm深さ 38.5cm 、 P7径60.6cm深さ 17cm を測る。なおP1

～化は規模や位置等から主柱穴と思われるが、これらの柱間距離はP1―P22.35m、 P3-P』 .95m 、 P1-P32.07

m 、 P2-P』 .95m を測る。 P5 • P6の性格については入口施設と関連するもの、壁体の支柱、束柱等が考えら

れるが、具体的な痕跡は認められなかった。 P7は本住居跡の壁を一部切っており別遺構の可能性もある。周

溝は検出されなかった。なお北西コーナ一部に平面不定形状で床面よりの深さ約20cm程の掘り込みが検出さ

れたが、これは底面の形状や覆土の観察から本住居跡の掘り形と推定される。従ってこの部分については人

工的に埋土し貼り床としたものであろう。住居覆土は上層に浅間B軽石を含む黒褐色砂質土、下層にローム粒

と粘土粒を多く含む黙謁色砂質土が堆積している。

遺物はカマド内及びその周辺部と覆土下層から主に出土している。器種は杯、甕を主体としており、破片

数は約580点前後を数える。時期は奈良時代～平安時代にわたるが、数量的には奈良時代に属するものが圧倒

的に多い。

重複遺構は146号住居跡、 172号住居跳、 6 号掘立柱建築遺構で、土層観察により新旧関係の判明したのは

144号住→ 6 号掘立であった。なおカマド煙道部とピット P凍側の壁際に 2 基のピットが重複しているが、こ

れらは本住居跡に伴う可能性は少なく、後世のものであると思われる。

本住居跡の時期は、前述の出土遺物や住居形態の特徴等から奈良時代に限定して間違いないものと思われ

る。
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第 v 章 検出された逍構と逍物
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第 v 章 検出された遺構と遺物
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第 162図 144号住居跡出土遺物(2)

145号住居跡（第163図）

III区1-16·17、J -16·17グリッドに位置する。平面は方形と思われるが、南半については重複遺構のため

不明瞭である。主軸方向はN-20°-W を指す。壁は残存状態不良で、確認壁高は23~10cm を測る。床面は、

地山のローム土を利用し、比較的平坦である。カマドは北壁の西寄に構築される。規模は長さ 95cm、幅110cm

を測る。軸方向はN-39°-Wを指す。そで部は55cm程壁内に張り出す。ピットは床面のほぼ中央部に 1 基が
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第 v 章 検出された遺構と遥物

検出された。半面は小整楕円形を呈し、規模は径93X 72cm深さ 68.5cm を測る。

辿物は杯、甕、高杯等の破片か100点前後、覆土から出土している。時期は古墳時代後期～奈良時代のもの

を七1本としている。

重複遺構は140号住届跡、 141号住居跡で、新旧関係は140号住→145号住→141号住である。
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第 164図 145号住居跡出土遺物

146号住居跡（第159図、 PL 7) 

III区G-17·18グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈すると思われる。規模は (4.90) X 3.72m を測

る。主軸方向はS-87°-Eを指す。壁はやや外傾し、確認壁高は25~7 cm を測る。床面は、地山のローム土を

利用し、比較的平坦である。カマドは東壁の南端に構築される。煙道部のみ残存し、燃焼部は不明瞭である。

軸方向はS 82°-Eを指す。ピットは南西コーナ一部で検出され、規模は69X 58cm深さ 29.5cm を測る。周溝は

北壁に沿って検出された。規模は輻13cm深さ 3 cm を測る。又北壁中央付近から周溝に直行して内側方向に 2

条の溝が延びる。輻25~18cmで深さはほとんど周溝と同様である。これらは20cm程の間隔をあけて90cmの長

さで並走する。性格は不明である。住居覆土は上層に浅間B軽石と炭化物粒を含む褐色上、下層に粘土とロー

ム土粒を含む褐色砂質土が堆積する。

遺物は床面及び投土中から土器片か出土している。多くは重複する 143号住居跳出土遺物との分離が困難

で、本住居跡に確実に伴うと思われるものはわすかに 10数点である。時期は奈良時代～平安時代のものであ

るが、カマド周辺及び床面上から出土したものは奈良時代に屎すると考えられる。

重複迫構との新旧関係は、 142号住→146号住→143号住である。

147号住居跡・ 148号住居跡（早川河川改修地域調査分）

149号住居跡（第165図、 P L. 7) 

III区F-23 • 24 、 G-23 • 24 グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈し、規模は3.40X 3.85m、面積は

13.0面を測る。主軸方向はS-49°-Eを指す。壁は残存状態不良で確認壁高は14~2 cm を測る。床面はローム

ブロックを含む黒褐色土で、比較的平坦である。カマドは南東壁の南西端に構築されており、規模は長さ 153

cm、幅65cm を測る。軸方向はS-38°-Eを指す。そで部はおそらく壁をそのまま利用したと思われる。煙道部

は比較的長く．、水平に近い緩い傾斜で立ち上かる。ピットは 4 基が検出された。規模はE径67X 50cm深さ 36

cm 、 P2径42cm深さ 4 1. 5cm、凡径48cm深さ 43cm 、 P4径83X 65cm深さ 34cm を測る。 P1、p3ヽいは住居の南西半部

に偏り、 P2のみ北半に位置する。これらの性格については不明である。住居覆上はロームプロックとローム
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第 v 章 検出された遺構と遺物

粒を多く含む黒褐色砂質土がブロック状に堆積している。

遺物は杯、甕、須恵器甕、高台付椀、灰釉椀及び土錘等かカマド周辺を中心に主に覆上中から出土してい

る。時期は平安時代にほぼ限定される。

重複遺構としては、東半部床面に後世の撹乱と思われる土墟が検出されているのみである。

町/) 

゜P, A 

＼口II 

p3 

A 

P1 

p2 

口 -zシ
| | 

CXl Cll 
A' A 

゜ I :60 2m 

□
、
‘ 口

\ 

2
 

〇 1 :3 10cm 

第 165図 149号住居跡及び出土遺物

150号住居跡（第166図、 PL.7)

III 区G-24·25 、 H-24·25 グリッドに位協する。平面はほほ正方形を呈すると思われる。規模は3.44 X 3. 04 

m、面積は推定値(10.8)面を測る。主軸方向はN-90°-Eを指す。壁は残存状態不良であるが、ほほ直立し

確認壁高35~16cm を測る。床面は、地山のローム土を利用しほぼ平坦である。カマドは東壁の南寄りに構築

されており、残存状態は比較的良好である。そで部は掘り形のまま地山のロームを掘り残したものである。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

燃焼部の平面形は長方形を呈する。又

一
a] I 

煙道部は燃焼部奥壁の中位より掘り込

まれ外方に延びる。規模は長さ 1.38m 、

輻 0.83m を測り、軸方向はS-88°-E

を指す。ピットは 3 基が検出された。

Eは北壁際中央、凡は北西隅、化は南

壁際西寄りの位置である。規模はじ径

59 X 55cmi采さ 16cm、凡径79X 52cm深さ

14.5cm 、 P3 t蚤61 X 45cm]采さ 12.5cm を測 P1 

る。これらの性格は不明である。住居 A 口 ¥--:;;(I A' 

覆土はロームブロックを多量に含む褐

色砂質土が主で、堆積状態はフロック
\ \ 

p2 

/-=  

状を呈し、人工的埋土を想起させる。

遺物は杯、甕、羽釜、器種不明の須

恵器片及び紡錘車等30数点出土してお
C3 I a:l | 

り、時期は古墳時代後期～平安時代に A A’ 

わたる。残存状態良好なものは古墳時

冒代後期のものであるが、本住居跳の時

期決定の根拠とするには不十分である。

゜
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重複遺構はなく単独の検出であるが、 t 

南壁東半部は後世の撹乱によって破壊
第 166図 150号住居跡
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第 167図 150号住居跡出土遺物

151号住居跡（第168図、 P L. 7) 

III 区H-23グリットに位置する。平面形は長方形を呈し、規模は3. 73X 3.13m、面積11.0面を測る。主軸方

向はN-10°-E を指す。壁は残存状態不良で、確認壁高5.5~2.5cm を測る。床面は地山のローム土を利用
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し、比較的平坦ではあるが、部分的に軟質で

窪みを有する。カマドは検出されなかったが、

東壁の中央よりやや南寄りに楕円形の浅いピ

ットが検出された。規模はl. 0X0.8m を測る。

焼土等は確認ができなかったか、位置や形態

等からカマドの痕跡である可能性か考えられ

る。その他にピットか 3 基検出された。規模

はい径45cm深さ 19. 5cm、化径49X 39cm深さ

21. 5cm、p3径45X 34cm深さ 26.5cm を測る。こ

れらの性格は不明である。

追物は杯、甕、台付甕、鉢、須恵器甕等の

小片か60点程覆土よリ出土している。時期は

古墳時代後期～平安時代にわたり、本仕居跡

の時期を限定するには不十分である。

重複遺構はなく単独で検出された。
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A
 

A
 

゜ 1: 60 2m 

第 169図 152号住居跡

152号住居跡（第169図、 PL. 7) 

III区H-23 • 24 、 I-23 • 24 グリッドに位置

する。平面はほは正方形を呈する。規模

は3. 78 X 3. 70m、面積は13.lmを測る。

土軸方向はN-72°-Eを指す。壁は残存

状態不良で確認壁高13.5~1 cm を測る。

床面は、地山のローム土を利用しており

比較的乎坦である。カマドは検出されな

かった。ピットは 4 基が検出された。規

模はじ径23cm深さ 8 cm、化径41 X 35cm深

さ 21.5cm、p3径115X 91cm深さ 40cm、い径47

X 31cm深さ 16cm を測る。このうち化は北

壁中央に掘り込まれ、規模も大きい事か

ら貯蔵穴の可能性が考えられる。

遺物は杯、甕、須恵器甕、高台付椀の

破片 160点で覆土より出土している。時期

は奈良～平安時代のものであり、平安時

代の高台付椀を除く杯、甕の大部分は奈

良時代のものと考えられる。

重複遺構は66号土堀で、新旧関係は土

層の切り合いより 152号住→66号堀であ

る。

126 



第 v 章 検出された遺構と逍物

153号住居跡（第170図、 PL. 7) 

III 区F-24 • 25 、 G-24 • 25 グ

リッドに位置する。平面はやや

西辺の長い台形状を呈し、規模

は2. 78X4.06m を測る。面積は

10.5両を測る。主軸方向はN-

83°―Eを指す。壁の残存状態は

不良で、確認壁高 8 ~2 cm を測

る。床面は地山のローム土を利

用しており、小規模な凹凸が多

い。カマドは東壁南端部に構築

され、燃焼部の掘り込みだけ検

出された。長さ 64cm、輻43cm程

の規模を測る。ピットは 5 基が

検出された。規模はP1径20cm深

一

A
 

•Pi 

こ
p4 

゜
p2 

8
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“
ハ

゜ 1'.60 2m 

さ 5 cm、巳径30cm深さ 14cm、p3

径27cm深さ 12cm、化径50X43cm 

沿：さ 18.5cm 、 P5径30cm深さ 9 cm 

を測る。 P1、p3～いは柱穴となる可能性も考えられる。

遺物は甕片 6 点が覆土から出

土したのみである。

重複遺構はない。

154号住居跡（第171 図、 PL. 7) 

III 区F-25 、 G-25 、 IV区F

l 、 G-1 グリッドに位置する。

平面はほほ長方形を呈すると思

われる。北側コーナ一部は 71号

士堀との重複で不明瞭。規模は

3.67X 4.40m、面積は推定値で

(14.2) 面を測る。主軸方向は

S-50°-E を指す。壁は残存状

態不良で確認壁高14~3 cm を測

る。床面は地山のローム土を利

用していると思われるが荒れて

いて不明瞭。カマドは南コーナ

一部に構築される。燃焼部は壁

内と思われるが、その形状や規

/) 

\ ヽ ヽ

第 170図 153号住居跡
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第 171 図 154号住居跡
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9／二三

＼口／
゜ 1 :3 10cm 

模等については不明である。煙道は住居平面形の対角線状に

延びる。長さは95cm を測る。軸方向はS-27°—Eを指す。ピッ

トは 2 基が検出された。規模はE径80X 73cm深さ 40cm 、 P2径

78 X 64cm深さ 37cm を測る。凡は位置的に貯蔵穴の可能性も考

えられる。

遺物は杯、甕、羽釜、須恵器杯、同甕、同蓋の破片約120点

が覆土より出土しており、数量的には奈良時代のものが多い。

重複遺構は71号土墟で、新旧関係は不明である。
第 172図 154号住居跡出土遺物

155号住居跡（第173図、 PL. 7) 

IV区F-2 • 3 グリッドに位置する。平面は長方形を呈する。規模は3.70X 2.84m で、面積は9.9面を測

る。主軸方向はN-20°-Eを指す。壁はほほ直立し、確認壁高は25~5 cm を測る。床面はロームプロックを含

む黒褐色土である。比較的平坦。カマドは検出されなかった。その他ピットや周溝等は確認されなかった。

なお床面の北半部中央に長方形の掘り込みが見られたが、後世の撹乱と思われる。

遺物は杯、甕、須恵器甕、同高台付盤、砥石等の破片が30点程覆土から出上している。このうち図示し

た高台付盤（第 173図ー 1) は南東コーナ一部の床面上より出土しており、本住居跡に伴うものと考えてよい。

時期は奈良時代のものを主体とする。

重複遺構は71号土堀と 10号・ 11号溝で、いすれも新旧関係については不明である。
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第 173図 155号住居跡及び出土遺物
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156号住居跡（第174図、 PL. 7) 

IV区F-3 、 G-3 グリッドに位置する。平面形は歪んだ横長長方形で、規模は3. 79 X 4. 30m、又面積は14.6

而を測る。主軸方向はS-74°-Eを指す。壁は残存状態良好で、はほ直立し確認壁高は54~16cm を測る。床面は

地山のローム土を利用するが、一部住居跡以前の風倒木痕と思われる場所は黒色土となっている。カマドは

東壁の南端部に構築され、残存状態は比較的良好である。規模は長さ 113cm、幅58cm を測り、軸方向はS-74°

-Eを指す。そで部は掘り形の段階で地山を若干掘り残して壁内に張り出させている。燃焼部は断面か「U」

字状に掘り込まれ、底面は住居床面よりやや高い。煙道は比較的急角度で立ち上がる。ピットは西壁に外接

してカマドに相対する場所で 1 碁検出された。はほ円形を呈し、規模は径50cm、深さ 24cm を測る。本住居跡

に伴う確証はないが、位置や形状から入日施設（特に階段等）と関連する可能性を考感し、ここで扱った。

住居覆土は土層に浅間B軽石を含む褐色砂貨土、下層にロームブロックを多量に含む黒褐色砂質土が堆禎し

ておリ、その状態はブロック状で、人為的な埋土の可能性がある。

追物は杯、甕、須恵器杯、同壺、同蓋、品台付杯が主に覆土より出土している。破片数は400点弱で、その

うち土師器杯と甕が 8 割強を占める。時期は奈良時代末～平安時代初頭期に集中すると思われる。

重複遺構は159号住居跡で、新旧関係は不明であった。
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第 174図 156号住居跡
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第 175図 156号住居跡出土遺物

157号住居跡（欠番）

158号住居跡（第176図、 PL. 7) 

IV区H-3 • 4 グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈すると思われるが、西半部は他遺構と重複する

ため形状、規模等は不明確である。規模は推定値で4.32X 3.43m と思われる。主軸方向はS-71°-E を指す。

壁は残存部分で11~2 cmの高さを測る。床面は地山のローム土を利用しており、凹凸が多い。カマドは南東

壁の南西寄りに構築され、燃焼部が残存する。規模は長さ 76cm、輻99cm を測る。なおこの部分より 10cm大の

円礫 3 点が出土したかその用途は不明である。ピットはカマド左そで部と推定される位置よりやや内側に入

った位阻に検出された。円形を呈し、規模は径40cm深さ 27cm を測る。なおこのピットの其上より円礫 2 点が

出土した。

遺物は杯、甕、壺、須恵器杯等の破片が50点程出土している。いずれも小片で器形の明確なものが少なく、

従って時期も不明とせざるを得ない。

重複遺構は159号住居蹄、 12号溝で、新旧関係は158号住→ 159号住・ 12号溝と思われる。なおこれら他遺構

との重複関係や、本住居跡の平面形態及びカマド形態等から、その時期は奈良時代の可能性が高い。
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第 176図

159号住居跡（第177図、 PL. 8) 

IV区G-4 、 H-4 グリッドに位四す

158号住居跡

る。f•面は歪んだ縦長長方形を呈する。

規模は3.65X 2. 98m 、 面積10. 7m' を惧ll る。

主軸方向はN-70°―E を指す。壁は残存

状態良好な部分でやや外傾し、確認壁高

23~3 cm を測る。床面はロームプロック

を含む黒褐色土で平坦。

はN-65°―E を指す。

カマドは東壁の

南隅に構築され、燃焼部と煙道部が残存

する。燃焼部は煙道よリやや幅広いだけ

であり、、兵際は壁内に主体があったのか

あるいは比較的小規模なものと思われる。

規模は長さ 120cm、幅83cm を測り、軸方向

ピットは西側コー

ナー寄りに 1 基検出された。卵形を呈し

径96 X 63cm、深さ 18.5cm を測る。規模や

// 

160住

第 177図

156住

\ 

゜ I :60 2m 

159号住居跡
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位置から貯蔵穴とも考えられるが、他と比較してやや浅いように思われる。住居覆土はロームブロックを含

む褐色土が堆積する。

遺物は杯、甕、台付甕、須恵器杯、同甕の破片80点弱が覆土より出土している。このうち甕の胴部片か圧

倒的に多い。時期は杯や甕の日縁の特徴等から奈良時代のものが多いようである。

重複遺構との新旧関係は158号住→159号住→160号住である。

160号住居跡（第178図、 PL. 8) 

IV区G-4 • 5 グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈する。規模は4.05X 3.20mで、面積は推定値で

(13.l)m' を測る。主軸方向はS-62°-Eを指す。壁は残存状態不良で、確認壁高は14~3.5cm を測る。床面

はロームブロックを含む黒色土で比較的平坦である。カマドは南東壁の南西隅に構築され、燃焼部のみ残存

する。平面は砲弾状を呈し、底面は住居床面とほぱ同レベルである。規模は長さ 63cm、輻44cm を測る。軸方

向はS 42°-Eを指す。カマドの他にピット、貯蔵穴、周溝等の施設は検出されなかった。住居覆土はローム

粒を多く含む褐色土が堆積する。

遺物は杯、甕、台付甕、須恵器杯、同甕、同蓋、小形壺、高台付椀等の破片が約100点覆土より出土する。
どがま

このうち杯類のほとんどが糸切り底であり、又甕の中に「土釜」といわれるものが多数ある事から平安時代
（註 2)

のものと考えられる。

董複遺構は159号住居跡と 209号住居跡で、新旧関係はカマドの残存状況及び土層観察から 159号住→160号

住→209号住と思われる。

/r------()= 
159住

゜ 1: 4 10cm 

゜ I :GO 2m 

第 178図 160号住居跡及び出土遺物
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161号住居跡（欠番）

162号住居跡（第179図、 PL 8) 

IV区H-6 • 7 、 I- 6 • 7 グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈する。規模は2.98X 4.10mで、面

積は12.0mを測る。主軸方向はS-66°-Eを指す。壁は残存状態不良であるが、やや外傾し確認壁高17~14cm

を測る。床面は地山のローム土を利用しており比較的平坦である。カマドは南東壁の中央よりやや南西寄り

に構築されており燃焼部のみが残存する。規模は長さ 68cm、幅59cm を測る。カマド以外の貯蔵穴、ピット、

周溝等の施設は検出されなかった。

遺物は杯、甕、高台付椀、須恵器杯、同壺の破片及び砥石が80点程床面及び覆上下層から出土している。

はとんどが平安時代のものと思われる。

重複遺構は163号住居跡で、新旧関係は163号住→162号住である。
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第 179図 162号住居跡及び出土遺物

163号住居跡（第180図）

IV区H-7 • 8 、 I- 7 • 8 グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われるが、西半は他遺構と重複

するため不明。規模は北壁ー南壁間距離で 3. 77m を測る。主軸方向はS-63'-Eを指す。壁はほぼ直立し確認

壁高は14~7 cm を測る。床面はロームプロックを含む黒色土で、比較的平坦。カマドは東壁のやや北寄りに

構築される。燃焼部のみ残存し、規模は長さ 60cm、幅54cm を測る。軸方向はS-66°—Eを指す。

遺物は杯、甕、高台付椀等の破片170点程が覆土より出土している。「コ」の字状口縁の甕や糸切り底をも

つ杯、高台付椀を主体とする事から平安時代のものと思われる。

厘複遺構は162号住居跡、 164号住居跡で新旧関係は163号住→ 162号住・ 164号住である。
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第 180図 163号住居跡
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第 181 図 163号住居跡出土遺物

164号住居跡（第182図、 PL. 8) 

IV区H-7 • 8 、 I- 7 • 8 グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈し、規模は4.40X3. 73m、面積は

16.4面を測る。主軸方向はN- 4°-E を指す。壁は比較的残存状態が良好で、ほぱ直立し確認壁高48~24cm

を測る。床面はロームプロックを含む黒色土で比較的平坦である。カマドは東壁の南寄りと北壁の東寄りに

2 基が検出された。前者を 1 号カマド、後者を 2 号カマドと呼称する。規模は 1 号カマドが長さ 108cm、幅87

cmで軸方向N-82°―E を指す。 2 号カマドは長さ 76cm、幅75cmで軸方向N- 1°-E を指す。 1 号カマド燃焼部

は床面より弱い段をもってやや高い位置に掲り込まれる。又煙道は 1 号がやや緩い傾斜、 2 号が強い傾斜で

立ち上がる。これら 2 碁のカマドが同時使用されたのかあるいは時期的前後関係があるのかについては判明

できなかった。貯蔵穴は西壁際南端に検出された。楕円形を呈し、規模は径81 X 66cm深さ 33cm を測る。又ピッ

トは 3 甚検出された。規模はE径61 X 43cm深さ 21cm 、 P2径107X 83cm深さ 18.5cm、凡径34cm深さ 35cm を測る。

このうちP】と P2は重複しており 1 基のピットである可能性も考えられる。又化は小規模ではあるが、カマド
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第 182図 164号住居跡

との位置関係から貯蔵穴の可能性も考えられる。周溝については検出されなかった。

遺物は杯、甕、須恵器杯、同甕、高台付椀、砥石等の土器片約350点、大小の円礫 8 点が覆土下層を中心に

出土している。床面上やカマド内からの出上は比較的少ない。出土した土器片のうち数量的に最も多い器

種は土師器杯で全体の90％近くを占めている。須恵器杯には糸切り底が見られ、又甕の日縁部は所謂「コ」

の字状日縁になる直前の段階のものと思われる。従ってこれらの時期は平安時代初頭に位置付けるのが妥当

かと思われる。

重複遺構は163号住居蹄で、南東部の 1 号カマド付近で童複する。新旧関係はカマドの残存状態からおそら

く 163号住→164号住と思われる。
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第 183図 164号住居跡出土遺物

aコI ｷ11 165号住居跡（第184図、 PL. 8) 

IV区G-8 • 9 グリッドに位置する。平面はや

や歪んだ縦長長方形を呈しており、その規模は

2.83X 2.54m、面積6.8m' を測る。主軸方向はS

-6T-Eを指す。壁はやや外傾し確認壁高19~

¥¥ .' I I "11 A' 瓢
7 cm を測る。床面はロームプロックを含む黒色

A (K 

土で比較的平坦である。カマドは南東壁の南西

隅に構築され、二等辺三角形状に壁外へ張り出

した燃焼部のみ残存する。規模は長さ 60cm幅56

cmで、軸方向はS-61°-Eを指す。ピットは東側

a:l I Aco1 冒 コーナ一部と南西壁際中央部に検出され前者は
A 

三角形、後者は方形状を呈する。規模はE径118

X90cmi菜さ 12cm、化径94 X 36cm深さ 4 cm を測

゜
I 60 2m る。 P1 は床下土漿か掘り形と思われるが、 P2 に

ついては入日施設との関連が考えられようか。

第 184図 165号住居跡 周溝、貯蔵穴は検出されなかった。
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退物は杯、甕、須恵器杯、同恙、高台付椀等の土器片100点程か主にカマド周辺及び覆土より出土する。甕

が数最的に主体を占めており、時期は平安時代のものである。

重複遺構はないが、 6 号井戸と西側コーナー付近で接する。
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第 185図 165号住居跡出土遺物

166号住居跡（第186図、 P L. 8) 

IV区H- 9 • 10 、 I- 9 • 10 グリッドに位置する。平面はほぱ正方形を呈する。規模は3.42X 3.60m、面積

は12.2面を測る。主軸方向はS-73°—Eを指す。壁はほほ直立し確認壁高は23~16cmを測る。床面はロームプ

ロックを含む黒色士で、比較的平坦である。カマドは東壁の北寄りに構築されており、燃焼部と煙道部が残

存する。そで部はカマド掘り形の両壁をそのまま利用していると思われ、主体は壁外にあったものだろう。

規模は長さ 103cm、輻63cmを測る。軸方向はS-70°―Eを指す。ピットは 2 基が検出された。 Eは南東コーナ

一部分、化は南西コーナ一部分に位置する。両者とも円形を呈し、規模はE径39X 32cm深さ 19.5cm、凡径50

X48cm深さ 82cm を測る。これらのピットの性格については不明である。特に化については位置的に貯蔵穴と

も考えられるが、他と比較して著しく深い事から別の性格を想定した方がよいと思われる。西壁に沿った床

面がやや凹んでいたが、床面中央からの弱い傾斜で若干低くなっているものと解釈され、周溝とは考えられ

ない。

遺物は杯、甕、須恵器蓋、同杯、同甕、高台付杯等の破片500点弱が出土する。出上位置は覆土中かほとん

どで、床面上やカマド内から出土したものは小片数点のみである。数量的には土師器甕が最多で全体の

50％程を占める。須恵器は全器種あわせて20点程である。時期は平安時代に位置付けられる。

董複遺構は167号住居跡で、北東部で重複する。新旧関係は本住居跡のカマド残存状態から 167号住→166号

住と思われる。
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第 187図 166号住居跡出土遺物

138 



第 v 章 検出された遺構と遺物

167号住居跡（第188図、 PL 8) 

IV区J-8. 9 、 K-8 • 9 グリッドに位置する。平面は長方形を呈すると思われるが、北半は調森区外の

ために全形を知り得ない。壁はやや外傾し、確認壁高は50~38cmを測る。主軸方向は残存状態良好な南壁か

ら N-(66°)-E と推定される。カマドは検出されなかったが、遺物等より推定される時期から当然構築され

たと考えられる。おそらく調森区外の北壁あるいは東壁に築かれたと思われるが、本遺跡における他の住居

跡例からすれば東壁の可能性が高い。ピットは南壁の中央より若干東寄りの位置から約20cm程離れた内側で

検出された。乎面は楕円形を呈し、規模は径92 X 75cm、深さ 95cmを測る。これは屋内施設としては著しく深

いもので、その性格については不明である。周溝は検出された範囲については壁に沿って全周しており、そ

の規模は輻42~16cm深さ 8 ~3 cmを測る。住居覆土は上層に浅間B軽石、ローム粒、焼土、炭化物粒を含む掲

色砂質土、下層にローム粒を多く含む黄褐色砂質土が堆積する。又周溝部分にはローム粒を含む黒色士が堆

積する。堆積状態は概ねレンズ状を呈しており自然堆積の可能性が高い。

遺物は杯、甕、小形甕、須恵器杯、同蓋、同長頸壺、 S 字状日縁台付甕等の破片が約200点出土している。

出土位置はほとんどが覆土下層である。これらの中で数贔的に主体を占めるのは土師器杯で全体の約50％程

を占める。時期は古墳時代後半～奈良時代にわたるか、主体は奈良時代のものである。

重複遺構は166号住居跡で、新旧関係は167号住→166号住である。
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第 189図 167号住居跡出土遺物

168号住居跡（第190図、 PL 8) 

III 区F-11グリッドに位置する。平面は方形と推定されるが、ほとんど上半を後世の削平により失なわれて

おり全形や規模を知り得ない。 カマドとその両脇の壁のみがわずかに残存する。 カマドは南東壁に構築され

たと思われる。明確なのは煙道部で長さ 95cm程が検出された。軸方向はS-51°-Eである。なお本住居跡の範

囲内と思われる位置にピットが 1 甚検出された。楕円形を呈し、規模は径53X50cm深さ 30cmを測る。位置や
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第 v 章検出された遺構と遺物

形状、規模等から本住居跡に伴う貯蔵穴の可能性がある。

遺物は床面及び覆土下層と推定される位置から土器片数点及び土製円板が出土している。いずれも平安時

代に属するものと考えられる。
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第 190図 168号住居跡及び出土遺物

169号住居跡（第191図、 PL. 8) 

III区H-12 • 13 、 I-12 • 13グリッドに位憤する。平面はほぱ正方形を呈する。規模は3.35X 3.67mで、面

積は11.9面を測る。主軸方向はN-70°-Eを指す。壁は残存状態不良でやや外傾し、確認壁高は14~7 cm を

測る。床面は地山の黒褐色粘質上を利用している。比較的平坦な面を呈する。カマドは東壁のほぱ中央に構

築されており、残存状態は比較的良好である。規模は長さ 77cm、幅78cmを測る。軸方向はN-59°-Eを指す。

そでは粘土で構築されており、壁内に56cm程張り出す。燃焼部は比較的狭小で幅30cm を測る。煙道は燃焼部

との境が不明瞭で、弱い傾斜で立ち上がる。カマド以外の貯蔵穴、ピット、周溝等の施設は検出されなかっ

遺物は杯、高杯、甕、甑、手捏ね土器等の破片約500点程が床面及び覆土下層より出土した。又カマドの焚

日部分と思われる位置で10cm大の円礫が 1 点出土している。器種の中では甕の破片が数鼠的に最も多く、全

体の約80％近くを占めている。時期は古墳時代後期（鬼高期の新しい段階）と思われる。

重複遺構はなく単独で検出された。

170号住居跡（第192図、 PL. 8) 

III区F-14 • 15 、 G-14 • 15グリッドに位置する。平面はやや胴張りの縦長長方形を呈する。規模は4.67X

3.85mで、面積は16.9面を測る。主軸方向はN-81°―Eを指す。壁はやや外傾し、確認壁高19~2 cm を測る。

床面は地山のローム土を利用している。カマドは東壁の南寄りに構築され、そで部、燃焼部、煙道部が残存

する。長さ 154cm、輻94cm を測り、軸方向はN- (79ー) -Eを指す。煙道はほぼ北東方向に延ぴた後、一段屈
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第 v 章 検出された遺構と遺物

曲して東方向に向かう。立ち上がりの傾斜は比較的緩やかである。そで部はロームブロックを含む粘士で築

き、壁内に36cm程張り出す。周溝

は北壁の東寄りの部分から西壁中

一
引 a:l I 

央部分にかけての間で検出された。

規模は幅19~8 cm、深さは 5 ~ 2 

cm を測る。その他に貯蔵穴やピッ

ト等の施設は検出されなかった。

遺物は形状、時期の不明な土器

片数点が出土したのみである。

重複遺構はなく単独で検出され

ている。

A_  II II II A' 

171号住居跡（第193図、 PL. 8) 

III 区E-16·17グリッドに位置

する。平面は方形と思われるが、

北半が他住居跡と重複して不明瞭

なため全形、規模を明らかにしえ

ない。主軸方向はS-89"-E を指

す。壁はわずかに残存し、確認壁

高 9 ~2 cmを測る。床面は地山の

ロームから黒褐色土への漸移土を

そのまま碁盤とする。カマドは若

干の焼土の存在から東壁の中央部

にあったと推定されるが、形状や

規模については不明である。その

他に住居に伴う施設は検出されなかった。

A
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第 192図 170号住居跡
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遺物は南壁際において杯、高台付杯等の破片が20点程出土

している。時期は奈良時代後半～平安時代初頭に位置付けら

れよう。

重複する遺構は172号住居跡で、新旧関係は後述するように

171号住→172号住と思われる。

172号住居跡（第195図、 PL. 8) 

III区E-17·18、 F-17·18グリッドに位置する。平面は隅

丸正方形を呈している。規模は7.83X 7.95m、面積は62.9m'

を測る。主軸方向はN-90°-E を指す。壁は残存状態不良で、

確認壁高19~3 cmを測る。床面は地山のローム土を利用して

＼。 I :60 2m 

第 193図 171 号住居跡
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第 194図 171 号1主居跡出土遺物

おり、小さな凹凸が比較的多い。カマドは検出されず、それらしい痕跡も認められない。ピットは全部で17

基が検出された。 P1~P11 は西壁沿い、 P12 と P13は北西コーナーと南東コーナーを結ぶ対角線上の北西側に位

置する。又P1,~P17は南半部にあって、ほほ東西方向の一直線上に並んでいる。規模はE径38 X 28c~深さ 28

cm、凡径35 X 25cm深さ 41cm、凡径36X 25cm深さ 15cm、凡径64 X 25cm深さ 14cm、比径75 X 53cm深さ 36cm、凡径

100 X 75cmi采さ 54cm 、 P7径57 X 35cm深さ 10cm、凡径30X 25cm深さ 13cm 、 P，径26 X 25cm深さ 17cm 、 P10径47X40 

cm深さ 49cm 、 P11径62 X 60cm深さ 20cm、 P12径55 X 30cm深さ 5 cm 、 P13径96 X 70cm深さ 59cm 、 P14径39X3lcm深さ

19cm 、 P15径75X 58cm深さ 52cm、pl6径32 X 31cm深さ 10cm、pl7径32 X 31cm深さ 10cm を測る。周溝は西壁に沿っ

た北半部分で検出され、その南端は掘り形と思われる不定形の浅い掘り込みに続く。幅は50~15cm、深さ 10

cm前後を測る。又住居南半部でピット P14~ p l6及びP17～西壁の間に間仕切りと思われる溝が検出された。輻

は35~15cm深さは11~2 cmを測る。なお間仕切溝によって二分された本住居跡の面積は北側45m'、南側16m'

を測る。なおP16 と P17の間は 1.90m を測りここには溝が検出されていない。しかし北側床面のレベルが南側床

面よりも 5 cm高く段差かついており、明らかに両者を区別している。これら多数のピットと溝がどのような

性格をもっていたのかについては推定の域を出ないが、各々の規模と位置関係よりピットp6 、 P13 、 P15は主柱

穴と考えたい。この場合の各柱間距離はP6-Pl5が4.40m、 P6-Pl3が4.40m前後とほぼ同距離を測る。しかし

ながらこの配置による基本的な 4 本柱構造を考えた場合に残る 1 本の柱穴が認められない。位置と柱間距離

からあえてあげるならばP17がそれにあたると思われる。ただしこれは他 3 基に比べ著しく規模が小さい事か

ら果して同様の性格付けをしてよいか疑問が残るところである。又P1•~P17は間仕切溝の走行上に掘り込ま

れている事からこの両者が組合わされて住居構造の一部を形成していたと考えるのは自然であろう。最も可

能性が高いと思われるのは、これらのピットに柱を立てて、この間の溝を利用して板あるいは藁状のものを

さし込んで立て、仕切壁を作る事である。ちなみに各ピット間距離はP14-P15が1. 4m程、 P1s-Pl6か2.2m程、

p l7ー西壁が 2m程を測る。けっして正確な等間隔ではないが、この間仕切を四分割しようとする意識は窺う

事ができる。もしこれらを仕切壁と推定した場合、溝のなかったP16-Pl7間は出入日になると考えられよう。

そして住居自体の出入口を南側に想定できるとすれば、この仕切壁によって分けられた南側の狭小な部分と
（註 3)

北側の広い部分はそれぞれ前者が「土間」で後者か「奥部屋」といった構造になる。この「奥部屋」の奥壁

ともいえる北壁にそって大小のピットが11基あるが、これらの性格については不明である。
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第 195図 172号住居跡

迫物は杯、甕、高杯、須恵器甕の破片が140点程裂土より出土している。又「土間」部分の南壁際で10cm

大の円礫約20点が出土している。編み物用の錘かあるいは入口施設に伴う何らかの痕跡かと思われる。土器

片はいずれも小片で形態の不明なものが多いが、杯と甕を見るかぎり奈良時代後半～平安時代初頭のものと

思われる。

重複追構は143号・ 144号・ 146号・ 171号・ 190号住居跡であるが、新旧関係の判明したのは143号・ 146号・

171号住→172号住である。
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第 196図 174号住居跡
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174号住居跡（第196図、 PL. 8) 

III 区B-18 • 19 、 C-19 グリッドに位置す

る。平面は縦長長方形を呈し、規模は4.30X

3.18m を測る。主軸方向はN-87°―E を指す。

壁は残存状態不良で、ほぼ直立し確認壁高は

12~4 cm を測る。床面は地山である黒褐色粘

質土でローム粒を含んでいる。比較的平坦で

ある。カマドは東壁の中央よりやや南寄りに

構築される。規模は長さ 115cm、幅60cm を測

る。軸方向はN-84°―Eを指す。燃焼部は壁外

に築かれたと思われる。そで部は両側の壁を

そのまま利用したのであろう。煙道は燃焼部

との境が不明瞭で、 しだいにすぱまり、緩い

角度で立ち上がる。カマド以外のピット、貯

蔵穴、周溝等の施設は検出されなかった。住

居覆土は浅間B軽石を多量に含む黒褐色土が

堆積する。

遺物は杯、高杯、甕、鉢、小形壺、須恵器

等の土器片約70点が床面及び覆土より出土し

ている。時期はほとんどが奈良時代末～平安

時代初頭に属するものと思われる。

重複遺構はなく単独で検出された。
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175号住居跡（第198図、 PL. 8) 

III 区B-19·20、 C-19·20 グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われるが、 176号住居跡と重複す

るため西半に関しては形状、規模共に不明である。主軸方向はS-88°―Eを指す。壁はやや外傾し確認壁高は

24~12cm を測る。床面は地山のローム土を利用し、平坦である。カマドは東壁とほぼ中央と思われる部分に

構築され、規模は長さ 128cm、輻70cm を測る。軸方向はS-70°-Eを指す。燃焼部ば焼土分布や床面との関係

から壁内に構築されたと思われるが、形状等については不明である。カマド以外に貯蔵穴、ピット、周溝等

の施設は検出されなかった。

遺物は杯、甕、須恵器等の破片が約170点程床面及び覆土下層から出土している。時期は古墳時代後期～奈

良時代にわたるが、主体は奈良時代のものと思われる。

重複遺構は176号住居跡で、主軸方向がほぼ直交し、更に176号1主の東壁がそのまま本住居跡の東壁に続く

ような状態で重複する。新旧関係は不明であった。

本住居跡は床面レベルが176号住とほぽ同一である事から、両者は単一住居跡である可能性も考えられる。
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第 199図 175号住居跡出土遺物

176号住居跡（第198図、 PL 8) 

III 区B-20 • 21 、 C-20 • 21 グリッドに位置する。乎面は方形と思われるが、他遺構との重複、及び南西部

が調森区外にあたるため全形、規模は不明である。主軸方向はN-4° Eを指す。壁は外傾し、確認壁高は22

~6 cm を測る。床面は地山のローム土を利用している。カマドは北壁のほぼ中央部に構築されている。規模

は長さ 137cm、幅68cmを測る。主軸方向はN-13°-Eを指す。燃焼部は壁外に掘り込まれている。そで部はお

そらく両壁を利用したと思われる。貯蔵穴は北東隅に掘り込まれている。平面は隅丸長方形を星し、規模は

77X 55cm、深さ 16cmを測る。又ピットは中央よりやや東寄りの位置に検出された。乎面は楕円形を呈し、規

模は52 X 37cm深さ 13cm を測る。

遺物は杯、甕、須恵器の破片が約120点程出土した。出土位置はカマド周辺及び貯蔵穴周辺に集中してお

り、覆土より出土したものが比較的多い。時期はほとんどが奈良時代に属するものと考えられる。

菫複遺構は175号住居跡、 177号住居跡、 178号住居跡、 179号住居跡で、新旧関係はカマドの残存状態より、

176号住→177号住・ 178号住・ 179号住である。 175号住との関係については、前述のとおり同一住居跡の可能

性が考えられる。

177号住居跡（第201 図、 PL. 8) 

III区B-21 グリッドに位置する。カマドのみが検出され、全形や規模等については不明である。カマドはそ

の方向から東壁に構築されたと思われる。規模は長さ 140cm、輻95cmを測り、軸方向はS-69°-Eを指す。比

較的長大なもので、壁外に長く張り出す形状と思われる。

遺物は床面付近と思われる位置から杯、甕を主とした土器片が出土しているが、重複する遺構が多くその

帰属は不明である。

重複遺構は176号住居跡、 178号住居跡、 179号住居跡で、新旧関係はカマドの残存状態より 176号住→177号

住と考えられる。
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第200図 176号住居跡出土遺物

178号住居跡（第201 図）

III区B-21グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われるが、南西半は重複遺構が多く全形は不明瞭

となっている。残存する部分から東西方向は2.90m を測り、南北方向はこれよりやや長く、全体として横長

長方形になると推測される。主軸方向は推定でS- (55') -Eを指すと思われる。壁は残存部で13~7 cmの壁

高を測る。床面は地山のロームを利用している。南西半部は不明瞭。カマドは東壁の中央よりやや南寄りに

構築されたと思われる。規模は長さ 182cm、幅78cmで、軸方向はS-56'-Eを指す。そで部は壁際にあり、燃

焼部は壁外に掘り込まれる。燃焼部は比較的狭小で、ほとんど変化を見せずにそのまま煙道に続く。煙道は

ほぼ水平に長く延び、末端部分で急角度をもって立ち上がる。なおそで部左側には円筒埴輪、右側には河原

礫が直立した状態で出土し、又焚口と思われる部分で円筒埴輪片が両そで部を繋ぐような状態で横転して出

上した。これらはかなり二次的加熱を受けた痕跡が見られる事から、おそらくカマド焚口部の構造材と考え

てさしつかえない。なお本住居跡からはカマド以外に貯蔵穴、ピット、周溝等の施設は検出されなかった。

遺物は杯、甕、小皿、高台付椀等の土器片及び埴輪片が約160点程出土している。出土位置はカマド周辺に
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集中する他はほとんどが覆土からの

出土である。時期は奈良～平安時代

のものであるが、本住居跡に伴う可

能性の高いカマド内出土土器は平安

時代の原手の甕（土釜）である事、

又カマド前方の比較的床面に近い部

分から小形の皿が出土している事、

更に数量的に平安時代のものが主体

を占めている事等より本住居跡の時期

は平安時代 (11世紀代）の可能性が

高い。従って第202図ー 4 • 7 はその

特徴から本住居跡に伴うと考えるよ

りもむしろ他遺構 (176局住か？）か

らの混入と解釈した方が妥当であろ

う。なおカマドから出土した円筒埴

輪については後述（第V章一 9) す
第201 図 177 ・ 178号住居跡

る。

重複遺構は176号住居跡、 177号住居跨、 179号住居跡で、カマドの残存状態から新旧関係は176号住→178号

住→179号住と思われる。なお177号住との関係は明らかに出米なかったが、本住居跡のカマドの残存状態か

ら 177号住が古くなる可能性がある。
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第202図 178号住居跡出士遺物
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179号住居跡（第203図）

III区B-21 ・ 22 グリッドに位置する。平面は方形かと思われるが、他遺構と童複する部分が多く又一部が調

査区外にあたるため全形と規模については不明である。主軸方向はN-82°-Eを指す。壁は残存部分で14~ 9 
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cm を測る。床面は地山のローム士を

利用し、残存部分においてはほぽ平

坦である。カマドは東壁の南隅付近

に構築され、規模は長さ 149cm、幅88

cm を測る。軸方向はS-84°―E を指

す。そで部は壁をそのまま利用して

おり、燃焼部は壁外に張り出す。燃

焼部と煙道部の境は不明瞭で、煙道

はしだいにせばまりほほ水平に延び

る。ピットは住居の南東隅付近で 1

基が検出された。楕円形を呈し、規

模は径52X 49cm深さ 30cm を測る。

遺物はカマド周辺を中心に杯、甕

等の土器片約30点程が出土している

が、ほとんど覆土中からの出士であ

り、重複する他遺構に伴う可能性も

あるためその帰属は不明である。時

期は奈良時代～平安時代のものが見

られる。

重複迫構は176号住居跡、 178男住

居跡、 181号住居跡、 189号住居跡で

カマド残存状態より判明した新旧関

係は176号住・ 178号住→179号住→

189号住であった。なお本住居跡の北

半に細長い不定形の落ち込みが見ら

れるが、これは後世の撹乱猥である。

遺物からは判明できなかったがこの

住居跡の重複関係より、本住居跡の

時期は平安時代であると考えられよ
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第204図 179号住居跡出土遺物

180号住居跡（欠番）

181号住居跡（第205図、 PL. 9) 

III区B-22·23、 C-22·23グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈すると思われる。規模は4.22X (3.55) 

m を測る。主軸方向はS-84°-Eを指す。壁はやや外傾し、確認壁高は15~8 cm を測る。床面は地山のローム

を基盤としそのまま利用している。ほぼ平坦面を呈する。カマドは東壁のやや南寄りに構築され、そで部と

燃焼部が残存する。規模は長さ 110cm、幅110cm を測る。軸方向はS-81°—Eを指す。そで部は壁内に35cm程張

151 



第 v 章 検出された遺構と遺物

/

)

 

y
 口

ー一ゞ
2 

< 

住
, 

／
ー1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ー

1
1
1

ー
ー
ー
ー

1

／
ー
ノ
一
／

—— 
一

゜ I :60 2m 

□\ 
3(ｾ) 

゜
1 :3 10cm 

第205図 181 号住居跡及び出土遺物
゜ 1 :4 10cm 

り出す。そで部の左側と右側では張り出しに段差がある。 これはおそらく住居揺り形の段階でカマドの両側

の壁を故意に段差をつけて掘り込んだためと思われる。貯蔵穴、

れなかった。

ピット、周溝等の住居内施設は全く検出さ

遺物は杯、甕、須恵器杯等の破片が約100点程出上している。出土位置は覆土中が主である。時期はほとん

どが平安時代に属するものである。

重複遺構は179号住で、新旧関係は不明であった。

182号住居跡（第206図、 PL. 9) 

III区C-20·21 、 D-20·21 グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われるが、北半の大部分が183号

住居跡と重複するため全形、規模については不明である。わずかに残存する東壁ー西壁間距離は6.08mを測

る。主軸方向は南壁の走向より S-(78°)-Eを指すと推定される。壁はほぼ直立し確認壁高18~7 cm を測る。

床面は地山のローム土を利用してそのまま使用している。床面レベルは重複する 183号住とほとんど差がな

い。カマドは検出されなかった。 ピットは 3 基が検出された。規模はP径75X55cm深さ 31cm 、 P2径30 X 25cm 

深さ 30.5cm、凡径25cm深さ 19cm を測る。なおP1 と P2は位置や規模から主柱穴になる可能性が考えられる。

遺物は杯、甕の土器片が約30点程出土したが、本住居跡に確実に伴うものは少ない。時期は奈良時代の

ものである。又南壁際の西寄りの位置で河原礫 7 点が集中して出土した。

重複遺構は183号住居跡で新旧関係は不明である。
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183号住居跡（第206図、 PL. 9) 

III 区D-20·21 、 E-20·21 グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈すると思われる。規模は6.80X 4.68 

m を測り、面積は推定値で27.3m' を測る。主軸方向はS-80°-Eを指す。壁はほほ直立し確認壁高は18~1 cm 

を測る。床面は地山のローム土で、北側に小さな凹凸が多い。カマドは東壁のほぼ中央部分に構築され、燃

焼部と煙道部が残存する。規模は長さ 143cm、幅75cm を測る。軸方向はS-83"-Eを指す。燃焼部は壁外に張

り出しており、底面は床面より若干レベルが高い。又煙道は燃焼部から弱い段を形成して 1 段高いレベルで

ほほ水平に延びる。ピットは 2 基が検出された。凡は北壁際、 P2は北壁を切る位置で検出された。規模はP1

径60X 33cm深さ 12cm、凡径45X20cm深さ 20cm を測る。 Eは位置的に柱穴の可能性があるが、 P礼こついては本

住居跡に伴うかどうかは不明である。周溝はカマド両脇部を除いて全周すると思われる。規模は幅35~14cm

深さ 8 ~3 cm を測る。

遺物は杯、甕、蓋、砥石等の破片約520点程が出土した。出土位置はカマド周辺の裂土下層に比較的集中す

る。時期は大部分が奈良時代（古段階と思われる。）に属する。

重複遺構は182号住居跡、 184号住居跡で、判明した新旧関係は183号住→184号住である。なお182号住との

関係は床面レベルがほほ同じである事、主軸方向をほぼ同じくして東西の両壁がさほどずれていない事、又

出土遺物の時期が同じと考えられる事等から、これは本住居跡の拡張あるいは張り出し施設の可能性も考え

られる。しかしここでは土層によって同一である事が確認できなかったため、別追構として扱った。
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第207因 183号住居跡出土遺物

184号住居跡（第208図、 PL. 9) 

III区C-21 • 22 、 D-21 • 22グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈する。規模は3.90 X 5.44mで、面

積は2 1. 2面を測る。主軸方向はS-83°-Eを指す。壁はほぼ直立し確認壁高は34~1 cm を測る。床面は地山の

ローム土をそのまま利用している。凹凸は少なく比較的平坦である。カマドは東壁の南寄りに構築され残存

状態は比較的良好である。規模は長さ 137cm、幅130cmを測る。軸方向はS-78°-Eを指す。燃焼部は壁外に張

り出す形状で、そでは両壁をそのまま利用したと思われる。燃焼部はしだいにすぽまり煙道部に続き、煙道

はほぱ水平に延びる。ピットは 6 基検出された。規模はE径45cm深さ 18cm、凡径23cm深さ 17cm、凡径35X30
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cm深さ 9.5cm 、 P経30cm深さ

8cm、比径35X 30cm深さ 23cm 、

P6 1-蚤 88X 73cm i采さ 18.5cm を

測る。このうち凡は規模が最

大で、掘り形もしっかりして

おり、住居コーナ一部に位置

する事から貯蔵穴の可能性が

考えられる。又化と化は南壁

際に並んで約35cmの間隔をあ

けて掘り込まれており、出入

日に関連する施設と考えられ

ようか。周溝は全周しておリ

その規模は幅22~13cm、深さ

14~1 cm を測る。

遺物は杯、甕、須恵器杯、

同蓋等の土器片が約120点程

出土している。出土位置はほ

とんどがカマド周辺か覆土下

層である。小破片が多く時期

不明のものが多いが、全体に

奈良時代と平安時代のものが

混在する様相を示す。

重複遺構は 183 号住居跡、

191号住居跡で、判明した新旧関係は183号住→184号住
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第208図 184号住居跡

であった。 ／□□三三→

185号住居跡（第210図、 PL. 9) 

III 区C-23 • 24 、 D-23 • 24 グリッドに位置する。平

面は縦長長方形で、東壁がやや胴張り気味の形状を呈

する。規模は3.90X 3.40mで、面積は13.0m' を測る。

主軸方向はS-86°-Eを指す。壁はやや外傾し確認壁

高は38~4 cm を測る。床面はロームプロックを含む黒

色土である。カマドは東壁の南寄りに構築され、残存

状態は比較的良好である。規模は長さ 98cm、幅90cm を

測る。軸方向はS-80°―Eを指す。そで部は灰色粘土を

張って壁内に40cm程張り出させ、そこに15cm大の河原

礫を直立させて補強材としている。燃焼部本体は壁外

に築かれる。燃焼部の幅は約40cmを測る。煙道は不明
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゜
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第209図 184号住居跡出土遺物
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第210図 185号住居跡

瞭であるが、おそらく燃焼部奥壁

からそのまま急角度で立ち上がっ

たと思われる。貯蔵穴、ピットは

検出されなかった。周溝は北壁の

東端約60cm程の位置から西壁及ぴ

南壁のほぽ中央付近まで廻ってお

り、カマドのある東半では検出さ

れなかった。規模は幅27~13cm深

さ 5 ~3 cm を測る。

遺物は杯、甕、須恵器杯、同甕、

蓋、高台付杯、横瓶等の土器片約

700点近くが出土している。その他

に土錘 2 点と青銅製の巡方が出土

している。出土位置はカマド周辺

部を中心にして床面及ぴ覆土下層

が多い。時期は平安時代初頭頃に

2m 限定してよいと思われる。

重複迫構はない。
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第214図 185号住居跡出土遺物 (3)

186号住居跡（第215図）

III区C-22·23、 D-22·23グリッドに位置する。平面は正方形を呈する。規模は3.18X3,04m、面積は9.1

m' を測る。主軸方向はS-85°-Eを指す。壁は残存状態不良で確認壁高は 9 ~3 cm を測る。床面はやや凹凸が

ある。カマドは東壁に構築される。規模は長さ 80cm前後、幅48cm を測り、軸方向はS-59°—Eを指す。燃焼部

は壁外に張り出す。貯蔵穴、ピット、周溝等は検出されなかった。

遺物は杯、甕、高台付椀等の土器片約100点が出土しているか、重複する 191号住居跡に伴う遺物との分離は

困難である。その中で確実に本住居跳に伴うものは図示した高台付椀を含めて平安時代のものが主体である。

重複遺構は184号住居跡、 191号住居跡で、判明した新旧関係は191号住→186号住であった。

187号住居跡（第216図）

III区D-23、 E-23グリッドに位置する。平面は歪んだ長方形を呈する。北壁が他に比べてやや長い。規模

は4.07X 3. 72m、面積は13.2m' を測る。主軸方向はS-77'-Eを指す。壁はほぼ直立し、確認壁高は20~3 cm 
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第215図 186号住居跡及び出土遺物

を測る。床面はほほ平坦面を呈する。 カマドは東壁のほぼ中央に構築され、 そで部と燃焼部が残る。規模は

長さ 65cm幅87cm を測る。軸方向はS-88°-Eを指す。そで部は約45cm程壁内に張り出す。 ピットは 2 基が検

出された。

測る。

2 基とも西壁際のほぼ中央に並列している。規模はE径55X50cm深さ 13cm 、 P2径55cm深さ 18cm を

遺物は杯、甕、小皿等の士器片約20点が出土した。時期は奈良～平安時代のものが混在している。

重複遺構は191号住居跡、 68号土墟で、判明した新旧関係は187号住→68号横であった。

188号住居跡（第217図、 PL. 9) 

III 区E-24 • 25グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈し、規模は2.88X3.56m、 面積は10.3mを測

る。主軸方向はS-82'-Eを指す。壁はほほ直立し確認壁高は22~8 cm を測る。床面は地山のローム土で、比

較的平坦である。カマドは東壁の南寄に構築される。規模は長さ 118cm、幅87cm を測り、軸方向はN-90°―E

を指す。右そで部が若干内側に張り出す形状である。煙道は燃焼部から急激にすぽまり、緩い傾斜で立ち上

がる。主体は壁外に築かれるようである。 ピットは 3 基が検出された。規模は E径118X 93cm 深さ 18cm 、 P2

径45cm深さ 20cm、凡径52 X 38cm深さ 40cm を測る。 Eはその規模や形態から床下土墟か別個の遺構になると思

われる。

遺物は杯、甕、蓋等の土器片約30点が床面及び覆土下層から出土している。時期は奈良時代と思われる。

重複遺構はない。
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第218図 188号住居跡出土遺物

189号住居跡（第203図）

III区B-22グリッドに位置する。平面は方形と思われるが、南西半

が調森区外のため全形、規模は知りえない。主軸方向はN-3°―E を

指す。壁はやや外傾し確認壁高は26~14cmを測る。床面は地山のロ

ームで凹凸が多い。カマドは北壁中央に構築される。規模は長さ 77

cm、幅93cm を測る。燃焼部のみ残存する。なお燃焼部右側の天井部

と思われる付近から30cm大の河原礫が出土したが、これがカマドと

どのような関係にあったのかは不明である。ピットは 1 基が検出さ

れた。規模は径55X 40cm深さ 17cm を測る。

遺物は杯、甕、須恵器杯、同甕等の破片30点程及び土錘 1 点が覆土より出土している。時期は平安時代の
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第219図 189号住居跡出土遺物

ものが主である。

重複遺構との新旧関係は179号住→189号住である。

190号住居跡（第220図、 PL 9) 

III 区E-19 • 20 、 F-19 • 20グリッドに位置する。平面は横長長方形と思われる。規模は3.65X 4. 75m で面

積は 16 .4面を測る。主軸方向はN- 2°-Wを指す。壁は残存状態不良であり、確認壁高は10~4 cm を測る。

床面はロームプロックを含む黒色土で凹凸が激しい。カマドは北壁の中央よりやや東寄りに構築されている。

規模は長さ68cm、幅108cmを測り、軸方向はN-13°―Eを指す。そで部は灰色粘土を貼り付けて壁内に48cm程

張り出す。煙道部は検出されなかった。ピットは 4 基が検出された。規模はE径45X 35cm深さ llcm、 P2径100

X65cmi架さ 9 cm、凡径30cm深さ 37cm、凡径40 X25cm深さ 12cm を測る。

遺物は約40点程の土器片が出土している。杯と甕の破片が大部分である。時期は奈良時代に属するものが
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第220図 190号住居跡

大部分を占める。

厘複遺構は172号住居跡であるが、新旧関係については不明であ

った。

187住 三ロ゜ I :3 10cm 

ｮ
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第222図 191 号住居跡

第221 図 190号住居跡出土遺物

191号住居跡（第222図）

III 区C-22 • 23 、 D-22 • 23 グリッドに位置する。

平面は方形と思われるが多数の遺構と重複しており

全形、規模は明らかにしえない。壁は残存状態不良

で確認壁高10~3 cm を測る。床面は地山のローム士

である。周溝は東壁南半で検出され、幅40~20cm深さ

10cm を測る。

遺物は本住居跡に伴うものは出土していない。

重複遺構との新旧関係は191号住→186号住である。
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192号住居跡（欠番）

193A号住居跡（第223図、 PL. 9) 

IV区D- 1. 2 、 E- 1. 2 グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈し、規模は4.00 X 4. 73m、面積は

17.8面を測る。主軸方向はS-45°-Eを指す。壁は残存状態不良で確認壁高は11~1 cm を測る。床面は地山の

ローム土を基盤としそのまま利用している。カマドは南東壁の南西隅に構築され、規模は長さ 100cm、輻42cm

を測る。軸方向はS-52°-Eを指す。燃焼部と煙道部の境は不明瞭である。主体は壁外にあると思われる。貯

蔵穴は西側コーナー部で検出され平面は長方形を呈する。規模は115 X 59cm、深さ 46cm を測る。ピットは南西

壁際のほぱ中央で検出された。楕円形を呈し、規模は径60X 55cm深さ 10cmを測る。周溝は南東壁に沿ってカ

マド左側において検出された。規模は輻20~15cm深さ 4 ~1 cm を測る。

遺物は杯、甕、台付甕、高台付椀、小皿、羽釜等の上器片約300点程か出土している。カマド及び覆土中か

らの出土が多い。平安時代 (10世紀以降）のものが大部分である。

重複遺構は193B号住居跡と 70号土堀で、 193B号住との新旧関係は不明であり、 70号墟との関係は193A号住

→70号堀である。
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193B号住居跡（第225図、 PL. 9) 

IV区D-1 • 2 、 E-1 • 2 グリッ

ドに位置する。平面は方形と思われ

るが、他遺構との重複が激しく全形、

規模については明らかでない。壁は

残存状態が悪く、壁高もほとんど計

測できない。床面はローム粒を含む

暗褐色土である。カマドは検出されな

かったが、東側で焼土が若干見られ

るため束壁に構築された可能性が考

えられる。

遺物は本住居跡に伴うと判断され

るものは出土していない。

重複遺構は193A号住居跡、 198号

住居跡、 70号土城、 10号溝で、新旧関係は193B号 1主→ 198号住． 70号墟で、 193A号住、 10号溝との関係は不明。
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第225図 193 B 号住居跡

194号住居跡（第226図、 PL. 9) 

III区C-25 、 D-25グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈し、規模は3.75X5.17m、面積は17.6mを

測る。主軸方向はS-59°—Eを指す。壁は残存状態不良で、確認壁高は18~5 cm を測る。床面は地山のローム

165 



第 v 章 検出された遺構と遺物

漸移土でほほ平坦。カマドは南東壁に構築されており、規模は長さ 90cm、幅76cmを測る。軸方向はS-58°-E

を指す。そでは壁内に40cm程張り出す。煙道部は燃焼部底面からそのまま続きほほ水平に延びて末端部分で

立ち上がりを見せる。ピットはカマドの反対側、北西壁から約40cm程離れた位置で検出された。楕円形を呈

し、規模は径75 X 65cm深さ 74cm を測る。性格は不明。又カマド右脇の部分で不定形で皿状を呈する掘り込み

が検出されたが、これが本住居跳に伴うものかどうかは判別できない。

遺物は杯、甕、高台付椀等の破片約20点程が覆土から出土している。時期はほとんどが平安時代のものと

思われる。

重複遺構はないが、西側コーナ一部を撹乱により失っている。
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195号住居跡（第227図、 PL. 9) 

III 区B-25、 C-25グリッドに位置する。平面は方形と思われる。西側の大部分は他遺構と重複するため形

状、規模共に不明である。主軸方向はS-71'-Eを指す。壁は凹凸が多く荒れており確認壁高は33~16cmを測

る。床面は残存部分に関しては地山のローム土である。カマドは東壁のほぱ中央に構築され、規模は長さ 102

cm、幅121cm を測る。軸方向はS-89°―E を指す。そで部は壁内に60cm程張り出し、本体の大部分は壁内にあ

ると思われる。煙道部は検出されなかったが、燃焼部奥壁のかなり高い位置から掘り込まれているようであ

る。なお左そでの先端部で甕か潰れた状態で検出されたが、これは補強材として使用されたものと思われる。

遺物は甕の破片のみ約30点か出土している。時期は奈良時代の古段階のものかと思われる。

重複遺構は196号住居跡、 205号住居跡で、新旧関係はカマド残存状態より195号住→196号住→205号住であ

る。

196号住居跡（第227図、 PL. 9) 

IV区B-1 、 C-1 グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈すると思われる。南西隅は調査区外のため

不明。規模は (4.12) X (4.57) mを測る。主軸方向はS-68°-Eを指す。壁は残存状態不良で確認壁高は30
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第227図 I 95 • I 96 • 205 • 206号住居跡
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cm~り後を測る。床面は地山のローム上をそのまま利用する。カマドは東壁南端に構築され、規模は長さ 114cm 、

幅84cmを測る。軸方向はS-65°-Eを指す。そで部はおそらく両壁をそのまま利用したものと思われる。

遺物はカマド周辺から杯、甕、台付甕、高台付杯、小形甕等の破片及び上錘が出土している。時期はほと

んどが奈良時代に属するものである。

重複迫構は195号住居跡、 205号住居跡、 206号住居跡で、新旧関係は195号住→196号住→205号住である。
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第228図 195 • 196号住居跡出土遺物

197号住居跡 （欠番）

198号住居跡（第229図、 PL. 9) 

IV区C-2 • 3 、 D-2 グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈する。規模は3.90X3.17m、面積は12.0

而を測る。主軸方向はS-70°―Eを指す。壁は外傾し確認壁高は20~6 cmを測る。床面は地山のローム土であ

る。やや凹凸が多い。カマドは東壁のやや北寄りに構築され、規模は長さ 97cm、輻80cm を測る。軸方向はs-

65°-E を指す。そで部は53cm程壁内に張り出す。燃焼部は床面よりやや窪み、煙道は燃焼部底面より直斜状に

立ち上がる。貯蔵穴は南東コーナー部で検出され、楕円形を呈し、その規模は径88X 76cm深さ 18cm を測る。
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遺物は杯、甕、高台付杯、台付甕、羽釜等の土器片が約100点程覆土から出土している。重複遺構が多く本

住居餅に伴うものの判別が困難である。時期は奈良時代後半～平安時代前半のものかみられる。

重複遺構は193B号住居跡、 199号住居跡、 201号住居跡で、新旧関係は193B号住→198号住→199号住であ

る。 201号住との関係は不明。

199号住居跡（第229図、 PL 9) 

IV区C-3 • 4 、 D-3 • 4 グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われるが、他遺構との重複が激

しく全形、規模は不明。主軸方向はS-73°-E を指す。壁は15~7 cmの高さを測る。床面は地山のローム上で

凹凸が多い。カマドは東壁に構築される。規模は長さ 67cm、幅44cmを測る。軸方向は S-80°-E を指す。カマ

ド本体は壁外に張り出す。

遺物は杯、甕、高台付椀、羽釜、埴輪等の破片が出土している。ほとんどがカマド周辺からの出土で、時

期も平安時代に限定される。

重複遺構は198号住居跡、 200号住居蹄、 201号住居跡、 208号住居跡で、判明した新旧関係は198号住→199

号住→200号住で、 201号住と 208号住については不明であった。
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第230図 199号住居跡出土遺物

200号住居跡（第231 図、 PL 9) 

IV区C-3 • 4 、 D-3 • 4 グリッドに位慨する。平面はやや台形状の縦長長方形を呈し、規模は（3.55)

X3.35m を測る。面積は推定値で (11. 3) 面を測る。主軸方向はS-24°-Wを指す。壁は残存状態不良である

が、南壁部分での確認壁高は24~5 cm を測る。床面は地山のローム土をそのまま利用し、比較的平坦である。

カマドは南壁の東端に構築されており、規模は長さ 80cm、幅62cm程を測る。軸方向はS-12°-E を指す。本体

は壁外に張り出しており、そでと思われる両壁には河原礫が検出された。煙道はしだいにすぼまり、ほぼ水

平に延びる。貯蔵穴は南西コーナ一部分で検出された。平面は楕円形を呈し、規模は径86X53cm、深さ 44cm

を測る。又貯蔵穴から南壁中央部にかけて若干段状を呈する部分がある。

本住居跡からは崩落した上屋材と思われる炭化材が床面から検出された。焼土はブロック状に炭化材とほ

ぼ同レベルで検出された。この炭化材が上屋構造をそのまま反映しているものと想定した場合、棟木と梁、

桁は不明であったが、壁の走向に沿って桂木が並べられているのがわかる。最も残存状態の良好な東側部分

における桂木間隔は20~15cm程でかなり密であった事が知れる。

遺物はカマド周辺及び床面と床面よりやや浮いた状態の覆土中のものと出土位置で二分される。各器種は

須恵器杯、高台付椀、小皿、羽釜、甕等で完形、破片を含め120点程が出土している。炭化材と同レベル以下
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で出土したものについては

すべて平安時代に属するも

のであり、須恵器の特徴等

から 11祉紀代のものと考え

られよう。なお西壁際の中

央よりやや南寄りの位置で

54cm程の大形の河原礫が検

出された。 これは床面に数

cm程埋め込まれた状態であ

り、 又炭化上屋材のドから

出土している事から、住居

廃棄時以前より据え固かれ

ていた可能性が高く、 その

性格は入日施設と関連する

と思われる。
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第233図 200号住居跡出土遺物(2)

゜ l : 4 10cm 

201号住居跡（第234図、 PL. 9) 

IV区D-3 、 E-3 グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われる。西側の大部分は他遺構と直複す

るため形状、規模ともに不明。主軸方向はS-85°-Eを指す。壁は凹凸が激しく残存状態不良である。確認壁

高は17~6 cmを測る。床面は地山のローム土を利用する。一部に貼床らしい痕跳が見られる。カマドは東壁

中央部に構築され、規模は長さ 72cm、幅62cmを測る。軸方向はS-77°-Eを指す。本体は壁外に張り出す。ピ

ットは南東コーナ一部で 1 基検出された。平面は不定形で、底面形状によれば楕円形に近い。規模は径90X

65cm、深さ 22cm を測る。これは本住居跡に伴うものかどうか不明である。

遺物は北側床面より高台付椀の破片が出土している。時期は平安時代のものであろう。

重複遺構は198号住居跳、 199号住居跡、 208号住居蹄で、新旧関係については不明であった。

202号住居跡、 203号住居跡 （欠番）
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゜ I :60 2m ゜ 1 :3 10cm 

第234図 201 号住居跡及び出土遺物

204号住居跡（第235図、 PL. 9) 

IV区F-3. 4 グリッドに位置する。平面はやや歪んだ横長長方形を呈し、規模は2.83X 3.57m、面積は9.4

面を測る。主軸方向はS-45°-Eを指す。壁はやや外傾し確認壁高45~23cm を測る。床面は地山のローム土を

そのまま利用しており、平坦である。カマドは南東壁の南西隅に構築され、規模は長さ 147cm、輻91cm を測

る。軸方向はS-44°-Eを指す。本体は壁外に張り出す。煙道は燃焼部底面からすぽまりながらほぼ水平に延
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第235図 204号住居跡
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第 v 章 検出された遺構と遺物

び、末端部で急に立ち上かる。貯蔵穴は西側コーナ一部で検出された。ほほ円形を呈し、規模は径62 X 50cm 

深さ 51cmを測る。ピットは1主居のほほ中央部で一基検出された。円形を呈し、規模は径46 X 38cm深さ 9 cm を

測る。又壁外ではあるが壁に沿って 11基のピットが検出された。規模は凡径23 X 20cm深さ 17cm、凡径23X 16 

cmi采さ 11.5cm 、 P4径23 X 20cm深さ 11.5cm、化径19cm深さ 22cm、凡径21cm深さ 16.5cm、p7径20 X 15cm深さ 13.5

cm、いは径80X 90cm深さ 36cmで更に径42 X 37cm深さ 15cm程に 2 段掘りになっている。 P，径23 X 21cm深さ 10

cm、恥径24 X 18cm深さ 25cm 、 P11径62 X 51cm深さ 45.5cm を測る。 Pよ P11 は他に比べ大きいものであるかP2~

P7•P9•P10はほぼ同規模である。住居の各コーナ一部にあり、又化と化はそれぞれP10 、 P，と対応する位置に

ある事等から本住居跨に伴う何らかの構造の痕跳と考えられる。揺り込みかほほ垂直で、 10cm以上の深さを

もつ事から権木の支柱穴の可能性が考えられる。

遺物は杯、甕、須恵器杯、羽釜、灰釉椀等の破片約80点程及び上錘 6 点か出上している。位置は南西壁際

の床面近くに集中している。時期は平安時代 (11世紀代？）と思われる。

重複迫構は11号溝で、カマド先端部で重複するため新旧関係は不明であった。

゜ l.. A 10cm 

第236図 204号住居跡出土遺物

205号住居跡（第227図、 PL. 9) 

IV区B-1 、 C-1 グリッドに位置する。平面は方形と思われるが、他遥構と重複するため詳細は不明であ

る。焼土の分布からカマドと推定される部分が検出された。形状と規模は不明である。なお本住居の壁は北

西部のみ検出された。壁嵩は30cm前後を測る。床面は北西半部分のみ残っており重複する 196号住居跡より

も llcm程レベルが低い。なおピットはカマド前方部で 1 碁検出された。平面は円形を呈し、規模は径75cm深

さ llcm を測る。 しかしカマド前方に位置する事や、他の住居跡と重複する事から本住居跡に伴うものとは限

定できない。

遺物はカマド内より高台付椀、甕の破片が出土している。時期は平安時代 (ll椛紀代？）と思われる。

重複遺構は195号住居跳、 196号住居跡、 206号住居跡で、新1日関係は195号住・ 196号住→205号住と思われ

る。
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第237図 205号住居跡出土遺物 ゜ l : 4 10cm 

206号住居跡（第227 図、 PL. 9) 

IV 区B-1 グリッドに位置する。平面形は不明。北西部コーナ一部分しか検出されなかった。確認壁高は

26~14cmを測る。床面は地山のローム土で平坦である。カマド、ピット、貯蔵穴等の施設は検出されなかっ

た。

遺物は出土していない。

重複遺構との新旧関係は不明である。

207号住居跡（第238図）

III区B-23·24グリッドに位置する。平面は方形を呈す

ると思われるが、西半の大部分は調査区外のため詳細は

不明である。従って規模も不明。主軸方向は残存する北

壁より S-(65°)-Eを指すと思われる。壁は 8 cm前後の

高さを測る。カマドは東壁中央部付近に構築される。南

西半は調森区外で不明であるが、そで部が張り出してい

ない事から本体は壁外に築かれたと思われる。貯蔵穴は

北東隅で検出された。平面は歪んだ方形を呈し、規模は

90 X 72cm、深さ 15.5cm を測る。

\ 

゜ I :60 2m 

第238図 207号住居跡

遺物は杯、甕、須恵器杯、羽釜等の破片が出土している。時期は平安時代に属するものと思われる。

208号住居跡（第239図）

IV区D-3 • 4 、 E-3 • 4 グリッドに位置する。平面は不定形で検出されたが、本来の形状は方形かと思

われる。明らかに住居部分と思われるのは北西部分でカマド壁の一部が残存する。この部分から主軸方向は

N-26"-Wを指すと思われる。カマドは北壁の西端に構築される。規模は長さ 63cm幅57cm を測る。軸方向は

N-25"-Wを指す。床面は凹凸が激しく後世の撹乱墟と重複しているらしい。

遺物は杯、甕、羽釜、須恵器杯、同蓋、壺等の破片約170点及び砥石が出土する。出土位置は覆士がほとん
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どで本住居跡に確実に伴うと思われるもの

は残念ながら抽出できなかった。時期は奈

良時代と平安時代のものが混在する。

重複遺構は199号住居跡、 200号住居跡、

201号住居跡で、新旧関係については不明で

ある。

209号住居跡（第240図、 PL. 9) 

IV区F-5 • 6 、 G-5 • 6 グリッドに位

涸する。平面は縦長長方形を呈すると思わ

れる。規模は (2.87) X 2.51m、面積は推

定値で (8. 5) 而を測る。主軸方向は残存状

態の良好な南壁の走向より N-8T-E を指

す。壁は全体に残存状態不良で、確認壁高

は40~18cmを測る。床面はロームプロック

を含む黒褐色土である。カマドは東壁の中

央よりやや北寄りに構築される。左そで部

は後世の撹乱により削平されて不明確なも

のとなっている。長さは137cm前後と思われ

る。壁内へのそでの張り出しがない事から

本体は壁外に築かれたと思われる。燃焼部

と煙道部の境は不明瞭である。住居規模に

比べてカマドが比較的長大なものである。

遺物は杯、甕、須恵器杯、同蓋、台付甕

等の破片が約140点程出上している。時期は

奈良～平安時代で量的には平安時代が多い。

重複遺構との新旧関係はカマド残存状態

より 160号住→209 号住→210号住である。

：ロ
゜ I :60 2m 

゜ 1 :3 10cm 

第240図 209号住居跡 第241 図 209号住居跡出土遺物
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210号住居跡（第242図）

IV区F-5 • 6 、 G-5 • 6 グリッドに

位固する。平面は方形を呈すると思われ

る。規模及び主軸方向は不明である。壁

は東側コーナ一部分のみ残存しておりこ

の部分の確認壁高は20cm前後を測る。床

面は地山のローム士と思われるが不明瞭

である。 カマドは東壁に構築され、規模

は長さ 92cm、幅95cm を測る。軸方向はs-

81°-E を指す。残存する壁を延長して東

壁を推定した場合、 そで部が若干壁内に

張り出すようである。煙道部は検出され

なかった。

遺物は杯、甕、須恵器杯、同壺、皿、

高台付椀、土錘等が出土し、完形品と破片

を合わせて 70点程を数える。甕以外はほ

とんどが須恵器で、 その形態的特徴から
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平安時代 (10世紀前半） と思われる。

重複遺構は209号住居跡、 211号住居跡、
第242図 210 • 211 号住居跡

212号住居跡、 213号住居跡で、新旧関係はカマド残存状態から212号住・ 209号住→210号住→211号住→213号

住と思われる。
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第243図 210号住居跡出土遺物（ I)
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第244図 210号住居跡出土遺物(2)

211号住居跡（第242図、 PL.10)

IV区F-5 • 6 、 G-5 • 6 グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われる。壁は南西部と北東コー

ナ一部で検出された。規模は推定値で (4.30) X (4.46)m を測る。主軸方向は残存する南西壁の走向でS-7l°

-Eを指す。壁はやや外傾し、確認壁高は30~llcm を測る。床面はローム粒を含む黒色上で凹凸が多い。カマ

ドは南東壁の南寄りにそれとわかる焼土の分布が検出されたのみで、形状、規模等については不明である。

貯蔵穴と思われる掘り込みは南側コーナ一部で検出された。平面はきっちりした長方形を呈し、規模は51 X 

40cm深さ 17cm を測る。ピットは 3 甚検出された。化は貯蔵穴と重複しており、本米貯蔵穴と同一施設かある

いは時期の晃なるものかの判定はつかなかった。 P2は南西壁寄り中央部で検出された。規模は径37X34cm深

さ 25cm、い径23cm深さ 27cm を測る。

迫物は杯、甕、高杯、須恵器杯、同壺、皿、高台付椀、灰釉椀、羽釜、土錘等が約860点程出土した。出土

位涸は覆士が多く、本住居跡に伴うものの判別は困難である。時期は平安時代 (10世紀代）のものか多い。
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重複追構は210号1主届跳、 212号住居跨、 213号住居跡で、新旧関係は土層観察とカマド残存状態より 212号

住→210号住→211号住→213号住である。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

212号住居跡（第246図、 PL.10)

IV区F-6 • 7 、 G-6 • 7 グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈し、南東コーナ一部分に張り出し

部分を設ける。規模は3.64X 4.85m、面積は18.7面を測る。主軸方向はN-90°-Eを指す。壁は直立し確認壁

高は48~18cm を測る。床面は地山のロームをそのまま利用し、平坦である。カマドは東壁の南端部に構築さ

れる。規模は長さ 170cm、幅135cm を測る。軸方向はS-86°-Eを指す。そで部は壁内へ36cm程張り出す。燃焼

部は壁外に掘り込まれ、ほほ長方形を呈し、規模は長さ 90cm、輻70cm を測る。煙逍は先端部分のみ検出され、

中間部分は重複する 211号住居跳に切られて不明であるか、おそらく燃焼部奥壁のかなり上位から立ち上かる

ものと思われる。南東コーナ一部の張り出し施設は長方形を呈し、規模は奥行80cm、幅90cm を測る。軸方向

はS-12°-Eを指す。周溝は張り出し施設を除いて令周する。規模は輻44~20cm、深さ 9 ~2 cm を測る。住居

狡土は上層にローム粒、軽石、焼土粒、炭化物を合む暗褐色土、下層壁際にローム粒を含む暗黄褐色土が堆

積する。

遺物は杯、甕、高台付盤、壺、蓋、羽釜、灰釉椀等が床面及び中央部分の覆土から出土する。破片数は約

850点程で、そのうち甕が約半数を占め、次に須恵器杯か多い。 時期は奈良時代と半安時代のものが混在して
（註 4)

いるが、床面及びカマド出土の土器を見る限り奈良時代末期～平安時代初頭前後のものが多いと思われる。

重複遺構との新旧関係は212号住→211号住・ 213号住である。
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213号住居跡（第249図、 PL.IO) 

IV区F-6 • 7 グリッドに位置する。平面は長方形を呈すると思われる。東半が他遺構と董複するため、全

体の形状、規模等の詳細については不明である。壁は残存する南・西壁で確認壁高29cm前後を測る。床面は

ほぽ平坦で、他遺構との重複部分については不明である。カマドは東壁に構築される。規模は長さ 121cm輻95

cm を測り、軸方向はS-65'-Eを指す。ピットは南西部で 1 碁検出された。楕円形を呈し、規模は径30 X 20cm 

深さ 21cm を測る。

遺物は杯、甕、須恵器杯、同甕、灰釉椀の破片約180点及び土錘 2 点が出土しているが、ほとんどが裂土か

らの出土で本住居跡に伴うものを判別するのは困難である。時期は平安時代のものが主体を占める。

重複遺構との新旧関係は212号住→211号住→213号住で、 12号溝との関係は不明である。
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第249図 213号住居跡及び出土遺物

214号住居跡（第250図、 PL. 10)

IV区E-6 • 7 、 F-6 • 7 グリッドに位固する。平面は縦長長方形を呈すると思われる。規模は4.36mx

3.26mで、面積は推定値（14.4) 面を測る。主軸方向はS-6T-Eを指す。壁は外傾し確認壁高18~2 cm を測

る。床面は地山のローム士のまま利用し、平坦である。 カマドは東壁の南寄りに構築される。規模は長さ 75

cm、幅68cm を測り、軸方向はS-74°-Eを指す。左そでは地山を若干掘り残して築く。煙道部は不明瞭であっ

た。貯蔵穴、 ピット、周溝等は検出されなかった。

遺物は杯、甕、台付甕、羽釜、高台付椀、須恵器甑等の破片が約450点及び上錘が出土した。時期は平安時

代 (11世紀代？） を主とする。

重複遺構は211号住居跡、 222号住居跡で、新旧関係は不明であった。又北側に接して並列するように213号

住居跡が位置する。
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215号住居跡（第251図、 PL.IO)

IV区F-8 • 9 、 G-8 グリッドに位置

する。平面はやや胴張り気味の縦長長方

形を呈する。規模は長さ 3. 60 X 2. 93m を

測り、主軸方向はN-81°-E を指す。面積

は 10.6面を測る。壁はやや外傾し、確認

壁高は20~7 cm を測る。床面は黒褐色土

で平坦である。カマドは東壁のほぱ中央

に構築される。規模は長さ 82cm、幅59cm

を測り、軸方向はS-67°―E を指す。右そ

で部と思われる部分に 30cm大の円礫が直

立した状態で検出された。おそらくそで

部の補強材として用いられたと思われる。

又これと同大の円礫が床面中央部で出土

したが、これも左そで部にあった可能性

が考えられる。

追物は杯、甕、壺、台付甕、高台付椀、

盤等が平安時代を主体として約230点程

出土している。位置はカマド周辺が多い。

重複遺構はなく単独で検出された。
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216号住居跡（第254図、 PL.IO)

IV区D-7 • 8 、 E-7 • 8 グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈し、規模は3.93X 4.35m を測る。

面積は16.3面を測る。主軸方向はS-85°-Eを指す。壁はほぼ直立し確認壁高50~22cm を測る。床面は地山の

ローム土を利用し凹凸が多い。カマドは東壁の南寄りに構築される。規模は長さ 97cm、輻120cm を測る。軸方

向はS-73°-Eを指す。そで部は40~30cm壁内へ張り出す。燃焼部の大部分は壁外に張り出すと思われる。煙

道部は不明であるが、燃焼部奥壁の中位から掘り込まれるようである。貯蔵穴、ピット、周溝等の施設は検

出されなかった。

遺物は杯、甕、台付甕、須恵器杯、同壺、蓋、高台付椀、羽釜、灰釉椀等の破片及び紡錘車、土錘が約650

点程出土する。甕が主体を占めるが、杯では須恵器より土師器の方が鼠的に多い。時期は平安時代全般に亘

っており、星的には平安時代初頭 (9 世紀前半代）のものが多い。出土位置は覆上が大部分である。

重複遺構は217号住居跡、 219号住居跡で、新旧関係は217号住・ 219号住→216号住である。

217号住居跡（第256図、 PL. 10)

IV区C-7 • 8 、 D-7 • 8 グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われる。規模は南北壁間距離で

4.53m を測るが、東西壁間は不明。主軸方向はN-9'-Wを指す。壁はほぼ直立し確認壁高35~llcm を測

る。床面は地山のローム土をそのまま利用する。カマドは北壁に構築され、規模は長さ 120cm、幅100cm を測

る。軸方向はN-10'-Wを指す。そで部はロームプロックを含む褐色士で築き壁内に38cm程張り出す。燃焼

部は壁の線上付近にあると思われる。煙道は燃焼部底面から直斜状に緩い傾斜角で立ち上がる。なおカマド

そで部には甕（第259図ー 8 • 9) を倒立させ補強材としている。又燃焼部には甕と台付甕と杯（第259図一
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10 • 11 • 12、第258図ー 4) が「入れ子」の状態で出土した。周溝はカマド左側の北壁に沿って廻り、西壁及

び南壁にかけて検出されている。又北壁の周溝はカマド脇より l,5m 程の所で住居の内側に屈曲する痕蹄が残

っている。これは本住居跡の旧周溝で、これより西側に拡張したものと推定される。周溝の規模は輻25~17

cm、深さ 16~2 cm を測る。ピットは南壁際の西寄り部分で 1 基が検出された。平面は楕円形で規模は径50X

40cm深さ 9 cm を測る。

遺物は杯、甕、台付甕、須恵器杯、同甕、蓋、高台付椀、長頸瓶等の破片が約500点程出土している。カマ

ド周辺に集中する他は覆土からの出土がほとんどである。時期は古墳時代後期～平安時代に亘るが、カマド

及び床面出土のものについては鬼高期末～奈良時代初頭と考えてよいであろう。

重複遺構は216号住居跡で、新旧関係は217号住→216号住である。なお南壁の中央部及び南東コーナ一部は

後世の撹乱を受けている。

218号住居跡 （欠番）
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219号住居跡（第260図、 PL.IO)

IV区D-6 • 7 、 E-6 • 7 グリッドに位置す

る。平面は方形を呈すると思われる。規模は東西

壁間距離で2.8m を測る。主軸方向はS-7T-E

を指す。壁は残存状態不良で確認壁高18~6 cm 

を測る。床面は地山のローム土でやや凹凸があ

る。カマドは東壁の中央よりやや南寄りに構築

され、規模は長さ 49cm、幅61cm を測る。煙道部

は検出されなかった。本体は壁外に築かれる。

貯蔵穴は南東コーナ一部で検出された。平面形
ひさご

は「瓢」形を呈し、規模は径60 X 46cm深さ 26cm

を測る。ピットは南壁の西寄りで検出され、楕

円形を呈しており規模は径45X25cm深さ 6 cm を

216住

゜
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第260図 219号住居跡
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測る。

遺物は杯、甕、須恵器杯、高台付椀、須恵器蓋の破片約120点が出土している。杯類は須恵器が主体を占め

る。出土位置はほとんどが覆土である。小破片が多いか、残存状態良好なものの時期は平安時代(10世紀代）

に限られるようである。

ん＇

---------

2 3 

゜ 1 :3 10cm 

第261 図 219号住居跡出土遺物

220号住居跡（第262図、 PL.10)

IV区B-6 、 C-6 • 7 グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈し、規模は3.20X 4.13m、面積12.3m'

を測る。主軸方向はS-78'-Eを指す。壁は崩落が激しく残存状態不良であり、確認壁高24~1 cmを測る。床

面はロームブロックを含む褐色土で比較的平坦である。カマドは東壁南寄りに構築され、長さ 129cm、幅129

2
 

y . 

< < 

゜ l : 60 2m 

第262図 220号住居跡

192 



第 v 章 検出された遺構と遺物

cmを測る。そで部は30cm程地山を掘り残して基部としている。燃焼部は壁外に築かれたと思われる。煙道は燃焼

部底面から緩やかな曲線を描いて立ち上がる。貯蔵穴、ピット、周溝等の施設は検出されなかった。住居覆土

は上層に軽石（給源不明）を若干含む褐色土、下層はローム粒と灰を含む褐色上が堆積する。

追物は杯、甕、須恵器甕、同杯、高台付椀、羽釜、灰釉小瓶等か約350点、及び砥石 2 点が出土する。出土

位置はカマド周辺に集中する以外ははとんどが覆土中である。又衰の量に比べ羽釜の占める割合が比較的多

い。須恵器杯や灰釉から時期は平安時代 (10世紀前半）のものと考えてよいようである。

重複遺構は11号溝で南壁部分で接しているが新旧関係は不明であった。

口 □2 
乙虐塁一｀
閂釜で‘”1,、と~〇ゞ：ぷi
炉：｛ii撃疇ふ
べ、；，、：巡i，9'一睾’
、さ心ア

ロロ

-

□三＿＿

、,、, 3 

し

6
 

口
＼
げ
什
]
り
り
り

8 (ｾ) 

゜
1 :3 10cm 

゜ 1:4 10cm 

第263図 220号住居跡出土遺物

193 



第 v章検出された遺構と遺物

` | ` I 

' 
221号住居跡（第264図、 PL.IO)

/) I 
IV区B-4 • 5 グリッドに位置す

] る。平面は方形を呈すると思われる。

南西半は調査区外のため不明。東西

壁間距離は3.40m を測る。主軸方向

はS-71°―E を指す。壁は外傾し確

認壁高15~4 cm を測る。床面は地山
査

I のローム土を利用し凹凸が多い。カ区

外
マドは東壁のほぼ中央に構築され規

模は長さ 126cm、幅54cm を測る。軸方

向はS-69°—E を指す。燃焼部は床

面より 5 cm程低く揺り込まれている。

貯蔵穴は東壁際のカマド右脇で 1 基

<I 冒 が検出された。円形を呈し、規模は

f条54X46cmi采さ 17cm を測る。

゜
1.60 2m 

遺物は貯蔵穴より平安時代と思わ

れる土器片数点が出土したのみであ

第264図 221 号住居跡
る。重複遺構はない。
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222号住居跡（第265図、 PL.10)

IV区E-5 • 6 、 F- 5. 6 グリ

ッドに位置する。平面形は隅丸正

方形を呈すると思われる。規模は

2.39 X 2.40m で、主軸方向はN-

27°-E を指す。壁はやや外傾し確

認壁高は21~10cm を測る。床面は

地山のローム土を利用しておりほ

ぽ平坦である。カマド、貯蔵穴、

周溝等の住居内施設については全

く検出されなかった。

遺物は覆土より時期不明の土器

片が数点出土したのみである。

重複迫構は214号住居跡で、新旧

関係は不明であった。

゜ I :60 2m 

第265図 222号住居跡

223号住居跡（第266図、 PL.IO)

IV区D-8. 9 、 E-8 • 9 グリ
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第 v 章検出された遺構と遺物

ッドに位置する。平面は横長長方形を呈し規

模は2.82 X 3.53m、面積は9.6m' を測る。主軸

方向はS-83°-E を指す。壁は残存状態不良

で、やや外傾し確認壁高は19~9 cm を測る。

床面はロームプロックを混入する褐色上で、

比較的平坦である。カマドは東壁の南寄りに

構築される。燃焼部のみ検出され、長さ 72cm 、

幅56cm を測る。壁外に築かれたと思われる。

貯蔵穴は南東コーナ一部で検出された。円形

を呈し、規模は径72X60cm深さ 22cm を測る。

ピットは東壁と南壁上に 3 基が検出された。

規模はP経41 X 33cm深さ 36cm、凡径70 X 67cm 

深さ 17cm、凡径52cm深さ 40cm を測る。性格は

不明。

遺物は杯、甕、須恵器杯、同蓋、高台付椀、

羽釜灰釉等が約780点及び土錘が出土してい

る。出土位置は覆土が多い。又カマド内から

10cm大の河原礫が出土している。時期は平安

時代(1 1世紀代）のものと思われる。

重複遺構は12号溝で、新旧関係は土層観察より 223号住→12溝と思われる。

2
 

12 号溝
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第266図 223号住居跡
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第267図 223号住居跡出土遺物
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第 v 章 検出された遺構と遺物

224号住居跡（第268図、 PL.10)

IV区B-7 グリッドに位置する。平面はやや縦長の長方形を呈する。規模は3.15X 2.80m、面積8.1面を測

る。主軸方向はS-74°-Eを指す。壁はやや外傾し確認壁闇11~1 cm を測る。床面は地山のローム士をそのま

ま利用する。カマドは東壁の中央よりやや南寄りに構築される。燃焼部のみが検出された。壁を若干掘り込

んで築かれ、規模は長さ 56cm、幅56cm を測る。ピットは南壁際西寄りで 1 基が検出された。楕円形を呈し、

規模は径50X 32cm深さ 25cm を測る。住居覆士は上層に軟質茶褐色土、下層に軽石（給源不明）を含む黒褐色

土が堆積する。

遺物は杯、甕、高台付椀等の破片約10点が出土している。平安時代のものと思われる。

重複遺構はない。
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0 1'.60 2m 

口
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2 (ｼ) 

゜ 1:3 10cm 

゜ 1 :4 ]Ocm 

第268図 224号住居跡及び出土遺物

225号住居跡（第269図、 PL.IO)

IV区B-8. 9 グリッドに位置する。平面は縦長長方形と思われる。西半は調査区外のため不明。規模は3.16

X2.54m を測る。主軸方向はS-63°-Eを指す。壁は後椛の削平を受けてほとんど残存せず、確認壁高10~ 1 

cm を測るのみである。床面は地山のローム土をそのまま利用する。カマドは東壁の中央よりやや南寄りに構

築される。燃焼部のみ検出され、規模は長さ 58cm、幅50cm を測る。燃焼部は壁を掘り込んで築かれる。その

他の施設等は検出されなかった。

遺物は須恵器杯、高台付椀、甕、羽釜、灰釉椀等約90点程が出土する。出土位置は覆土が大部分である。

時期は平安時代（10世紀代）のものと思われる。

重複遺構はない。
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第269図 225号住居跡及び出土遺物

226号住居跡（第270図、 PL.10)

IV区C-10 • 11 、 D-10 • 11グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈し、規模は3.60X 4.20m、面積は

14. 7m' を測る。主軸方向はS-66°―Eを指す。壁は残存状態不良で確認壁高21~2 cmを測る。床面はロームプ

ロックを含む黒褐色土で、比較的平坦である。カマドは東壁南端に構築される。規模は長さ 117cm、幅70cm を

測り、軸方向はS-56°-Eを指す。そで部と思われる壁コーナ一部に15cm大の河原礫が検出された。おそらく

補強材と思われる。燃焼部は壁外に張り出す。煙道ば燃焼部底面からほぼ水平に延び、末端部で急に立ち上

がる。貯蔵穴は南西コーナー部で検出された。歪んだ円形を呈し、規模は径64 X62cm深さ 42cm を測る。又東

壁寄り中央部でピットが検出されており、歪んだ円形で径85X 73cm深さ 50cmの規模を測る。なお住居北半に

断面皿状の多数の掘り込みが検出されているが、これは住居掘り形時のものかと思われる。住居覆士は上層

に軽石（給源不明）を少量含む黒褐色土、下層にはローム粒と灰を含む黒色土が堆積している。

遺物は杯、甕、須恵器杯、高台付椀、小皿等の破片が約120点程出上している。出土位置はカマド•周辺とピ

ットを除けば大部分は覆土である。時期は平安時代 (11世紀代）のものが大部分を占める。

重複遺構は10号・ llAB号掘立柱建築遺構で、新旧関係は不明であった。

227号住居跡 （欠番）

228号住居跡（第271図、 PL.IO)

IV区E-10•11 、 F-10•11グリッドに位置する。平面は長方形を呈し、規模は4. lOX 5.05m を測る。主軸
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第 v 章 検出された遺構と遺物

方向はN-3°-Eを指す。壁はやや外傾し確認壁高は15~1 cm を測る。床面は地山のロームを利用する。カマ

ドは検出されなかった。周溝は東壁～南壁で検出され、規模は幅31~19cm深さ 5 ~2 cm を測る。

遺物は杯、甕を主体として奈良時代の土器が多批に出土しているが、大部分は覆土からの出土であり、頂

複する住居跡との分離は不可能であった。

229号住居跡（第271図、 PL.IO)

IV区E-ll グリッドに位置する。 230号住居跡と重複しており、北側コーナ一部のみ検出された。形状、規

模ともに不明である。壁は 8 ~1 cmの高さを測る。遺物は出土していない。

230号住居跡（第271図、 PL.IO)

IV区D-10·11 、 E-10·11 、 F-10. 11 グリッドに位置する。南西コーナ一部は撹乱、北東コーナ一部で

ｮ
 77号士墟

ー
ー

/
E
 

〇
〗
ぃ

。

゜
I :60 2m 

第271 図 228 • 229 • 230 • 231 号住居跡
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第 v 章 検出された遺構と遺物

他遺構と重複するため、この部分の形状は不明。おそらく横長長方形になると思われる。規模は7.50X (8.55) 

mを測る。主軸方向はN-7'-Wを指す。壁はほぽ直立し確認壁高は15~4 cmを測る。床面は地山のローム

土である。なお床面のレベルは重複する228号住居跡より 10cm前後高く、 229号住居跡より 5 cm程低い。カマ

ドは北壁の東寄りに構築される。規模は長さ 118cm、幅80cm を測り、軸方向はN-5'―Eを指す。そで部は若

干壁内に張り出す。煙道は燃焼部底面よりしだいにすぽまりながら水平に延びる。ピットは 3 基が検出され

た。規模はE径66cm深さ 58cm、凡径46X 36cm深さ 46cm、凡径51cm深さ 49cm を測る。 P2 と凡は重複する。住居

裂土は上層に黒褐色砂質土、下層にローム粒を含む黄褐色土が堆積する。

遺物は杯、甕、須恵器蓋等の破片が多量に出土しており、出土位置は覆土が大部分である。時期は奈良時

代のものが主体を占める。

重複遺構は228号住居跡、 229号住居跡、 231号住居跡、 77号土堀、 78号土墟、 12号溝で、判明した新旧関係

は77号土堀→230号住→231号住である。

こ

／三、 2

＼こ

3
 

口 ー＿―ー／

゜ 1 :3 10cm 

゜ 1 :4 10cm 6 (ｼ) 

第272図 230号住居跡出土遺物

231号住居跡（第271図、 PL.IO)

IV区E-lO•ll 、 F-10グリッドに位置する。カマドと床面が検出されたが、壁は明確でない。縦長長方形

を呈すると思われる。床面は重複する 228号住居跡、 230号住居跡の覆上を利用する。カマドは東壁に構築さ

れ規模は長さ 96cm、幅86cm を測る。軸方向はS-60°―Eを指す。煙道付近で10cm大の円礫が検出されたが、そ

の性格は不明である。

遺物は覆土より奈良時代～平安時代の土器片が出土しているが、重複遺構との分離が困難である。本住居

跡に伴う可能性の高いのは図示（第273図ー 1) した羽釜である。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

重複遺構との新旧関係は前述の通り、 上層観察により

228号住・ 230号住→231号住である事が確認された。

232号住居跡（第274図、 PL.11) 

IV区D-9 ·10 グリッドに位置する。平面は歪んだ長方

形を呈する。主軸方向はN-(17°)-Eを指す。壁はほと

んど残存しておらず、壁高12~1 cm を測る。床面は地山

n
1
9

り

一
加( 

一
ー一9

9
9
 

第273図

゜ I :4 10cm 

231 号住居跡出土遺物

のローム土で比較的平坦。 カマドは検出されなかった。 ピットは北東と南東のコーナ一部で計 2 基が検出さ

れた。規模はR径65X45cm深さ 7 cm 、 P2径65X 60cm深さ 20cm を測る。

退物は杯、甕、須恵器杯、高台付椀、

時期は平安時代のものを主とする。

蓋、灰釉椀等の破片がピット、床面及び覆土下層から出土している。

重複遺構はない。なお本住居跡は形状や規校が他と比べ異質であり、

居跡ではなく、別の性格をもつ遺構と考えるぺきだろう。

又カマドかない点等を考慮すれば住
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第274図 232号住居跡及び出土遺物

233号住居跡（第275図、 PL.11) 

IV区F-12 • 13 • 14 、 G-12 • 13 • 14グリッドに位置する。平面は隅丸正方形を呈し、規模は6.24X 6.20m 

を測る。面積は36.5面を測る。主軸方向はN-9°-Wを指す。壁はほほ直立し確認壁高は19~3 cm を測る。

床面は地山のローム土でほぽ平坦。カマドは北壁の中央よりやや東寄りに構築される。規模は長さ 115cm、輻

は122cm を測る。軸方向はN-10°-Wを指す。そで部は若干壁内に張り出す。燃焼部は壁を掘り込んで築かれ

ている。煙道は燃焼部奥壁の中位から掘り込まれて延ぴる。燃焼部中央から 15cm大の河原礫が直立した状態

で検出されたが、 おそらく支脚として用いられたものと思われる。 ピットは 5 基が検出された。規模は化径

67 X 60cm深さ 53cm、化径76X 67cm深さ 66cm、凡径100X 85cm深さ 75cm 、 P4径52cm深さ 57cm 、 P5径55X 42cm深さ
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第 v 章 検出された追構と遺物

16.5cm を測る。 P1 ～凡は位置や規模等から上柱穴と考えられる。各柱間距離はP1-P23.10m 、 P3-P.2.95m

P1-P33.06m 、 P2-P.2.95m を測る。又化はPよ化の結ぶ線上にのる事から上屋構造と関わる可能性が考え

られよう。周溝は東壁の南半から南壁の東端部にかけての部分を除いて廻っている。規模は場所により均一

ではなく幅50~25cm、深さ 15~6 cm を測る。なお周溝に続き北東コーナ一部で径80cm深さ 18cmの 1IIL状の掘り

込みが検出されたが、貯蔵穴あるいは掘り形かその性格については不明である。周溝の見られない南東部分

は出入口施設の存在した事を想定させる。しかしそれらしき痕跡は全く検出されなかった。

遺物は杯、甕、壺、椀、須恵器杯、高台付杯、蓋等が約300点程出土している。出土位置はカマド及び南壁

際に集中する傾向を示し、他は裂土が多い。時期は鬼高期～平安時代に亘るが、本住居跨に伴うと思われる

ものは奈良時代前半と考えられる。

重複遺構は255号住居跡で、土層観察では確認できなかったが、出土遺物の比較から新旧関係は255号住→

233号住と思われる。
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第275図 233号住居跡
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234号住居跡（第277図、 PL.1 1)

IV区G-15·16 、 H-16グリッド

に位置する。平面は歪んだ長方形

を呈する。規模は3.88X 3.45mで、

面積9.6mを測る。主軸方向はs-

78°—Eを指す。壁は残存状態不良

で確認壁高 6 ~1 cm を測る。床面

は地山のローム上である。カマド

は東壁南端に構築され、規模は長

さ 65cm、幅55cm を測る。軸方向は

s-85°―E を指す。燃焼部底面の

みの検出で煙道は不明。貯蔵穴は

南西コーナ一部で検出された。長

方形を呈し、規模は82 X65cm深さ

33cm を測る。

遺物は時期不明の土器片数点が

出土したのみである。

235号住居跡（第278図、 PL. 11)

IV区F-14 • 15 、 G-14 • 15 グリッド

に位置する。平面はやや胴張りの正方

形を呈し、規模は2. 75X3.05m を測る。

主軸方向はS-48°-E を指す。壁は残

存状態不良で確認壁高11~2 cm を測る。

床面はローム土を利用し凹凸が激しい。

カマドは南東壁の北東隅に構築される。

燃焼部あるいは煙道と思われる掘り込

みが若干残るのみで、規模は長さ 52cm

幅30cmを測る。ピットは 3 基検出され

た。規模はE径57X 50cm深さ 39cm、 P2

径92X66cm深さ 26cm を測る。なお凡は

2 段になっており下段の径は32cm を測

る。凡は径45X 38cm深さ 25cm を測る。

遺物は床面より杯、甕が20点程出土

している。時期は鬼高期に属する。

重複遺構は236号住居跡で、土層観察

では確認できなかったが、出土遺物の

比較から新旧関係は236号住→ 235号住
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と思われる。
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第280図 236号住居跡及ぴ出土遺物

236号住居跡（第280図、 PL.11)

IV区E-15 • 16 、 F-15 • 16 グリッドに位

置する。平面は隅丸方形を呈すると思われ

る。規模は3.50X 3.55m、面積10.8面を測

る。主軸方向はN-70'—Eを指す。壁は残存

状態不良で確認壁高14~2 cm を測る。床面

はロームプロックを含む黒褐色土である。

周溝は北壁、西壁、南西コーナ一部と 3 ヶ

所で検出された。幅は30~15cm、深さ 5 ~ 

2.cm を測り、底面は凹凸が多い。

遺物は甕、 S字状口縁台付甕の破片約15

点が出土している。古墳時代初頭の石田川

期のものと思われる。

237号住居跡（第281図、 PL.1 1)

IV区C-13 • 14 、 D-13·14グリッドに位

置する。平面は縦長長方形を呈すると思わ

れる。規模は4.00X 3.50m を測る。主軸方

向はS-72°-Eを指す。壁は崩落部が多く

外傾する。確認壁高は33~6 cm を測る。床

面は主軸方向の中央部分に地山のロームを

掘り残し、その両側を断面皿状に掘り窪め

ており、ここに貼床を行ったらしい。カマ
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ドは東壁中央部に構築され、規模は長

さ 120cm、輻80cm を測る。軸方向はs-

76°-E を指す。燃焼部は壁外に張り出

し、底面はしだいに立ち上かり煙道に

続く。煙道との境は不明瞭である。貯

蔵穴、ピット等は検出されなかった。

住居覆土は上層に軽石（給源不明）と

ロームブロックを含む褐色土、下層に

ロームブロックを含む暗褐色士が堆積

しており、堆積状態から人為的に埋土

された可能性が高い。

遺物は杯、甕、台付甕、灰釉瓶、須

恵器杯、蓋、高台付杯等の完形品及び

破片が約300点程出土している。出土位

置はカマド周辺及び南東コーナ一部に

集中し、他は覆上中央部からのものが

多い。床面、カマド、覆土下層のもの

は平安時代初頭のものと思われる。

重複遺構との新旧関係は237号住→

238号住→ 7 号井戸である。
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第282図 237号住居跡出土遺物（ I)
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2
 '' 

237住

7 号井戸

口

238号住居跡（第284図、 P L.11)

IV区C-14·15グリッドに位置する。平面は歪んだ横

長長方形を呈し、規模は2.85X 3.30m を測る。主軸方

向はS- (73ー) -Eを指す。壁は残存状態不良で、確認

壁高は10~2 cmを測る。床面は地山のローム土で比較

的平坦である。カマドは東壁の南寄りに構築され燃焼

部のみ残存する。規模は長さ 68cm幅43cm を測る。

遺物は甕、須恵器杯の破片10点が出土したのみであ

る。時期は平安時代に屈するものと思われる。

重複遺構は237号住居跡、 7 号井戸、 13号振立柱建築追

構で、土層観察で判明した新旧関係は237号住→238号

住→ 7 号井戸であった。
゜ I :60 2m 

239号住居跡（第285図、 PL.11)

IV区B-12· 13グリッドに位置する。平面は横長長方

形を呈すると思われる。南西半は調査区外のために不明である。規模は東西壁間距離で2.46m を測る。主軸

第284図 238号住居跡

方向はS-80"-E を指す。壁はやや外傾し、確認壁高52~31cm を測る。床面は地山のローム土で平坦である。

カマドは東壁の南寄りに構築される。規模は長さ 105cm、幅86cm を測り、軸方向はS-84°-Eを指す。そでは

地山を若干掘り残して基部を造り出している。燃焼部底面はしだいに傾斜して立ち上がり煙道に続く。貯蔵

穴、ピット等は検出されなかった。

遺物は杯、甕、須恵器杯等の破片約40点程が出土している。時期は奈良時代 (8 世紀後半）と思われる。

重複遺構はない。
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第285図 239号住居跡及び出土遺物
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240号住居跡（第286図、 PL.1 1)

IV区B-13•14 グリッドに位置する。平面は台

形状を呈し、規模は2.85X 3.00m を測る。南西

コーナ一部は調査区外のため不明。主軸方向は

N-34°-E を指す。壁は残存状態不良で、確認壁

高16~5 cm を測る。床面は地山のローム土で一

部ロームブロックを混入する茶褐色士となって

いる。カマド、貯蔵穴等の住居内施設は検出さ

れなかった。

遺物は杯、甕、台付甕、高杯の破片約35点が

出土している。ほとんどが覆土からの出土で、

時期は奈良時代のものが主体を占める。

重複遺構はない。

ヽ

゜ I :60 2m 

第286図 240号住居跡

ロニ~ Q.... JJ, 口 /
3
 

゜ 1 :3 10cm 

第287図 240号住居跡出土遺物

241号住居跡（第288図、 PL.I I)

IV区B-15·16、 C-16グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われる。 242号住居跡と重複し、又南

西部は調査区外にあたるため規模と主軸方向については不明確である。壁は外傾し、確認壁高 7 cm を測る。

床面は不明瞭である。カマドは焼土分布より東壁北寄りに構築されている事が判明した。

遺物は覆士より杯、甕、高台付椀、羽釜の破片約20点程及び土錘が出土している。時期はほとんどが平安

時代に属するものである。

重複遺構との新旧関係は242号住→241号住である。

242号住居跡（第288図、 PL.1 1)

IV区B-15·16、 C-16グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈する。規模は4. lOX 3.85m、面積は15.5

m2前後を測る。主軸方向はN-69°―Eを指す。壁はやや外傾し確認壁高33~13cm を測る。床面はカマド側はロ

ーム粒を含む褐色土、反対側は地山のローム土である。カマドは東壁の中央よりやや南寄りに構築される。
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第289図 241 号住居跡出土遺物
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規模は長さ 100cm、幅55cm を測る。軸方向はN-79°-E を指す。燃焼部は壁外に掘り込まれて張り出してお

り、煙道は燃焼部奥壁の中位から掘り込まれ緩い角度で傾斜して立ち上がる。ピットは 3 碁が検出された。

規模はP径43cm深さ 33cm、凡径44cm深さ 49cm、化径76X 58cm深さ 27cm を測る。位置的にい、 P2は主柱穴の可

能性が考えられよう。 P,-P2の距離は1. 85m である。周溝は南壁及び中央部～西壁の部分で検出された。規

模は幅35~15cm深さ 38~9 cm を測る。住居覆土は上層にロームプロックを多量に含む明褐色土、下層に軟質

褐色土が堆積する。なお化と壁との間に焼土が散布している。

遺物は杯、甕、台付甕、須恵器杯、蓋等が出土している。覆土出土のものは241号住居跡との分離が困難で

あるが、本住居跡に確実に伴うと思われるものは奈良時代の所産と考えられる。

重複遺構との新旧関係は前述の通り 242号住→241号住である。
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一
「
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4
 

゜ 1 :3 10cm 

第290図 242号住居跡出土遺物

243号住居跡（第291図、 PL.1 1)

IV区C-15·16 、 D-15·16 グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈する。規模は3.75 X2.65m、面積は

9.2面を測る。主軸方向はS-70°-Eを指す。壁は崩落が激しく残存状態不良である。確認壁高は13~3 cm を
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測る。床面は地山のローム土を利用しおそらく

貼床をしたと思われる。カマドは東壁の北寄り

に構築される。燃焼部のみ残存し、規模は長さ

50cm以上、幅55cm を測る。軸方向はS-88°-E付

近を指すと思われる。貯蔵穴、ピット等は検出

されなかった。

遺物は杯、甕、須恵器杯、高台付椀、蓋、灰

釉椀、土錘等の破片約200点程が出士している。

時期は平安時代に属するものがほとんどである。

出土位置は床面及び覆土下層である。

重複遺構は13号掘立柱建築遺構で、新旧関係

は不明であった。

o

l

 

8
 

A
 

z
 

゜ I :60 2m 

第291 図 243号住居跡

244号住居跡（第293図）

IV区E-16 • 17グリッドに位置する。北半は

248号住居跡と重複しており、西半は削平され全

形、規模は不明。壁は東南部のみ確認され13~

3 cmの高さを測る。床面は地山のローム土と思

われるか不明瞭。ピットはほぼ中央と思われる

部分で 1 某が検出された。楕円形を呈し規模は
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第292図 243号住居跡出土遺物
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f蚤45X 35cmi架さ 19cm を測る。

遺物は時期不明の上器片が数点出土したのみである。

重複遺構は248号住居跡、 14号掘立柱建築遥構で、新旧関係はいすれも不明であった。
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248住

゜ 口
<: I <: I 

I 60 2m 

゜
第293図 244号住居跡

245号・ 246号住居跡 （欠番）

247号住居跡（第294図、 PL.1 1)

IV区F-16·17グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈すると思われる。東半は79号土堀と重複するた

め不明。規模は 3.20 X (3. 95)m を測る。主軸方向はs-13°-wを指す。壁は外傾し確認壁高22~7 cm を測

る。床面は中央部分をひとまわリ小さく掘り込んでこの部分に埋士し貼床としたらしい。カマドは南壁の東

寄りに構築されている。形状、規模ともに不明。周溝は西半部の壁に沿って検出された。幅35~15cm深さ 6

~1 cm を測る。

遺物は杯、甕、須恵器杯、同皿、高台付椀等の破片約150点が出上している。時期は奈良時代～平安時代に

亘るか、数量的には平安時代(10世紀代）のものが主体を占める。

重複退構は248号住居跡、 79号土横で、新旧関係は不明であった。

248号住居跡（第295図、 PL.1 1)

IV区E- 17_•18 、 F-17· 18 グリッドに位置する。平面は横長長方形を呈し、規模は3. 70X 4.86m 、面積16.4

而を測る。主軸方向はS-87°-Eを指す。壁は外傾し確認壁高14~4 cm を測る。床面は地山のローム土で小さ

な凹凸がある。カマドは東壁の南寄りに構築されるが、形状、規模は不明瞭である。ピットは西壁際に 3 基

検出された。規模はE径57X 36cm深さ 15cm、凡径47X 32cm深さ 18cm、化径45X 42cm深さ 34cm を測る。なお南

壁際東寄りの部分で不定形の落ち込み（径152X 103cm深さ 31cm) が検出されたがその性格については不明で

ある。
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第294図 247号住居跡及び出土遺物

遺物は杯、甕、須恵器杯、蓋等の破片約55点か出土した。ほとんど小破片で時期の判明するものは少ない

が、奈良時代に属するものが主体を占めるようである。なお出土位置は床面及び覆士中がほとんどでピット

やカマドからは出土していない。なお北西コーナ一部分で10cm大の円礫が出土している。

重複遺構は247号住居跡で、新旧関係は不明であった。なお本住居跡の北壁は早川の浸食による崖によって

削られた可能性が高い。
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第295図 248号住居跡及び出土遺物

249号住居跡（第296図、 PL.1 1)

IV区D-16·17グリッドに位置する。平面形は縦長長方形

を呈し、規模は3.45X2.67m 、面積8.7面を測る。主軸方向

はS-64°-Eを指す。壁はほぼ直立し確認壁高45~8 cm を

測る。床面は住居プランよりひとまわり小さな方形状の掘

り込み（掘り形と思われる。）がある事から中央部分が貼床

であった可能性が考えられる。カマドは東壁の中央よりや

や南寄りに構築され、規模は長さ（78)cm、幅48cm を測る。

燃焼部のみ残存し煙道は不明である。住居覆土はロームブ

ロックを多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物は杯、甕、台付甕、須恵器杯、同甕、灰釉椀の破片

が約430点程出土している。出土位置は覆士がほとんどであ

る。時期は平安時代のものか大部分を占める。

重複遺構は14号掘立柱建築遺構で、新旧関係は不明であ

る。なお東半と北西コーナ一部は後世の撹乱墟によって切

られている。

/) 

゜ 1 :60 2m 

第296図 249号住居跡

250号住居跡（第298図、 PL.1 1)

IV区C-17グリッドに位置する。平面は方形を呈すると思われるか、他遺構との重複が激しく全体の形状や
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規模は不明であった。主軸方向はS-85"-E を指

す。壁は直立し確認壁高18~15cm を測る。床面は

地山のローム土でほほ平坦である。なお床面レベ

ルは重複する251号住居跡と同一で、そのまま続く

可能性かある。カマドは東壁南端に構築され、燃

焼部のみ検出された。規模は長さ 53cm、幅47cm を

測る。軸方向はS-56"-Eを指す。ピットは重複す

る 251号住まで含めて、合計 6 基か検出された。規

模はE径83X 80cm深さ 44cm 、 P2径27cm深さ 19cm、p3

f至35cmi架さ 26.5cm、巳径38cm深さ 33cm、化径50cm

深さ 24cm、p6径30X 28cm深さ 12cm を測る。これら

の性格については不明である。

遺物は杯、甕、須恵器杯、高台付椀、灰釉椀等の

破片約180点が出土している。覆士からの出土がほ

とんどで251号住居跡との分離は困難である。時期

は平安時代に属するものがほとんどである。

重複遺構は251号住居跡で、覆土がほぱ同一であ

る事や床面がほぼ同一面である事から本住居跡と

I :60 2m 同一住居の可能性も考えられる。

251号住居跡（第298図、 PL.1 1)

IV区B-17 • 18 、 C-17·18 グリッドに位置す

る。平面は長方形を呈すると思われるが、上記の通り 250号住居跡と同一であった場合、カマド部分を含めた

東側部分は方形の張り出し施設となるだろう。規模は2.6X 3.9m を測る。主軸方向はS-85°-E を指す。壁は

はぽ直立し確認壁高25~6 cm を測る。床面は地山のローム土である。住居覆土は黄褐色土が堆積する。

遺物は250号住居跡と共に取り上げたため本住居跡に伴うものは不明である。

第298図 250 • 251 • 252号住居跡
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董複遺構は252号住居跨で、土層

観察より新旧関係は252号住→251

号住である。 /
2
 

9

9

 

` ー

252号住居跡（第298図、 PL.1 1)

IV区B-17·18 グリッドに位置

する。平面は方形と思われる。規

模は南北間距離で3.26m を測る。

壁はほほ直立し、確認壁高10~ 4 

cm を測る。主軸方向はS -(85ー) Eを指す。床面は地山のローム土ではほ平坦である。ピットは251号住居

゜ 1 :3 JOcm 

第299図 250号住居跡出土遺物

跳峡際で 1 碁検出された。規模は径46X 26cm深さ 41cm を測る。住居覆土は黒色粘質土が堆積する。

遺物は杯、甕、須恵器杯、同甕、蓋、高台付椀、台付甕（？）、壺等の破片約200点が出土した。出土位涸

は覆土かほとんどで、時期は平安時代を主体とする。

重複遺構との新旧関係は252号住→251号住である。

:マ-----\
2 (ｾ) 

゜ 1 :3 10cm 
9' 

3 (ｼ) 

゜ I :4 10cm 

第300図 252号住居跡出土遺物

253号住居跡（第301 図、 PL.12)

IV区B-20 • 21 、 C-20·21·22グリッドに位置する。平面は縦長長方形を呈し、規模は4.55X 3.55m で面

積は16.5mを測る。主軸方向はS-80'-Eを指す。壁はほぽ直立し確認壁高37~19cm を測る。床面は地山のロ

ーム土でほぼ乎坦である。カマドは東壁の南寄りに構築される。規模は長さ 154cm、幅92cm を測る。軸方向は

S-7T-Eを指す。そで部は見られない事から本体は壁外に張り出す形態と考えられる。燃焼部は地山を横穴

状に掘り込んで築かれており、両壁はオーバーハングしている。底面はやや窪んでいるが、これが灰掻きの

ために出米たものか、あるいは燃焼部掘り形面であるのかは確認できなかった。煙道部は燃焼部奥壁の中位

から段をなして掘り込まれており、緩い角度で傾斜して立ち上がる。貯蔵穴は南東コーナ一部に設けられた

120 X80cm程の方形を呈する張り出し施設の中で検出された。これも隅丸方形状を呈し、規模は108 X 94cm 、

深さ 14cm を測るものである。一般的な貯蔵穴に比べて深さが浅い事から、これは掘り込んだ部分のみでなく

張り出し施設全体が貯蔵穴的用途を持っていたと考えられよう。その他のピットや周溝は検出されなかった。

遺物は杯、甕、台付甕、羽釜、鉢、壺、蓋、須恵器杯等の土器片約180点及び円礫 3 点が出土した。出土位

置はカマド周辺と張り出し施設に集中する傾向を示す。時期は奈良～平安時代に亘るが、本住居跡に伴うと

思われるものは奈良時代に属するものと考えられる。

董複遺構はない。なお早川の浸食によると思われる崖線か西方約 lmに迫っている。
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こつ

¥
 

騎1)>
A
 

＼口

三□ l : 
8(ｼ) 

~—`------
でこーコ-- - -

ロニニ6 / ¥ ¥ 

ロニ:7.e_-1~~7 : : 

9 (ｼ) 

゜

10cm 

第301 図 253号住居跡及ぴ出土遺物
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254号住居跡（第302図）

IV区B-19·20グリッドの調森区西境で検出された。平面は方形と思われるが、西半については調査区外の

ため、その形状は不明である。規模は検出された北西壁と南東壁間距離で2.36m を測る。主軸方向は北東壁

の方向より N-39°-W を指す。壁は外傾しており、壁高は 9 ~5 cm を測る。床面はほほ平坦であるが、地山

が黒褐色土を主とするため不明瞭。カマド、貯蔵穴、ピット等の施設は検出されなかった。

遺物は杯、甕等の小破片が若干出土している。具体的な形状を知り得るものが少なく、時期的な把握は困

難である。図示した土器は小形の甕底部片で、厚手なつくりや胎土の特徴から平安時代所産の可能性が考え

られる。

重複迫構はない。

A
 

調査区外 “ 

疇///////''/`
゜ 1 :4 10cm 

゜ I :60 2m 

第302図 254号住居跡及び出土遺物

255号住居跡（第303図、 PL.12)

IV区E-12· 13グリッドに位置する。平面は方

形を呈すると思われる。規模は残存する東西壁

間距離で3.60m を測る。主軸方向はN-30°-E

を指す。壁は残存状態不良で確認壁高13~7 cm 

を測る。床面は地山のローム土を利用しほぼ平

坦である。カマド、ピット、貯蔵穴等の施設は

検出されなかった。

遺物は甕、 S字状口縁台付甕、高杯、用、小形

鉢、砥石等が約120点程出土している。出土位置

は床面及ぴ覆土で部分的に集中する傾向はない

ようである。時期は古墳時代初頭のものと奈良

時代のものが混在するが、数量的には古墳時代

初頭（石田川期）が主体を占める。

重複迫構との新旧関係は255号住→233号住で

ある。

ヽ
233住

゜
I :60 12m 

第303図 255号住居跡
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~----

1 (ｽ) 

゜ 1 :4 10cm 

第304図 255号住居跡出土遺物

2 住居跡出土遺物

本遺跡の竪穴住居跡からは土器、玉類、滑石製模造品、紡錘車、砥石、カマド支脚、埴輪等が出土してい

る。遺物の出土状況は各住居跡の項で述べたが、そのうち覆土出土としたものは廃棄あるいは流れ込みによ

るものと考えられる。しかしほとんどの住居跡がその上半部を失った状態で検出された可能性が強く、従っ

て裂土は全般的に薄く、床面に近接した位置における出土遺物が多い。この事から本文中で覆土出土として

扱ったものは住居廃絶時から 1 次埋没土の堆積時前後までの間に堆積した可能性が強いと思われる。ただし

菫複遺構のある場合はこの限りでなく、逍構毎の分離が不可能だったものもある。

以下各遺物毎に詳細を述べる。

土器

竪穴住居跡出土土器は、その器種、出土状況、時期等について各住居跡の項で概述し、又その尖測図を掲

載している。カマドや貯蔵穴出土等のものを除けば、明らかに一括遺物として取り上げられるのはわずかで

あった。又従米の土器編年研究からみて時期が異なると判断されるものについても当該住居跡に伴うか否か

は別問題とし、あくまでも出土位置を示す意味でここで取り上げ、図示をしている。

以下に各竪穴住居跡出土土器の詳細について一覧表を掲げた。個体数は752点で、住居跡毎に記述してい

る。なお図については前節の各住居跡の項を参照されたい。
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住居跡出土土器観察表

1 号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

写真図版Nu 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第 5 図一 l 土師
カマド

ロ 12.0 高4.3

PL.17 杯 ロ縁一部欠

第 5 図ー 2 土師
カマド 小破片

杯

第 5 図ー 3 土師
床面

ロ 21. 4 高 12 5 

PL 17 鉢 底6.0 完形

第 5 図ー 4 土師
床面

ロ (20.0)

甕 口縁～体中位1/4

第 5 図ー 5 土師
床面

ロ22 6 

PL 17 寝 口縁～体下位

第 5 図一 6 土師
床面

ロ226 

PL.17 甕 口縁～体下位

6 号住居跡

図 No. 士器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器裔・底径

残存状態

第 9 図一 1 土師
カマド

口 (27.6)

PL.17 甕 ロ縁～体中位1/2

7 号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第11図一 1 須恵
覆土

底（11 3) 

高台杯 1/4 

第 11図ー 2 士師
床面

口 (14. 7) 

衷 ロ縁～体上位1/2

第 11図ー 3 土師
床面 体下位～底1/3

（衰）

第 v 章検出された遺構と遺物

日径と底径については原制として 1/2以上残存するものを計測したが、それ以下

でも値が推定できるものについては（ ）で記載した。

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①砂粒やや多 ②橙 口縁横ナデ体外面ヘラケズリ

③普通 内面ヘラナデ

①砂粒やや多 ②にぷ ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ヘラナテ＇

①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

③普通 内面ヘラナデ

①砂粒やや多 ②橙 口緑横ナデ体外面縦ヘラケズリ

③普通 内面ヘラナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①粗砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面上位は横、中位は 体内面に積み上げ

③普通 縦ヘラケズリ 内面上位ヘラナデ 痕

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①白色砂粒若干目立つ 底回転ヘラ削り後付高台

②灰 ③還元、硬質

①砂粒やや多 ②黄橙 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①粗砂やや多 ②黒褐 体外面横ヘラケズリ 底ヘラケズリ

③普通 内面ナデ
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8 号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第13図一 l 土師
床面

裔3.7 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL17 杯 1/4 ③普通 内面ナデ

第 13図ー 2 土師
カマド

ロ 19.0 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ杯底外面無調整？ 杯底近くに穿孔あ

PL 17 高杯 杯のみ残存 ③普通 I) 

第 13図ー 3 土師
カマド

ロ 17.0 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ杯底外面～脚縦ヘラケズ

PL17 高杯 杯～脚中位 ③普通 リ 内面ナデ縦放射状ヘラミガキ

第13図ー 4 土師
床面

ロ(13 0) ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ体外面下位横ヘラケズリ

PL.17 杯 1/2 ③普通 内面ナテ後放射状ヘラミガキ

第 13図ー 5 土師
カマド

ロ 14. 0 高87 ①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面ナデ

PL.17 鉢 底6.0 完形 ③普通 内面縦ナデ

第 13図ー 6 土師
貯蔵穴

口 13 6 高82 ①細砂やや多 ②赤褐 ロ縁横ナデ体外面中位以下斜ヘラケ 内面ヘラ押さえ痕

PL.17 鉢 底4.0 完形 ③普通 ズリ 内面ナデ

第 13図ー 7 土師
壁際

ロ6.6 高8.0 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ後ヘラミガキ 体外面ヘラ 体中位焼成後穿孔

PL.17 用 完形 ③普通 ケズリ後ヘラミガキ 内面ナデ

第13図ー 8 土師
貯蔵穴

口 12 2 高14. 0 ①砂粒を含む ②明赤 ロ縁横ナデ体外面下位ヘラケズリ

PL.17 柑 完形 褐 ③普通 内面ナデ

第13図ー 9 土師
壁際

口 13.8 高15.5 ①砂粒を含む ②明赤 ロ縁横ナデ体外面ヘラケズi) 脚縦

PL17 台付鉢 底8 4 口～体1/2 褐 ③普通 ヘラケズリ 体部と脚部内面ナデ

第13図ー 10 士師
覆土

口 (18.8) ①粗砂やや多 ②黄橙 ロ縁横ナデ体横ヘラケズリ

甕 ロ縁～体上位1/2 ③普通

11号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法

写真図版Nn 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第15図一 l 土師
覆土

口 (12.5) 高4.0 ①細砂を含む ②灰褐 ロ縁横ナテ底外面ヘラケズリ

PL.18 杯 1/3 ③普通 内面ナデ

第15図ー 2 士師
覆土

ロ (172) ①細砂を含む ②明赤 ロ縁横ナデ体外面上位は横、中位以

甕 口縁～体中位 褐 ③普通 下は縦ヘラケズリ 内面ナデ

第15図ー 3 土師
床面

ロ 14.5 ①砂粒やや多 ②にぶ ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

PL.18 甕 ロ縁～体中位 い褐 ③普通 内面ヘラナデとナデ

第15図ー 4 土師
壁際

底77 ①砂粒やや多 ②赤褐 体外面ヘラケズリ 内面ナデ

（甕） 底部のみ残存 ③普通

第15図ー 5 土師
床面 脚のみ残存、裾欠

①細砂を含む ②橙 脚外面ナデ後縦ヘラミガキ 内面絞り目痕あり

高杯 ③普通
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13号住居跡

図 No. 土器種 出土
法絨

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器焉・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第18図ー 1 土師
床面

ロ 12 2 高4.7 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL.18 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第 18図ー 2 土師
床面

ロ 12.6 高4.4 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.18 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第 18図ー 3 土師
床面

ロ (12. 7) 高3.7 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 1/2弱 ③普通 内面ナデ

第18図ー 4 土師
床面

ロ 12 4 高40 ①細砂を含む ②橙 口緑横ナデ底外面ヘラケズリ

PL 18 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第 18図ー 5 土師
床面

口12 7 高5.1 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL18 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第18図ー 6 土師
床面

高65 ①細砂を含む ②黄褐 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.18 杯 1/4 ③普通 内面ナデ

第18図ー 7 土師
壁際

ロ 16.5 高16.5 ①砂粒を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

PL.18 甕 底73 ロ一部欠 い褐 ③普通 内面ヘラナデ

第18図ー 8 土師
焚ロ

口 (160) ①砂粒を含む ②赤褐 ロ縁横ナデ体外面横斜ヘラケズリ

PL.18 甕 高21. 4 口縁1/2 ③普通 内面ナデ

第18図ー 9 土師
焚ロ

ロ 164 ①砂粒やや多 ②明赤 ロ縁横ナデ体外面斜縦ヘラケズリ

PL.18 甕 ロ縁～体下位 褐 ③普通 内面ナデ

第19図ー10 土師
焚ロ

ロ 20.1 高37.5 ①粗砂やや多 ②黄褐 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ 底木葉痕

PL.18 甕 底3.5 完形 ③普通 内面ナデ

第19図ー11 土師
床面

ロ 18.8 高36.9 ①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ 底木葉痕

PL18 甕 底4.4 体一部欠 闘通 内面ナデ

第 19図ー 12 土師
床面

ロ (14. 7) ①砂粒を含む ②にぶ 口縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

PL.18 痰 高25.5 ロ一部欠 い褐 ③普通 内面ナデ

第19図ー 13 土師
床面

ロ204 ①砂粒やや多 ②黄掲 ロ縁横ナデ体外面斜縦ヘラケズリ

PL.18 甕 底欠 ③普通 内面ナデとヘラナデ

第19図ー14 土師
焚ロ ロ縁～体上位1/3

①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナデ

第19図ー15 士師
床面 ロ縁～体上位1/3

①砂粒やや多 ②にぶ ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

甕 い褐 ③普通 内面ナデ
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17号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第22図ー 1 土師
覆土

□ 15 0 高67 

PL.18 杯 ロ縁一部欠

第22図ー 2 土師
覆土

ロ 13.8 高4.0

PL18 杯 1/2 

19号住居跡

図 No. 土器種 出土
法競

写真図版N(l 器形 位置
口径・器高・底径

残存状態

第23図ー 1 土師
床面 ロ縁～体上位1/4

甕

第23図ー 2 土師
床面 ロ縁～体上位

甕

第23図ー 3 土師
覆士 脚部

PL.19 台付甕

20号住居跡

図 N(l 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第25図一 l 土師
覆土

口 (138) 

PL.19 杯 1/3 

21号住居跡

図 No. 土器種 出土
法 量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第26図一 l 土師
覆土 1/4 

杯

第26図ー 2 土師
覆土

高16.0 底60 

PL 19 甑 口縁2/3欠

第26図ー 3 土師
覆土

ロ9 3 高4.9

PL19 小形鉢 底3.6 完形
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技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②明赤 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

褐 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 ロ縁ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナテ体外面横ヘラケズリ 口縁に積み上げ痕

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ 頸部に積み上げ痕

い橙 ③普通 内面ナテ‘‘

①砂粒やや多 ②にぶ 体ヘラケズリ 内面ナテ‘

い橙 ③普通 脚内外面横ナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②黒褐 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①酸化鉄鉱物粒目立つ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

②橙 ③普通 内面ナデ

①酸化鉄鉱物粒目立つ 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

②にぶい褐 ③普通 内面ナデ底孔ヘラ切り

①砂粒を含む ②明赤 ロ縁横ナデ体外面ナデ内面ナデ 底木葉痕

褐 ③普通



第 v 章 検出された遺構と逍物

23号住居跡

図 No. 土器種 出土
法巌

技 法

写真図版N(l 器形 位罹
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第29図一 l 土師
壁際

ロ 12 4 高3.8 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.19 杯 1/2強 ③普通 内面ナデ

第29図ー 2 土師
殺土

ロ 12 4 高4.2 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.19 杯 1/2強 ③普通 内面ナデ

第29図ー 3 土師
覆土 1/4 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第29図ー 4 土師
覆土 1/3弱

①砂粒を含む ②黒褐 ロ縁 2 段の横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL.19 杯 ③普通 内面ナデ

第29図ー 5 土師 ピソト □23 4 ①砂粒やや多 ②橙 口縁横ナデ体外面上半は縦、下半以

PL.19 襄 p2 口縁～体下位 ③普通 下は斜ヘラケズリ 内面ナデ

第29図ー 6 土師
床面 口縁～体中位1/4

①砂粒やや多 ②橙 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナデ

第29図ー 7 土師 ピット
口緑～体上半

①粗砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面斜及び縦ヘラケズ

甕 p2 ③普通 リ 内面ナデ

第29図ー 8 土師
床面 口縁～体上半1/4

①砂粒やや多 ②にぶ ロ縁横ナテ＂ 体外面横ヘラケズリ

甕 い褐 ③普通 内面ナデ

第29図ー 9 土師
床面 口縁～体上半1/5

①砂粒やや多 ②にぶ 口縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

衷 い掲 ③普通 内面ナデ

第29図ー10 土師
床面 体下位～底

①砂粒やや多 ②橙 体外面斜ヘラケズリ

匝 ③普通 内面ナデ底周辺ヘラケズリ

24号住居跡

図 Na 土器種 出土
法屈

技 法

写真図版N(l 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第31図一 l 須恵
床面 ロ縁1/3 と脚

①細砂を含む ②灰黒 杯部外面に櫛描波状文 脚部中位カキ 脚長方形透孔 3 ヶ

PL 19 高杯 ③還元、硬質 目を施す 所

第31図ー 2 土師
床面 ロ縁1/3

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第31図ー 3 土師
床面

ロ 12.6 高50 ①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.19 杯 2/3 い橙 ③普通 内面ナデ

第31図ー 4 土師
床面 1/4 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ＂ 体外面縦横ヘラケズリ

PL.19 衰 ③普通 内面ナデ

第31図ー 5 土師
床面 口縁～体上半1/3

①砂粒を含む ②橙 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

PL.19 甕 ③普通 内面ナデ

第31図ー 6 土師
床面

ロ 17.8 ①酸化鉄粒目立つ 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

PL 19 甕 口縁～体上位2/3 ②橙 ③普通 内面ナデ
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第31図ー 7 土師
床面 ロ縁～体上位1/4

①砂粒やや多 ②明赤 ロ禄横ナデ体外面縦ヘラケズリ

甕 褐 ③普通 内面横ヘラケズリ

第31図ー 8 土師
床面

ロ（14 8) ①砂粒を含む ②にぶ 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

PL.19 甕 口縁～体上半1/2 い橙 ③普通 内面ナデ

第31図ー 9 土師
床面 ロ縁～体上位1/4

①砂粒を含む ②にふ~ ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

甕 い橙 ③普通 内面横ヘラナデ

25号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第32図ー 1 土師
床面 口縁1/4

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

PL 19 杯 い褐 ③普通 内面ナデ

第32図ー 2 土師
床面 1/3 

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ体外面下半横ヘラケズリ

PL 19 杯 ③普通 内面ナデ

第32図ー 3 土師
床面 口縁～体上半1/4

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナテ 体外面上半は横、下半は

疫 い橙 ③普通 縦ヘラケズリ 内面ナデ

第32図— 4 土師 ①細砂を含む ②にふ~ ロ縁横ナデ体外面上半は横、中位は ロ縁外面積み上け

PL 19 甕 床面 口縁～体上半 い橙 ③普通 斜、下半は縦ヘラケズリ 内面ヘラケ 痕

ズリ

26号住居跡

図 Na 土器種 出土
法贔

技 法

写真図版N11 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎士②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第34図一 l 手捏ね
床面

①細砂を含む②橙 口縁横ナデ体外面無調整底ナデ

PL.20 土器
1/3弱

③普通 内面ナデ

第34図ー 2 土師
床面 1/4 

①砂粒を含む ②にぶ 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

（甑） い橙 ③普通 内面ナデ

第34図ー 3 土師
床面 1/4 

①酸化鉄粒目立つ ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.20 杯 ②明赤褐 ③普通 内面ナデ

28号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第38図一 l 須恵
床面

高176 脚径164 ①白色砂粒目立つ 杯ロクロ右回転 杯底外面回転ヘラケ 脚方形透孔 2 段、

PL.20 高杯 口縁1/2脚一部欠 ②灰 ③還元、硬質 ズ＇） 脚は逆転してロクロ左回転整形 交互に 3 ヶ所づつ
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第38図ー 2 須恵
床面

ロ8 0 高57 ①白色砂粒目立つ ロクロ左回転 肩部に二段の櫛描波状

PL.20 短頸壺 底50 口縁1/2欠 ②灰③還元、硬質 文

第38図ー 3 須恵
床面

ロ6.0 高97 ①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転 底ヘラケズリ整形 口縁の歪み大

PL.20 短頸壺 体約2/3 ③遠元、硬質

第38図ー 4 土師
床面

口 14 4 高4.4 ①細砂を含む ②黒褐 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ後粗い

PL.20 杯 口縁1/4欠 ③普通 ヘラミガキ 内面ナデ

第38図ー 5 土師
床面

口 14. 0 高47 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.20 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第38図ー 6 土師
床面

ロ 13.0 高5.0 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL 20 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第38図ー 7 土師
床面

口 13 4 高49 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.20 杯 完形 ③普通 内面ナテで

第38図ー 8 土師
床面

口 13 2 高5.1 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.20 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第38図ー 9 土師
床面

口 13.0 高44 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL 20 杯 約1/4欠 ③普通 内面ナデ

第38図ー10 土師
床面 約1/3

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.20 杯 い橙 ③普通 内面ナデ

第39図ー11 土師
床面

ロ 13 6 高45 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ 口唇上面に沈線

PL 20 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第39図ー12 土師
床面

口13 2 高4.8 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.20 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第39図ー13 土師
床面 1/3 

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.20 杯 い黄橙 ③普通 内面ナデ

第39図ー14 土師
床面 1/3 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ゜ 底外面ヘラケズリ

PL.21 椀 ③普通 内面ナデ

第39図ー15 土師
床面 口縁～体上半1/5

①砂粒を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

（鉢） い褐 ③普通 内面ナデ

第39図ー16 士師
床面

ロ 13 8 高 11 0 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

PL.21 甑 底3.4 ロ一部欠 ③普通 内面縦ヘラケズリ

第39図ー17 土師
床面

口 19. 4 高10.5 ①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ

PL.21 甑 底3.2 ロ一部欠 い橙 ③普通 内面ナデ

第39図ー 18 土師
床面 体下半～底

①粗砂目立つ ②橙 体外面縦ヘラケズリ 内面ナデ後ヘラ

甑 ③普通 ナデ

第39図ー19 土師
床面

ロ 25.0 高29.7 ①砂粒やや多 ②にぶ 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

PL.21 甑 底8.7 体一部欠 い褐 ③普通 内面ナデ後ヘラナデ

第40図ー20 土師
床面 口縁～体上位1/3

①砂粒を含む ②橙 口縁横ナテ゜ 体外面縦ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナデ

第40図ー21 土師
床面 口縁～体上位1/4

①粗砂やや多 ②にぶ 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

甕 い褐 ③普通 内面ナテ＂

第40図ー22 士師
床面 口縁～体上半1/4

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

衰 い褐 ③普通 内面ヘラナデ
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第40図ー23 土師
床面 ロ縁～体上位1/4 

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ

PL 21 甕 い橙 ③普通 内面ナデ

第40図ー24 土師 ①砂粒を含む ②明褐 体外面縦ヘラケズリ 内面ナテ 体部内面に積み上

PL.21 甕 床面 体中位～底 ③普通 げ痕

底木葉痕

第40図ー25 土師
床面

ロ 14.1 高151 ①砂粒を含む ②明黄 ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ

PL.20 甕 底5.3 ロ一部欠 褐 ③普通 内面ナデ

第40図ー26 土師
床面

ロ 15.6 ①砂粒を含む ②にぷ ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ 体部内面に積み上

PL.20 甕 体下位～底欠 い橙 ③普通 内面ナデ げ痕

第40図ー27 士師
床面 ロ縁約3/4欠

①砂粒やや多 ②にふ 口縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

PL.20 甕 い褐 ③普通 内面ナデ

29号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版Nu 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第42図一 l 土師
床面

ロ 13.1 高38 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL21 杯 口縁約2/3破片 ③普通 内面ナデ

第42図ー 2 土師
貯蔵穴 口 (15 1) 高69 

①細砂を含む ②にぶ 底外面ヘラケズリ 内面ナテ‘’ 底二次焼成痕あり。

PL.21 杯 い赤褐 ③普通

第42図ー 3 土師 カマド ロ 173 ①砂粒やや多 ②にふ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

PL.21 甕 右袖 口縁～体上位 い褐 ③普通 内面ナデ

第42図ー 4 土師
カマド ロ縁～体上位1/4

①砂粒を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

PL 21 甕 い橙 ③普通 内面ヘラナデ

第42図ー 5 土師
カマド 口縁～体上半1/3

①砂粒を含む ②橙 口縁横ナデ体外面上位横、中位縦ヘ

襄 ③普通 ラケズリ 内面ナデ

第42図ー 6 土師
覆土 ロ縁約1/8

①黒色鉱物を含む ロ縁横ナデ体外面斜ハケメ 二次焼成痕あり

（甕） ②淡黄褐 ③普通 内面ナデ 東北系か？

30号住居跡

図 N(l 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第44図一 l 土師
床面 ロ縁1/4

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 い橙 ③普通 内面ナデ

31号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第47図一 l 土師
覆土

ロ 12.0 高5.5 ①細砂を含む ②明赤 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL 22 杯 口縁一部欠 褐 ③普通 内面ナデ
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第47図ー 2 土師
覆土

ロ12 9 高6.0 ①細砂を含む ②明赤 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 口縁一部欠 渇 ③普通 内面ナデ

第47図ー 3 土師
覆土

口 (12 6) 高6.4 ①細砂を含む ②明赤 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.22 杯 口縁3/4欠 褐 ③普通 内面ナテ

第47図ー 4 土師
覆土 脚のみ残存

①細砂を含む②橙 脚外面縦ヘラケズリ 内面ナテ

（器台） ③普通 裾横ナデ

32A号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第48図ー 1 土師
貯蔵穴

ロ 12 6 高4.3 ①砂粒を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.21 杯 完形 い黄褐 ③普通 内面ナデ

第48図ー 2 士師
貯蔵穴

ロ 13.0 高4.4 ①砂粒を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.21 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第48図ー 3 土師
貯蔵穴

口 13.2 高42 ①砂粒を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.21 杯 完形 い赤褐 ③普通 内面ナデ

第48図ー 4 土師
床面

口 12.0 高4.1 ①砂粒を含む ②黒褐 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL 21 杯 1/3欠 ③普通 内面ナデ

第48図ー 5 土師
覆土

口 13 9 高44 ①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

PL 21 杯 2/3 い橙 ③普通 内面ナデ

第48図ー 6 土師
壁際 1/3 

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

PL21 杯 い褐 ③普通 内面ナデ

第48図ー 7 土師
床面 ロ縁～体上半

①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ

鉢 ③普通 内面ナデ

34号住居跡

図 No. 土器種 出士
法塁

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第52図一 l 須恵
覆土 底のみ残存

①細砂を含む ②にぶ 付高台

高台椀 い赤褐 ③酸化、軟質

第52図ー 2 須恵
覆土 底のみ残存

①白色砂粒を含む 回転糸切り後付高台周辺部ナデ

高台椀 ②灰 ③還元、硬質
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35号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

写真図版Nu 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第54図ー 1 土師
投土 ロ縁小破片

杯

第54図ー 2 土師
覆土 口縁～体上半1/5

甕

第54図ー 3 土師
壁際 口縁～体上半1/4 

吝土U< 

第54図ー 4 土師
覆土 口縁～体上位1/3

甕

第54図ー 5 土師
カマド 脚のみ残存

PL 22 高杯

36号住居跡

図 No. 土器種 出土
法醤··

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第56図ー 1 須恵
床面 底1/4のみ残存

高台椀

第56図ー 2 土師
床面

口 18 2 高 14.8

PL 22 鉢 底135 完形

第56図ー 3 土師
床面 口縁～体上半1/4 

PL.22 瑾土

第56図ー 4 土師
床面 体下位～底

甕

第56図ー 5 土師
床面

ロ (280) 

PL22 甕 ロ縁～体下位1/2

37号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

写真図版No 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第58図ー 1 土師
床面 1/4 

PL.22 杯

第58図ー 2 土師
覆土 ロ縁～体上位1/4

甕
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技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む②橙 口縁横ナデ 底外面ヘラケスリ

③普通 内面ナデ ロ唇内側に沈線

①細砂を含む ②橙 口縁横ナテ 体外面ヘラケスリ

③普通 内面ナテ

①白色砂粒目立つ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケスリ

②にぶい褐 ③普通 内面ナテ

①砂粒を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ

い褐 ③普通 内面ナテ

①細砂やや多 ②橙 脚内面はユビによるナデ 全体に磨滅

③普通

技 法
①胎上②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む②灰 付高台 回転糸切りと思われる

③遠元、硬質

①砂粒やや多 ②にふ ロ縁横ナテ 体外面縦ヘラケズリ 体部外面に積み上

い掲 ③普通 内面ヘラナテ け痕

①粗砂やや目立つ ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ後ヘラ

②にぶい褐 ③普通 ナデ内面ナテ‘

①粗砂やや目立つ 体外面縦ヘラケズリ 内面ヘラナデと

②にぶい褐 ③普通 ナテ‘’

①粗砂やや目立つ 体外面縦ヘラケズリ 内面ナデ

②にぶい褐 ③普通

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②明赤 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

褐 ③普通 内面ナデ

①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体ヘラケズリカ~ ? 口縁に積み上げ痕

③普通
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第59図ー 3 土師
床面 ロ縁～体上位小片

①砂粒やや多 ②にふ ロ縁横ナテ 体外面ヘラズリ

喪 い橙 ③普迪 内面ナテ

第59図— 4 土師
床面

口 182 ①砂粒を含む ②にぶ ロ縁横ナテ 体外面ヘラケズリ後ナテ~

多土栢< ロ縁～体上半 い褐 ③普通 内面ナテ‘

第59図ー 5 土師
床面 ロ縁～体上半］／2

①砂粒やや多 ②橙 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

PL 22 多尽柘 ③普通 内面ナテ‘

第59図ー 6 土師
床面

高267 孔径 (6) ①砂粒やや多 ②灰褐 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

PL 22 甑 ロ縁～底1/3 ③普通 内面ナテ‘

38号住居跡

図 No. 土器種 出土
法 旦卑

技 法

写真図版No 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第61図一 l 土師
貯蔵穴

口 12 3 高47 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

PL22 杯 口緑一部欠 ③普通 内面ナテ

第61図一 2 土師
床面

口 (122) ①細砂を含む ②橙 口縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

PL.22 杯 1/2弱 ③普通 内面ナテ‘

第61図ー 3 土師
カマド

高133 ①砂粒を含む ②にぶ 口縁横ナテ 体外面横ヘラケズリ

鉢 1/4 い赤褐 ③普通 内面ナデ

39号住居跡

図 No. 土器種 出土
法最

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写哀図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第62図一 l 土師
没土

高 (49) ①細砂を含む ②明赤 口縁横ナテ 底外面ヘラケスリ

杯 1/4 褐 ③普通 内面ナテ‘

第62図一 2 土師
貯蔵穴

ロ220 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ体外面ナテ~ ロ縁に梢み上け痕

PL.22 宰士 口縁～体下位 ③普通 内面ナテ 体部外面ヘラ描文

45号住居跡

図 No. 土器種 出土
法巖

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第67図ー 1 土師
覆土

口 12.8 高44 ①細砂やや多 ②にふ ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.22 杯 完形 い赤褐 ③普通 内面ナテ

第67図ー 2 士師
覆土

口 12 0 高4.2 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL 22 杯 ロ縁一部欠 ③普通 内面ナテ
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第 v 章検出された遺構と遺物

47号住居跡

図 No. 土器種 出土
法鼠

写真図版No. 器形 位晋
ロ径・器高・底径

残存状態

第68図一 l 土師
覆土 ロ縁～体上位小片

PL 23 甕

49号住居跡

図 No. 土器種 出土
法齢·

写真図版No 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第71図一 l 土師
床面

□ 11 6 高4.8

PL 23 杯 完形

第71図~2 土師
床面

口 12 3 高4.6

PL 23 杯 完形

第71図ー 3 土師
床面

口 11 8 高50 

PL 23 杯 完形

第71図ー 4 土師
床面

口 13 0 高48 

PL 23 杯 完形

第71図ー 5 土師
床面

ロ 13.0 高4 3 

PL.23 杯 ロ縁1/3欠

第71図ー 6 土師
床面

口 11.8 高4.5

PL23 杯 完形

第71図ー 7 土師
床面

口 12 5 高37 

PL 23 杯 完形

第71図ー 8 士師
覆土 脚1/2のみ残存

高杯

第71図ー 9 土師
床面

ロ 15 5 高177 

PL 23 染 底8.2 体一部欠

第71図ー10 土師
床面

口 16 7 高 14 3 

PL 23 裂 底55 ロ一部欠

第72図ー11 土師
カマド

ロ 14 0 

PL23 壼 ロ縁～体下位

第72図ー 12 土師
床面 口縁～体上位1/4

PL.23 甕

第72図-13 土師
カマド

ロ 186 

PL 23 甕 ロ縁～体上位

第72図ー14 土師
カマド

ロ 2 1.0 

PL23 甕 口縁～体中位

第72図― 15 土師
焚口

ロ 20.3

PL.23 甕 口緑～体
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技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①砂粒やや多 ②にふ‘ ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ヘラナテとナテ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②明赤 ロ縁横ナテ 体外面ヘラケスリ

褐 ③普通 内面ナテ

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

い褐 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナテ

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナテ

①細砂を含む ②赤褐 口縁横ナテ 底外面ヘラケスリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナテ｀

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②にぶ 脚ヘラケズリ後縦ヘラミガキ

い橙 ③普通 裾横ナデ

①砂粒やや多 ②にぶ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ナテ

①砂粒やや多 ②にふ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ナテ

①粗砂やや目立つ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

②橙 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナテ｀

い褐 ③普通 内面ヘラナデ

①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

③普通 内面ナテ

①砂粒やや多 ②にぶ 口緑横ナデ体外面斜ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ヘラナデとナデ

①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

③普通 内面ナデ



第 v 章 検出された遺構と遺物

第72図ー16 土師
焚ロ

ロ240 ①粗砂やや目立つ ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

PL 23 甕 ロ縁～体1/2 ②明赤褐 ③普通 内面ナデ

第72図ー17 土師
カマド 口緑と体下半欠

①砂粒やや多 ②にぶ 体外面斜ヘラケズリ

（壼） い橙 ③普通 内面ヘラナテ‘

50号住居跡

図 No. 土器種 出土
法最

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第73図ー 1 土師
カマド

口 (15 0) 高4 8 ①細砂を含む②橙 口縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

杯 約1/2 ③普通 内面ナテ‘‘

第73図ー 2 土師
カマド

ロ (20.3) ①砂粒を含む ②にふ~ ロ縁横ナデ 体外面縦ヘラケズリ

甕 ロ緑～体上位1/2 い黄橙 ③普通 内而ナテ‘

51号住居跡

図 N(l 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径： ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第75図ー 1 土師
覆土 ロ縁1/3

①細砂を含む②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL 24 杯 ③普通 内面ナデ

第75図ー 2 土師
カマド

ロ(15.5) ①細砂を含む ②明赤 ロ縁横ナデ杯底外面横ナデとナテ‘

PL 24 高杯 ロ唇と裾部欠 褐 ③普通 内面ヘラナデとナデ脚ナテ

第75図ー 3 土師
カマド

口 14. 0 高 13.8 ①砂粒を含む ②橙 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ ロ縁と体部外面に

PL24 甑 底6.4 完形 ③普通 内面ナデ 柘み上げ痕

第75図ー 4 土師 カマド ロ 18 0 ①砂粒やや多 ②にぷ 口縁横ナデ 体外面斜ヘラケズリ後へ ロ縁に積み上げ痕

PL 24 甕 左袖 口縁～体下位 い橙 ③普迪 ラナデ 内面ヘラナテとナデ 体外面に煤付着

第75図ー 5 土師
カマド

ロ203 ①細砂やや多 ②にぶ ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズ')

PL.24 襄 ロ縁～体下位 い橙 ③普通 内面ナデ

52号住居跡

図 No、 土器種 出土
法羅

技 法

写真図版N(l 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第77図一 l 土師
カマド ロ縁～体上位1/5

①砂粒やや多 ②にぶ ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ

甕 い褐 ③普通 内面ヘラケズリ後ナデ

第77図ー 2 （須恵）
カマド

ロ8 4 高41 ①白色鉱物若干目立つ ナデ後ヘラミガキ

PL.24 高台杯 高台一部欠 ②橙 ③酸化、軟質
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53号住居跡

図 No. 士器種 出土
法量

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第79図一 l 土師
カマド 1/4 

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 い橙 ③普通 内面ナデ

第79図一 2 土師
カマド

高4.4 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.24 杯 1/2 ③普通 内面ナデ

第79図ー 3 土師
カマド 杯底～脚上位

①細砂を含む ②橙 杯底横ヘラケズi) 脚縦ヘラケズリ

高杯 ③普通

第79図ー 4 土師
カマド

底3.8 ①砂粒やや多 ②黒褐 体外面斜ヘラケズリ

甕 体下半～底 ③普通 内面ナデ

54号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法
ロ径・器高·底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第81図一 l 土師
床面

□ 10 9 高3.8 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

PL.24 杯 ロ縁一部欠 ③普通 内面ナデ

第81図ー 2 土師
貯蔵穴

口 13 3 高16.9 ①砂粒やや多 ②にぶ ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ 体部に煤付着

PL.24 甕 底6.5 完形 い橙 ③普通 内面ナデ

第81図ー 3 土師
カマド

ロ22 3 高39.6 ①粗砂やや多 ②にふ ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ 体部に積み上げ痕

PL.24 甕 底40 完形 い褐 ③普通 内面上位ヘラナデ下位ナテ

第81図ー 4 土師 口 18.2 高15.2 ①砂粒やや多 ②にふ ロ縁横ナデ体外面縦、斜ヘラケズリ 径 5 mmの孔27ケ所

PL.24 甑 壁際 底58 い赤褐 ③普通 内面ナデ 孔は外面より内面へ穿つ

ロ縁体一部欠

55号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第83図一 l 士師
壁際

口 13.4 高4.4 ①細砂を含む ②明赤 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.24 杯 1/2 褐 ③普通 内面ナテ‘

第83図ー 2 土師
壁際

口 12.8 高4.6 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズ I J

PL.24 杯 口縁一部欠 ③普通 内面ナデ

第83図ー 3 土師
覆土

ロ21. 0 高15.1 ①白色、黒色砂粒か目 ロ縁横ナテ｀ 体外面横ヘラケズリ

PL.24 鉢 底7.0 体一部欠 立つ ②橙 ③普通 内面ナデ
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第83図ー 4 土師
カマド ロ 18.1

①砂粒を含む ②褐 ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

PL.25 甕 ③普通 内面ヘラナデ

第83図ー 5 土師
カマド

ロ 21. 2 高34.7 ①砂粒やや多 ②浅黄 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

PL25 甕 底4.6 底一部欠 橙 ③普通 内面ヘラナデとナデ

第83図ー6 土師
カマド

口 2 1. 5 高40.4 ①砂粒やや多 ②にぶ 口縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ 底木葉痕

PL.25 甕 底4.3 口縁1/2欠 い褐 ③普通 内面ヘラナデとナデ

第83図ー 7 土師
カマド

口222 ①砂粒多く含む ②暗 口縁横ナデ体部外面縦ヘラケズリ

PL25 甕 胴下半部欠 赤褐 ③普通 内面横ヘラナデとナデ

56号住居跡

図 No. 土器種 出土
法麓

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第84図一 1 土師
床面

ロ13 8 高4.8 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL25 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第84図ー 2 土師
壁際

口 (12.5) ①砂粒を含む ②橙 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL 25 杯 高3.2 1/3 ③普通 内面ナデ

第84図ー 3 土師
覆土 1/3 

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第84図ー 4 土師
覆土 1/3 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第84図ー 5 土師
覆土 1/5 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第84図ー 6 土師
床面

ロ 15.0 高4.8 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.25 杯 ロ縁一部欠 ③普通 内面ナデ

第84図ー 7 土師
床面

口 17. 2 高41 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.25 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第84図ー 8 土師
床面

ロ 16.4 高3.6 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL25 杯 2/3 ③普通 内面ナデ

第84図ー 9 須恵
床面

ロ (17.5) 高4.5 ①長石を含む ②灰 底右回転ヘラケズリ

PL25 杯 底7.2 2/3 ③還元、やや軟質 内面一方向ナデ

第84図ー10 須恵
覆土 肩部～体上半

①白色鉱物を含む 内外面とも回転利用のナデ 肩に自然釉

PL25 瓶 ②灰 ③還元、硬質 外面屈曲部に弱い沈線

57号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版N(l 器形 位置
ロ径·器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第86図一 l 須恵
床面

底6.8 ①細砂を含む ②灰 回転糸切り後付高台周辺部ナデ

高台椀 高台のみ残存 ③還元、硬質
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58号住居跡

図 No. 土器種 出土
法鼠

写真図版Na 器形 位置
ロ径・器商・底径

残存状態

第88図ー 1 土師
カマド 1/4 

杯

第88図ー 2 土師
覆土

口 (18.0)

甕 ロ縁～体上半1/4

第88図ー 3 （須恵）
カマド 口縁～体上半1/4

羽釜

第88図ー 4 士師
1/4 

甕

第89図ー 5 士師
カマド ロ縁～体上半1/4

甕

第89図ー 6 土師
カマド ロ縁小破片

甕

59号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径．器高・底径

残存状態

第90図一 l 土師
覆土

口 13.0 高45 

PL.25 杯 底72 完形

第90図ー 2 士師
壁際

口 14.0 高5.7

PL.25 杯 ロ縁2/3欠

第90図ー 3 土師
覆土

ロ(13.5)

PL.25 杯 高5.2 口縁1/2欠

第90図ー 4 土師
床面 1/4 

杯

第90図ー 5 土師
壁際

口 12.5 高38 

杯 完形

第90図ー 6 土師
床面

ロ 13.0 高3.8

PL.26 杯 完形

第91図ー 7 土師
壁際

口 1 1. 8 高4.8

PL.26 杯 1/4欠

第91図ー 8 土師
床面

口 (11 0) 

PL.26 杯 商4.9 1/2 

第91図ー 9 土師
床面

ロ 03.0)

杯 高 (5.5) 1/3 
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技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②明赤 ロ縁横ナデ体外面無調整

褐 ③普通 底ヘラケズリ 内面ナデ

①細砂を含む ②明赤 口縁横ナデ体外面ヘラケズリ

掲 ③普通 内面ナデ

①酸化鉄粒を含む ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ後ナデ

②明赤褐 ③普通 内面ナデ

①砂粒を含む ②明赤 口縁横ナデ体外面ヘラケズリ

褐 ③普通

①砂粒やや多 ②明赤 口縁横ナデ体外面ヘラケズリ

褐 ③普通 内面ナデ

①砂粒を含む ②褐 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①砂粒を含む ②明赤 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

褐 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②明赤 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ 底外面に籾圧痕

褐 ③普通 内面ナデ

①砂粒を含む ②明赤 口緑横ナデ底外面ヘラケズリ

掲 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②赤掲 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①酸化鉄粒を含む ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

②明赤掲 ③普通 内面ナデ

①砂粒を含む ロ縁横ナテ底外面ヘラケズリ

②褐～黒褐 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

い赤褐 ③普通 内面ナデ
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第91図ー10 土師
壁際

口 12.4 高4.3 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.26 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第91図ー11 土師
床面

高4.3 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.26 杯 1/2 ③普通 内面ナデ

第91図ー12 土師
床面 1/4 

①砂粒を含む ②掲 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第91図ー13 士師
覆土 1/4 

①細砂を含む ②揺 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第91図ー14 土師
カマド

口 12.2 高7.2 ①砂粒を含む ②明赤 ロ縁横ナデ杯底外面ヘラケズリ

PL.26 高杯 脚径8.2 褐 ③普通 脚ヘラケズリ 裾横ナデ

第91図ー15 土師
覆土

高95 ①砂粒を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ 胴部中位に円孔を

PL.26 胞 1/2 ③普通 内面ナデ 穿つ

第91図ー16 土師
カマド ロ縁～体上位1/4

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

甕 い橙 ③普通 内面ナデ

第91図ー17 土師
カマド 口縁～体上半1/4

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

甕 い橙 ③普通 内面ナデ

第92図ー18 土師
カマド

口 (22.4) ①砂粒やや多 ②浅黄 ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ

PL26 寝 ロ縁～体下半1/2 橙 ③普通 内面ナデ

第92図ー19 土師
カマド

ロ 18 0 高245 ①粗砂やや多 ②橙 ロ縁外面横ナデ、外面縦ヘラケズリ

PL 26 甕 口縁一部欠 ③普通 内面ヘラナデ

61号住居跡

図 N(l 土器種 出土
法蘊

技 法

写真図版No~ 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第93図ー 1 土師
覆土 ロ縁～体上位1/4

①砂粒やや多 ②橙 口縁横ナデ体外面ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナデ

第93図ー 2 土師
覆土

底4.2 ①砂粒やや多 ②橙 体下位ヘラケズリ 底ヘラケズリ

秦 底のみ残存 ③普通 内面ナデ

63号住居跡

図 Na 土器種 出土
法量

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版Na 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第95図ー 1 （土師）
覆土 高台1/2

①白色鉱物若干目立つ 付高台 内面黒色処理

高台椀 ②褐 ③酸化、軟質

第95図ー 2 須恵
覆土 高台1/3

①砂粒を含む ②灰 付裔台

高台椀 ③還元、硬質
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65号住居跡

図 N(l 土器種 出土
法最

写真図版NQ 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第98図一 l 須恵
覆土

つまみ径5.4

蓋 つまみ部のみ残存

第98図ー 2 土師
覆土 1/4 

杯

第98図ー 3 土師

杯
覆土 1/4 

第98図ー 4 土師
覆土 ロ縁～体上位1/4

甕

第98図ー 5 土師
覆土 1/4 

PL26 甕

66号住居跡

図 N(l 土器種 出士
法最

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第99図ー 1 土師

PL26 褻 覆土 口縁～体上位1/4

67号住居跡

図 N(l 土器種 出土
法量

写真図版Na 器形 位置
口径・器高・底径

残存状態

第100図ー 1 土師
殺土 ロ縁～体上半1/4

甕

第100図ー 2 土師
覆土 ロ縁～体上半1/4

PL.26 甕

68号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第102図ー 1 土師 カマド ロ(12.0)

PL27 杯 左袖 高4.5 口縁2/3欠
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技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②灰 ロクロ左回転

③還元、硬質

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②明褐 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

③普通 内面ヘラナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①耀石、カクセン石等 ロ縁横ナデ 内外面共回転利用のナデ

の黒色鉱物若干目立つ 後体下半ヘラケズリ

③にぶい褐 ③普通

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ヘラナデとナデ
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第102図ー 2 土師
カマド

口 12 0 高45 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 口縁一部欠 ③普通 内面ヘラナデとナデ

第102図ー 3 土師
カマド

口 11 8 高50 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL 27 杯 ロ縁一部欠 ③普通 内面ヘラナデとナデ

第102図ー 4 土師
壁際

口 (15.2) ①細砂を含む ②褐 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL27 杯 高 (5.3) 1/3欠 ③普通 内面ナデ

第102図ー 5 土師
床面

ロ 14.0 高5.2 ①細砂を含む ②褐 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.27 杯 口縁一部欠 ③普通 内面ナデ

第102図ー 6 土師
床面

口 13.2 高4.0 ①細砂を含む ②褐 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.27 杯 口縁一部欠 ③普通 内面ナデ

第102図一 7 土師
床面

口 12 8 高43 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.27 杯 完形 ③普通 内面ヘラナデとナデ

第102図ー 8 土師
床面

口 11.2 高4.5 ①細砂を含む ②明赤 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL 27 杯 完形 褐 ③普通 内面ヘラナデとナデ

第102図ー 9 土師 カマド ロ 17 4 高91 ①酸化鉄粒を含む ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.27 杯 左袖 口縁～体一部欠 ②にぶい橙 ③普通 内面ナデ

第103図ー 10 土師
覆土

ロ21 4 ①砂粒やや多 ②明褐 口縁横ナテ‘｀ 体外面縦ヘラケズリ

PL.27 甕 ロ縁～体上半 ③普通 内面ナデ

第103図ー11 土師
壁際

口 16.1 高17.8 ①砂粒を含む ②明褐 口縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

PL.27 甕 体一部欠 ③普通 内面ナデ

第103図ー12 土師
床面

ロ20 5 高14.4 ①砂粒やや多 ②明赤 口縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

PL.27 甑 底40 完形 褐 ③普通 内面横ナデ

73号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第106図ー 1 須恵
覆土

ロ 14.4 高 (55) ①粗砂若干含む ロクロ左回転 底回転糸切り

PL26 高台椀 高台欠 ②明褐 ③酸化、軟質

76号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎上②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第109図ー 1 土師 覆士
口縁～体上半

①粗砂やや多 ②赤褐 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ 口縁歪む

PL.26 甕 下層 ③普通 内面ナデ

第109図ー 2 土師 覆土
体下位～底

①砂粒を含む ②明褐 体下位縦ヘラケズリ

褒 下層 ③普通

第109図ー 3 須恵 覆土 口 (10.6) 1/2 ①砂粒を含む ②明褐 ロクロ右回転 糸切り

PL.26 皿 下層 高1 7 底7.4 ③酸化、軟質
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77号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

ロ径・器高・底径
写真図版Na 器形 位置

残存状態

第Ill図一 1 須恵
覆土 1/4 

高台椀

第lll図ー 2 須恵
覆土 杯底～高台

高台椀

第Ill図ー 3 土師
覆士 ロ縁～体上位1/4

甕

第 lll図ー 4 土師
覆土 体下半1/4

寮

78号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第113図一 l 土師
覆土

口 14.0 高3.8

PL.27 杯 ロ縁底一部欠

第113図一 2 士師
覆土 脚台1/6

台付甕

第113図ー 3 土師
カマド ロ縁～体上位1/4

甕

第113図ー 4 士師
覆土 ロ縁～体上位1/6

甕

79号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

口径・器高・底径
写真図版No. 器形 位置

残存状態

第115図ー 1 須恵
覆土 小破片

PL.27 蓋

第1]5図ー 2 須恵
覆土 つまみ部1/2

蓋

第 115図ー 3 須恵
床面

口(11. 6) 高24 

PL.27 皿 底5.0 1/2 

第115図ー 4 須恵
床面

ロ9 0 高2.5

PL.27 皿 底4.0 完形
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技 法
①胎土②色調③焼成 備 考

成形・整形の特徴

①砂粒を含む ②橙 底糸切り後付高台

③酸化、軟質

①細砂を含む ②橙 底糸切り後付高台

③酸化、軟質

①砂粒を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ヘラナデ

①砂粒を含む ②橙 体外面縦ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②赤褐 脚台縦ヘラケズリ 内面ナデ

③普通 裾横ナデ

①細砂を含む ②褐 口縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

技 法
①胎土②色調③焼成 備 考

成形・整形の特徴

①砂粒を含む ②灰

③還元、硬質

①砂粒を含む ②灰

③還元、硬質

①細砂を含む ②橙 右回転ロクロ整形底回転糸切り

③酸化、軟質

①細砂を含む ②橙 底回転糸切り

③酸化、軟質
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第115図ー 5 須恵
覆士

口15 6 高4.0 ①細砂を含む ②橙 右回転ロクロ整形

PL.27 杯 1/2 ③酸化、軟質

第115図一 6 士師
焚口

口220 ①細礫、粗砂若干含む ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ後ナ

PL27 甕 ロ縁～体上半1/2 ②褐 ③普通 デ内面ナデ

第115図ー 7 土師
床面

底 (1 1.O) ①細礫、粗砂若干含む 体外面縦ヘラケズリ 底ヘラケズリ

甕 体下位～底1/4 ②赤褐 ③普通 内面ナデ

80号住居跡

図 No. 士器種 出土
法量

技 法

写真図版Nu 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形·整形の特徴
備 考

残存状態

第ll6図一 l 土師
覆土 1/4 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第116図ー 2 土師
覆土 小破片

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第116図ー 3 須恵
覆土

高45 ①細砂を含む ②橙 底右回転糸切り

杯 1/4 ③酸化、軟質

第116図ー 4 須恵
覆土 口緑～体上位1/4

①細砂を含む ②灰 回転利用のナデ整形

甕 ③還元、硬質

82号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第118図ー 1 土師
覆土

ロ(132) ①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 高35 1/2 い橙 ③普通 内面ナデ

第118図ー 2 土師
覆土 小破片

①細砂を含む ②橙 口唇ツマミナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ後放射状ヘラミガキ

83号住居跡

図 Na 土器種 出土
法量

技 法

写真図版Nn 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第120図一 l 土師
壁際 1/3 

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.27 杯 ③普通 内面ナデ後放射状ヘラミガキ

第120図ー 2 土師
壁際 1/4 

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.27 杯 ③普通 内面ナデ
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84号住居跡

図 No. 土器種 出土
法最

写真図版Nu 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第122図ー 1 須恵
覆土

つまみ径53 

PL.28 蓋 1/4 

第122図ー 2 須恵
授土

つまみ径34 

蓋 1/4 

第122図ー 3 須恵
覆土 1/4 

蓋

第122図— 4 須恵
覆土 1/4 

PL28 高台杯

第l22図ー 5 土師
床面

高3.3

PL28 杯 1/3 

第122図ー 6 士師
床面

口 12.8 高35 

PL.28 杯 2/3 

第122図一 7 土師
床面

高3.2

杯 2/3 

第122図一 8 土師
床面 1/4 

杯

第122図ー 9 土師
覆土 小破片

杯

第122図ー10 土師
覆土 小破片

杯

第123図一11 土師
カマド

口 (25.0)

PL28 甕 ロ縁～体上半

第123図ー12 土師 カマド 口 (23.0)

PL.28 甕 左袖 ロ縁～体上半1/3

第123図ー13 土師
床面

底5.6

甕 体下位～底

第123図ー］ 4 土師 カマド ロ (26.0)

甕 右袖 口縁～体上位1/2

85号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第125図一 l （須恵）
覆土 ロ縁小破片

羽釜
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技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②灰

③還元、硬質

①細砂を含む ②灰

③還元、硬質

①白色鉱物を若干含む

②灰 ③還元、硬質

①細砂を含む ②灰 右回転ロクロ整形 底切り離しは糸切

③還元、硬質 りと思われる

①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナテ

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

③普通 内面ヘラナデ

①細砂やや多 ②明赤 ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

褐 ③普通 内面ナデ

①細砂やや多 ②内橙 体下位斜ヘラケズリ 底ヘラケズリ

外黒 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 口縁横ナテ 体外面斜ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②橙 紐積み上げ後、ロクロ整形

③普通



第 v 章 検出された遺構と遺物

第125図― 2 須恵
カマド 底小破片

①細砂を含む ②灰

（瓶） ③還元、硬質

第125図ー 3 須恵
カマド 1/4 

①砂粒やや多 ②にぶ ロクロ右回転

杯 い橙 ③酸化、軟質

86号住居跡

図 Nu 土器種 出土
法晟

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第127図一 l 頃恵
床面 口縁～底小破片

①酸化鉄粒若干含む ロクロ右回転

杯 ②橙 ③酸化、軟質

第127図ー 2 須恵 ピット 口 10.6 高4.0 ①細砂を含む ②にぶ ロクロ右回転 底右回転糸切り

PL28 杯 P1 底66 完形 い橙 ③酸化、軟質

第127図ー 3 須恵
覆土

口 (12.0) ①砂粒やや多 ②にぶ ロクロ右回転 底右回転糸切り後付高

PL.28 高台椀 高4.2 口縁1/2欠 い橙 ③酸化 台

第 127図— 4 須恵
覆土

口 (12 8) ①細砂を含む ②褐

杯 ロ縁1/4 ③酸化、軟質

第127図ー 5 須恵 ピソト 口 14 0 高65 ①細砂を含む ②橙 ロクロ右回転付高台 高台内全面ナ

PL.28 高台椀 p3 底8.4 口縁1/3欠 ③酸化、軟質 デ

第127図ー 6 須恵 ピソト ロ (16.0) ①細砂を含む ②にぶ ロクロ右回転付高台

高台椀 p6 1/2 高台欠 い橙 ③酸化、軟質

第127図ー 7 須恵
覆士 1/5 

①細砂を含む ②にぶ ロクロ右回転付高台 高台内全面ナ

PL28 高台椀 い橙 ③酸化、軟質 デ

第127図ー 8 土師
覆土 1/3 

①細砂を含む ②にぶ 回転糸切り後付高台周辺ナデ

高台椀 い橙 ③酸化、軟質

第127図一 9 灰釉
床面 1/3 

①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転 見込部に重ね焼痕

PL.28 段皿 ③普通

第127図ー10 土師
カマド 1/5 

①砂粒を含む ②橙 ロ縁横ナデ体外面上位横ヘラケズリ

PL.28 甕 ③普通 中位縦ヘラケズ I J 内面ナデ

第121図ー11 土師
床面 ロ縁～体小破片

①細砂やや多 ②明赤 ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ 体部外面積み上け

甕 掲 ③普通 内面ナデ 痕

第121図ー12 （土師）
床面 ロ縁～体小破片

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ体内外面回転利用ナデ

甕 ③普通

第127図ー13 （土師）
床面

口 (2 1. 0) ①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面上半ロクロ整形

甕 ロ縁～体上半1/2 い褐 ③普通 下半縦ヘラケズリ 内面ナデ

第127図一14 （須恵）
床面 ロ縁～体上半1/4

①砂粒を含む ②橙 ロクロ整形体中位縦ヘラケズリ

羽釜 ③普通

第127図ー15 （須恵）
床面 ロ縁小破片

①細砂を含む ②橙 ロクロ整形

羽釜 ③普通
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87号住居跡

図 NQ 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第128図一 l 土師
覆土 ロ縁小破片

PL.28 甕

88号住居跡

図 Nu 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第130図一 l 土師
覆土 1/3 

杯

第130図ー 2 須恵
覆土

ロ(11. 0)

PL.28 杯 高3.2 1/2 

第130図ー 3 須恵
覆土

ロ(10.6)

PL.28 杯 嵩5.6 1/2 

第130図ー 4 須恵
カマド

口 14.0 高6.8

PL.28 高台椀 底8.0 完形

第130図ー 5 灰釉
覆土

ロ(17.0) 商6.0

PL.28 高台椀 底8.4 1/2 

89号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

写真図版Na 器形 位置
口径・器高・底径

残存状態

第132図一 l 須恵
覆土 1/4 

PL.29 蓋

第132図ー 2 須恵
覆土

高3.5

高台杯 小破片

第132図ー 3 須恵
覆土

高4.5

杯 1/3 

第132図ー 4 土師
覆土

ロ(120) 

PL.29 杯 1/2 

第132図ー 5 土師
覆土

高2.9

杯 1/4 

第l32図ー 6 土師
覆土

高3.0

杯 1/4 
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技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ 外面に積み上げ痕

③普通

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②赤褐 底右回転糸切り

③酸化、軟質

①細砂を含む ②橙 底回転糸切り

③酸化、軟質

①細砂やや多 ②橙 ロクロ右回転付高台 高台内全面ナ

③酸化、軟質 デ

①細砂を含む ②灰白 ロクロ右回転 高台端は丸味をもつ

③普通 釉は口縁のみつけがけ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②灰 回転方向不明

③還元、硬質

①細砂を含む ②灰白 右回転ロクロ整形 底回転ヘラケズリ

③還元、硬質 付高台後周辺ナテ‘

①細砂を含む ②灰 底右回転糸切り

③還元、硬質

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ
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90号住居跡

図 No. 土器種 出土
法祗

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第134図一 l 須恵
覆土 ロ縁1/3

①細砂を含む ②橙 右回転ロクロ整形

PL.29 杯 ③酸化、軟質

第134図ー 2 須恵
覆土

高 (4 5) ①細砂を含む ②橙 右回転ロクロ整形底回転糸切り

PL.29 杯 1/4 ③酸化、軟質

第134図ー 3 土師
焚口 体下半1/4

①粗砂やや多 ②にぶ 体外面縦ヘラケズリ

甑 い橙 ③普通 内面ナデ

第134図— 4 土師
カマド ロ縁～体上半1/5

①粗砂やや多 ②にふ ロ縁横ナデ体外面ヘラケズリ

甕 い橙 ③普通 内面ヘラナデ

94号住居跡

図 No. 土器種 出土
法最

技 法

写真図版Nn 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第138図ー 1 須恵
覆土 ロ縁～体上半1/5

①砂粒やや多 ②明赤 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

羽釜 褐 ③普通 内面ナデ

103号住居跡

図 No. 土器種 出土
法羅

技 法

写真図版N(l 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎士②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第140図ー 1 （須恵）
カマド 1/4 

①細砂を含む ②橙 右回転ロクロ整形

杯 ③酸化、軟質

105号住居跡

図 N(l 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第143図ー 1 （須恵）
カマド 口縁～体上半1/4

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ体部外面縦ヘラケズリ

羽釜 ③普通 内面ナデ

第143図ー 2 （須恵）
カマド 口縁～体上半1/4

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ体部外面縦ヘラケズリ

PL.29 羽釜 ③普通 内面ナデ

第143図~3 土師
覆土 体下位～底

①粗砂やや多 ②明褐 体部外面縦ヘラケズリ 底面籾圧痕

哀 ③普通

第142図ー 4 土師
覆土 体下位～底

①粗砂やや多 ②明褐 体部外面縦ヘラケズリ 底面籾圧痕

甕 ③普通
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120号住居跡

図 No· 土器種 出土
法贔

写真図版N(l 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第146図一 l 土師
床面

ロ6.3 高39 

PL.29 杯 完形

第146図ー 2 土師
床面 口縁小破片

甕

第146図ー 3 土師
床面 ロ縁～体上半1/2

甕

第 146図ー 4 土師
床面 ロ縁～体上位

甕

129号住居跡

図 No. 土器種 出土
法最

写真図版N(l 器形 位覆
ロ径・器高・底径

残存状態

第148図一 l 須恵
壁際

口 12.0 高35 

PL 29 杯 底89 完形

第148図ー2 須恵
壁際

口12 0 高4.1

PL29 杯 底8.0 ロ一部欠

第園図ー 3 土師
覆土 口縁小破片

甕

第148図ー 4 土師
覆土 ロ縁～体上位1/2

痰

第148図ー 5 土師
壁際 ロ縁～体上半1/2

甕

130号住居跡

図 Nu 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第150図一 l 須恵
カマド

ロ 15. 2 高6.9

PL.29 高台椀 底62 ロ一部欠

第150図ー 2 須恵
カマド

高40 

PL.29 杯 1/4 

第150図ー 3 土師 カマド ロ 19.2

PL.29 甕 左袖 ロ縁～体上位
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技 法
①胎士②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①砂粒やや多 ②褐 ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

③普通 内面ナテ

①砂粒を含む ②明褐 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

③普通 内面ヘラナテ~

①砂粒を含む ②橙 ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

③普通 内面ヘラナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転 底糸切り後手持ちヘラ

③還元、硬質 ケズリ

①白色鉱物目立つ ロクロ右回転 底切り離し不明

②灰 ③還元、硬質

①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

い褐 ③普通 内面ヘラナデ

①細砂を含む ②明赤 ロ縁横ナデ体外面上位横、下半縦ヘ

褐 ③普通 ラケズリ 内面ナテ¢

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①白色砂粒目立つ 右回転ロクロ整形 回転糸切り後付高

②灰 ③還元、硬質 台

①細砂を含む ②にぷ 回転糸切り

い褐 ③酸化、軟質

①酸化鉄粒目立つ ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

②橙 ③普通 内面ヘラナデ



第 v 章 検出された遺構と遺物

131号住居跡

図 No. 土器種 出土
法械

技 法

廿真図版No. 器形 位置
口径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第152図一 1 須恵
覆士

高4 7 底63 ①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転 底回転糸切り

PL.29 高台椀 ロ縁1/2欠 ③遠元、硬質

第152図ー 2 須恵
覆土

高20 ①粗砂やや多 ②灰 ロクロ右回転 底回転糸切り

PL.29 皿 1/3 ③還元、硬質

第152図ー 3 須恵
覆土

高42 ①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転 底切り離し不明

杯 小破片 ③還元、硬質

第152図— 4 土師
覆土 口縁～体上位1/4

①酸化鉄粒目立つ ロ縁横ナテ 体外面横ヘラケズリ

甕 ②橙 ③普通 内面ナデ

第152図ー 5 土師
覆土 ロ縁小破片

①細砂を含む ②褐 ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

喪 ③普通 内面ナデ

132号住居跡

図 No. 土器種 出土
法最

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第153図ー 1 須恵
覆土

高4 2 底64 ①酸化鉄粒目立つ ロクロ右回転 底回転糸切り

杯 ロ縁3/4欠 ②明褐 ③酸化、軟質

第153図ー 2 土師
裂土

高3.5 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ｀ 底外面ヘラケズリ

杯 1/4 ③普通 内面ナデ

第153図ー 3 須恵
覆土

ロ 13.6 高3.3 ①細砂を含む ②灰 右回転ロクロ整形 底回転ヘラケズリ 底部外面に墨書

杯 底7.6 ロ一部欠 ③還元、硬質

第153図ー 4 土師
裂土

高3.4 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ゜ 底面ヘラケズリ 底部内面に墨書

杯 1/2 ③普通 内面ナデ

第153図ー 5 土師
覆土

口 (12. 7) 高30 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底面ヘラケズリ

PL.29 杯 1/3欠 ③普通 内面ナデ

第153図ー 6 土師
覆土

ロ12 4 高34 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.29 杯 完形 ③普通 内面ナデ

第153図ー 7 土師
覆土

ロ 12. 7 高32 ①細砂やや多 ②にぶ ロ縁横ナテ~ 底外面ヘラケズリ

PL29 杯 口縁一部欠 い橙 ③普通 内面ナデ

第153図ー 8 土師
覆土

口 12.4 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ体上半横、下半斜ヘラケ 体部下半煤付着

台付甕 体一部、台欠 ③普通 ズリ 内面ナデ
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第 v 章 検出された遺構と遺物

140号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法

写真図版No. 器形 位匹
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第155図一 l 土師
覆士 ロ縁～体上位］／5

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナテ‘

141号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第156図ー 1 士師
覆土 小破片

①細砂を含む ②橙 口縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナテ‘

第 156図ー 2 土師
覆土 小破片

①細砂を含む ②褐 ロ縁横ナデ底外面ヘラケスリ

杯 ③普通 内面ナテ‘•

第 156図一 3 土師
覆土 ロ縁～体上位1/5

①砂粒やや多 ②赤褐 ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナデ

142号住居跡

図 No 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第158図一 l 須恵
覆土

径11.0 高1 1 ①砂粒を含む ②灰 ロクロ左回転整形

PL.30 蓋 つまみ欠 ③還元・硬質

第158図一 2 土師
覆上

高28.5 底5.0 ①砂粒やや多 ②にぶ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ 体内面に梢み上げ

PL.30 喪 ロ縁2/3欠 い橙 ③普通 内面ナデ 痕

144号住居跡

図 No. 土器種 出土
法籠

技 法

写真図版No. 器形 位置
口径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第161図一 l 土師
覆土 1/4 

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.30 杯 い橙 ③普通 内面ナデ

第161図ー 2 土師
覆土 1/2強

①砂粒やや多 ②明赤 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.30 杯 褐 ③普通 内面ナデ

第16]図ー 3 土師
カマド 1/3 

①砂粒を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.30 杯 ③普通 内面ナデ
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第162図ー 4 土師
カマド 1/4 

①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第162図ー 5 土師
カマド 1/ 4 

①細砂やや多 ②橙 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第162図ー 6 士師
覆土

ロ (232) ①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面上半横、下半縦ヘ 口縁に積み上げ痕

PL.30 甕 口縁～体上位 ③普通 ラケズリ 内面ナテ

145号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版Nu 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第164図一 l 士師
覆土

口 19 0 高62 ①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL30 杯 口縁1/3欠 ③普通 内面ナデ

第164図ー 2 土師
覆土 1/4 

①細砂やや多 ②にぶ ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 い褐 ③普通 内面ナテ゜

第164図ー 3 土師
覆土 体下半～底1/3

①細砂やや多 ②橙 体下半縦で底付近横ヘラケズリ

襄 ③普通 内面ナデ

149号住居跡

図 No. 土器種 出土
法屈

技 法

写真図版N(l 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎士②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第165図ー 1 須恵 カマド
口 160 

①細砂を含む ②にぶ ロクロ右回転整形 底回転糸切リ後周

（高台椀） 左袖 い橙 ③酸化、軟質 辺ナデ

第l65図ー 2 須恵 ピット ①細砂を含む②橙 底回転糸切り

杯 p4 
底1/2

③酸化、軟質

150号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第167図一 l 土師
覆土

高4.9 ①砂粒を含む②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 1/4 ③普通 内面ナデ

第167図ー 2 土師
覆土 ロ縁小破片

①細砂やや多②橙 口縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナデ

249 



第 v 章 検出された遺構と遺物

154号住居跡

図 No. 土器種 出土
法星

写真図版No. 器形 位凶
ロ径・器高・底径

残存状態

第172図一 l 須恵

蓋
覆土 小破片

第172図ー 2 土師
獲土 小破片

杯

155号住居跡

図 No. 上器種 出上
法 贔

写真図版No. 器形 位置
口径・器高・底径

残存状態

第173図ー 1 項恵
壁際

ロ 21 4 高4.3

PL.30 回占上口般皿 底7.3 11 一部欠

第 173図ー 2 土師
覆土

高37 

PL30 杯 1/3 

156号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第175図一 l 須恵
床面

高36 

杯 1/4 

第 175図ー 2 須恵
壁際

ロ 14 1 高4 6 

高台杯 口縁1/2欠

第 115図ー 3 須恵
床血 ロ縁1/3

杯

第 115図— 4 土師
床面

高 (4 2) 

PL30 杯 1/4 

第 175図ー 5 土師
床面

口 12.8 高35 

PL30 杯 ロ縁一部欠

第175図一 6 須恵
床向

底12.2 
罪ギ 体下半～底

第175図ー 7 土師
床面

底94 
空ギ 体下半～底

第175図一 8 土師
床面 口縁～体小破片

甕
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技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む②灰 右回転ロクロ整形

③遥元、硬質

①細砂を含む②橙 II 緑横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナテ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①砂粒やや多②灰 ロクロ右回転 回転ヘラケズリ後付高

③還元、硬質 台

①細砂を含む②橙 n縁横ナデ底外而ヘラケズリ

③普通 内面ナテ‘‘

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①白色砂粒 H 立つ 左回転ロクロ整形 底回転糸切＇）後周

②灰 ③還冗、硬質 辺回転ヘラケズリ

①砂粒やや多②灰 回転ヘラケズリ後付高台

③還元、硬質

①白色砂粒目立つ 右回転ロクロ整形

②灰 ③遠元、硬質

①細砂を含む②橙 11 縁横ナテ 底外面ヘラケスリ

③普通 内面ナテ

①細砂を含む②橙 ロ緑横ナテ 底外而ヘラケズリ

③普通 内面ナテ‘

①細砂を含む②灰 ロクロ右同転整形 付高台 自然釉かかる

③還元、硬質

①酸化鉄粒目立つ 体外面ヘラケズリ後ナテ 底ヘラケズ

②明赤褐 ③瞥通 リ 内面ナテ

①細砂を含む②橙 17 縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

③普通 内而ナテ
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160号住居跡

図 No. 土器種 出土
法楢

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第118図一 l 土師
覆土 体下半～底1/4 

①粗砂やや多 ②明赤 体外面横ヘラケズリ 底ヘラケズリ

甕 褐 ③普通 内面ナテ‘

162号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形 ・整形の特徴

第179図ー］ 土師
霞土 1/2 

①細砂を含む②橙 ロ縁横ナデ体下半ヘラケズリ 体部外面に墨書

PL30 杯 ③晋通 底無調整 内面ナテ‘

第179図ー 2 土師
覆土 小破片

①細砂を含む②橙 口縁横ナテ 底周辺ヘラケズリ 「l縁内面に煤付着

杯 ③普通 内面ナテ‘

第179図ー 3 頃恵
覆土 体下半1/4 

①白色砂粒目立つ 右回転ロクロ整形

（壺） ②灰 ③還元、硬質

163号住居跡

図 No. 土器種 出土
法齢

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第181図ー 1 頃恵 高5 9 底72 ①細砂を含む②灰 右回転ロクロ整形 底回転糸切り後付

PL.30 高台椀
床面

ロ縁1/2欠 ③遥元、硬質 高台周辺部ナデ

第181図ー 2 土師
床面

ロ13 0 高3.3 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

PL.30 杯 ロ縁一部欠 ②普通 内面ナテ‘‘

第18]図ー 3 土師
裂土 小破片

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

164号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第183図ー 1 須恵
床面

高4 0 底6.0 ①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転 底回転糸切り

PL.30 杯 1/2 ③遠元、硬質

第183図一 2 土師 貯蔵穴 口 13.6 高2.8 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.30 杯 壁際 口縁一部欠 ③普通 内面ナデ
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第183図ー 3 土師
壁際

高34 ①細砂を含む ②にふ 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL30 杯 1/2 い橙 ③普通 内面ナテ

第183図ー 4 土師
裂土 1/2 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第183図ー 5 土師
床面 1/3 

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

杯 い橙 ③普通 内面ナテ‘

第 183図ー 6 土師
壁際

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 体外面横ヘラケズリ ロ縁梢み上け痕

甕 ロ縁～体上位1/5 ③普通 内面ナテ‘`

165号住居跡

図 No. 士器種 出土
法量

技 法

写真図版No 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考J— 

残存状態

第185図ー 1 須恵
覆士

口 14 2 高59 ①白色大粒砂粒 H 立つ ロクロ右回転 底回転糸切り

PL30 高台椀 底66 2/3 ②灰 ③還元、硬傾 付高台周辺部ナテ｀

第185図一 2 須恵
覆土

口 13 2 高39 ①大粒黒色砂粒目立つ ロクロ右回転 底回転糸切') 内面に重ね焼き痕

PL.30 杯 底6.8 [I 緑1/3欠 ②灰 ③遠元、硬質

第185図ー 3 土師
焚口 1/4 

①砂粒やや多 ②赤褐 ロ縁横ナテ 体外面横ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナデ

第185図ー 4 土師
焚口 1/4 

①砂粒やや多 ②赤褐 [1縁横ナテ 体外面横ヘラケズリ 第185図ー 3 と同一

甕 ③普通 内面ナテ の可能性

166号住居跡

図 No 土器種 出土
法罷

技 法

写真図版No. 器形 位沼
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第187図一 l 土師
覆土 1/4 

①砂粒やや多②橙 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第187図ー 2 土師
覆土 1/3 

①細砂を含む②褐 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL 30 杯 ③普通

第187図ー 3 土師
床面 1/4 

①細砂を含む②橙 ロ縁横ナデ 底外面無調整

杯 ③普通

第187図ー 4 土師
床面 小破片

①砂粒やや多②橙 口縁横ナデ体外面横ヘラケスリ 頸部に指頭痕

嬰 ③普通 内面ナテ

第187図ー 5 須恵
壁際

底88 ①白色砂粒目立つ 底回転糸切り後付高台周辺ナデ

高台杯 下半～高台 ②灰 ③還元、硬質

第181図ー 6 須恵
覆土 小破片

①細砂を含む②灰 ロクロ左回転

盈 ③還元、硬質
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167号住居跡

図 No. 土器種 出土
法 餓

技 法

写真図版No. 器形 位置
口径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第189図一 l 土師
覆上

高 (3.3) ①砂粒を含む ②にぶ 口縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

杯 1/ 4 い掲 ③普通 内而ナテ｀

第 189図ー 2 士師
覆土 1/5 

①砂粒を含む ②橙 ロ縁柚ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナテゞ

第 189図一 3 土師
床面

高36 ①細砂を含む ②褐 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 1/5 ③普通 内血ナテゞ

第189図— 4 土師
床面

高45 ①細砂を含む ②にふ n縁横ナテ 底外面ヘラケスリ

杯 約1/3 い褐 ③普迪 内而ナデ

第189図ー 5 土師
床面 1/4 

①砂粒を含む ②橙 ロ縁柚ナテ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナテ

第189図一 6 土師
没土

ロ (12 0) 高3 6 ①砂粒を含む ②にふ 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 約1/3 い褐 ③普通 内而ナテゞ

第 189図ー 7 土師
投七 1/4 

①酸化鉄粒 H 立つ ロ縁横ナテ 体外面斜ヘラケズリ

4ヽ形甕 ②橙 ③粋通 内而ナテ‘`

第189図ー 8 土師
壁際

①砂粒を含む ②橙 口縁横ナテ 体外面斜ヘラケスリ

甕 口縁～体上半1/4 ②普通 内面ヘラナデとナテ‘‘

168号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量：

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎士②色調③焼成

成形・ 整形の特徴
備 考

残存状態

第190図一 l 土師
覆土 小破片

①細砂を含む②橙 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナテ‘

第190図ー 2 土師
覆土

高3.0 ①細砂を含む②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 小破片 ③普通 内面ナテ‘

169号住居跡

図 No. 士器種 出土
法晟

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器裔・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第191図一 l 土師
床面

ロ 18.0 高306 ①砂粒やや多 ②にふ ロ縁横ナテ 体外面縦ヘラケズリ 体積み上げ痕

PL.31 甕 底60 ロ一部欠 い黄橙 ③普通 下位横ヘラケズリ 内面ナデ 底木葉痕

第191図一 2 土師
床面 口縁～体上位1/2

①酸化鉄粒目立つ 口縁横ナデ 体外面縦ヘラケズリ

悲 ②にふい橙 ③普通 内面ナデ
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第191図ー 3 土師
床面 口縁～体上半1/4 

①粗砂やや多②橙 口縁横ナテ 体外面縦ヘラケズリ

PL.31 甕 ③普通 内面ナデ

第 191 図— 4 土師
床而

ロ 21 4 高224 ①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナテ 体外面縦ヘラケスリ 体部積み上げ痕

PL 31 甑 底9.5 ロ一部欠 い橙 ③普通 内面ナデ後縦ヘラミガキ

第191図ー 5 手捏ね
覆土

高4.9 底50 ①酸化鉄粒目立つ

土器 上半1/2欠 ②橙 ③普通

171号住居跡

図 No. 土器種 出土
法最

技 法

写真図版No. 器形 位置
口径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第194図ー 1 須恵
床面

高43 ①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転 底回転ヘラケズリ後付

PL31 高台杯 約1/3 ③還元、硬質 高台周辺部ナテ

第194図ー 2 須恵
床面

高4 4 版11 2 ①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転 底回転ヘラケズリ後付

PL.31 高台杯 口縁1/2 欠 ③還元、硬質 高台周辺部ナデ

第194図ー 3 土師
床面

ロ 12. 4 高34 ①細砂を含む ②にふ ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL.31 杯 口縁一部欠 い橙 ③普通 内面ナテ‘

174号住居跡

図 No. 土器種 出土
法屈

技 法

写真図版No. 器形 位置
口径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第191図一 l 須忠
覆土 1/3 

①細砂を含む ②灰 底回転ヘラケズリ後付高台

PL31 高台杯 ③還元、硬質

第197図ー 2 土師
焚ロ

高3.7 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

杯 1/3 ③普通 内面ナテ｀

第 197図ー 3 士師
覆土 小破片

①細砂を含む ②橙 底外面ヘラケズリ 底部内面に煤付着

杯 ③普通

第197図ー 4 土師
床面 ロ縁～体上位1/5

①砂粒やや多 ②橙 口縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナテ‘

175号住居跡

図 No. 土器種 出土
法星

技 法

写真図版N(l 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第199図― 1 土師
焚ロ

口 12.8 高41 ①細砂を含む②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.31 杯 ロ縁一部欠 ③普通 内面ナデ

254 



第 v 章検出された遺構と遺物

第199図ー 2 土師
床面 1/4 

①細砂を含む②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケスリ

杯 ③普通 内面ナテ‘

第 199図ー 3 土師
床面 口縁1/4破片

①砂粒やや多 ②褐 口縁横ナテ 体外面横ヘラケスリ ロ縁梢み上け痕

珈武 ③普迪 内面ナテ‘

176号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法

写真図版No 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第2OO図一 l 土師
覆士

口 15 2 高31 ①細砂を含む ②にふ ロ縁横ナテ~ 底外面ヘラケズリ

杯 約1/2 い橙 ③普通 内面ナテ'

第200図ー 2 土師
毅士

ロ 12 8 高36 ①細砂を含む②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

PL 31 杯 1/2 ③普通 内面ナテ‘‘

第200図ー 3 土師
授土 口緑～体上位1/2

①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナテ 体外面横ヘラケズリ

珈式 ③普通 内面ナテ

第200図ー 4 土師
裂土 ロ縁～体上半1/2

①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ 体外面上位横、中位斜ヘ

甕 ③普通 ラケズリ 内面ヘラナテ

第21lO図ー 5 土師
覆土 ロ縁～底1/2

①細砂やや多②橙 体中位斜、下位横ヘラケズリ 体部内面積み上げ

甕 ③普通 内而ヘラナデ 痕

178号住居跡

図 No. 土器種 出士
法贔

技 法
口径・器閻・底径 ①胎土②色調③焼成 備 名

写真図版＼0. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第202図ー 1 須恵
覆上

高4 3 ①細砂を含む ②にぶ ロクロ左回転整形 底回転糸切り

杯 約1/3 い橙 ③酸化、軟質

第202図ー 2 （土師）
裂土

ロ 10.4 高38 ①細砂を含む ②にふ ロクロ右回転整形 付高台周辺ナデ 内面黒色処理

裔台椀 底60 完形 い橙 ③酸化、軟質

第202図ー 3 須恵
覆土

口 15.0 高83 ①細砂を含む ②にふ ロクロ右回転整形 付高台後全体ナテ

PL.31 高台椀 底8.4 ロ一部欠 い褐 ③酸化、軟質

第202図ー 4 土師
覆土

高3.1 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底ヘラケズリ

杯 1/3 ③普通 内面ナテ

第202図ー 5 須忠
カマド

高1 5 底60 ①砂粒を含む ②掲 回転糸切り

皿 約1/4 ③酸化、軟質

第202図ー 6 須恵
焚ロ

ロ8 2 高1 7 ①砂粒やや多 ②橙 ロクロ左回転整形 底回転糸切リ

PL 31 皿 底54 完形 ③酸化、軟質

第202図― 7 土師
覆土

ロ 13 0 高138 ①砂粒やや多 ②明赤 口縁横ナデ 体外面上半横、下半斜ヘ

PL.31 珈武 底52 完形 掲 ③普通 ラケズリ 内面ナデ
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179号住居跡

図 No. 土器種 出土
法盆

写真図版Nu 器形 位置
ロ径·器高・底径

残存状態

第204図ー 1 須恵
覆土 体1/3

官ギ

181号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第205図一 l 須恵
覆土

ロ 12 4 高4 0 

PL31 杯 底6.5 ロ一部欠

第205図ー 2 須恵、
覆土

口 13.2 高41 

PL 31 杯 底65 ロ一部欠

第205図ー 3 土師
覆土 n縁～体上位1/3

喪

182号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第206図一 l 土師
覆土

ロ16 0 高3.4

PL.31 杯 口縁1/2 欠

第206図ー 2 土師
床面 ロ縁1/4

杯

183号住居跡

図 No. 土器種 出土
法祉

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第207図ー 1 須恵
床面

口 16.7 高25 

PL.31 蓋 2/3 

第207図ー 2 土師
床面 1/4 

杯

第207図ー 3 土師
覆土 口縁～体上位1/4

甕

第207図ー 4 土師
ロ縁～体上位1/3

PL 31 甕 覆土
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技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②灰 紐栢み上け後 囮転利用のナデ整形

③普通

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①粗砂を含む ②灰掲 ロクロ右回転？ 底回転糸切り

③還元、硬質

①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り 内面に煤付着

②灰 ③還元、硬質

①細砂を含む②褐 口縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①砂粒を含む②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ体外面無調整

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・ 整形の特徴
備 考

①白色砂粒目立つ ロクロ左回転？ 断面三角形の小規模

②灰 ③還元、硬質 なかえりかつく

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①砂粒を含む ②明赤 ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

褐 ③普通 内面ナテ

①砂粒を含む ②橙 ロ縁 2 段の横ナデ体外面横ヘラケズ

③普通 リ 内面ナデ
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184号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法
口径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第209図一 l 須恵 ピット
小破片

①細砂を含む ②灰 天井部は低く比較的平担

蓋 p2 ③遠元、硬質 口唇は丸味をもつ

第207図ー 2 土師
カマド 口縁～体上半1/3

①細砂やや多 ②橙 口縁横ナデ体外面斜ヘラケスリ

甕 ③普通 内面ナデ

185号住居跡

図 No. 土器種 出土
法最

技 法

写真図版N11 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第212図ー 1 須恵
覆土

高4.5 ①砂粒を含む ②灰 右回転ロクロ整形

蓋 1/6 ③遠元、硬質

第212図ー 2 頃恵
床面

ロ 13.7 高39 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転 底回転糸切り後周辺へ

PL 32 杯 底92 完形 ②灰 ③還元、硬質 ラケズリ

第212図ー 3 頃恵
覆土

口 11 0 高3.1 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転 底回転糸切り無調整

PL.32 杯 底68 口縁1/3欠 ②灰 ③遠元、硬質

第212図ー 4 須恵
覆土

口 12.3 高36 ①砂粒を含む ②灰 ロクロ右回転 底回転糸切り後周辺へ

PL32 杯 底8.2 ロ一部欠 ③還元、硬質 ラケズリ

第212図ー 5 須恵
カマド

ロ 14 2 高44 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転 底回転ヘラケズリ後付

PL 32 高台杯 底 16.2 ロ一部欠 ②灰 ③還元、硬質 古回 4 ロ

第212図ー 6 須恵
床面 1/3 

①白色砂粒目立つ ロクロ左回転 底糸切り後周辺ヘラケ

PL32 杯 ②灰 ③遠元、硬質 ズリ

第212図ー 7 須恵
床面

ロ8.0 高1. 9 ①砂粒を含む ②明赤 ロクロ右回転 底回転糸切り

PL 32 皿 底5.0 1/2 褐 ③酸化、軟質

第212図ー 8 土師
覆土

ロ 12 2 高30 ①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL.32 杯 口緑一部欠 い橙 ③普通 内面ナデ

第212図ー 9 土師
床面 1/4 

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 い橙 ③普通 内面ナデ

第212図ー10 土師
覆土 1/2弱

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL32 杯 ③普通 内面ナデ

第213図ー11 土師
覆土

高3.2 ①砂粒を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL32 杯 1/2 ③普通 内面ナデ

第213図ー12 土師
カマド 1/3 

①砂粒を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL32 杯 い橙 ③滑通 内面ナデ

第213図ー13 土師
覆土

口 12.4 高3.3 ①砂粒を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL.32 杯 完形 ③普通 内面ナデ
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第21]図― 14 土師
投士

口 12 6 高35 ①細砂やや多 ②にふ ロ縁椛ナテ 底外面ヘラケスリ

PL32 杯 ロ縁 1/2 欠 い赤褐 ③普通 内面ナデ体外面無調整

第213図ー15 土師
投土 1/4 

①細砂を含む ②橙 口縁椛ナテ 底外面ヘラケスリ

杯 ③普通 内面ナテ 体外面無調整

第2l3図― l6 土師
カマド

「111 8 高31 ①細砂を含む ②橙 II 縁横ナテ 底外面ヘラケスリ

PL32 杯 底一部欠 ③普通 内面ナデ体下半無調整

第213図一 17 土師
壁際

口 12 6 高2 9 ①細砂を含む ②にふ ロ縁椛ナテ 底外面ヘラケズリ

PL 32 杯 口縁一部欠 い褐 ③普通 内面ナテ‘

第213図ー18 土師
床面 1/4 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナテ後放射状ヘラミガキ

第213図一19 土師
裂土 ロ縁1/4

①細砂を含む ②杓 l_1 縁横ナテ

PL.32 杯 ③普通 内面ナテ後放射状ヘラミガキ

第113図一20 土師
覆土

口 14 0 高49 ①細砂を含む ②浅黄 ロ緑椛ナテ 底外面ヘラケズリ 底部内面刻書

PL32 杯 ロ縁一部欠 橙 ③普通 内而ナデ 「国」か？

第213図ー21 土師
覆土 底のみ残存

①細砂を含む ②にぶ 底外面ヘラケズリ 内曲ナデ 底外面忠書

杯 い橙 ③普通 「井」

第213図ー22 須恵
覆土 底のみ残存

①砂粒を含む ②褐灰 付高台後全体にナテ 底部内血刻書

高台椀 ③遠元、硬質

第214図ー23 土師
床血 ロ縁～体上半1/2

①細砂を含む ②明赤 I l 縁横ナテ 体外面上位横、中位斜ヘ

甕 褐 ③普通 ラケズリ 内面ナテ

第214図ー24 土師 ①砂粒やや多 ②明赤 II 縁横ナテ 体外面上位横、中位斜ヘ

PL 32 甕
床面 ロ縁～体上半1/4

褐 ③普通 ラケズリ 内面ナテ‘

第214図ー25 土師
床面 縁-体上半 / '①砂粒やや多 ②赤褐 ロ縁横ナテ 体外面上位横、中位斜ヘ 口縁柏み上げ痕

PL.32 甕 ロ 1 3 ③普通 ラケズリ 内面ナデ

第214図ー26 土師
壁際

口18 2 高321 ①砂粒を含む ②明赤 ロ縁横ナテ 体外面上半横、下半斜ヘ 体部精み上け痕

PL32 甕 底70 完形 褐 ③普通 ラケズリ 底ヘラケスリ 内面ナテ‘‘

第214図ー27 須恵
覆土 口縁～体下位

①白色砂粒目立つ 体部内外面に叩き

PL32 横瓶 ②灰 ③遥元、硬質 目

186号住居跡

図 No. 土器種 出土
法覇

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第215図ー 1 須恵
投土

底6.8 ①白色粗砂 H 立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り後付

高台椀 1/3 （口縁欠） ②灰 ③還冗、硬質 高台周辺ナテ‘‘

第215図ー 2 須恵
覆土

底7.7 ①黒色砂粒日立つ ロクロ右回転 底回転糸切り後付高台

高台椀 ロ縁欠 ②灰、③遠疋、硬質 周辺ナテ
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187号住居跡

図 No. 土器種 出土
法厳

技 法

写真図版No. 器形 位沼
口径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第216図一 l 須恵
壁際

高3.6 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転 底回転ヘラケズリ

杯 1/4 ②灰 ③遠元、硬質

第216図ー 2 須恵
殺土

ロ8.5 高1.7 ①細砂を含む ②にぶ ロクロ左回転 底回転糸切り

PL33 皿 ロ縁一部欠 い橙 ③酸化、軟質

188号住居跡

図 No. 土器種 出土
法鼠

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第218図ー 1 須恵
床面

口17 2 高4.5 ①細砂を含む ②灰 回転方向不明 かえリは断面三角形状

PL33 蓋 1/2弱 ③遠元、硬質

第218図ー 2 土師
壁際 小破片

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 体外面無調整

第218図ー 3 土師 ピソト
小破片

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 p2 い橙 ③普通 内面ナデ体下位無調整

第218図ー 4 土師
壁際

ロ 12 6 高35 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ 底部焼成後穿孔

PL33 杯 口縁一部欠 ③普通 内面ナデ

第218図ー 5 土師
床面

高 (2.5) ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ ロ縁に煤付着

杯 ロ縁小破片 ③普通

第218図ー 6 土師
床面 口縁小破片

①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体上位横ヘラケズリ

甕 ③普通

189号住居跡

図 No. 土器種 出土
法磁

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第219図ー 1 土師
覆士 ロ縁小破片

①細砂やや多 ②橙 口縁横ナデ体上位横ヘラケズリ

甕 ③普通

190号住居跡

図 No. 土器種 出土
法絨

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No、 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第221図ー 1 土師
覆土 1/4 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ
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193A号住居跡

図 No. 土器種 出土
法揖

写真図版N(l 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第224図一 l 須恵
カマド

高 (62) 

杯 1/4 

第224図ー 2 須恵 カマド ロ9 0 高 I 5 

皿 右袖 1/2強

第224図ー 3 土師
カマド ロ縁～体上半1/4 

甕

第224図ー 4 土師
カマド ロ縁～体上半1/4 

甕

194号住居跡

図 No. 土器種 出土
法 籠

ロ径・器高・底径
写真図版No. 器形 位置

残存状態

第226図一 l 須恵 ピソト 底72 

高台椀 pl 高台のみ残存

第226図ー 2 土師
床面 ロ縁～体上位1/4

甕

第226図ー 3 土師
覆土 ロ縁～体上位小片

甕

195 • 196号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第228図一 l 須恵
覆土

高35 

高台杯 小破片

第228図ー 2 土師
カマド

口 13 0 高3.2

PL33 杯 2/3 

第'l28図ー 3 土師
床面

高2.9

杯 1/4 

第228図ー 4 土師
覆土 2/3 

甕

第228図ー 5 土師 カマド ロ (22.0)

甕 左袖 口縁～体下位
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技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②にぶ 右回転ロクロ整形

い橙 ③酸化、軟質 高台かつくか？

①細砂を含む ②灰褐 右回転ロクロ整形底回転糸切り

③還元、硬質

①砂粒やや多 ②にぶ 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズ'}

い赤褐 ③普通 内面ナデ

①砂粒やや多 ②暗赤 ロ縁横ナテ 体外面縦ヘラケズリ

褐 ③普通 内面ナテ

技 法
①胎土②色調③焼成 備 考

成形・整形の特徴

①細砂を含む ②にぶ 底右回転糸切り後付商台周辺ナデ

い黄橙③酸化軟質

①砂粒を含む ②にぶ 口縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

い黄褐 ③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②にぷ ロ縁横ナテ 体外面横ヘラケズリ

い黄橙 ③普通

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①砂粒やや多 ②灰 回転ヘラケズリ後付高台 高台端は外

③普通 側に平担面をもつ

①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①砂粒やや多 ②にぶ 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

い赤褐 ③普通 内面ナテ

①細砂やや多 ②褐 口縁横ナデ 底外面斜ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面上位横、中位以下

③普通 縦ヘラケズリ 内面ナデ
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第228図ー 6 土師
覆土 ロ縁～体上位1/2

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

甕 い橙 ③普通 内面ナデ

第228図ー 7 土師
床面 体下半のみ残存

①細砂を含む ②橙 体外面縦ヘラケズリ 底内面ヘラナデ

台付甕 ③普通

198号住居跡

図 No· 土器種 出土
法絨

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第229図一 1 頃恵
覆土

高69 ①細砂を含む ②赤灰 右回転ロクロ整形付高台

PL33 高台杯 1/3弱 ～橙 ③酸化、軟質 口縁外面に 1 条の沈線を廻らす

第229図ー 2 土師
毅土 1/4 

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第229図ー 3 土師
覆士 1/4 

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 い赤褐 ③普通 内面ナデ

第229図— 4 土師
裂土 体下位1/3

①砂粒やや多 ②にぶ 体外面縦、斜ヘラケズリ 体部外面に煤付着

台付甕 い赤褐 ③普通 内面ナテ 脚台接合部横ナデ

199号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法

写真図版No 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第230図一 l 須恵
覆土

高62 ①細砂を含む ②灰褐 左回転ロクロ整形か

PL 33 高台椀 1/4 ③遠元、硬質

第230図ー 2 （須恵）
覆土 口縁～体上半1/5

①細砂を含む ②にぶ 紐梢み上げ後ロクロ整形 体外面下半 体部鍔下梢み上げ

羽釜 い黄褐 ③普通 に縦ヘラケズリ 痕

第230図ー 3 手捏ね
覆土

高40 ①砂粒を含む ②赤褐

PL33 土器 1/2 ③普通

200号住居跡

図 No. 土器種 出土
法最

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第232図一 l 須恵
床而

ロ4.0 高60 ①細砂を含む②灰 右回転ロクロ整形 底回転糸切り後付 胎土分析資料

PL.33 高台椀 底64 ロ一部欠 ③還元、硬質 高台周辺ナデ
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第232図ー 2 須恵
覆土

高3 6 底65 ①細砂を含む ②灰褐 ロクロ左回転整形 底回転糸切り後周

PL 33 杯 口縁2/3欠 ③酸化軟質 辺回転ヘラケズリ調整

第232図ー 3 須恵
床面

口 14 6 高4.9 ①金雲母含む ②橙 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL33 杯 底60 ロ一部欠 ③酸化、軟質

第232図ー 4 須恵
床面

口15 4 高4.6 ①金雲母含む ②橙 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

杯 底60 2/3 ③酸化、軟質

第232図ー 5 須恵
床面

ロ8.8 高27 ①細砂を含む ②褐 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL.33 皿 底4 9 ロー部欠 ③酸化、軟質

第232図ー 6 須恵
床面

ロ9.0 高22 ①細砂を含む ②褐 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL33 皿 底4.5 ロ一部欠 ③酸化、軟質

第232図ー 7 須恵
床面

ロ9.6 高2 0 ①細砂を含む ②にぶ ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL.33 皿 底3.9 口 1/4欠 い橙 ③酸化、軟質

第232図ー 8 須恵
床面

ロ8.6 高26 ①細砂を含む ②にぶ ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL.33 皿 底4.6 完形 い褐 ③酸化、軟質

第232図ー 9 須恵
床面

ロ8.8 高2.1 ①細砂を含む ②にぶ ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL.33 皿 底4.9 完形 い褐 ③酸化、軟質

第233図ー10 （須恵）
覆土 口縁～体上半1/5

①砂粒を含む ②にぶ 口縁横ナデ体外面ヘラナデ 体部外面積み上げ

羽釜 い赤褐 ③普通 内面ナテ 痕

第233図一11 （須恵） 覆土 ロ (260) ①粗砂やや多 ②明赤 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ ロ縁穿孔 2 ヶ所

PL33 羽釜 上層 ロ縁～体1/2底欠 褐 ③普通 内面ナデ鍔は一部で消える

第233図ー12 （須恵）
覆土 ロ縁～体上位1/5

①柑砂やや多 ②にふ ロ縁横ナテ 体外面縦ヘラケズリ 体部外面煤付着

羽釜 い赤褐 ③普通 内面ヘラナデ

第233図ー13 （須恵）
覆土 ロ縁～体上半1/2

①粗砂やや多 ②にぶ 鍔部横ナデ体外面縦ヘラケズリ

羽釜 い赤褐 ③普通 内面ヘラナデとナデ

第233図ー14 土師
床面 口縁～体上半小片

①粗砂やや多 ②にぶ ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

甕 い赤褐 ③普通 内面ナデ

第233図ー15 土師
覆土 体下半1/2～底

①粗砂やや多 ②にぶ 体外面縦、下位横ヘラケズリ

甕 い赤褐 ③普通 内面ナテ

201号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第234図ー 1 須恵
床面 下半小破片

①細砂を含む ②にぶ ロクロ右回転整形

高台椀 い褐 ③酸化、軟質
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204号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第236図一 l 土師
壁際

ロ 27.0 高291 ①粗砂やや多 ②赤褐 ロ縁横ナデ体外面上位無調整、中位 体部積み上げ痕

PL 34 甕 底90 3/4 ③普通 縦、下位横ヘラケズリ 内面ナデ

205号住居跡

図 No. 士器種 出土
法贔

技 法

写真図版N(l 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第237図一 l 須恵
覆土

高4 6 底6.4 ①細砂を含む ②にぶ 付高台周辺ナデ 器面剥離

高台椀 ロ縁大部分欠 い赤掲 ③酸化、軟質

第237図ー 2 須恵
覆土 高台のみ残存

①細砂を含む ②にぶ

（高台椀） い褐 ③酸化、軟質

第237図ー 3 土師
覆土 ロ縁～体上位1/4

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

甕 い褐 ③普通 内面ナデ

第237図— 4 須恵
カマド 体下半～底

①細砂を含む②灰 体下位ヘラナデ底外面周辺部ヘラケ 外面に叩き且痕

甕 ③還元、硬質 ズリ

209号住居跡

図 No. 土器種 出土
法最

技 法

写真図版N(l 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎士②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第241図一 l 須恵
覆土

高4 .4 ①細砂を含む②灰 ロクロ右回転整形 回転糸切り

PL.34 杯 1/4 ③還元、硬質

210号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径·器裔・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第243図ー 1 須恵
床面

口 13.0 高5.9 ①砂粒を含む②灰 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL.33 杯 底4.0 1/2 ③還元、硬質

第243図一 2 須恵
床面

高3.4 底6.0 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL.33 杯 1/2 ②灰 ③還元、硬質

第243図ー 3 須恵
覆土

口 12.8 高38 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL33 杯 底54 完形 ②灰 ③還元、硬質
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第243図ー 4 須恵
裂土

口 12 2 高4 0 ①砂粒を含む ②灰 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

杯 底6.0 ロ一部欠 ③還元、硬質

第243図ー 5 須恵
投土

口 12 8 高37 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切リ 胎土分析資料

杯 1/2 ②灰 ③還元、硬質

第243図一 6 須恵
裂土

口12 8 高4.0 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL.33 杯 底60 口縁1/3欠 ②灰③遠元、硬質

第144図ー 7 須恵
裂土

高26 ①砂粒を含む ②褐灰 ロクロ右回転整形 底回転糸切')

皿 1/4 ③遠元、硬質

第144図ー 8 須恵
覆土

高2 4 ①砂粒を含む ②灰 ロクロ右回転整形 底回転糸切')

皿 1/4 ③遠元、硬質

第244図ー 9 土師
覆土

高 (3.3) ①砂粒を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底無調整

PL 33 杯 1/4 ③普通

第244図ー10 須恵
覆土

高5 2 底7.1 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り後付

PL.33 高台椀 口縁1/2欠 ②灰 ③還元、硬質 高台周辺ナデ

第244図一11 須恵
覆土

高59 ①砂粒を含む ②褐 ロクロ右回転整形 底回転糸切り後付 胎土分析資料

高台椀 口縁1/4 底 1/2 ③還元、硬質 高台周辺ナテ‘‘

第244図一12 土師
床面 ロ縁1/4

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通

第244図ー13 須恵
覆土

底 (7O) ①白色砂粒目立つ 回転糸切り後付高台周辺ナデ 胎土分析資料

高台椀 ロ縁欠1/3 ②灰 ③還元、硬質

第244図ー14 須恵
覆土

口 12.4 ①粗砂を含む ②灰 ロクロ右回転整形

PL.33 長頸瓶 ロ縁のみ残存 ③還元、硬骰

211号住居跡

図 N<1 土器種 出土
法凪

技 法

写真図版Nu. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第245図ー I 須恵
覆土

口 12 9 高43 ①細砂を含む ②明褐 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL34 杯 底6.0 口縁1/3欠 ③酸化、軟質

第245図ー 2 須恵
床面 ロ縁小破片

①白色砂粒目立つ ロクロ整形

（高台椀） ②灰 ③遠元、硬質

第245図ー 3 須恵
覆土 1/3 

①砂粒やや多 ②灰 ロクロ右回転整形 底回転糸切り後付

PL.34 高台椀 ③還元、硬質 吉向ム口

第245図— 4 須恵
覆土

高2.0 底6.0 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL34 皿 ロ縁1/3欠 ②灰 ③遠元、硬質

第245図ー 5 須恵
床面

ロ 12 9 高30 ①砂粒を含む ②灰 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL.34 皿 底6.2 口縁2/3 ③還元、硬質

第245図一 6 須恵
覆土

高2.3 ①砂粒を含む ②灰 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL.34 皿 1/4 ③遠元、硬質
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第245図ー 7 土師
床面

高3.6 ①酸化鉄粒目立つ ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ
杯 1/4 ②橙 ③普通 内面ナデ体部無調整

第245図ー 8 土師
覆土

高 (33) ①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナテ‘｀ 底外面ヘラケズリ

PL34 杯 1/ 4 い橙 ③普通

第245図ー 9 土師
床面 口縁～体上位1/5

①砂粒を含む ②橙 ロ縁横ナテ 体外面横ヘラケズリ

喪 ③普通 内面ヘラナテ

第245図一 10 士師
覆土 ロ縁～体上位1/5

①砂粒やや多 ②橙 17 縁横ナテ 体外面横ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナテ‘

第245図一 11 土師
覆土 口縁～体上位1/5

①細砂やや多 ②明赤 I―)縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

甕 規 ③普通 内面ナデ

第245図ー12 須恵
覆土 肩～上半小破片

①砂粒を含む ②灰 回転利用のナデ調整 肩に自然釉

宜士 ③還元、硬質

212号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第247図ー 1 須恵 張リ 口 13 2 高35 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り後周

PL.34 杯 出し 底78 1/2 ②灰 ③還元、軟質 辺回転ヘラケズリ

第247図ー 2 須恵
投土

ロ14 0 高40 ①黒色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り後周

杯 底9.0 1/2 ②灰③還元硬質 辺手持ちヘラケズリ

第247図ー 3 須恵
覆土

高35 ①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転整形 底回転糸切り後周

杯 1/ 4 ③還元、硬質 辺ヘラケズリ

第247図ー 4 頃恵 張り ロ 13.5 高38 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転ヘラケズリ

PL34 杯 出し 底82 ②灰 ③還元、硬質

第141図ー 5 須恵
覆土

高3.5 底63 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切リ後周

杯 ロ縁大部分欠 ②灰 ③還元、硬質 辺ヘラケズリ

第247図ー 6 頃恵
投土

高5 4 底73 ①砂粒を含む ②灰 ロクロ左回転整形 付高台周辺ナデ

PL 34 高台杯 ロ縁1/2 ③還元、硬質

第247図一 7 土師
覆土

高2.8 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ 底部外面に墨書

杯 1/4 ③普通 内面ナデ体部無調整

第247図ー 8 土師
覆土 1/4 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ｀ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第247図ー 9 土師
覆土

高 (3.0) ①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 1/2 い橙 ③普通 内面ナテ‘

第247図ー10 土師
覆土

高 (3.2) ①細砂を含む ②褐 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 1/3 ③普通 内面ナテ 体部無調整

第247図ー11 土師
覆土

高32 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

杯 1/4 ③普通 内面ナデ体部無調整

第247図ー12 土師
カマド

高30 ①細砂を含む ②にふ~ ロ縁横ナテ~ 底外面ヘラケズリ

杯 1/2 い赤褐 ③普通 内面ナデ

265 



第 v 章検出された遺構と遺物

第248図ー13 士師
覆土

ロ 12 4 高32 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.34 杯 底一部欠 ③普通 内面ナデ

第248図一14 土師
覆士 1/2 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.34 杯 ③普通 内面ナデ

第248図ー15 土師
覆土 小破片

①細砂を含む ②橙 底外面ヘラケズリ 内面放射状ヘラミ

杯 ③普通 ガキ

第248図ー16 土師
覆土 底小破片

①細砂を含む ②橙 底外面ヘラケズリ 内面ナデ 内外面格子目刻線

杯 ③普通

第248図一17 土師
覆土 小破片

①細砂を含む ②橙 底外面ヘラケズリ 内面放射状ヘラミ

杯 ③普通 ガキ

第248図一18 土師 カマド
ロ縁～体上半1/2

①酸化鉄粒且立つ ロ縁横ナデ体外面上位横、中位以下 体部積み上げ痕

甕 右袖 ②明赤褐 ③普通 縦ヘラケズリ 内面ナデ

第248図ー19 土師 カマド
ロ縁～体上半1/2

①細砂やや多 ②にふ ロ縁横ナデ体外面上位横、中位以下 体部積み上げ痕

甕 右袖 い橙 ③普通 斜ヘラケズリ 内面ナデ

第248因ー20 土師
カマド ロ縁～体上半1/4

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ体外面上位横、中位以下

甕 ③普通 斜ヘラケズリ 内面ナデ

第248図ー21 土師
床面 ロ縁～体上半1/4

①砂粒やや多 ②橙 ロ縁横ナテ 体外面上位横、中位斜ヘ

痰 ③普通 ラケズリ 内面ヘラケズリとナデ

第248図ー22 土師 張リ
体下半 ①細砂を含む ②赤褐 体外面斜ヘラケズリ 内面ナデ

甕 出し ③普通

第248図ー23 土師
床面 体下位～脚台1/3

①細砂を含む ②橙 体外面ヘラケズリ 内面ナデ

台付甕 ③普通 脚台横ナデ

第248図ー24 土師
覆土 脚台のみ残存

①細砂を含む ②赤掲 脚台横ナデ

台付甕 ③普通

第248図ー25 須恵
覆土 小破片

①砂粒やや多 ②灰 付高台 ロクロ回転方向不明

盤 ③還元、硬質

213号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
口径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第249図一 l 土師
覆土 脚台のみ残存

①細砂を含む②褐 脚台部横ナデ

台付甕 ③普通

214号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第250図ー 1 須恵
覆土

口 13.4 高55 ①砂粒を含む ②灰褐 ロクロ右回転整形 底回転糸切り後付

PL.34 高台椀 底6.1 ロ一部欠 ③還元、硬質 高台周辺ナデ
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第250図ー 2 須恵
壁際

底3.8 ①細砂を含む ②灰褐 ロクロ右回転整形 底回転糸切り後付

裔台椀 ロ縁欠 ③還元、硬質 高台周辺ナデ

第250図ー 3 土師
覆土

ロ 12 0 高4.5 ①砂粒やや多 ②橙 口縁横ナデ底外而ヘラケズリ

PL34 杯 底7.0 ③普通 内面ナデ

第250図ー 4 土師
覆土 口縁～体上半1/2

①細砂を含む ②にふ 口縁横ナテ 体外面上位横、中位縦ヘ ロ縁梢み上げ痕

PL34 甕 い橙 ③普通 ラケズリ 内面ヘラナデとナデ

215号住居跡

図 Nu 土器種 出土
法菫

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎士②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第252図ー］ 須恵
覆土

高3.8 ①細砂を含む ②灰 底回転糸切り

杯 小破片 ③還元、硬質

第252図ー 2 須恵
床面 1/4 （口縁欠）

①細砂を含む ②灰 底付高台周辺ナデ

PL.34 高台椀 ③還元、硬質

第252図ー 3 須恵
覆土

高4.8 ①細砂を含む ②灰 右回転ロクロ整形 底回転糸切り

杯 1/4 ③還元、硬質

第252図— 4 土師
壁際

口 12. 4 高31 ①細砂を含む ②掲 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.34 杯 ロ縁一部欠 ③普通 内面ナデ体部無調整

第253図ー 5 土師
覆土

口 (17.0) ①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL.34 杯 1/2弱 い褐 ③普通 内面ナデ

第253図一 6 土師
壁際

ロ26 4 高285 ①酸化鉄粒目立つ ロ縁横ナデ 体外面上位横、中位縦ヘ ロ縁栢み上げ痕

甕 体上半一部欠 ②明赤褐 ③普通 ラケズリ 内面ヘラナデ、ナデ

第253図一 7 土師
床面 ロ縁～体上位1/5

①砂粒やや多 ②明赤 口縁横ナデ 体外面横ヘラケズリ

PL 34 甕 褐 ③普通 内面ナデ

第253図ー 8 頃恵
覆土 底小破片

①砂粒を含む ②灰 内外面に墨書

杯 ③還元、硬質

第253図ー 9 土師 カマド
脚台のみ残存

①細砂、酸化鉄粒目立 裾横ナデ

PL.34 台付甕 袖部 つ ②橙 ③普通

216号住居跡

図 No. 土器種 出土
法筵

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎上②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第255図一 l 須恵
覆土

高3.4 ①白色砂粒若干目立つ 右回転ロクロ整形 底回転糸切り後へ

杯 約1/3 ②灰 ③還元、硬質 ラケズリ調整

第155図ー 2 須恵
床面 底部小破片

①砂粒を含む ②灰黄 底部ヘラケズリ 底部外面に墨書

杯 ③還元、硬質 「田」

第255図ー 3 土師
覆土 1/3 

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ 口縁部外面に墨書

杯 い橙 ③普通 内面ナデ
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第？55図ー 4 土師
授土 1/4 

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 い黄橙 ③普通 内面ナデ体部無調整

第255図ー 5 土師
床面

ロ212 ①砂粒やや多 ②にぶ 口縁横ナテ＇ 体外面上半横、下半斜ヘ

手，，V< ロ縁～体上半 い橙 ③普通 ラケズリ 内面ナテ

第255図ー 6 土師
床面 口縁～体上位

①細砂やや多 ②赤褐 ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナデ

第255図ー 7 土師
投土

ロ 198 ①細砂を含む ②明赤 ロ縁横ナテ 体外面上半横、下半縦ヘ

PL35 甕 口縁～体下半 褐 ③普通 ラケズリ

第255図ー 8 土師
毅土 ロ縁～体上半1/4

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 体外面上位横、中位斜ヘ

哀 ③普通 ラケズリ 内面ナデ

第255図ー 9 土師
床面 脚台のみ残存

①細砂を含む ②にぶ 裾横ナテ 体内面ヘラナテ‘

台付甕 い橙 ③普通

第255図ー10 須恵
覆士

ロ9 0 ①砂粒を含む ②灰 頸部下位に突帯を廻らす 口唇は上方 口縁内面自然釉

PL 35 長頸瓶 ロ縁のみ残存 ③還元、硬質 につまみ上げ 頸部積み上げ痕

217号住居跡

図 No. 土器種 出土
法鼠

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第258図ー 1 頃恵
床面

高2 5 ①細砂を含む ②灰 つまみは平担 小さな突起状のかえり

蓋 1/4 ③還元、硬質 をつける

第258図ー 2 土師
床面 1/4 

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第258図ー 3 土師
裂土 1/3 

①砂粒を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.35 杯 い橙 ③普通 内面ナデ

第258図ー 4 土師
カマド 1/4 

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナテ

第258図ー 5 土師
床面 1/2 

①砂粒を含む ②明赤 口縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL 35 杯 褐 ③普通 内面ナテ後放射状ヘラミガキ

第258図ー 6 土師
壁際

ロ 12 0 高31 ①砂粒を含む ②褐 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.35 杯 口縁1/3欠 ③普通 内面ナデ体部無調整

第258図ー 7 土師
床面

ロ 16 4 高58 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL35 杯 1/2強 ③普通 内面ナデ

第259図一 8 土師 カマド
ロ縁～体上半1/4

①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナテ 体外面上位横斜ヘラケズ

甕 右袖 ③普通 リ 下位縦ヘラケズリ 内而ナテ‘

第259図ー 9 土師 カマド ロ (24 0) ①細砂やや多 ②橙 ロ縁横ナデ体外面上位横、中位以下 体部梢み上げ痕

PL.35 甕 左袖 口縁～体下位1/2 ③普通 縦ヘラケズリ 内面ヘラナデとナデ

第159図ー10 土師
カマド 口縁欠

①砂粒やや多 ②褐 体外面斜ヘラケズ l) 内面ナデ

甕 ③普通

第259図ー11 土師
カマド

脚径12.4 ①細砂を含む ②橙 体外面斜ヘラケズリ 内面ナデ

PL.35 台付甕 上半欠 ③普通 脚台上位ヘラケズリ 裾横ナデ
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第259図ー12 土師 脚径13. 3 
カマド

PL.35 台付甕 上半欠

①細砂やや多 ②にふ: I 体外面斜縦ヘラケズリ 内面ナテ‘’

い褐 ③普通 脚台横ナテ

219号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第261図一 l 須恵
壁際

ロ 13 6 高4.0 ①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL.35 杯 底75 ロ一部欠 ③還元、硬質

第261図ー 2 須恵
床面

底74 ①砂粒を含む ②灰 付高台 底全面ナデ

高台椀 ロ縁欠 ③還元、硬質

第16]図ー 3 灰釉
床而

高5 1 底84 ①細砂を含む ②素地 ロ縁は弱く外反 体部下半は膨らむ

高台椀 ロ縁大部分欠 灰白 ③良好 裔台端は丸味をもつ 釉つけかけ

220号住居跡

図 No. 土器種 出土
法鼠

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・ 整形の特徴
備 考

残存状態

第263図一 l 須恵
覆土

口 10 4 高3.5 ①砂粒を含む②灰 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL 35 杯 底52 完形 ③還元、硬質

第263図ー 2 須恵
覆土

口 11 4 高4.4 ①細砂を含む ②にぶ ロクロ右回転整形 底回転糸切リ

PL 35 杯 底60 完形 い橙 ③還元、普通

第263図ー 3 須恵
カマド

ロ 150 ①砂粒やや多 ②橙 ロクロ右回転整形 底回転糸切＇）後付

高台椀 口縁1/2、高台欠 ③酸化、軟質 商台周辺ナテ

第263図ー 4 須恵
覆土

高47 ①細砂を含む ②にぶ 付高台周辺ナデ

高台椀 小破片 い橙 ③酸化、軟竹

第263図ー 5 須恵
覆土 1/4 

①細砂を含む ②にぶ 付高台周辺ナテ 第163図ー 4 と同一

PL 35 高台椀 い黄橙 ③酸化、軟質 の可能性あり

第263図一 6 灰釉
底5.0

①細砂を含む ②素地 右回転ロクロ整形 底回転糸切り

PL35 小瓶 複土
ロ縁欠

灰釉灰オリーブ 釉つけがけ

③良好

第263図ー 7 修頁恵）
覆土 口縁～体下位2/3

①砂粒を含む ②にふ ロ縁横ナデ 体外面上半ナデ下半縦ヘ 体部柏み上け痕

PL 35 羽釜 い褐 ③普通 ラケズリ 内面ナテ~

第263図一 8 （須恵）
覆土 ロ縁～体上位1/4 

①砂粒やや多 ②黄橙 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

PL 35 羽釜 ③普通 内面ナデ

269 



第 v 章 検出された遺構と遺物

223号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第267図ー 1 須恵
壁際

ロ 14 5 高62 

PL.36 椀 底55 ロー部欠

第267図ー 2 須恵
壁際

口 10.2 高5.0

PL 36 高台椀 底68 ロ一部欠

第267図ー 3 須恵
覆土 下半小破片

高台椀

第267図ー 4 （須恵）
壁際 ロ縁～体上半1/3

PL 36 羽釜

第267図ー 5 土師
覆土 口縁～体上半1/4

甕

第267図ー 6 土師
覆土 ロ縁～体上位小片

甕

224号住居跡

図 No 土器種 出土
法量

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第268図ー 1 須恵
覆土

高53 

高台椀 1/5 

第268図ー 2 土師
覆土 下半1/3

甕

225号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

写真図版N(l 器形 位置
口径・器高・底径

残存状態

第269図ー 1 須恵
覆土

高3.8

杯 1/2弱

第269図ー 2 灰釉
覆土

高4 5 底8.4

PL36 高台椀 1/2 

第269図ー 3 須恵
覆土

底6.2

PL.36 （高台椀） ロ縁欠

第269図ー 4 （須恵）
覆土 ロ縁～体上半1/4

PL 36 羽釜

270 

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①砂粒やや多 ②掲 ロクロ右回転整形 底回転糸切リ

③酸化気味、硬質

①砂粒を含む ②にぶ ロクロ右回転整形 底糸切り後付高台

い橙 ③酸化、軟質 高台周辺ナデ

①細砂を含む ②灰 付高台

③還元、硬質

①砂粒を含む ②灰 回転利用のナデ調整

③還元、硬質

①酸化鉄粒やや目立つ 回転利用のナデ調整

②橙 ③酸化、軟質 体下半斜ヘラケズリ

①砂粒を含む ②灰褐 ロ縁横ナデ 体外面ヘラナデ ロ緑梢み上げ痕

③普通

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②灰 付高台

③還元、硬質

①細砂を含む ②褐 体下半縦ヘラケズリ

③普通 内面ナテゞ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転整形 底回転糸切り

③還元、硬質

①細砂を含む ②灰褐 付高台周辺ナデ

③還元、硬質

①細砂を含む ②灰褐 付高台後全面ナデ

③還元、硬質

①砂粒やや多 ②黄褐 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

③普通 内面ナデ



第 v 章 検出された遺構と遺物

226号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形 ・整形の特徴
備 考

残存状態

第170図ー 1 （土師）
覆土

高5.6 底66 ①細砂を含む ②にぶ ロクロ整形後内而横ヘラミガキ 内面黒色処理

PL.36 高台椀 ロ縁大部分欠 い褐 ③酸化、硬質 付高台周辺ナデ

第270図ー 2 須恵
覆土

高56 ①砂粒やや多 ②にふ 付高台 高台内全面ナデ

PL36 高台椀 ロ縁、高台 1/2欠 い褐 ③酸化、軟質

第170図ー 3 須恵
壁際

ロ9 2 高29 ①金雲母含む ②にぶ 底回転ヘラ切り無調整

PL.36 皿 底49 ロ一部欠 い橙 ③酸化、軟質

第210図ー 4 須恵
焚口

ロ9.0 高2 1 ①細砂を含む ②にぶ 底回転ヘラ切り無調整

PL.36 皿 底50 完形 い橙 ③酸化、軟質

第270図ー 5 土師
貯蔵穴 下半1/3

①粗砂やや多 ②にぶ 体外面縦ヘラケズリ 内面ヘラナデ

PL.36 甕 い褐 ③普通

第270図一 6 土師
投土 ロ縁～体上半1/3

①粗砂やや多 ②褐 ロ縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

甕 ③普通 内面横ヘラナデ

230号住居跡

図 N(l 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎士②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第272図ー 1 須恵
覆土 小破片

①白色砂粒若干目立つ わずかにかえ＇）をつける

蓋 ②灰 ③遠元、硬質

第272図ー 2 須恵
床面 つまみ、天井部

①細砂を含む ②灰 扁平な宝珠状つまみをつける

PL36 蓋 ③還元、硬質

第272図ー 3 土師
覆土

高4.6 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

PL36 杯 ロ縁2/3欠 ③普通 内面ナデ

第272図ー 4 土師
覆土 小破片

①細砂を含む ②橙 口縁横ナテ＂ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第272図ー 5 土師
覆土 小破片

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第212図-6 土師
床面 口縁～体上半1/4

①砂粒やや多 ②明赤 ロ縁横ナデ体外面横斜ヘラケズリ

PL.36 甕 褐 ③普通 内面ナデ

231号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法
ロ径·器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第273図ー 1 （須恵）
覆土 ロ縁小破片

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ

羽釜 ③普通
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232号住居跡

図 No. 土器種 出土
法蜃

写真図版No. 器形 位晋
ロ径・器高・底径

残存状態

第272図ー 1 須恵 ピソト ロ 14 3 高51 

PL.36 高台椀 p2 底6.2 ロ一部欠

第214図一 2 須恵
床面

底66 

高台椀 下半～高台

233号住居跡

図 No. 土器種 出土
法罷

写真図版No 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第276図ー 1 須恵
床面 1/5 

PL.36 蓋

第276図ー 2 須恵
裂土

高4 3 底 10.4

PL36 高台杯 ロ縁大部分欠

第276図ー 3 須恵 口 14 2 高39 

PL36 杯
覆土

底100 ロ一部欠

第276図ー 4 頃恵
覆土 1/4 

杯

第276図ー 5 土師
覆土 1/3 

杯

第276図一 6 土師
床面

口 15 0 高3 4 

PL.36 杯 ロ縁一部欠

第276図ー 7 土師
カマド 口縁～体上半1/4

PL36 甕

第276図ー 8 土師 カマド
ロ縁～体上半

甕 袖部

第276図ー 9 土師
カマド 下半1/4

哀

235住居跡

図 No. 土器種 出土
法羅

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第279図ー 1 土師
床面

口 13.6 高4 5 

PL37 杯 ロ縁一部欠

第279図ー 2 土師 口 11 6 高4.6

PL37 杯 床面 ロ縁一部欠
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技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り後付

②灰 ③遠元、硬質 高台周辺ナデ

①砂粒やや多 ②黒灰 底回転糸切り後付高台周辺ナデ

③還元、硬質

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①粗砂を若干含む 右回転ロクロ整形

②灰 ③還元、硬質

①砂粒多く含む ②灰 底回転ヘラケズリ後付高台

③還元

①黒色砂粒目立つ 底回転ヘラケズリ

②灰 ③還元、硬質

①細砂を含む ②灰 底回転ヘラケズリ

③還元、硬質

①砂粒を含む ②赤褐 ロ縁ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面放射状ヘラミガキ

①砂粒やや多 ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①砂粒やや多 ②にぶ ロ縁横ナデ体外面斜ヘラケズリ

い赤褐 ③普通 内面ナデ

①細砂やや多 ②にふ ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

い褐 ③普通 内面ナテゞ

①細砂やや多 ②にぶ 体外面縦ヘラケズリ 内面ナデ

い褐 ③普通 底ヘラナテ‘`

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ

①細砂を含む ②にぶ 17 縁横ナデ底外面ヘラケズリ

い褐 ③普通 内面ナデ



第179図ー 3 I 土師

杯

236号住居跡

図 No. 土器種

写真図版N(l 器形

第280図一 l 土師

台付梨

237号住居跡

図 No. 土器種

写真図版No. 器形

第283図ー 1 頃恵

蓋

第283図ー 2 須恵

PL.37 高台杯

第283図ー 3 須恵

PL37 杯

第283図ー 4 須恵

杯

第283図ー 5 須恵

PL.37 杯

第283図一 6 須恵

杯

第283図ー 7 土師

PL.37 杯

第283図ー 8 土師

杯

第283図ー 9 土師

PL37 杯

第283図ー10 土師

PL37 杯

第283図一11 士師

杯

第283図ー12 須恵

PL.37 杯

I 覆土 I 小破片

出土
法磁

位置
ロ径・器高・底径

残存状態

殴土 脚台部上位小破片

出土
法量

位置
ロ径・器高·底径

残存状態

投土 小破片

床面
口 13.0 高4 8 

底96 ロ一部欠

床面
口 14.0 高34 

底84 完形

床面
高3 7 底9.4

ロ縁3/4欠

床面
口 15.0 高35 

底88 口縁2/3

床面
高3 7 底9.6

ロ縁3/4欠

床面
口 13 0 高3.6

完形

覆土
高3.4

1/2 

床面
ロ13 4 高3.6

ロ縁一部欠

床面
口 12.4 高3.4

完形

覆土 1/3 

覆土
高3.5

1/2 
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①細砂を含む②にふ 口縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

い橙③普通 内面ナデ

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・ 整形の特徴
備 考

①砂礫やや多 ②橙 斜ハケメを施す S 字状口縁台付喪

③普通 と思われる

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転整形

③遠元、硬質

①白色砂粒且立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り後へ 外面ひだすき様痕

②灰 ③遠元、硬質 ラ調整、付高台

①祖砂若干含む ②灰 ロクロ右回転整形 底回転ヘラケズリ

褐③遠元、硬質

①細砂を含む ②灰 ロクロ右回転整形 底回転ヘラケズリ

③還元、硬質

①白色砂粒目立つ ロクロ左回転整形 底回転ヘラケズリ

②灰 ③還元、硬質

①砂粒やや多 ②灰 ロクロ右回転整形 底回転ヘラケズリ

③遠元、硬質

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ体部無調整

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ体部無調整

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ体部無調整

①細砂を含む ②橙 ロ緑横ナデ底外面ヘラケズリ

③普通 内面ナデ体部無調整

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

い橙 ③普通 内面ナデ体部無調整

①砂粒を含む ②灰 底回転ヘラケズリ

③還元、硬質
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第282図ー 13 土師
毅土 口縁～体下位1/3

①細砂やや多 ②橙 口縁横ナデ体外面ヘラケズリ

PL.37 甕 ③普通 内面ナテ‘’

第282図ー14 士師
覆土 ロ縁～体上位1/4

①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ ロ縁に積み上げ痕

甕 い褐 ③普通 内面ナデ

第282図ー15 土師
覆土 ロ縁～体上半1/2

①細砂やや多 ②明赤 口縁横ナデ体外面上位横 中位以下

甕 掲 ③普通 縦ヘラケズリ 内面ナデ

第282図ー16 土師
覆土 体下位～底

①細砂やや多 ②橙 体外面斜ヘラケズリ 底ヘラケズリ

甕 ③普通 内面ナデ

239号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第285図ー］ 須恵
床面

口 14.2 高4 0 ①白色砂粒若干目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り後周 内外面ひだすき様

PL 37 杯 底9.5 ロ一部欠 ②灰 ③還元、硬質 辺回転ヘラケズリ 痕

240号住居跡

図 Nu 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高·底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第287図ー 1 土師
裂土

口 (13 0) 高3.2 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 2/3弱 ③普通 内面ナデ

第287図ー 2 土師
覆土 小破片

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナテ‘

第287図ー 3 土師
覆土 小破片

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 い橙 ③普通 内面ナデ

241号住居跡

図 N(l 士器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第289図一 l 須恵
覆土

底78 ①砂粒を含む ②にぶ 回転糸切り後付高台周辺ナデ

高台椀 高台のみ残存 い橙 ③酸化、軟質

第289図ー 2 須恵
覆土 下半（高台欠）

①細砂を含む ②にぶ 付高台

（商台椀） い橙 ③酸化、軟質 器面荒れる

第289図ー 3 土師
床面 ロ縁～体上半1/3

①砂粒を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

PL.37 甕 い橙 ③普通 内面ナデ

第289図ー 4 土師
床面 ロ縁小破片

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ体外面縦ヘラケズリ

羽釜 い橙 ③普通 内面ナデ
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242号住居跡

図 No. 土器種 出土
法最

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高·底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第290図一 l 須恵
カマド

ロ 13 9 高3.5 ①細砂を含む ②灰褐 ロクロ右回転整形 底回転ヘラケズリ

PL37 杯 底11 0 ロ一部欠 ③酸化気味、硬質

第290図ー 2 土師
床面

ロ18 4 高53 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.37 杯 ロ縁2/3欠 ③普通 内面ナデ

第290図ー 3 土師
カマド

高5.5 ①細砂を含む ②にぶ ロ縁横ナテ゜ 底外面ヘラケズリ

杯 1/3 い褐 ③普通 内面ナデ

第290図ー 4 土師
カマド

口 14.0 高3.7 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.37 杯 1/2 ③普通 内面ナデ体部無調整

243号住居跡

図 No. 土器種 出土
法鼠

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第292図ー 1 須恵
覆土

高3.3 ①酸化鉄粒目立つ 底回転糸切り

杯 1/4 ②褐 ③酸化、軟質

第192図ー 2 須恵
覆土

高42 ①白色砂粒目立つ 底回転糸切り

杯 1/4 ②灰 ③還元、硬質

第292図ー 3 灰釉
覆土 口縁小破片

①細砂を含む ②釉灰 右回転ロクロ整形

（高台椀） オリープ ③良好 釉はけがけ

第292図ー 4 土師
裂土 ロ縁～体上半1/4

①砂粒を含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面上位横、中位以下

甕 い赤褐 ③普通 縦ヘラケズリ 内面ナデ

第292図ー 5 土師
覆土

ロ208 ①細砂を含む ②明赤 ロ縁横ナデ体上位横、中位斜ヘラケ

PL37 甕 口縁～体上半 褐 ③普通 ズリ 内面ヘラナデ

第292図ー 6 土師
覆土 ロ縁～体上半1/4

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ体外面横斜ヘラケズリ 体外面煤付着

甕 い褐 ③普通 内面ヘラナデ 口縁栢み上げ痕

247号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第294図ー］ 須恵
覆土

高2.2 ①粗砂粒若干含む

皿 1/4 ②灰 ③還元、硬質

第294図ー 2 須恵
覆土

高2 3 底6.6 ①白色砂粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切り

PL.37 皿 1/2 ②灰 ③遠元、硬質

第294図ー 3 須恵
覆土 下半1/2

①粗砂若干含む ②灰 付高台周辺ナデ

高台椀 ③還元、硬質
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第294図ー 4 須恵
投土

口 13.3 高55 ①白色砂粒目立つ ② ロクロ右回転整形 底回転糸切り後付

PL.37 高台椀 底74 口縁1/3欠 灰 ③還元、硬質 古raJ•4ロへ

第 294図ー 5 須恵
裂土

底70 ①細砂を含む ②明赤 回転糸切＇）後付高台

高台椀 高台のみ残存 褐 ③酸化、軟質

第294図ー 6 土師
床面 1/2弱

①細砂を含む ②橙 口縁横ナテ 底外面ヘラケズリ

PL 37 杯 ③普通 内面ナデ

248号住居跡

図 No. 土器種 出土
法盆

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第295図ー 1 須恵
覆土 小破片

①細砂を含む ②灰 小規模なかえりをつける

蓋 ③遠元、硬質

第295図ー 2 土師
覆土 小破片

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケスリ

杯 ③普通 内面ナテ

249号住居跡

図 No. 土器種 出土
法屈

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第297図一 l 土師
覆土 小破片

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナテ 底外面ヘラケスリ

杯 ③普通 内面ナデ体部無調整

第291図ー 2 土師
覆土 1/3 

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ 底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ体部無調整

第291図ー 3 須恵
投土

底60 ①酸化鉄粒目立つ ロクロ右回転整形 底回転糸切＇）

杯 下半2/3 ②橙 ③酸化、軟質

第297図ー 4 土師
覆土 ロ縁～体上半

①砂粒を含む ②にぶ ロ縁横ナテ 体外面横ヘラケズリ

甕 い橙 ③普通 内面ナデ

250号住居跡

図 No. 土器種 出土
法塁

技 法

写真図版N(l 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第299図一 1 須恵
覆土

口 12 7 高4.7 ①砂粒を含む ②灰 底回転糸切り後付高台周辺ナデ ロ縁歪む

高台椀 底6.6 口縁1/4欠 ③還元、硬質

第299図ー 2 須恵
覆土 ロ縁1/4

①砂粒を含む ②灰褐

高台椀 ③酸化気味、硬質
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252号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版Nn 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第300図ー 1 土師
床面 口縁1/4 

①砂粒やや多 ②にふ ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ 内外面煤付着

杯 い橙 ③普通 内面ナデ 灯明皿か

第300図ー 2 士師
覆土 ロ縁～体上位小片

①細砂やや多 ②明赤 ロ縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

嬰 褐 ③普通 内面ナデ

第300図ー 3 土師
床面 ロ縁～体上位小片

①細砂を含む ②にぶ 口縁横ナデ体外面横ヘラケズリ

壺 い褐 ③普通 内面ナデ

253号住居跡

図 No. 土器種 出土
法醤

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第3ill図一 l 須恵
床面

高29 ①細砂を含む ②灰 回転方向、切り離し不明

杯 小破片 ③還元、硬質

第301図ー 2 土師
床面 1/4 

①細砂を含む ②にぶ ロ縁外面に 1 条の沈線が廻る 内面黒色処理

杯 い橙 ③酸化、軟質 内面同心円状ヘラミガキ

第301図ー 3 土師
床面 1/4 

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第301図ー 4 土師
床面 1/4 

①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第301図ー 5 土師
床面

ロ 13.2 高40 ①細砂を含む ②橙 口縁横ナデ底外面ヘラケズリ

PL.38 杯 完形 ③普通 内面ナデ体部無調整

第301図ー 6 土師 貯蔵穴 ロ 13.0 高3.0 ①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 床面 口縁一部欠 ③普通 内面ナデ体部無調整

第301図ー 7 土師
床面 小破片

①細砂を含む ②橙 ロ縁横ナデ底外面ヘラケズリ

杯 ③普通 内面ナデ

第301図ー 8 土師
床面 ロ縁～体上半1/4

①金雲母含む ②にぶ ロ縁横ナデ体外面横斜ヘラケズリ ロ縁積み上げ痕

甕 い褐 ③普通 内面ヘラナデ

第301図ー 9 土師
貯蔵穴

ロ 21. 6 ①細砂やや多 ②明赤 ロ縁横ナデ体外面上位横、中位斜ヘ

PL38 甕 ロ縁～体上半 掲 ③普通 ラケズリ 内面ヘラナテ‘~

254号住居跡

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第302図一 l 土師
覆土

底5.2 ①大粒砂粒を含む 外面縦ヘラケズリ 内面ナデ 底面は二次的焼成

疫 胴下半～底 ②灰褐 ③やや不良 を受け器面剥離
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255号住居跡

図 No. 土器種 出土
法贔

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径

残存状態

第304図一 l 土師
口 14.2

PL38 高杯
覆士 裔106 

杯、脚各1/2残存

第304図ー 2 土師 口 17 8 高22 8 

甕 覆士 底5.3 口縁1/2欠

体1/3欠

第304図ー 3 土師
床面

口 18. 4 

PL38 甕 ロ縁～体上半1/3

第304図ー 4 土師
床面

底107 

PL38 台付甕 体下半～脚台

第304図ー 5 土師
覆土

口 (10. 4) 尚（9.8)

PL38 用 口縁1/3

第304図一 6 土師
覆土 口縁欠

PL38 用

第304図― 7 土師
覆土

高6 4 底52 

PL.38 小形鉢 ロ縁1/2

278 

技 法
①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

①細砂を含む ②にぶ 杯内外面ヘラミガキ 脚外面ヘラミガ 赤色塗彩（脚内面

い橙 ③普通 キ 内面ナデ裾横ナデ杯、脚の接 除〈） 脚中位に

合部粘士埋峨 径 1 5cmの円孔 4

ヶ所穿つ

①砂粒やや多 ②明赤 紐栢み上げ後口縁横ナデ 頸斜ハケメ 体部外面煤付着

褐 ③普通 体外面上半～下半斜ハケメ、下半～底

近く縦ハケメ 内面横ハケメ

①砂粒やや多 ②明赤 紐栢み上げ後口縁横ナデ 頸、体外面 ハケメ工具 2 種頴

褐 ③普通 斜ハケメ 内面、口縁～体横ハケメ 使用

①砂粒を含む ②橙 体外面縦ハケメ 脚外面まばらに斜ハ 脚底折り返し

③普通 ケメ 内面横ハケメ、ナデ S 字状口縁台付衷

①細砂を含む ②明赤 口縁横ナデ体上半無調整体下半ヘラ 底部内面指頭痕

褐 ③普通 ケズリ 底ナデ、内面ナデ

①砂粒やや多 ②にふ 体外面ナテ‘

い橙 ③普通

①酸化鉄粒目立つ 口縁横ナデ体、底ナデ

②にぶい赤褐 ③普通 内面ヘラナテ
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跨帯具（第305図、 PL.39)

185号住居跨の床面上より巡方が 1 点出土

してしヽる。長さ 3.67cm、幅3.35cm、高さ 0.81

cm を測る。下端に長さ 2.64cm、輻0.37cmの長

方形の透かし穴があけられている。裏面の四

隅には裏金具をとめるための釘が 4 本鋳出され

ている。材質は全面に緑青が発生している事

から銅あるいは銅合金である事は間違いない

が、表面に漆の痕跡が全く見られない事から

すれば青銅製の可能性が考えられる。

口［ロ
-ーロ ゜

1 :2 5cm 

第305図 住居跡出土跨帯具

玉類と滑石製模造品（第306図）

l は 143号住居跳出土の石製勾

玉である。「C」字形を呈する小形

品で、長さ 1.60cm、厚さ 0.43cm を

測る。頭部の穿孔は両側面からあ

けられており、孔径 2 mm を測る厚

さは全体に均等である。頭部背

面部分をやや薄く仕上げているか、

これは穿孔を容易にするためかと

思われる。全面に研暦を施し、

光沢をもつ。研磨によって背と腹

部は丸味をもち、両側面は乎坦に

仕上げられている。石材は硬質で、

緑色の斑文を有するものを用いて

しヽる。
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ドミ、
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2 は51号住居跡出土の臼玉であ

る。直径6.9mm、厚さ 5.2mm を測る。

孔はほぼ中央に穿たれており、孔

径は2.7mm を測る。側面には縦方向

の研摩痕、孔内面には穿孔時のも

のと思われる横方向の擦痕が認め

られる。なお側面形が整った方形

でなく台形状を呈するのは、未製

品段階での調整が不十分であったか、あるいは管玉状のものを幾等分かに打割する事によって製作したため

ヽ' 、
‘

I'  
I I 
I I 

I I 

I l 

" 

‘, 
ー

' I'  
V 3

 

゜

1:1 
5cm 

第306図 住居跡出土王類・滑石製模造品

と思われる。石材は黒灰色を呈する滑石である。

3 は剣形の滑石製模造品で、 77号住居跡より出土している。長さ 4.6cm、幅2.4cm程を測るが一方の側辺と

剣先部を欠失するため、全体形状、大きさについては不明。茎部付近に径2. lmmの孔を穿つ。穿孔方向は不明
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である。形状は茎部が丸味を帯び、剣先に向かってしだいにすぽまるものと思われる。又表裏両面は平坦で

剣先部に向かって薄くなる傾向がみられる。なお側辺部は鍋を意識したような弱い稜をつくり出している。

表裏面、側面とも研磨によって仕上げられており、斜方向の擦痕が明瞭に残る。石材は灰緑色を呈しており、

滑石あるいは緑泥片岩を使用した可能性がある。

紡錘車（第307図、 PL.39)

1 は 49号住居跡出土の滑石製の紡錘車である。平面形はほぼ円形で、側面は丸味を持つ台形状を呈する。

大きさは上面径2.85cm、下面径3.80 X 3. 60cm、高さ 1.40cm を測る。上面の一部を欠くか、擦痕や磨滅痕が他

の部位と同様に残っている事からそのまま使用されたと思われる。重羅は56.1 gを測る。又紡茎を差し込む

孔はほぼ中央部に穿たれる。孔茎は上面部で8.3mm、中位で7.8mm、下面部で8.3mm を測る。内面には回転穿孔

の擦痕が残る。整形時のものと思われる横方向の擦痕、又放射状の研磨痕が残る。なお下面縁辺部はかなり

磨耗しており光沢を帯びている。

2 は68号住居跡出土の土製紡錘車である。平面は円形で、側面は丸味を持つ台形状を呈する。大きさは上

面径2.90 X 2. 63cm、下面径5.55 X 5. 49cm、高さ 2.37cm を測る。重量は64.4 gを測る。中央孔はほぱ垂直に穿

たれ、孔日部分が上下両面とも剥離している。孔径は上面部5.9mm、下面部で6.3mm、中位で6.0mmを測る。下

面縁辺はヘラケズリで小平坦面をつくり出しており、この一部は使用によると思われる磨滅が激しい。胎土

には酸化鉄粒を含む小砂粒を多く含む。焼成はやや還元気味である。

3 は 150号住居跳出土の土製紡錘車である。平面はやや角の立つ円形で、側面は整った台形を呈する。大き

さは上面径3.60cm、下面径5. 77 X 5. 62cm、高さ 2.19cmを測る。重さは68.2gを測る。中央孔は中心よりややず

れて穿たれる。孔径は上面でllmm、下面で8.6mm、中位で7.6mm を測る。下面孔口部の剥離が激しい事から上

面から下面にかけて穿孔した可能性がある。全体にヘラケズリによって整形し、その後粗いヘラミガキを加

えている。胎土は黒色、白色の小鉱物を主とする砂粒を含む。焼成は酸化気味で、一部に黒斑あり。

4 は216号住居跡出土の土製紡錘車である。他の載頭円錐形と異なり、背の低い樽形を呈する。上面径5.07

cm、下面径4.90cm、中位の最大径5.66cm を測る。高さは縁辺部が1.96cm、中央部で1. 91cmを測る。重量は77.1

gである。中央孔は中心よりややずれて穿たれる。孔径は上面で9.1mm、下面で10. 3mm、中位で8.8mm を測る。

側面及び側縁部は暦滅が激しい。胎士は白色針状物質を多く含む。焼成は還元質である。原手の須恵器片を

再利用した可能性がある。
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第307図 住居跡出土紡錘車
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土製円板（第308図、 PL.39)

いずれも土器の一部を再利用したものである。なお 7 、 8 は中央を穿孔しており「はずみ車」としての使

用も推察される。 1 ~ 5 は 79号住居跡、 6 は 144号住居跳、 7 は64号住居跡、 8 は 168号住居跡出土である。

1 は須恵器蓋のつまみを利用したもので径4.51cm、厚さ1. 07cmを測る。端部の一部を欠く。全体に縁辺部

が磨滅している。胎土に長石の小砂粒を含む。十分な還元がなされず軟質である。

2 ~ 5 はいずれも土師器皿（あるいは杯）の屈部を利用したものである。周辺部を打ち欠くか折る等によ

リ成形し、調整は施されない。大きさは 2 か径5.52cm 、 I旱さ 0.96cm 、 3 が径5.15cm、厚さ 1.14cm 、 4 が径5.40

cm、厚さ 1.04cm 、 5 は径（残存部で） 4.72cm、厚さ 1.23cm を測る。底面にはいずれも右回転糸切痕か残る。

底面及び周縁部が磨滅している。

6 は須恵器蓋のつまみを利用している。大きさは径4.33cm、厚さ 0.90cm を測る。縁辺部が磨滅している。

胎土には黒色小鉱物を含む。十分な還元がなされず、軟質である。

7 は高台付椀の島台部を利用したもので、高台の約1/2 を欠く。残存部の径5.80cm を測る。中央の円孔は両

面から回転穿孔されている。孔口径は9.4mm、中位は5.8mm を測る。全体に磨滅している。胎土は比較的キメ

が細かく金雲母を含む。色調は淡黄褐色を呈し、酸化焼成されている。

8 は杯底部破片を利用し、約1/2 を欠く。直径は推定で 6 ~7 cmのものと思われる。中央部で円孔を両面か

ら回転穿孔する。底面に糸切痕が残る。胎上には小砂粒を多く含み、焼成は酸化気味である。

ごニニジ l
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：ニニ~6

口
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ロロニ口
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ご三戸三一 8

゜
1 :2 5cm 

第308図 住居跡出土土製円板

砥石（第309 • 310図、 PL.40)

第309図ー 1 は 17 、 18 、 19号住居跳のいずれかの覆土から出土したものである。乎面はほぼ長方形で、側面
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第309図住居跡出土砥石（ I)
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は外反する形状を堪する。大きさは長さ 8.34cm、幅2.60~2. 41cm、原さ1. 92~1.29cm を測る。全面を使用し

ている事から完形品と思われる。下面には製作時の打割痕が残る。石材は H の細かい青灰色を呈する凝灰岩

を使用する。ほほ全体が暦耗しておリ、一部に擦痕が残る。本遺跡出土砥石の中では最小の部類であり、当

初から小形品として製作されたか、あるいは使用するにつれ小さくなったものと思われる。

第309図 2 は78号住居跡出上の上部破片である。おそらく長方形を呈すると思われ、中央部に一ヶ所円孔

が穿たれる。幅4.38cm 、 l旱さ 2. 30cmを測る。孔径は5. 5mmである。穿孔は回転によると思われる。石材は黄灰色を

呈する凝灰岩で表面がやや黒味を帯びる。欠捐部以外は全面を使用しており、一部に斜方向の浅い擦痕が残

る。円孔がある事からここに紐等を結び、携帯用あるいは住居内等に吊しておいたものであろう。

第309図ー 3 は162号住居跡出土の小片である。大きさは長さ 3. 93cm、輻2. 99cmを測る。裏面に打割痕あるいは折

損痕が残る。石材は目の細かい灰白色凝灰岩である。表面の一部のみ使用しており、おそらく部分的な研ぎ

に使われたのであろう。

第309図ー 4 は79号住居跡出土で、上半が楕円形状、ド半が台形状を呈する。長さは13.25cm、幅4.07~3.90

cm、厚さ 3.44~1.69cm を測る。上端は製作時の打割痕あるいは使用時の折損痕が残る。下面は製作時の細か

い調整かなされ、ほぽ平坦になっている。表裏両面及び両側面とも使用されており、表裏面が外反し、側面

が内湾するのは研ぎ方の相追によるものだろう。石材は青灰色の日の細かい凝灰岩である。

第309図ー 5 は85号住居跡から出土した破片である。平面は台形状、側面は一方向に湾曲する形状を呈す

る。長さは8.49cm、幅5.65~4.20cm、厚さ 2.07~1.99cm を測る。上面は製作時の打割痕か残る。なお下半は

折損したと思われる。石材は黄灰色を呈する1=1の細かい凝灰岩である。表裏両面、両側面か使用される。側

面に鋭い削痕が残る。

第309図ー 6 は 130号住居跡から出上しており、下半部を欠く破片である。表裏、両側面とも弱く外反して

おり、中央部がかなり細くなる。長さは 10.80cm、幅6.40~3.90cm、厚さ 5.39~4.08cm を測る。上面は製

作時の細部調整がなされ平坦面をなす。下半は使用時の折損と思われる。石材は赤城山系の安山岩を使用し、

やや目が荒い。表裏面及び両側面とも使用されている。なお上端部に赤色の顔料と思われる物質が付着する。

第309図ー 7 は 131号住居跨から出土している。平面は長方形状に近いか、側面形は著しく内湾し、中央部

か薄くなっている。長さは10.4cm、幅4.94~3.04cm、原さ 3.38~1.18cm を測る。上面、下面は製作時の細部

調整がなされ、平坦面をなす。表裏面及び両側面とも使用されているが、使用頻度は表面が最も高いようで

ある。又裏面の下位で欠損と思われる部分があるが、ここに鋭い削痕が認められる。石材は青灰色の目の細

かい凝灰岩である。

第309図ー 8 は 183号住居跨から出土している。ほぱ直方体を呈し、長さ 3.48cm、輻3.88cm、厚さ 2.08~ 1. 88

cm を測る。上面は折損あるいは製作時の打割と思われるが、細調整かなされ平坦面をなす。下面は約1/2が泉lJ

離するかこの部分も使用している。石材は灰白色を呈する目の細かい凝灰岩である。上面を除いて他面は使

用されている。

第310図ー 9 は 164号住居蹄から出土している。平面は長方形状を星し、側面形は一方向に湾曲している。

大きさは長さ 15.26cm、輻6.61~4.78cm、原さ 3.53~2.51cm を測る。上下両面は打割したままである。石材は

灰臼色を呈する目の細かい凝灰岩である。表面は縦方向の鋭い削痕がみられるか、鎌用に使われた可能性が

高い。裏面は縦方向の削られたような痕跡が残っており、刀子状の鉄器を研いだものかと思われる。

第310図ー10 は208号住居跡から出土している。平面は長方形で、側面形は表面上半部か膨らむ形状を呈す

る。長さは6.65cm、幅3.02~2.40cm、厚さ 2.22~0.80cm を測る。両側面はあまり使用されておらず、製作時
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第310図住居跡出土砥石(2)

と思われる削痕が残る。石材は青灰白色を呈する目の細かい凝灰岩である。表裏両面を使用しており、特に

表面は上半と下半に分けて使用したようである。なお上下両端は折損している。

第310図一11 は220号住居跡出土の欠損破片である。両側面が極端に外反する。大きさは長さ 6.98cm、輻は

4.94~1.18cm、厚さ 2.53~1.84cmを測る。下面は製作時の調整痕が残るが、やや使用された磨滅痕が残る。

石材は青灰白色を呈する目の細かい凝灰岩である。側面の湾曲から鎌用に使用されたものだろう。

第310図ー12 は220号住居跡出土の欠損品である。平面は上部が丸味をもつ長方形状で側面は表面が外反す

る形状で中央部が薄くなる。下半は欠損する。長さ 9.54cm、幅6.18~4.88cm、厚さ 3.10~ 1. 03cm を測る。上

面は製作時の調整痕が残り、この部分に数条の鋭い削痕が走る。石材は青灰臼色を呈する目の細かい；疑灰岩

である。表面と右側面はよく使用されているが、他面は磨耗が少ない。
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第310図ー13 は255号住居跡出士である。ほぱ直方体を呈する。長さ 8.08cm、幅3.59~3.55cm、淳さ 2.80~

2.64cm を測る。上面及び表裏両面に整形時のものと思われる削り痕が残る。石材は灰臼色を里する目の細か

い凝灰岩である。右側面が多用され、他面はさほど使用されなかったようである。

鉄製品 （第311 図、 PL.39)

1 、 2 は 143号住居蹄出上の刀子である。鋒と関部

を欠く刀身破片である。 1 は長さ 6.06cm、幅1. 67cm 、

棟庫3.8mm を測る。 2 は長さ 2.80cm、幅1.25cm、棟厚

4.2mm を測る。いずれも銹化が進んでおり、原形の復

元は困難である。

3 は 161号住居跡出土で、鉄鏃と思われる。茎付近

の破片で矢柄の木質部が銹化して残存する。幅6mm 、

げさ 5mm、木質部幅13.6mm 、 l旱さ 11.0mm を測る。茎を

矢柄に差し込んでいる。

4 は 166号住居跳出士で、鉄鏃と思われる。長さは

5.14cm、輻6.9mm、厚さ 5.6mm を測る。銹化が進んで
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第311 図 住居跡出土鉄製品
いる。

5 は 199号住居跡出上のもので、上下両辺が内湾、左側辺が外湾する。断面は板状を呈し、下辺に「←」形

の刃部のような形をつくり出している。他の縁辺は「コ」字状を呈する。裏面は平坦である。右半分は欠損

する。長さ 5.76~5.45cm、幅4.30cm以上、厚さ 5.3mm を測る。全形状及び用途は不明である。

土錘（第312図、 P L.41)

すべて小形の紡錘形を呈する。平安時代のものが大部分で、他は鬼高期 l 点、奈良時代］点であった。

土錘一覧表

法品（cm、g)
No. 出土位置 備 考

長さ 最大径 重益

1 7 号住 3 18 1 04 3.5 平安。

2 10号住 3 00 0.95 2.3 時期不明。

3 10号住 3 10 0. 73 1. 7 時期不明。

4 11号住 3 20 0 98 2 8 古墳時代後。

5 77号住 3 87 1 09 4.4 平安。

6 79号住 3.53 0 84 2.9 平安。

7 80号住 4 10 0 89 3.2 平安。

8 80号住 3.45 1.11 3.9 平安。, 80号住 3 56 0 93 3.0 平安。

10 80号住 3 21 1 03 3.6 平安。

11 80号住 2.82 1.04 2.8 平安。

12 80号住 2.96 1.12 3.4 平安。

13 87号住 2. 78 0.85 2.1 端部一部欠。平安。

14 87号住 3.29 0.98 2.6 端部一部欠。平安。

15 149号住 3.48 1.20 4.8 平安。

16 185号住 4.03 1.26 6.3 平安。

17 185号住 3 54 1.10 4 0 平安。

18 189号住 4.56 1.44 8.8 両端部欠。平安。

法最（cm、g)
N(l 出土位置 備 考

長さ 最大径 重拭

19 196号住 3.50 0. 79 2.3 奈良。

20 204号住 2.92 1.16 3.5 端部一部欠。平安。

21 204号住 3.38 1 05 3.8 平安。

22 204号住 3. 77 1 18 4 7 平安。

23 204号住 3.81 1 10 4 6 平安。

24 204号住 3.88 1 05 4 0 平安。

25 204号住 3.10 1 08 2 9 両端部欠。平安。

26 210号住 4.84 1 34 7 3 平安。

27 211号住 5.01 1.58 11 7 端部一部欠。平安？

28 211号住 3 73 1.67 12 1 平安？

29 211号住 2 98 0.81 2 1 平安？

30 213号住 4 44 1.88 15 6 平安？

31 213号住 4.88 1.36 7.1 平安？

32 214号住 3 76 1.62 8.5 端部一部欠。平安。

33 216号住 5 16 1.40 9.0 平安。

34 223号住 4.28 1 48 8.6 平安。

35 241号住 3 62 1. 70 9.2 平安。

36 243号住 5 57 1.68 16.2 端部一部欠。平安。
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3 掘立柱建築遺構

1 号掘立柱建築遺構（第313図、 PL.1 2)

III区D-2 グリッド付近にある 2 間 (4.5~5.2m) X 2 間 (4.0m) のやや南北に長い歪んだ方形建物であ

る。つまり北辺と南辺は長さは同一であるか、東辺に比して西辺が 0.7m長く、台形状を呈す。柱間寸法は、

北辺、南辺は2.0m (7 尺）等間、東辺は2.25m (7.5尺）、西辺は2.6m (8.5尺）等間である。柱穴の掘形は

径30cmの円形を呈し、深さは10~30cm を測る。総柱建物の可能性もある。主軸方向はN-10°-W を指す。
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第313図 1 号掘立柱建築遺構

2 号掘立柱建築遺構 （欠番）

3 号掘立柱建築遺構（第314図、 PL.12)

III 区E- 2 グリッド付近に位匿しており、 1 間 (2.4~3.0m) X 1 間 (2.5m) の歪んだ方形建物である。

柱間寸法は、東辺が2.4m (8 尺）、西辺が3.0m (10尺）、北辺と南辺が2.5m (8 尺）である。柱穴の掘形

は、径30cm程の円形を呈し、深さは20cm を測る。主軸方向はN-12°-W を指す。
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重複遺構は79号住居跡、 80号住居跡

で、いずれも新旧関係は不明であった。

なお 1 号掘立柱建築遺構とは主軸方向

をほぼ同一にして隣接するか、これが

1 棟の建物を構成するのか、あるいは

別個の建物かは明らかにしえなかった。

柱穴からの出土遺物はなく時期は不

明である。

4 号・ 5 号掘立柱建築遺構（早川河

川改修地域調査分）

゜ I :80 4m 

第314図 3 号掘立柱建築遺構

6 号掘立柱建築遺構（第315図、 PL

12) 

III区H~l9·20グリッド付近にある

3 間 (6.0m) X 2 間 (4.5m) の南北

IO V量にロニ八。
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第315図 6 号揺立柱建築遺構
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棟建物である。柱間寸法は桁行は 2 m (7 尺）梁行は2.5m (8.5尺）等間であるが、桁行西面の柱位置は不

規則である。柱穴の掘形は径60cm、深さ 20cmで平面形は長方形状、不整円形など不揃いである。掘形内には

径20cmほどの柱痕のみられるものもある。主軸方向はN-10°-Wである。

重複迫構は144号住居蹄、 5 号井戸跡で、判明した新旧関係は144号住→ 6 号掘立であった。

出土迫物はなく時期は不明である。

7 号掘立柱建築遺構（第316図、 PL.12)

III 区E-20 • 21 、 F-20 • 21 • 22 グリッドにある 4 間 (9.2m) X 4 間 (7.5m) の南北棟建物であり、西面

に廂がつく。柱間寸法は桁行は2.3m (7.5尺）等間、梁行は、身舎部分は1. 8m (6 尺）等間、廂の出は2.lm

(7 尺）である。柱穴の掘形は身舎部分は径60~80cm深さ 20~40cm、径30~60cm、深さ 20cmであって概して

不整形である。廂の柱穴揺形は、径20~30cm、深さ 25cmほどであって、身舎部より小規模である。身舎部で

は大部分の柱穴掘形内に20cmほどの柱痕跡がみられる。主軸方向はN-3°-Wである。

量 • D |(")鴫言-＾“”—·’□□V1,·y_ r-¥-

V 

ｮ
 

E
 

1(")E IQ 

゜ I :80 

第316図 7 号掘立柱建築遺構
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重複遺構は 9 号溝で、新旧関係は小明であった。

時期は平安時代と思われる。

8 号掘立柱建築遺構（第317図、 PL.12)

III区G • H -15 • 16 • 17 グリッドにある 3 間 (7.2m) X 3 間 (4.8~5.4m) の南北棟建物である。桁行は

両辺とも長さは同じであるが、梁行は南辺が北辺よりも 0.6m短いため建物の平面形は台形状を呈する。柱間

寸法は桁行は2.4m (8 尺）等間、梁行は北辺が1. 8m (6 尺）等間、南辺が1.6m （誓尺）等間である。柱穴

の掘形は不整方形状であって、径60~90cm、深さ 20cm程である。主軸方向はN-10°-W を指す。

籠複遺構は140号、 141 号、 142号、 146号住居蹄で、確認、された新18関係は140号住→ 8 号掘立であった。

出土遺物はなく、時期は不明である。
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第317図 8 号掘立柱建築遺構
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10号掘立柱建築遺構（第318図、 P L.12)

IV区B-10 、 C-10グリッドにある 3 間 (5.lm) X 2 間 (3.9m) の南北棟建物である。柱間寸法は桁行が

1. 7m （炉尺）筈間、梁行か1. 95m （り尺）等間である。柱穴の掘形は不整方形を呈し、径40cm深さ 20cm を測
る。主軸方向はN-23°-W を指す。

重複遺構は226号住居跡、 75号土墟で、新旧関係は不明であった。

出土遺物はなく、時期は不明である。
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第318図 10号掘立柱建築遺構

llA号・ llB号掘立柱建築遺構（第319図、 PL.12)

IV区C-11•12グリッドにある 3 間 X 2 間の南北棟建物である。建替えと考えられ、内側（小規模）のもの

を llA号、外側（大規模）のものを 11B号と呼びわける。

llA号掘立は 3 間 (6.0m) X 2 間 (4.2m) である。柱間寸法は桁行が2.0m （臀尺）等間、梁行が約2.lm
(7 尺）等間である。柱穴掘形は不整円形を呈し、径40~50cm、深さ 20~40cmである。主軸方向はN-20'―

Wを示す。

llB号掘立は 3 間 (7.2m) X 2 間 (4.8m) である。柱間寸法は桁行、梁行とも 2.4m (8 尺）等間であ

る。柱穴掘形は方形状を呈し、径50~20cm深さ 10cm内外の柱痕跡か認められるものがある。主軸方向はN-23°

-wを指す。

なおllA号と llB号の柱穴間の切り合い関係は不明であった。 226号住居跳と重複するか、その新旧関係は

291 



第 v 章 検出された遺構と遺物

不明であった。

遺物は出土せず、時期は不明である。
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第319図 11 A 号・ 11 B 号掘立柱建築遺構

12号掘立柱建築遺構（欠番）

13号掘立柱建築遺構（第320図、 P L.12)

IV区C-13•14 、 D-13•14グリッドにある 3 間 (6.75m) X 4 間 (6.0m) の方形状建物である。柱間寸法は

桁行が2.25m (7.5尺）等間、梁行が1.5m (5 尺）等間である。柱穴掘形は不整方形を呈するが径 50~70cm
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深さ 20~30cm とやや大きめである。柱穴掘形内に径20~30cm深さ 10~15cmの柱痕跡のみられるものもある。

主軸方向はN-15°-Wである。本建物は身舎が 3 間 X 3 間で、西側に廂をもつ可能性を有する。

直複遺構は237号、 238号、 243号住居跳、 7 号井戸で、新旧関係は不明であった。

時期は不明である。

14号掘立柱建築遺構（第321図、 PL.12)

IV区D-16 、 E-16グリソドにある 2 間 (3.6~3.9m) X 2 間 (3.6~3.9m) の不整方形を里する総柱建物で
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第320図 13号掘立柱建築遺構
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ある。柱間寸法は西辺と南辺が18m (6 尺）等間、北辺と東辺が1. 95m (6.5尺）等間である。柱穴掘形は

長方形ないし不整方形を呈し、径50~100cm深さ 20~30cm を測る。柱痕跡は北東隅柱を除いて他の柱穴に認め

られ、径20~30cm深さ 10~20cm を測る。主軸方向はN-17°-W を指す。

重複遺構は244号住居跡、 249号住居跡で、新旧関係は不明であった。

柱穴覆士の上位から土器片が数点出土しているが、形態や時期については不明である。
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4 土堀

本遺跡全体で検出された士堀数は82基で，そのうち上武国逍地域調査分は72碁、早川河川改修地域分は10碁

であった。平血形態は円形、長方形、楕円形が主で、その他に不定形のもの等かある。なお調査段階で住居

跡あるいは住居跳に伴う施設と考えられたもののうち、調査及び整理作業が進む段階で土堀に変更したもの

もある。又当初土堀として考えられている中で、住居跡に伴う貯蔵穴や、掘立柱建築遺構の柱穴等と判断さ

れたものについてはこれらの遺構記述で取り扱った。

時期の明確な士墟は15基で、他は不明であった。以下時期別にその特徴と出土遺物について概述する。な

お各土城の具体的な位固、計測値等の記述については一覧表にまとめて掲載した。

縄文時代の土壌と出土遺物（第322 • 323図、 PL.14 • 45) 

縄文時代に属する土墟は14 、 20 、 26、 27号土墟の計 4 基である。すべて円形を呈しており、規模は直径 2

~1. 5m前後を測る。底面は比較的平坦で、壁の立ち上がりは比較的急角度を呈しており、皿状あるいは椀状

の断面形を星するものはないようである。遺物は覆土より土器片が出土しており、 27号土堀を除いて他は中

期末（加曽利E4 期）の時期と考えられる。

なおこれらの土墟は調査区の南東側台地のほぼ中央付近に集中しており、又この周辺からは遺構に伴わな

い縄文土器も比較的多く出土している。

-0‘ — 

賣

-o 
ヽ

20号土堀

14号土壊

ヽ

鬱 27号土堀

26号土壊 ゜ I :60 2m 

第322図縄文時代の土墳
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第 v 章 検出された遺構と遺物

第323図ー 1 は 14号土墟覆土から出土した土器である。 日縁部が弱く内湾しながら開く深鉢の日縁部破片

で、日唇下に無文部をおいて断面三角形の微隆帯をめぐらし、そこから同徴隆帯で区画された充壌縄文帯を

垂下させている。口唇下の無文部、および胴部無文部には研磨が施されており、後者には斜位の細沈線が認

められる。縄文はLRの縦位施文である。加曽利E4 式土器。

第323図ー 2~ 4 は26号士堀覆上から出土した土器である。 3 • 4 は内湾する口縁部破片で、いずれも日唇

下に無文部をおいて断面三角形状の微隆帯をめぐらし、以下に縄文を施している。 2 は深鉢の胴部破片で、

微隆帯で区画された充填縄文帯で文様が構成される。縄文は 2 かLR、 3 • 4 がRLで、いずれも縦位に施文が

施されており、 4 では微隆帯下の一帯のみ横位に施されている。 3 点とも加曽利E4 式土器である。

第323図ー 5 は20号土堀裂土中から出土している。断面三角形の 2 本の微隆帯で曲線的な文様が構成され

る。徴隆帯の周囲にRL縄文が施される。加曽利E4 式士器である。

なお27号土墟から土器片が数点出土しているか、時期は不明であった。
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第323図土壌出土遺物（縄文土器）
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第 v 章 検出された遺構と遺物

弥生時代の土壌と出土遺物（第324 • 325図、 PL. 45)

IV区F-ll グリッドで検出された77号土堀が弥生時

代に属する。平面形態は歪んだ円形を呈している。掘

り込みの壁はほぼ直立しており、底面はほほ平坦であ

る。なお東側に不定形の細長い掘り込みが見られるが、

本土堀の一部というより、風倒木痕あるいは後世の撹

乱墟かと思われる。又南西部に直径80cm程のピットが

あり、これも本土墟に伴うものではないだろう。

重複遺構は230号住居跡で、土層観察では確認できな

かったが、出土遺物から本土墟が古いものである事は

明らかである。

迫物は30点程の土器片で、ほとんどが覆土中からの

出土である。縄文及び櫛描文と縄文の組合せを主文様

としており、その特徴から栃木県に分布の中心をもっ

二軒屋式系の土器と思われる。なおこれらに伴って古墳時代初頭期と思われる壺の底部が一点出土している

事から、本土墟の時期は弥生後期～古墳時代初頭の幅をもつ。
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第324図弥生時代の土墳
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第 v 章 検出された遺構と遺物

土壌出土遺物観察表（1) 弥生時代

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高·底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第325図一 l 弥生
77 号

①比較的緻密て、小砂 外面全体に縄文を施す。原体はLRの軸 二軒屋式系。

PL 45-23 甕 胴部約1/3破片 粒を含む ②黒褐～淡 縄に Rの縄 2 条を付加した附加条第 1
土壊

褐 ③普通 種である。内面は横ナテ｀。

①長石等の砂粒を多〈 外面に羽状縄文を施す。羽状の交差部 二軒屋式系。

含む ②赤褐 ③良好 分で上位の施文原体の末端部を押捺し

第325図ー 2 弥生 77 号
口縁破片

ながら回転させる。原体は上位かLR軸

PL45-24 （甕） 土城 縄に R2 条付加、下位はRL軸縄に L2

条付加の附加条第 1 種である。内面は

丁寧なナテ‘`。

①小砂粒を含む ②黒 口唇部に縄文施文具と思われる原体で 二軒屋式系。

第325図一 3 弥生 77 号
褐 ③普通 刻目文を施す。外面には縄文と原体先

PL45-25 （甕） 土堀
ロ縁部片 端部を押捺して文様を構成する。原体

は LR軸縄に R2 条附加と思われるか

やや不鮮明である。

第325図ー 4 弥生 ①白色小砂粒を含む 口唇部～口縁外面に縄文を施す。外面 赤井戸式か。

PL.45-26 （甕） 77 号
ロ縁部片

②黒褐～暗褐 ③普通 に 2 条の粘土紐積み上げ痕を残す。縄

土壊 文原体は RL軸縄に L2 条附加した附

加条第 1 種と思われる。

①小砂粒を含む ②赤 頸部に櫛描波状文、頸部と胴上部の境 二軒屋式系。

褐～暗褐 ③普通 に横線文、胴部に羽状縄文を施す。施

文原体の櫛描文は先端の丸く不揃いな

第325図ー 5 弥生 77 号
頸部～胴上半部片

8 本前後の櫛状具、縄文は単節のLR と

PL.45-27 （甕） 土壊 RLを用いる。櫛描文は右回り（時計匝l

リ）に施している。羽状縄文は 2 種の

原体を横回転で交互に施文している。

内面ナデ。

第325図一 6 弥生
77 号

①小砂粒を含む ②外 櫛描波状文とその下位に横線文を施す。 二軒屋式系か。

PL.45-28 （甕） 頸部破片 面黒、器肉と内面淡黄 原体は 5 本の不揃いな目をもつ櫛状具
土壊

～赤褐 ③普通 （植物の茎状のものか）を用いる。

第325図一 7 弥生
77 号

①小砂粒を多く含む 縄文を全面に施す。原体はRL軸縄に L

PL45-29 （甕） 胴部破片 ②黒～黒椙 ③普通 2 条を附加した附加条第 1 種と思われ
土壊

る。羽状を構成するらしい。

第325図ー 8 弥生
77 号

①比較的砂粒を多く含 羽状縄文を施す。原体はRL軸縄に L2 二軒屋式系か。

PL.45-30 （甕）
土壊

胴部破片 む ②暗褐 ③普通 条付加、 LR軸縄にR2 条付加の 2 種類

を用いる。内面粗いナデ。

第325図ー 9 弥生
77 号

①砂粒を多く含む ② LR軸縄に R 2 条附加した原体を用い

PL45-31 （甕）
土壊

胴部破片 淡褐 ③普通 て施文している。羽状を構成する可能

性あり。

第325図ー10 弥生
77 号

①赤色酸化鉄粒が目立 RL軸縄に L2 条附加した原体を用い

PL45-32 （甕）
土壌

胴部破片 つ ②にぶい黄褐 ③ て施文。羽状を構成する可能性あり。

普通

第325図ー11 （土師）
77 号 底75 

①大粒砂粒を多最に含 縦ヘラミガキ。底面ヘラケズリ。外面

壺
土壊 底部破片

む ②淡閲 ③普通 に赤色塗彩の痕跡が残る。底部は突出

している。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

古墳時代の土墳と出土遺物（第326 • 327図、 PL.14 • 43) 

本時期に属するものとして31号土墟、 43号士堀、 44号上墟の計 3 基が検出されている。そのうち43号土堀

は規模が比較的大きく、当初住居跳と考えられたが、カマド等の炊飯施設がない点や、床面が不明瞭である

事等から土堀として取り扱った。規模や形態がそれぞれ異なる事からこれらは異なる性格をもつものとして

とらえられよう。

遺物はいずれも鬼高期に属するものと思われる。

なお43号土壊と 44号上堀は重複しているが、新旧関係は不明であった。

` 31号土壊

A
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44号土壊 43号土壊

第326図 古墳時代の土墳

土墳出土遺物観察表（2) 古墳時代

図 No. 土器種 出土
法饂

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎士②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第327図ー 1 土師 ロ 12 4 高 5.2 ①酸化鉄粒等の小砂粒 口唇部内側に稜をもち小さな平坦面を

PL 43 杯 43 号 ロ縁、底部の一部 を含む ②橙 ③普通 つくり出す。口縁～杯内面に横ナデ。

土壊 欠 底面中央は横方向、周辺部は同心円状

のヘラケズリ。

第327図ー 2 須恵 ①長石粒を若千含む 内外面にロクロ目を残す。肩部端に同

PL.43 （長頚壺） 43 号
肩部約1/4破片

②灰 ③還元、硬質 心円状の浅い沈線を 2 条廻らし、その

土堀 中に櫛状具先端の押捺による文様を充

埴する。

第327図ー 3 土師
44 号

口 (12.6) 高4 9 ①酸化鉄粒等の砂粒を ロ唇部内側に稜をもち小さな平坦面を

杯
土壊

口縁部約2/3 を欠 含む ②橙 ③普通 つくり出す。口縁～杯内面を横ナデ。

底面横方向と同心円状のヘラケズリ。

第321図ー 4 士師 ロ(12 3) 高 (4.9) ①小砂粒を含む ②橙 口唇部内側に稜をもち小さな平坦面を

杯 44 号 口縁～底部の ～黒褐 ③良好 つくり出す。口縁～杯内面を横ナデ。

土壊 約1/4 破片 底面ヘラケズリ。
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第327図 土墳出土遺物（古墳時代）

図 No. 土器種 出土
法最

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

①砂粒を多く含む ② 頸部縦ヘラケズリ。口縁部内外面とも

土師 44 号 口 (180) 
にぶい黄褐 ③酸化 横ナデ。頸部内面横ハケメ。なお口縁

第321図ー 5
甕 土壊 ロ縁部約1/6破片

部外面に横ナデ以前のものと思われる

縦方向のヘラをあてたような沈線が残

る。
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第 v 章 検出された遺構と遺物

平安時代の土壌と出土遺物（第328 • 329 • 330 • 331 図、 PL.43)

本時期に属すると思われるものは71号、 72号、 74号、 75号、 76 号、 79号、 82号土猥の計 7 基であった。平

面形態は72号、 74号、 75号、 76号士堀が長方形ないしは楕円形を呈し、これらは断面形状も近似し、共通し

て浅い。これに対し79号土堀は規模の大きな楕円形で中央か 2 段に掘り込まれている。又82号土堀はピット

状を星する。 71号土堀は不定形を呈する。これらの性格はいずれも不明であるか、 71号と 82局は隣接してい

る事、 71号は確認プランか方形に近かった事、更にこの部分に土器片が多く出土している事等から、 71号土

塘は住居跡の掘り形跡で82号はこれに伴う貯蔵穴である可能性も考えられる。

遺物は土器片が主で、いずれも平安時代のものと考えられる。特に71号土堀と 82号土堀から煮沸具の甕顆
どがま

（所謂「土釜」を指す。）が多く出土した事は注 H される。
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第328図平安時代の土墳(1)
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79号土壊
第329図平安時代の土壌（ 2)

土墳出土遺物観察表（3) 乎安時代

図 N(l 土器種 出土
法最

技 法

写真図版No· 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第330図ー 1 士師 71 号 底 (5.7) ①金雲母を含む ②淡 ロクロ左回転成形と思われる。底糸切

皿 土壊 底部約1/5破片 黄褐 ③軟質 り無調整。

第330図ー 2 灰釉淘
71 号

①緻密 ②淡灰 ③良 高台部は横ナテで端部は丸味をもつ。 東濃産か。

（皿）
土壊

底部小破片 好 底部内外面を除いて淡黄灰色の灰釉を

かける。釉かけは刷毛ぬりと思われる。

第330図ー 3 土師 口 (230) ①白色小砂粒、大粒の ロ縁外面～胴上半は縦ヘラケズリの後

甕
71 号

ロ縁～胴下半部約 赤色酸化鉄粒を含む 横ヘラミガキ。胴下半部外面は縦ヘラ

土壊
1/4破片 ②黄褐 ③普通 ケズリ。内面全体は指頭による横ナデ。

なお胴下半の一部にヘラミガキ状の痕

跡か見られる。

第330図— 4 土師 ロ (26.0) 高30.6 ①大粒砂粒を多量に含 ロ縁部横ナデ、体部外面は縦方向、底

甕 71 号 底 (1 1.5) む ②黄褐 ③普通 部付近は横方向ヘラケズリ。内面は縦

土壌 口縁～底部約1/6 方向のナデ、口縁部～頸部内面は横ナ

破片 デ。

第330図ー 5 土師 口 (28.6) ①大粒砂粒を多量に含 ロ縁部は緩く外反し、口唇外側に弱い

甕
71 号

ロ縁～胴上半部約 む ②黄掲 ③普通 稜をもつ。口縁～頸部外面は縦ヘラナ

土塘
1/4破片 デ、胴部中位以下外面は縦ヘラケズリ、

ロ縁部内面は横方向、胴部は縦方向の

ナデ。

第330図一 6 土師 71 号 ロ (25.0) ①砂粒を多〈含む ② 口縁内外面横ナデ、胴上半外面は縦ヘ

甕 土凛 ロ縁部約1/6破片 暗褐 ③軟質 ラケズリ、胴部内面は縦ナデ。
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第330図 土壌出土遺物（平安時代）（ 1)

303 



第 v 章 検出された遺構と遺物

（
い
い

9
9
 

,' 
9
,
 

{‘‘’ 

ヽ

9

9

 

10 (ｼ) 

□ : 
口

／□□］， 
15 (ｼ) 

ロ
口
＂
＂

ロ
い

、
1
,ｼ

 

‘
ヽ
·
'
`
`

6
 

ー

14 (ｼ) ゜ 1 :3 10cm 

゜ I :4 10cm 

第331図 土壌出土遺物（平安時代）（ 2)

図 No、 土器種 出土
法量

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第330図ー 7 土師 ①大粒砂粒を多最に含 ロ縁は小さ〈外反し、口唇部外側に稜

甕 71 号 ロ (255) む ②橙 ③普通 をつくる。口縁部内外面は横ナデ、胴

土塘 ロ縁部約1/5破片 部外面は縦ヘラケズリ、胴部内面は縦

ナデ。

第330図ー 8 土師
71 号

ロ (25.0) ①大粒を多量に含む ロ縁は弱く外反し、口唇部外側に強い

PL.43 甕
土壊

ロ縁～胴上部 ②暗黄褐 ③普通 稜をつくる。口縁部ナデ、頸部に縦ヘ

約1/6破片 ラナデ。

第331図ー 9 士師
72 号

底5.1 ①砂粒を多く含む ② 外面は縦方向を主としたヘラケズリ、 古墳時代の可能性

甕
土壊

胴中位以上を欠 外面黒褐、内部赤褐 内面は横方向のヘラナデ。内面はヘラ あり。

③軟質 あて痕を残す等粗雑な仕上げである。
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第 v 章検出された遺構と遺物

図 No. 土器種 出土
法屈

技 法

写真図版No. 器形 位窟
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第331図ー10 土師
72 号

ロ 18.4 ①砂粒を含む ②淡褐 口唇部は上方に屈曲し、外側に調整時

甕
土壌

胴部以下欠 ③普通 の沈線が廻る。頸部外面は縦ヘラケズ

リ、口縁～頸部内面は横ナデ。

第331図ー11 須恵 口 12.8 高3.5 ①白色鉱物（針状のも ほぼ直斜状に立ち上がり、口唇部は小

杯 74 号 底60 のを若干含む）を含む さく肥厚してやや外反する。ロクロ右

土壊 ロ縁部約1/3欠 ②灰 ③還元、普通 回転成形、口縁部は横ナデ調整、底回

転糸切り無調整。

第331図一12 須恵
74 号

ロ(1 6. 8) 底 (6. 7) ①黒色酸化鉄粒を含む 体部の湾曲か強く、口唇部は肥厚して 器面は風化して荒

高台椀 口縁～底部約1/3 ②淡褐灰 ③還元、や 外反する。ロクロ右回転成形、内外面 れる。
土堀

破片 や軟質 ともナデ調整か。底回転糸切後付高台

第33]図ー13 土師
74 号

ロ (12 0) 高 (4.7) ①小砂粒を含む ②黄 体部上位は外側に屈曲。口縁部内外面 内面に煤付着

杯 ロ縁～底部約 1/5 掲 ③普通 とも横ナデ、底面ヘラケズリ、内面ナ
土堀

破片 デ体部中央は無調整。

第331図一14 土師 ①黒色鉱物、赤色酸化 口縁部内外面横ナデ、胴上半部外面横

甕 74 号 口 (190) 鉄粒等を含む②橙 ヘラケズリ、胴上半部内面ナデ。口縁

土壊 ロ縁部約1/6破片 ③普通 の屈曲部分外面に粘土紐積み上げ痕か

残る。

第33]図一15 土師
82 号

ロ (3 1. 2) ①大粒砂粒を多量に含 ロ縁部内外面横ナテ。胴上半部外面は

甕
土壊

ロ縁部約1/4破片 む ②暗褐 ③普通 縦ヘラケズリ、胴部内面はナデか。

第331図ー16 土師
82 号

ロ (29.4) ①小砂粒を含む ②暗 口縁部内外面横ナデ、胴上半部外面縦

甕
士壊

ロ縁部約1/8破片 黄褐 ③普通 ヘラナデ、胴部内面は指頭による横ナ

デ。

中世の土壌と出土遺物（第332 • 333 • 334 • 335図、 PL.14 • 43 • 44) 

本時期に属すると思われるものは 4 号、 5 号、 10号土壊の計 3 基であった。いずれも I区の中央付近（C-

21 、 D-22 、 E-22グリッド）で検出され、ほぽ等間隔で並ぶ。 4 号は円形、 5 号は方形、 10号は楕円形とそ

れぞれ平面形態や規模は異なるが、出土遺物の検討からすべて中世の墓堀と判断された。

遺物は骨片（大腿骨か）、土師器小皿、陶器、銭貨が出土している。上器類は正立位できちんと並べられて

いた。銭貨はすべて永楽通宝 6 枚づつで土壊内に散在していた。陶器は 4 号から香炉、 10号から皿が出土し、

時期は16世紀代のものと考えられる。

口～ ーロと
鴫

5 号上壊
10号土塘

4 号土堀
゜ 1 : 60 2m 

第332図中世の土墳
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゜ 1 :3 ]Qcm 

第333図 土壌出土遺物（中世）

土墳出土遺物観察表（4) 中世

図 N(l 土器種 出土
法械

技 法

写真図版Nu 器形 位置
口径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第333図ー 1 土師 口 11.8 高3.4 ①カクセン石等黒色鉱 ロクロ左回転成形、体部を上下 2 段横

PL.43 皿 4 号 底59 物が目立つ②淡橙 ナデ調整し、中央部か肥厚する。見込

土壊 完形 ③普通 み部ユビナデ。底糸切り後ヘラケズリ

状の調整。

第333図ー 2 土師 ロ 11 5 高34 ①素地緻密、黒色鉱物 ロクロ左回転成形。体部横ナデ調整。

PL.43 皿 4 号 底5.5 が目立つ ②器肉黒、 見込み部ユピナデ。底糸切り後ヘラケ

土城 体部一部欠 器表黄褐 ③器肉還元、 ズリ状の調整。底面に板目状圧痕が残

器表酸化、良好 る。
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゜

1:1 5cm 

第334図土墳出土遺物（銭貨）
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図 No. 土器種 出土
法絨

技 法

写真図版Nn 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第333図ー 3 土師 4 号 ロ (11.7)高2.7 ①祖く赤色酸化鉄粒、 ロクロ右回転成形、口唇部肥厚。底匝l

皿 底57 白色砂粒を含む ②淡 転糸切り後ヘラケズリ状の調整。底面

土壊 1 体部2/3欠 橙 ③やや軟質 に並行する 2 条の板目状圧痕が残る。

第333図ー 4 陶器 ロ6 6 裔4.8 ①やや粗く黒色の小鉱 ロクロ右回転成形、底回転ヘラ切り後 美濃産か。

PL.43 香炉 4 号 底59 物粒を若干含む ②胎 小枯土塊による低い 3 脚を貼付する。

土壊 完形 土黄白、釉白緑 ③酸 釉は淡緑色と白色の「霜降り」状で、

化、普通 内面全体及びに外面体部全体にかける。

第333図ー 5 土師 口 11.2 高27 ①カクセン石等黒色鉱 ロクロ右回転成形、口縁部横ナデ調整、

PL 43 皿 5 号 底6I 物が目立つ ②赤味を 見込み部ユビナデ。底糸切り後の目の

土壊 完形 帯びた黄褐 ③普通 細かい板目状圧痕が残る。

第333図ー 6 土師 口 1 1. 5 裔3.0 ①カクセン石等黒色鉱 ロクロ左回転成形。口縁～体部内外面

PL43 皿 5 号 底56 物が目立つ②淡橙 とも横ナデ調整。見込み部ユピナデ。

土猥 完形 ③普通 底糸切り後一部ヘラケズリ状の調整。

底面に目の細かい板目状圧痕か残る。

第333図ー 7 土師 口 11 4 高3.0 ①カクセン石等黒色鉱 ロクロ右回転成形。口縁内外面横ナデ

PL43 皿 10 号 底6.8 物、赤色酸化鉄粒が目 調整。ロクロ目を明瞭に残す。見込み

土堀 完形 立つ ②淡橙 ③普通 部ユピナデ。底糸切り後の板目状圧痕

か残る。

第333図ー 8 土師 ロ 10.8 高2.9 ①カクセン石等黒色鉱 ロクロ左回転成形。口縁～体部内外面

PL.43 皿 10 号 底52 物、赤色酸化鉄粒が目 横ナデ調整。底糸切り無調整。

土壌 口縁 1 部欠 立つ ②赤味を帯びた

黄褐 ③普通

第閲3図ー 9 陶器 ①やや祖 ②胎土黄白、 ロクロ成形、腰部が強く張り出し、ロ

PL 43 皿
10 号

口 10. 9 嵩2.8 釉淡緑 ③酸化普通 縁部がやや外反する。見込み部に菊花

士壊
底6.4 弁状の陰刻文を描く。透明度の高い灰

釉を内外面とも施す。底面に重ね焼き

用の輪ドチの痕跡が残る。

土墳出土の銭貨（第334 • 335図、 PL.44)

5 号土堀、 10号土猥から氷楽通宝 6 枚づつが出土している。おそらく明の渡来銭と思われる。いずれも鋳

出しが明瞭で、重量もほぼ均ーである。

出土銭貨一覧表

図 No. 写真図版No. 出土位置 直径 (cm) 重益(g) 図 No. 写真図版Nn 出土位置 直径 (cm) 重鼠(g)

第3.14図一 l PL44 5 号土壊 2.54 3.1 第334図ー 7 PL.44 10 号土壊 2.54 2 8 

第334図ー 2 PL.44 5 号土壌 2.45 2.2 第334図ー 8 PL.44 10 号土壌 2 52 3 3 

第334図ー 3 PL.44 5 号土壌 2 48 2 7 第335図一 l PL 44 10 号土塘 2. 48 2.2 

第334図ー 4 PL.44 5 号土塘 2.44 3 1 第335図ー 2 PL.44 10 号土城 2.47 2.6 

第334図ー 5 PL.44 5 号土壊 2.46 3.3 第335図ー 3 PL.44 10 号土壊 2 48 2 5 

第334図ー 6 PL.44 5 号土壊 2.47 2.4 第335図ー 4 PL 44 10 号土壊 2.50 3.1 
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第335図 土壌出土遺物（銭貨）

時期不明の土墳（第336 • 337 • 338 • 339 • 340図、 PL.14)

総数52碁が検出された。（早川河川改修地域調査分を除く。）ここで取り上げた土堀はいずれも出土遺物が

無いか非常に乏しいもので、又重複遺構との関係も不明確である事からその時期を限定し得ないものである。

平面形態は長方形、円形、楕円形、その他の不整円形、不定形等で、数鼠は長方形（隅丸長方形を含む。）が

16基、円形が13基、楕円形が10基、その他13基であった。

長方形土堀は長さ1. 5m前後、幅0.6m前後を測る小形のものと、長さ 2m以上、輻l.0m前後を測る長大な

ものの二種に分ける事ができるようである。主軸方向については北北東と西北西を指すものが大部分を占め

る。覆土については全土堀の検討はできなかったが、概してロームプロックを多鼠に含む人工的埋士が多い

ようである。性格付けについては推定の域を出ないが、小形のものは墓堀、長大なものは畠作に伴う貯蔵穴

（｀イモアナ’’あるいは＇＇ムロ’'等と呼称されるもの）の可能性が考えられる。

円形土壊についてはその規模や断面形状からかなりのバラエティがあるようである。形態の近似性から井

戸、墓塘、柱穴等の性格か考えられるか、根拠となる具体的な痕跡や他遺構との関連性は見られなかった。
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12号土壊

第336図土壌(1)
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15号土壊

16号土堀

ｮ
 口

入）

鬱
17号土壊

ｮ
 ロ

18号土壊

ァ

22号土壊

19号土壊

1
 

ロ
（土層説明）

1 黄褐色砂質土層 ロームプロ、／クを多最に含む。人為的埋土。

2 黒褐色砂質土層 やや粘性あり、均質。

3 褐色砂質土層 ローム粒を含む。

4 黄褐色土層 ロームプロック、ローム粒を含む。

23·24·25号土壊

30号土堀

2跨土槻
゜

I :60 2m 

第337図土墳（ 2)
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土壌一覧表

土城No.
規 模 (m)

重複遺構

図 No.
位 置 平面形態 長径（辺） X 短径（辺） 深さ

新旧関係
出土遺物 備 考

主軸方向（方形のもの）

1 号土壊 1 区
楕円形 0 89 X 0.68 0.87 

32A • B 号住
柱穴痕の可能性あり。

第336図 C-18 • 19 と接する。

2 号土壌 I 区
円形 1 95 X 1. 94 1 24 

第336図 F-18 

3 号土壊 I 区
円形 0 75X O 73 0 63 礫 3

第336図 C-20 、 D-20

4 号土塘 I 区
円形 0 95 XO 85 0 42 

骨片、土師小皿
募壊と思われる。

第332図 D-21 • 22 3 、陶器香炉 l

5 号土壊 I 区
（方形） (1.25) X (0. 95) (0 10) 

土師小皿 2 、永
墓塘と思われる。

第332図 E-22 楽通宝 6

6 号土堀 I 区
隅丸長方形

3 74X0.90 0. 45 48号住居跡を

第336図 B-23 N-10"-W  切る。

7 号土壊 I 区
長方形

1 55 xo 62 0 30 42A • B 号住

第336図 G-18 N-17ー -E 居跡を切る。

8 号土壊 I 区
長方形

1 50-XO 63 0 16 42A • B 号住

第336図 G-18 • 19 N-18"-E 居跡を切る。

9 号土城 I 区
不整円形 1 83Xl.55 0 15 

6 号住居跡

第336図 A-12 • 13 新旧不明。

10号土塘 1 区 38号住居跡を
骨片、土師皿 2

第332図 C-21 
不整楕円形 1 lOXO 65 0 36 

切る。
掏器皿 l 、永楽 墓壊と思われる。

通宝 6

11号土壊 I 区
（方形） 2 50 X 2 05 0 33 

当初住居跡と考えられたが、検

第336図 E-11 討後に土壊に変更。

12号土壊 I 区
長方形

2.17X0. 73 不明
20号住居跡

第336図 F-14 N-12"-E 

13号土壊
6 号住居跡ピット P1 に変更。

（欠番）

14号土壊 II 区
円形 1.32 X 1.18 0 42 

縄文土器（加曽

第322図 D-l 利E 4) 

15号土壊 II 区
円形 1. 05 X 1 00 0.59 

第337図 C-1 

16号土壊 II 区
隅丸長方形

3 42 X 1 00 0.48 方形周溝墓南 西半部は深さ 10cm程の段を呈す

第337図 E-2 N-82ー -W 東溝 るか土壊の重複か。

17号土堀 II 区
隅丸長方形

1 97 X 1 05 0 74 

第337図 F-3 N-78•-W 

18号土城 II 区
隅丸長方形

2 26X 0.98 0 66 

第337図 E-3 N-76"-W 
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土壊No.
規 模 (m)

重複遺構
位 憤 平面形態 長径（辺） X 短径（辺） 深さ 出土遺物 備 考

図 No.
主軸方向（方形のもの）

新旧関係

19号土壊 II 区 l.90Xl.27 0 79 
16号土壊、 17号土猥、 18号土壊

第337図 D-4 、 E-4
隅丸長方形

N-90° —W 
と規模、主軸方向、土踊ともは

ぽ近似し、同様の性格のものか。

20号土壊 II 区
円形 1 40 X 1. 25 0 36 

縄文土器（加曽

第322図 D-3 利E4 式）礫

21号土墟 II 区
円形 0 84X0.80 0 14 

第322図 0-3 

22号土壊 II 区
楕円形 1 05 X0.85 0 64 

第337図 D-4 、 E-4

23号土壊 II 区
（長方形）

l.95X (1.10) 0 43 24号堀を切る

第337図 D-4 N-65"-W 25号猥は不明

24号土壊 II 区
不明

23号土壊、 25

第 337図 D-4 号土壊

25号土壊 II 区
不明

23号土塘、 24

第 337図 D-4 号土壌

26号土淵 II 区
楕円形 2 74 X 1.95 0 30 

縄文土器（加曽
円形土壊の重複の可能性あり。

第322図 B-3 利E4 式）礫

27号土壊 II 区
方形周溝墓北

縄文土器（型式

第322図 D-6 
楕円形 1. 75 X 1. 62 0 34 西溝、新旧不

不明）
明

28号土猥
II 区

円形 1 25 X 1 13 0 43 
B-10 

29号土塘 II 区
不整楕円形 1 53 X 1 00 0.29 

第337図 C-14 、 D-14

30号士壊 II 区
不整楕円形 1 90 X 1 55 0.57 

5 号溝
撹乱塘か。

第337図 E-14 • 15 新旧不明

31号土塘 II 区
土師器片（甑の

不整方形 1 63 X 1.15 0 56 可能性有。鬼尚
第326図 B-15 

期）

32号土壊 II 区
（長方形） I ]3X (0 56) 0 38 

33号土壊

第338図 B-17 新旧不明

33号土壊 II 区
円形 0 70 X0.68 0 63 

第338図 B-17 

34号土塘 II 区
円形 0.80X0.66 

土器片（時期不

第338図 B-18 
0 10 

明）

35号土墟 II 区
長方形

1.80 XO. 60 0 46 

第338図 C-17 N-75ー -W 

36号土壊 II 区
隅丸長方形

1.12 XQ.60 0 27 

第338図 D-17 N-65'-E 
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土堀No.
規 模 (m)

重複遺構
位 置 平面形態 長径（辺） X 短径（辺） 深さ 出土遺物 備 考

図 No.
主軸方向（方形のもの）

新旧関係

37号土溜
II 区

第338図
D-19 • 20 不整楕円形 2 72 X 2 50 0 69 

E-19 • 20 

38号土）ffij
II 区

不定形 160Xll7 0 65 撹乱墟か。
B-20 

39号土渡
II 区

3 85 X0.63 0 27 

第338図
B-22 長方形

C-22 • 23 
N-14"-E 

40号上堀 II 区
円形 I 66X I 54 0.40 

第338図 C-21 

41号土壊 II 区
楕円形 1 76X0 97 0.30 

第338図 C-2 2 

42号土堀 II 区
（長方形）

3 93 X 1 00 0 75 

第339図 F-22 N-10ー -E 

43号土墟 II 区
長方形

3 20 XI 90 0 29 74号住居跡 杯（鬼高期） 当初住居跡と考えられたか検討

第326図 G-24 、 H-24 N-10'-W  に切られる。 椀（平安）長頸壺 後に土壊に変更。

44 号土堀
II 区

0 85X0 81 0 67 74号住居跡
G ~24 • 25 方形 杯、甕（鬼高期）

第326図
H-24 • 25 

N-63° —E に切られる。

45号土塙 II 区
楕円形 1 03X0 74 0 26 

第339図 E-23 

46号土壊 II 区
楕円形 1 04X0.83 0 31 

第339図 E-24 

47号土墟 II 区
円形 1 lOX0.97 0 16 

第339図 C-22 • 23 

48号土塙 II 区
円形 1. 08 X 1 06 0.33 

73号住居跡

第339図 B-25 新 1日不明

49号土壊 II 区
不整楕円形 l.18X0 86 0.31 

第339図 G-25 

50号土墟 III 区
楕円形 0 70X0 60 

79号住居跡

第339図 F-1 • 2 
0.11 

新旧不明

51号土漉 III 区
円形 0. 95 xo. 90 0.40 

第339図 E-3 

52号土墟 III 区
楕円形 1. 08 XO.86 0 26 

第339図 F-2 

53号土塙 Ill 区
楕円形 1 18 xo 78 0 30 

第339図 F-3 、 G-3

54号土堀 III 区
不整円形 1 02 XO 94 0 52 

第339図 H-5 
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土壊No.
規 模 (m)

重複遺構

図 No.
位 置 平面形態 長径（辺） X 短径（辺） 深さ

新旧関係
出土遺物 備 考

主軸方向（方形のもの）

55号土壊 III 区
円形 l 06X0. 98 0.10 

第339図 H-6 

56号土壊 III 区
長方形

1 58X0.64 0 17 90号住居跡を

第340図 G-7、 H-7 N-4 °—E 切る。

57号土壊
III 区

早川河川改修地域調査分
1-6 

58号土壊
III 区

早川河川改修地域調査分
L-12 

59号土壊
III 区

早川河川改修地域調査分
L-11ｷ12 

60号土壊
III 区

早川河川改修地域調査分
0-15 

61号土壊
III 区

早川河川改修地域調査分
K-17 、 L-17

62号土塘
III 区

早川河川改修地域調査分
J-17ｷ18 

63号土壊
III 区

早川河川改修地域調査分
J-23 

64号土猥
III 区

早川河川改修地域調査分
J-24 

65号土壊
III 区

早川河川改修地域調査分
I-24、J-2 4 

66号土塘 III 区
長方形

0 96X0.58 不明 152号住居跡

第169図 H-24 、 I-24 N-9ー -E を切る。

67号土墳 III 区
卵形 1 lOXO 95 0 31 

土器片（時期不

第340図 F-16 明）数点

68号土壊
III 区

187号住居跡 土器片（時期不

第340図
0-23 • 24 不定形 1 90X 1 40 0 30 

を切る。 明）数点
E -23 • 24 

69号土壊 IV 区
不定形 3 10 X 2 58 0 22 

士器片（時期不 数基の土城が重複している可能

第340図 B-3 、 C-3 明）数点 性がある。

70号土壌 IV 区
（長方形）

3.33Xl.51 0.17 193A • B号住
第340図 D-2 、 E-2 N~25·~E 居跡を切る。

71号土壊
IV 区

154 • 155号住 杯、衰、椀（平 住居跡掘形か複数の土猥の重複

第328図
F-1 • 2 不定形 (5 13) X (4 33) 0 18 

居新旧不明 安）、埴輪片 した可能性がある。
G-1 • 2 

72号土壌 IV 区
楕円形 l.60X0 97 0.22 甕（平安）

第328図 C-2 • 3 
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土壊N(l
規 模 (m)

重複遺構

図 N(l
位 置 平面形態 長径（辺） X 短径（辺） 深さ

新旧関係
出土遺物 備 考

主軸方向（方形のもの）

73号士堀 IV 区
隅丸長方形

l ．侶 X0.89 0.14 

第340図 E-4 • 5 N-52ー -W 

74号士壊
IV 区

3 [9X (2.05) 0.28 12号溝新旧 杯、椀、甕（平 当初住居跡と考えられたが検討

第328図
G-5 • 6 湿丸長方形）

N-7T-W 不明 安） 後に土壊に変更。
H-5 • 6 

75号土壊 IV 区
隅丸長方形 1 57X0.75 0.43 

10号掘立柱建 土器片（平安）

第328図 B-10 築遺構 約25点

76号土壊 IV 区
隅丸長方形

2.31X0 80 0 25 士器片（平安）

第328図 C-9 、 D-9 N-28ー -E 約30点

77号土壊 IV 区
（円形） 2.05 X 1 45 0.50 

230号住居跡 土器片（弥生後 東側の掘り込みは風倒木痕の可

第324図 F-11 に切られる。 期、古墳時代初） 能性がある。

78号土城 IV 区
円形 1 03X 1.03 0.61 

228号・ 231号

第340図 E-11 、 F-11 住居跡

79号土壊 JV 区
楕円形 3. 57 X 2. 68 1 03 

247号住居跡
土器片（平安）

中央部に楕円形の小ピソトが掘

第329図 F-16 • 17 新旧不明 られ、 2 段になる。

80号土壊
IV 区

D ~17 • 18 楕円形 2.07X 1.39 0.89 
第340図

E -17 • 18 

81号土墟
III 区

早川河川改修地域調査分
L-14 

82号土堀 IV 区
円形 0. 75X0 74 0.38 甕（平安）

第329図 F-2 
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5 井戸跡

1 号井戸跡 （第341図）

I 区A-12、 B-12グリッドに位置する。乎面は歪んだ楕円形を呈する。上端規模は2.07X2.02m、深さは

3.14m を測る。掘り込みはほぱ垂直で、底面は平坦。底面規模は径1. 00 X0.90m を測る。覆土上位から須恵器

甑灰釉皿、壺、甕等の土器片が出土する。 6 号住居跡と重複しており、床面の存在から新旧関係は 1 号井

戸→ 6 号住である。

2 号井戸跡 （第341 図、 PL.14)

II 区B-19グリッドに位置する。平面は楕円形を呈し、上端規模は1.01X0.77m、深さ 1.20m を測る。掘り

込みはほぼ垂直と思われるが、南壁がややオーバーハングする。底面は「播鉢」状を星し、規模は0.5X0.3

m を測る。遺物は出土していない。形態から柱穴に近い性格を持つ可能性もある。

3 号井戸跡 （第341 図）

III 区 I -20グリッドに位置する。乎面は歪んだ楕円形を呈し、上端規模は2.31 X 1.85m、深さ 0.79m を測

る。揺り込みは台形状で、中央部に径50X 35cm、深さ 12cm程の小ピットがある。遺物は出土していない。

4 号井戸跡（早川河川改修地域調森分）

5 号井戸跡 （第341 図）

III 区H-19 、 I -19グリッドに位置する。平面はほぼ円形を呈し、上端規模は径1. 75m、深さ 1.27m を測

る。振り込みは逆台形状で、底面は平坦である。底面規模は径55cm を測る。遺物は出土していない。なお 6

号掘立柱建築遺構の柱穴と菫複しているが、新旧関係は不明であった。深さがやや浅く形態上からは井戸よ

りむしろ柱穴的な性格を持つ可能性がある。

6 号井戸跡 （第341図、 PL.14)

IV区G-9 グリッドに位置する。平面は楕円形を星し、上端規模は0.86X0.69m、深さ1. 38m を測る。掘り

込みはほぼ垂直で、底面は平坦である。底面規模は径60cm前後を測る。覆土は最下層に黒色砂質土、中層に

ロームプロックを多量に含む黒色砂質土、上層に浅間B軽石を含む褐色土が堆積している。遺物は出土してい

ない。重複する遺構はないが、東側で165号住居跡と 10cm程で隣接している。

7 号井戸跡 （第341図、 PL.14)

IV区C-14グリッドに位置する。乎面は円形を呈し、上端規模は1.70X 1. 37m、深さ1. 80m を測る。掘り込

みは下半まで逆台形状で、底部付近がほぼ垂直になっている。底面はほぽ平坦であり、規模は径60cm を測る。

逆台形部分は地山の崩落によるかあるいは人為的なものかは判断できない。覆土は最下層に灰褐色砂質土、

中層はロームプロックと黄褐色土の互層、上層はローム粒と焼土粒を含む暗褐色土が堆積する。遺物は高台

付椀、須恵器壺等が出土している。重複する 238号住居跡を切っている。時期は平安時代以降と思われる。

320 



第 v 章 検出された遺構と遺物

ロ
④
 

sｭロ

1 号井戸跡

t

)

 

ロ

2 号井戸跡

ーロ 2

3 号井戸跡

口 — 

6 号井戸跡

5 号井戸跡

7 号井戸跡

゜
I :60 2m 

第341 図井戸跡

321 



第 v 章検出された遺構と遺物

、＼戸」三‘

3 (ｼ) 

\, 
`rー・ I‘‘ 

／心底ヽ
l 
¥ｷ •.o` 
ク｀’

、こ
吋名

＼ニロニ］8 

ベ亨:::~“` ピミ、... ! ~ ·,• 

、［二’、’、 9

r;-‘

J—— 

も
さ
'
`
'
-
`
'
し

J
 

ヽ
＇→

直
疇

ー
]
/
\
.
,
'
/
.

ヴ
’
い

I
`

、

}
l
}

i
シ
ジ.r"

f
 

艶
‘
●
;
‘

に
＼
—
j
,
‘
‘

口

5 (ｼ) 

ロ
6 (ｼ) 

, ` ` ー ゜

、ロニロ91 、ロニ／99: 2 屯
可
亙

応

し
~
9
9・

゜

第342図 井戸跡出土遺物 ゜ 一
10cm 

一10cm 322 



第 v 章 検出された遺構と遺物

井戸跡出土観察表

図 No. 土器種 出土
法量

技 法
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成 備 考

写真図版No. 器形 位置
残存状態

成形・整形の特徴

第342図一 l 灰釉
1 号 底 (6.7) 

①緻密、黒色粒を含む 高台部外側に弱い稜をもつ。付高台。釉 見込み部分に重ね

皿
井戸 底部約1/2破片

②灰白 ③良好 は刷毛塗＇）と思われ、色調は淡緑色で 焼きの痕跡が残る。

透明度が商い。

第342図ー 2 須恵
1 号 底 (70) 

①石英、白色粒を含む 紐輪積成形か。低い高台て底部にT寧 器表面が荒れる。

高台椀
井戸 下半部約1/2破片

②淡灰 ③還元、軟質 なナデを施し切り離し痕を消す。ロク

ロ目をはとんど残さない。

第342図一 3 須恵
1 号 底(14 0) 

①大粒の石英、長石を 紐輪積後ロクロ整形か。内外面共横ナ

（壺）
井戸 下半部約1/4破片

含む ②灰 ③還元、 デ。底面ヘラケズリ。

普通

第342図— 4 須恵
1 号 口 (25.7) 

①大粒の砂粒を多く含 紐輪積。内外面共横ナデ。

空一 井戸 口頸部約1/8破片
む ②器肉一紫、器面

ー黒 ③酸化気味

第342図ー 5 須恵
1 号

ロ (22 3) ①大粒の白色鉱物（長 紐輪積。内外面共横ナデ。体部上半に 体部上半に把手を

甑 口縁～体部上半約 石等）を多く含む ② 断面三角形の鍔を廻らす。 つけた痕跡あり。
井戸

1/5破片 暗灰 ③還元、硬質

第342図一 6 土師
1 号

ロ (22.3) ①大粒砂粒（径 5 mm) 紐輪積。外面下半は縦、上半は横方向

甕 ロ縁～体部上半約 を多く含む ②淡赤褐 のヘラケズリ。内面ナデ。口唇部はナ
井戸

1/8破片 ③酸化、やや軟質 デによる凹線を廻らす。

第342図ー 7 須恵 7 号 底6.7 ①小砂粒を含む ②淡 ロクロ整形。回転糸切り後付高台後周

高台椀 井戸 ロ縁～体部上半欠 灰 ③還元、軟質 辺部横ナデ。

第342図ー 8 須恵
7 号

底7.0 ①小砂粒を含む ②淡 ロクロ整形と思われる。見込み部は丁 底面に繊維状のも

高台椀 底部破片高台の 灰 ③還元、軟質 寧なナデ。底部回転糸切り後付高台後 のの圧痕あり。
井戸

一部欠 周辺部横ナデ。

第342図ー 9 須恵 ①輝石、カクセン石等 ロクロ整形。見込み部中心は盛り上か

高台椀 7 号 底7.1 黒色鉱物か目立つ ② る。底部回転糸切り後付高台後周辺部

井戸 底部破片 灰～灰白 ③還元気味 横ナデ。

軟質

第342図ー10 須恵
7 号

口 (14 0) 高 (5.5) ①小砂粒を含む ②灰 右回転ロクロ整形。口縁部は大きく外

高台椀 体部約2/3 と高台 ③還元、普通 反しやや肥厚する。底部回転糸切り後
井戸

部欠 ほぼ全面をナデ。

第342図ー11 須恵
7 号 底6.1

①赤色酸化鉄粒を含む 右回転ロクロ整形。見込み部はロクロ

高台椀
井戸 底部破片

②黒～灰白 ③酸化気 目を明瞭に残す。底部回転糸切り後付

味、やや軟質 高台後周辺部横ナデ。

第342図一12 須恵
7 号 高台部を欠く底部

①赤色酸化鉄粒を含む 右回転ロクロ整形。見込み部はロクロ

高台椀
井戸 破片

②器肉ー黒灰、器表一 目を明瞭に残す。底部回転糸切り後付

淡褐 ③酸化、軟質 高台後周辺部横ナデ。

第342図ー13 須恵
7 号

底(1 1 3) ①大粒の長石粒を含む 紐輪積後ロクロ整形か。内外面にロク 内面底部に自然釉

空一 体部下半～底部約 ②灰黒 ③還元、硬質 ロ目様のナデ痕が残る。底部回転ヘラ がかかる。
井戸

1/3破片 良好 ケズリ調整？後付高台後周辺部ナデ。
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6 溝

1 号溝（第345図）

II 区D-11 、 E-11 、 C-12 グリッドで検出された。 N-50°~60°-Eを指して走向する。北東端は 3 号溝に

人り、南西端は 2 号溝に合流する。上端幅は38cm~20cm程で、深さは10cm前後を測る。断面形状は浅い皿状

を呈する。遺物は出土しておらず、時期は不明。 2 号溝とほぱ併行して走り、これに合流するような厭複関

係を示している事から、 1 号、 2 号溝はほほ近似した時期の同一性格を有するものの可能性がある。

2 号溝（第345図、 PL.13)

II 区B-12 、 C-12 、 D-12 、 E-12 グリッドで検出された。 N-40°~60'-Eを指して走向しDグリッドライ

ン付近で屈曲する。北東端は 3 号溝と重複し、南西端は調査区外に延びるため不明。上端輻は、南西端で最

も広く1. 15m を測り、他は65~40cm前後を測る。深さは平均的に20~30cm を測る。断面形状は箱形を呈する。

覆上は細砂を多量に含む灰娼色土が堆積する。遺物は出土しておらず、時期は不明。

3 号溝（第345図、 PL.13)

II 区B-12 、 C-12 、 D-12 、 E-11 • 12 グリッドで検出された。 N-70'-E 、 N-40'-E を指して走向し、

D-12グリッドで屈曲する。北東端は早川崖に落込み、南西端は調査区外のため不明。上端輻は2.0~ 1. 2m程

を測る。深さ 70cm前後で、断面は薬研堀の形状を呈する。南西より東方向へ傾斜している。追物は底面及び

覆土より鬼高期の杯、平安時代(10世紀以降と思われる）の甑、埴輪等が出土している。周辺には住居跡か

検出されす、重複遺構は溝及び時期不明の撹乱堀である事から、出土遺物は廃棄されたものと考えられよう。

時期は平安時代以前ととらえておきたい。

4 号溝（第343図、 PL.13)

II 区B-13 、 C-14·15 、 D-16 、 E-16 • 17 、 F-17 • 18 グリッドで検出された。はほ南北方向に走向す

る。 G-18グリッド付近でその北端が終結する。南端は調査区外になるため不明である。上端輻は1. 65m~

0.50m で、深さは30~12cm程を測る。断面形状は深皿状を星する。覆土には砂利層か堆積する。厘複遺構は

65号住居跡で、新旧関係は不明である。遺物は住居跡との重複付近から破片が出上しているが、これは65号

住居跡に展するものであろう。

5 号溝（第346図、 P L.13)

II 区D-13 • 14 、 E-14 • 15 、 F-15グリッドに位置する。ほほ南北方向でN-10゜前後一Eを指して走向す

る。北端は早川崖、南端は撹乱壊によって切られており形状や走向は不明となっている。上端幅は1.4m前後

で深さは10cm前後を測る。断面形は浅い皿状を呈する。覆土には浅間山噴出の軽石（天明三年）を含んでい

る。出土遺物はない。なお30号土堀と重複しているが、新旧関係は不明であった。時期は近t!t以前のものと

思われる。 4 号溝とほほ並行に走っているが、覆上や断面形状の相違から、両者は異なる時期のものと推定

される。しかし同一地形面にほは同一方向で構築されている事から、機能的に両者が近似する性格をもって

いた可能性も考えられる。
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（土層

灰色土層

黒渇色士層

茶褐色土層

灰褐色土層

灰色土層

灰色土層

説明）

砂質で枯性を有する。鉄分凝集がみられる。

ロームプロックを含む。

砂粒を含む。鉄分凝巣がみられる。

砂粒を主とする。

1 層と同じ。

鉄分凝集が多くみられる。
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（土層説明）

茶褐色土屑 細砂、鉄分のi疑巣を多く含む。

黒色土屑 粘性を帯び、鉄分i疑集を若干含む。

黒褐色土屑 殴の崩壊土を含む。

黒色土屑 粘性を帯ぴた有機質土。

暗掲色土府 灰色砂質士（地山）を含む。

灰褐色土屑 細砂を多贔に含む。

゜
I :SO 2m 

1 号・ 2 号・ 3 号・ 6 号溝
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6 号溝（第345図）

II 区D-11 、 E-11グリッドで検出された。東端部はやや屈曲してE-11グリッドで終結する。南西端は 1

号溝に並走しながらD-11グリッドで消滅する。上端幅は30~25cm、深さ 5 cm程を測るが、大部分は削平されて

おり、本米の断面形状、深さ、幅等は明らかにしえない。 1 号溝と一部重複するが、新旧関係は不明であっ

た。出士遺物はなく、時期は不明である。 1 号溝、 2 号溝と近似した性格をもつかもしれない。

7 号溝（第347図）

II 区G-20 • 21 、 H-21 • 22グリッドに位置する。北端は早川崖によって切られ、南端はG-20グリッドポ

イント付近で終結する。ほぼ南北方向 (N-5°―E) を指して走向する。上端幅は50cm前後、深さ 12.5cm前

後を測る。断面形状は皿状あるいは箱状を呈している。 54号住居跡、 64号住居跡と重複するが、新旧関係は

不明である。遺物はなく時期は不明である。

8 号溝（早川河川改修地域調査分）

9 号溝（第344図）

III 区G-21 • 22 、 H-22 、 1-23、J-24グリッドで検出された。北端は10号溝に流人し、南端はF-21 グリ

ッド付近で消滅する。 N- 9°-Eを指して走向する。上端幅は80~55cm、深さ 8 cm前後を測る。断面形状は浅

い皿状を呈する。 127号住居跡、 7 号掘立柱建築遺構と重複するが、新旧関係は不明であった。 10号溝との関係

は同時期における同一性格をもったものであるか、あるいは時期、性格の全く異なるものであったかは判別

できなかった。出土遺物はなく時期は不明である。

10号溝（第344図）

IV区B-5 • 6 、 C-5 、 E-3 • 4 、 F-3 、 G-1 • 2 、 H-1 グリッドで検出された。東端は早川河川

改修地域調査区までそのまま延び、早川崖で切られる。西端はB-6 グリッド付近で調査区外にはずれる。 N

-82°—Eを指してほぼ東西方向に走っている。上端幅は2.2~0.5m、深さ 20cm前後を測る。断面形状は浅い

皿状を呈する。覆土は暗褐色土が堆積する。遺物は出土していない。重複遺構は155号住居跡、 208号住居跡、

200号住居跡等で、これらとの新旧関係は土層観察から住居跡より新しい可能性も考えられるが、確実な新

旧関係を裏づけるような証拠は得られなかった。なお、 E-2 • 3 グリッド付近で本溝より直行して分岐する

幅40cm前後の小溝が検出された。これは走向がほほ南北方向で、規模、形状の相似から 9 号溝と近似する性

格をもつ可能性がある。

11号溝（第344図）

IV区の10号溝の北側に接して検出された。 10号溝とはほほ並行して走る。上端幅は1. 20~0.68m、深さは

30cm前後を測る。断面形状は浅い皿状を呈する。覆土は暗褐色土が堆積する。重複遺構は155号住居跡、 156

号住居跡、 208号住居跡等で、新旧関係は不明であった。走向、断面形状、覆土、規模等の相似より 10号溝と

はほぽ同時期で同一性格の可能性が強い。出土遺物はなく、時期は不明である。

なお 9 ~11号溝は土層と走向から近椛以降の畑等に伴う区画溝の可能性が考えられるかもしれない。少な

くとも水の流れた痕跡はないようである。
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12号溝（第344図）

IV区H-2•3·4·5 、 F-7 、 G-7 • 8 、 D-9 • 10 • 11 • 12 グリッドで検出された。南東端はH-2

グリッドで11号溝に合流し、 D-12グリッドで終結する。 H-5 グリッド、 E-7 グリッド付近で屈曲してお

リ、全体に蛇行して走る。上端輻は1. 5~0.5m、深さ 20cm前後を測る。断面形状は皿状を呈する。覆土には

浅間噴出のB軽石（天仁元年と弘安 4 年説あり）が混入している。遺物は砥石 l 、紡錘車 l 、土錘 8 が出土し

ている。他に土器片も出土したが、形態や時期は不明であった。重複遺構は158号住、 159号住、 209号住、 210

号住、 211 号住、 212号住、 213号住、 216号住、 223号住、 232号住、 74号士堀で、判明した新旧関係は158号

住、 223号住→12溝であった。出土遺物、覆土、重複関係より平安時代に属する可能性が考えられよう。性格

については不明である。
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第346図 5 号溝
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溝出土遺物（第348 • 349図、 PL.43)

3 号溝より鬼高期の杯、平安時代の甑、形象埴輪片が出土しており、前述の如く投棄された可能性がある。

12号溝から出土した砥石、紡錘車、土錘は重複する住居跳からの流れ込みと考えられよう。従ってこれら

出土遺物は本溝の時期を限定するものではないと考えられる。

砥石（第349図ー 1) は下半を欠く破片で、長さ 9.12cm、幅4.26cm、厚さ 2.86~0.96cm を測る。上端は面取

りがなされている。石材は青灰臼色を呈する目の細かい凝灰岩を用いている。使用面は表裏、両側面で、表

面が最も使用されている。

紡錘車（第349図ー 2) は載頭円錐形を呈する半欠品である。下面直径は推定で4.5cm前後、高さは1.86cm を

測る。中央孔の径は7.4mmを測る。孔内面に回転穿孔を推定させる横方向の擦痕が残る。なお上面孔口付近に

は放射状、側面には斜方向、下面には文字様の刻線がみられる。上下の縁辺部は使用痕と思われる磨滅が著

しい。又中央孔内面には酸化鉄らしき物質の付着がみられるか、これは紡茎に鉄製品を使用したためかもし

れない。石材は黒色でやや軟質の石を用いる。

土錘は全て紡錘形を呈し、長さ 5 cm前後のものと 3 cm強のもののほぱ大小 2 種がある。 12号溝と重複する

住居跡から比較的多く土錘が出土している事から、本溝出士のものはこれらの住居跳からの流れ込みの可能

性が強しヽ。

9

、
\

',: 

2 (ｼ) 

゜
1:3 10cm 

゜ 1:4 10cm 

第348図 3 号溝出土遺物

3 号溝出土遺物観察表

図 No. 土器種 出土
法量

技 法

写真図版Nu 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第348図ー 1 土師 口 (14.8) ①砂粒を少量含む ② 口唇内側に平坦面をつくる。口縁と内

PL.43 杯
底

高6.3 黄褐 ③良好 面横ナデ。底面周辺は同心円状、中央

ロ縁～底部約 1/4 は一方向のヘラケズリ。

欠

第348図ー 1 土師質 ①赤色酸化鉄粒、黒色 内外面とも横ナデ。外面一部に斜位へ 一部に赤斑がみら

甑 底 底20.2 鉱物等を含む ②淡黄 ラナデ。 れ、二次的焼成を

胴部以上を欠。 褐 ③硬質、酸化焔 受けた可能性有。
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第349図 12号溝出土遺物

12号溝出土土錘一覧表

出土
法 量 (cm、g)

Nn 
位置

備 考

長さ 最大径 重量

第349図ー 3 覆士 2. 92 1.08 2.3 

第349図ー 4 " 4.10 1.80 14.4 鉄分付着

第349図ー 5 " 5 09 1 48 9.6 

第349図ー 6 " 3 20 0.99 3.4 

第349図ー 7 II 4.86 2.42 21.5 中央孔貫通せず。

第349図ー 8 ” 3.94 1.09 4.4 

第349図ー 9 II 5.00 2.09 19.3 

第349図ー10 " 4.97 1 52 9.0 端部一部欠。

7 柵列（第350図、 PL. 13)

III 区D-15~M-13グリッドにかけて 42基のピットが東北東から西南西方向に延びる。西側のF-16グリッ

ド付近では列が乱れ、二重になる部分もみられる。ピットの規模は径50cm前後、深さ30~15cm程を測る。重

複する 170号住居跡との新旧関係は不明で、出土遺物もない事から時期は不明である。しかしその配列や位置

より南東側の窪地と北西側の集浴を画するものであった事は疑いなかろう。
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8 方形周溝墓

1 号方形周溝墓（第351 • 352 • 353 • 354 • 355図、 PL.13 • 42) 

調査区の南東部、早川の浸食による崖際で一基が検出された。 II 区C-2~ 5 、 D-2~ 6 、 E-2~ 6 、

F-2~ 6 、 G-3~ 5 グリッドに位置する。東端は崖で切られ、北端は近現代の道路により削平されてい

る。平面は北側と東側のコーナ一部にプリッジを持ち、北東溝が分離する形状を呈する。規模は、溝の外郭

が16.3Xl6.4m、溝の内郭が12.2Xl l. 2m を測る。主軸方向はN-58°-Eを指す。各溝の走向ははほ直線状で

あるが、南東溝のみ外郭線か外側に弱い孤を描く。溝の幅は2.50m前後で、最大幅3.16m、最小幅2.14m を

測る。コーナー部分はいずれも狭い。溝断面形は椀状で、両壁は急傾斜、底面は平坦な形状を呈する。覆土

は下層にロームブロックを含む黒色砂質土及び黒色有機質土、中層に軽石（赤城山給源と思われるが時期は

不明）を含む黒色砂質土、上層にロームブロックと浅間B軽石を含む褐色砂質土が堆積する。土層堆積状況か

らマウンドの存在が予想されたが、確認はできなかった。封土の流れ込みとしては溝覆土の上～中層が想定

できる。なお中央部分に 11基の土城が検出されたが、これは主軸方向、形態、覆土等の検討より晃時期のも

のと考えられ、本遺構に伴う主体部とは認められなかった。

出土遺物は壺、J:1t、高杯、 S字状日縁台付甕が出土しており、出土位置は南西溝中央部と北西溝に集中す

る。いずれも溝覆土中層下位から出土しており、これらの土器の埋没が溝の第 1 次堆積後であった事が知れ

る。壺ば焼成後の穿孔や人為的な破砕と思われるもので、祭祀用としての性格が与えられよう。出土状態は

j:廿が完形品で横転、壺は破損した破片が集中する状態であった。これらの土器の時期はいずれも古墳時代初

頭のものであるが、形態や製作技法の特徴から所謂「石田川」期の中でも新しい段階に位置付けられる。

□8 

\.‘:J} {
[
、
`
、

第351 図 1 号方形周溝塞遺物分布図
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（土層説明）

黒褐色土層 浅間 B 軽石を含む。

褐色砂質土層 ロームプロ・／クを多量に含む。

黒色砂質土層 ロームブロノクを含む。遺物包含層。

黄褐色土層 ローム粒を多晟に含む。遺物包含層。

黒色砂質土層 ロームプロック、ローム粒を含む。

黒色砂質土層 有機物を含む。

黄色土層 ロームブロックを主とする。

灰色砂質土層

1 号方形周溝墓断面図

2
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゜ 1 :4 10cm 

第354図 1 号方形周溝墓出土遺物(I)
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第355図 1 号方形周溝墓出土遺物(2)
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1 号方形周溝墓出土遺物観察表

図 No. 士器種出土
法量：

写真図版Na 器形位置
ロ径・器高・底径 I ①胎土②色調③焼成

残存状態

技法

成形・整形の特徴
備 考

第354図ー 1 土 師 北西溝 1 口 8.7 高 10.3 ①小砂粒（石英、長石粘土紐積み上げ痕を残す。口縁～頸部底部外面のみ黒斑
PL.42-5 用 第 3 層底4.1 カクセン石等）を多く は横ナデ、胴部外面は縦方向の粗いへか見られる。

口縁の一部を欠 含む ②淡灰褐～赤褐 ラミガキ、胴部内面は箆状工具による

③良好、硬質 ナデ、底部内外面はヘラケズリを施す。

底部はドーナツ状の上げ底を呈する。

第354図ー 2 土師北西溝 口6.5 高9.2 ①小砂粒を含む②黄 口縁はやや内湾し、底面はヘラケズリ

PL.42-6 堪 第 3 層底4.0 褐③良好、硬質 で平底に成形。口縁は横ナテ、胴部内

完形 面は横ヘラケズリ後ナデ、胴部外面は

斜及び縦方向のヘラミガキを施す。

第354図ー 3 土 師 北東溝 口 17.3 ①大粒砂粒を多く含む 口唇部つまみ上げナテ、口縁～頸部内 胴下半部の粘土紐

PL.42-1 壺 北西溝胴下半部以下欠 ②淡黄褐③普通 外面はハケメ後横ナデ、胴部内面は斜接合部以下が欠損

第 4 屑 方向、胴部外面は横方向のヘラケズリするが、焼成後底

後肩部付近を主体に粗いヘラミガキを 部穿孔の可能性も

施す。 ある。

第354図ー 4 土 師 北西溝 高（35.0) 前後 ①大粒砂粒を含む ② 頸部の直立する有段口縁と思われる。 人為的な破砕の可

PL.42-2 壺 第 4 層底7.3 黄褐～淡赤褐③普通胴部は肩の著く張る「無花果」形を呈能性あり。

底面口縁部、胴部中位 する。頸部内面は横ハケメ後粗いヘラ

の一部欠 ミガキ、頸部外面は縦ハケメ、胴部～

底部内面は横ハケメ後ナデ、胴部外面

は条痕様の目の粗い工具による斜方向

ハケメ後斜方向ヘラミガキ、底面はヘ

ラケズリを施す。

第355図ー 5 士師 1 北西溝口 10.8 高16.3
PL.42~ 4 I S字状底面底7.6 厚 3 mm 

ロ縁甕 完形

①砂粒（石英、赤色酸 口縁部は 2 段階の横ナデ、胴部内面は 胴の一部に赤色塗

化鉄粒等）を含む ② 横ナデ後底部のみ砂粒の多い粘土の補 彩らしき痕跡か残

灰赤掲③良好 填ナデッケ、胴部外面は下半部を左上 るか明瞭ではない。

→右下方向→脚部中位の 3 段階のハケ

メ、その後頸部～上位を右上→左下へ

ハケメを施す。エ具の櫛歯単位は 9 本

である。脚部内面は裾を折り返した後

ナデを施す。

第355図ー 6 土 師 1 南西溝．口24.2 高54.8 ①小砂粒（カクセン石、有段口縁を呈し、口唇部つまみ上げ状 肩部に横長楕円形

PL.42-3 壺 第 4 層 底 1 1.3 雲母等）を含む②黄のナデ、口縁部内外面は丁寧な横ヘラ 状、胴下半部に小

胴部上位と下位の褐③良好、硬質 ミガキ、頸部内面は横ヘラミガキ、頸円形状の欠損部が

一部欠 部外面は縦ハケメ後縦ヘラミガキ、胴あり、両者は相対

部内面は目の細かい工具による縦ハケ して位置する。人

メ後目の粗い工具による横ハケメを施 為的な破砕も考え

す。胴外面に丁寧な横ヘラミガキ。口 られよう。

唇部に12ケ所、口縁部下端に 12ケ所目

の粗い板目状工具の木口部分を用いズ

「メ」状の押圧文を廻らす。底面には

木葉痕が残る。

第355図ー 7 I 土師南西溝底4.5

（鉢） 体部上半欠

①粗砂を多く含む ② I 外面縦ヘラケズリ、内面無調整。

灰褐 ③普通

底面が若干丸味を

帯び、磨滅が見ら

れる事から天地逆

で支脚の可能性有

第355図ー 8 I 土師南束溝裾部約1/5、杯部欠①小砂を含む②赤褐 内面に積み上げ痕を残す。外面縦方向 二次焼成の可能性

高杯 ③やや不良 及び裾部外面は放射状のヘラミガキ、 あり

裾部内面横ナデを施す。
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第 v 章検出された遺構と遺物

9 遺構出土の埴輪

本遺跡出土の埴輪は、円筒埴輪と形象埴輪に大別され、更に円筒埴輪は、普通円筒埴輪、朝頻形円筒埴輪

に、形象埴輪は、器財埴輪、人物埴輪、動物埴輪に細別される。普通円筒埴輪は、 2 次調整にB種ヨコハケを
（註 5)

使うもの (22) と、 1 次調整タテハケのみのものに分類され、後者が圧倒的である。この 1 次調整タテハケ

は、一般的なハケメの他にヘラ状工具によるもの (20、 21) もある。

形態的には、胴径15cmで底部からタガ最下段までの高さが25cm前後と高く、細身で長身のもの (9) と、

胴径20cmで底部からタガ最下段までが 9 cm前後と低く、更に日縁部とタガ最上段までの高さが 8 cm と短かい

ずんぐりしたもの (2 、 7) がある。細身で長身のものの器嵩は不明であるが、ずんぐりしたものは、 50cm

と推定される。製作技法としては、輪台状の基部の上に粘上紐を巻き上げることを一般としている。

底部調整は、形象埴輪の基台部を含めると 2 種類存在する。 1 種類は、円筒埴輪の器肉の重さと変形を調

整するために、底部外面は斜ヘラケズリ、内面を横ヘラケズリするもの (13) 、他の種類のものは、外観を強

く意識した形象埴輪の調整技法の一種とも考えられ、基部外面を高さ 10cmほどの縦ヘラケズリ、内面は横ヘ

ラケズリして端部を尖らせ、不整形となった底面を更にヘラケズリして安定させるもの (23) である。

朝顔形埴輪は、花弁部と胴上部のみ (24 、 26) である。胴径は、 18cm と小ぶりで、タガの中間に一対のス

カシ穴を穿つ。胴下部は不明であるが、普通円筒で細身、長身とした一群がこれに該当するのかもしれない。

胴上端部から二重にひろがる花弁部は、 くびれ部に補強の突帯が廻る。製作技法上、特に注目されるのは、

花弁部の一段目、単口縁状に開く日縁内側に、接着強化のために鋸歯状のヘラによる刻みが施されることで

ある。このことは二段目の花弁積み上げとの間に、若干の乾燥時間のあることを示し、興味深い。 (24 、 PL.

49参照）

形象埴輪の基台部が 2 点出土している。これはスカシ穴が突帯間に位置しない一群のものを分離した。一

点は底径17cm、残存高22cmで上端にスカシ穴を残すもの (30) であり、上方に向ってすぱまる。他の一点は、

前述の底部調整技法を持つもの (23) で、底径13cm、残存高12cm を測り、上方に向って開く。上端部に小さ

なスカシ穴を穿つ。

馬形埴輪は、頭部 (27) 、泥障（32) 、脚部 (33) の各部位が出土しているが製作技法、色調から同一個体で

はないと考えられる。頭部は左頬の一部分で、口から目にかけて残存する。面繋は、辻金具で固定され、鏡

板に連結する。引手の先端は環状にまとめる。面繋の上には部分的に赤彩が残る。泥障は粘土板をハケメの

みで仕上げたもので、施文はない。脚部は、底径11cm と小ぶりで蹄の切り込みを脚後方に入れる。靱形埴輪

とした一群（28 、 31 、 34) は、当地方で一般的な盾形埴輪より小形である点や、施文の違いに注目して分離

した。基台部 (28) は円筒でスカシ穴は背面に近接して 2 孔を穿つ。突帯を廻らせた上に両袖を貼りうける。

袖部 (34) は円筒形の矢筒から「奴凧」形に張り出したものであるが下端は斜め上方に切り、上端は平らに

そろう。皮革の綴りと考えられる鋸歯状のヘラ書きが、くずれた弱い線で施されている。なお、前面に 2 ヶ

所、背面に 1 ヶ所、広葉樹の葉脈が強く押されて残る。製作過程で使用されたものであろう。矢筒（31) の

円筒からの袖は上下に分かれるが、そのくびれ部に皮革で背に固定する紐が表現されて、その上に赤彩が残

る。人物埴輪（29) は、脚部の足結と想定した。断面は短径14cm、長径17cmの楕円形で内面の仕上げは丁寧

である。以上、本遺跡出土の埴輪の時期を考えると、 B種ヨコハケ技法を持つ 5 世紀後半から、多様な底部調

整技法を持つ 6 世紀後半にかかるものであろう。
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第359図 円筒埴輪（ 4)

埴輪観察表（写真図版における番号は挿図の番号に一致する）

図 No. 出 土
種類 部 位

法量
①胎土②色調③焼成

技 法
備考

写真図版No. 遺 構 (cm) 成・整形の特徴

第356図ー 1 36 号 ロ縁部～胴 ロ径22 ①軽石砂粒、赤褐色粘 一次縦ハケメ (8 本／ 2 cm) 調整後突帯

PL.46 住居跡 円筒 部 土粒若千含む ②赤橙 貼付

色 ③良好

第356図ー 2 36 号 下半部を欠 ロ径25 ①軽石砂粒、赤褐色粘 一次縦ハケメ (9 本／ 2 cm) 調整後突帯

PL46 住居跡 円筒 損する。 土粒若干含む ②赤褐 貼付

色 ③良好

第356図ー 3 52 号
円筒

基底部～胴 底径16 ①軽石砂粒若干含む 縦ヘラナデ後突帯貼付

PL46 住居跡 部下位 ②橙 ③良好

345 



第 v 章 検出された遺構と逍物

27 

I
I
|

—
ー
ー
1
1
1
)

ヽ

＼
譴
讚
悶

, 

1

1

,

2

 

'
,
'
口
1
1汀
り
り
＇
＼

\
1

ー

1

ヽ
‘

----—ー＿ノI

32 

33 

‘、‘

28 

I I 

ー
ー

1
_
1
1

_

_

 
1
1
,
 

/ 

一—— 

ー
／

一/

-

一ン

ヽ \ \ \ \ \ 

1
1
1
 

I
I
I
I
I
I
_
1
1
1

ク

4

ク

3

一
-, —— —— 

/ 

t
-—— 

一

31 

/ 
/ 

9
1
9
9
9
 

゜ 1 :4 20cm 

30 

第360図 形象埴輪

346 



第 v 章 検出された遺構と遺物

図 No. 出 土
種類 部 位

法 量
①胎土②色調③焼成

技 法

写真図版No. 遺 構 (cm) 成・整形の特徴
備考

第356図ー 4 36 号 基底部～胴 底径19 ①軽石砂粒、赤褐色粘 一次縦ハケメ (7 本／ 2 cm) 調整後突帯 長方形スカシ

PL.46 住居跡 円筒 部 土枯若干含む ②にぶ 貼付

い橙 ③良好

第356図ー 5 50 号 ロ縁部～胴 ロ径24 ①軽石砂粒、赤掲色枯 一次縦ハケメ (9 本／ 2 cm) 調整後突帯 口縁部外面

PL.46 住居跡 円筒 部 土粒少最含む ②橙 貼付 ヘラ記号

③良好

第356図一 6 52 号
円筒

基底部 底径16 ①角閃石砂粒若干含む 一次縦ハケメ (10本／ 2 cm) 調整

PL46 住居跡 ②橙 ③良好

第357図ー 7 73 号
円筒

基底部～胴 底径18 ①軽石砂粒若干含む 一次縦ハケメ (12本／ 2 cm) 調整後突帯

PL 46 住居跡 部 ②明赤褐色 ③良好 貼付

第357図ー 8 80 号 胴部のみ 残存高12 ①軽石砂粒、赤褐色枯 一次縦ハケメ (12本／ 2 cm) 調整後突帯

PL.46 住居跡 円筒 土粒若干含む ②にぶ 貼付

い赤褐色 ③良好

第357図ー 9 143 号
円筒

基底部～胴 底径15 ①角閃石砂粒若干含む 一次縦ハケメ (8 本／ 2 cm) 調整後突帯

PL 47 住居跡 部下位 ②明褐色 ③良好 貼付

第357図ー10 73 号 基底部 底径12 ①赤褐色枯土粒若干含 一次縦ハケメ (12本／ 2 cm) 調整

PL.47 住居跡 円筒 む ②にぶい黄橙

③良好

第357図一11 73 号 基底部～胴 底径11 ①赤褐色粘土粒若干含 一次縦ハケメ (9 本／ 2 cm) 調整後突帯

PL 47 住居跡 円筒 部下位 む ②明赤褐色 ③良 貼付

好

第357図ー12 143 号 ロ縁部～胴 ロ径21 ①赤褐色枯土粒多麓に 一次縦ハケメ(14本／ 2 cm) 調整後突帯

PL.47 住居跡 円筒 部上位 含む ②にぶい橙 貼付

③良好

第357図ー13 143 号
円筒

基底部～胴 底径18 ①軽石砂粒若干含む 一次縦ハケメ(18本／ 2 cm) 調整後突帯 底部調整

PL47 住居跡 部下位 ②橙 ③良好 貼付。底部ヘラケズリ調整

第358図ー14 143 号
円筒

基底部～胴 底径16 ①角閃石粒若干含む 一次縦ハケメ (8 本／ 2 cm) 調整後突帯

PL.47 住居跡 部下位 ②橙 ③良好 貼付

第358図ー15 118 号 基底部～胴 底径11 ①赤褐色粘土粒若干含 一次縦ハケメ (9 本／ 2 cm) 調整後突帯

PL.47 住居跡 円筒 部下位 む ②にぶい黄橙 貼付

③良好

第358図ー16 175 号 基底部 底径10 ①赤褐色粘土粒若干含 一次縦ハケメ (8 本／ 2 cm) 調整後突帯

PL.47 住居跡 円筒 む ②明赤褐色 ③良 貼付

好

第358図ー17 192 号
円筒

ロ縁部 ロ径 (22) ①赤褐色粘土粒若千含 一次縦ハケメ (7 本／ 2 cm) 調整

PL.47 住居跡 む ②橙 ③良好

第358図ー18 178 号
円筒

基底部～胴 底径12 ①赤褐色粘土粒若干含 一次縦ハケメ (11本／ 2 cm) 調整

PL.48 住居跡 部 む ②橙 ③良好

第358図ー19 178 号 基底部～胴 底径11 ①軽石砂粒、赤褐色粘 一次縦ハケメ (9 本／ 2 cm) 調整後突帯

PL 48 住居跡 円筒 部下位 土粒含む ②黄橙 貼付

③良好
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図 No. 出 土
種類 部 位

法 量
①胎土②色調③焼成

技 法
備考

写真図版No. 遺 構 (cm) 成・整形の特徴

第358図ー20 79 号
円筒

胴部 残存高17 ①赤褐色粘土粒若干含 ヘラ状工具による調整

PL.48 住居跡 む ②浅黄橙 ③良好

第358図ー21 7 号
円筒

胴部 残存高14 ①赤褐色粘土粒若干含 ヘラ状工具による調整

PL48 住居跡 む ②橙 ③良好

第358図ー22 44 号
円筒

胴部 残存焉14 ①赤褐色粘土粒若干含 一次横ハケメ (9 本／ 2 cm) 調整後突帯

PL.48 住居跡 む ②黄橙 ③良好 貼付

第359図ー23 82 号
形象

基底部 残存高12 ①角閃石砂粒若千含む 一次縦ヘラケズ') 底部調整

PL.49 土堀 ②にぶい橙 ③良好

第359図ー24 143 号
朝頻

ロ縁部～胴 ロ径33 ①角閃石砂粒若干含む 一次縦ハケメ (10本／ 2 cm) 調整

PL.48 住居跡 部上位 ②にぶい橙 ③良好

第359図ー25 80 号 基底部～胴 底径23 ①赤褐色粘土粒を多く 一次縦ハケメ (10本／ 2 cm) 調整後突帯

PL 48 住居跡 形象 部下位 含む ②にぶい橙 貼付

③良好

第359図ー26 82 号 台部上半 残存高21 ①赤褐色粘土粒若干含 一次縦ハケメ(12本／ 2 cm) 調整後突帯

PL.48 土塘 朝顔 む ②にぶい橙 ③良 貼付

好

第360図ー27 53 号 頭部 残存長 ①細砂を含む ②明橙 筒形の頭部に引手の貼付される板を補 丹彩

PL.49 住居跡 馬 12X 12 ③良好 う。外面はていねいなナデで仕上げ、

内面はコビナデが残る。

第360図ー28 58 号
靱

筒部 残存高15 ①赤褐色粘土粒若干含 一次縦ハケメ(12本／ 2 cm) 調整後突帯

PL.49 住居跡 む ②黄褐色 ③良好 貼付

第360図ー29 80 号 足 残存高 8 ①赤褐色粘土粒若干含 一次縦ハケメ(11本／ 2 cm) 調整後突帯 鞘？

PL.49 住居跡 人物 む ②明赤褐色 ③良 貼付

好

第360図ー30 94 号 台部 底径17 ①角閃石砂粒、軽石砂 一次縦ハケメ (10本／ 2 cm) 調整

住居跡 形象 粒若千含む ②橙

③良好

第361)図ー31
3 号溝 靱

筒、狐部 残存長 ①角閃石砂粒多量に含 一次縦ハケメ (15本／ 2 cm) 調整後粘土 丹彩

PL.49 8 Xl4 む ②橙 ③良好 紐貼付

第360図ー32 7 号
馬

泥障 残存長 ①角閃石砂粒若干含む 一次縦ハケメ (13本／ 2 cm) 調整

PL.49 住居跡 lOX 12 ②橙 ③良好

第3f,()図ー33 90 号
馬

足 残存高 8 ①赤褐色粘土粒を含む 一次縦ハケメ (8 本／ 2 cm) 調整

PL.49 住居跡 ②橙 ③良好

第360図ー34 58 号
靱

翼部 残存高33 ①赤褐色粘土粒を含む 一次縦ハケメ (13本／ 2 cm) 調整

PL.49 住居跡 ②橙 ③良好
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10 遺構外の出土遺物

縄文土器 （第361 図、 PL.45)

本遺跡からは前期関山式～後期堀之内 I 式までの土器群、及び草創期の有舌尖頭器をはじめとする少数の

石器類が出土している。分布は 1 号方形周溝墓の周辺部に限られており、縄文時代の上墟もこの地区に認め

られる。土器は総数100点前後と少ないが、なかでも加曽利E式～堀之内式土器が主体となっている。

1 • 2 は関山式土器である。日縁部が弱く内湾する波状日縁の深鉢で、日縁部に半歓竹管の凹面を 3 条重

ねて施し、以下に同集合沈線を斜格子状に施文している。 2 は同一個体の胴部破片で、胴括れ部に同集合沈
L {R 

線を廻らして文様帯を区画している。地文はR{ Kである。 3 は縄文LRが施された胴部破片で、諸磯a式土
L {L 

器であろう。 4 は加曽利El 式土器の日縁部破片である。縄文RLを地文に、 2 本の隆帯によるクランク文が
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第361図 遺構外出土の縄文土器
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第 v 章 検出された遺構と遺物

施されている。 5 • 6 は同 3 式土器である。 5 は口縁部破片で、隆帯による渦巻文の一部が認められる。 6

は暦消縄文帯を懸垂させた胴部破片である。地文はともに縄文RLである。 7 ~14は同 4 式土器である。 7.

11 • 12 • 13 • 14は沈線で文様が施された土器で、同 3 式に比べてより細かい沈線が使用されている。 7 • 13は無

文帯部分がアーチ状を呈する土器であろう。 11 は上下からの槍先状の区画文が胴部中程で交互に入り組んだ

モチーフの土器である。区画内を充埴する縄文は11かL、他はRLである。 8 • 9 • 10は断面三角形の徴隆帯

で文様が構成された土器である。いずれも日唇下に幅広く無文帯がおかれ、その下を廻る徴隆帯で画されて

いる。 10は微隆帯による区画懸垂文が施された上器である。縄文は8 • 9 • 10 とも RL と思われる。なお 9 の微

隆帯直下に補修孔が一ヶ所認められる。 15は沈線間に列点状の剌突文が施された称名寺 II 式土器である。

16~18は堀之内 I 式土器である。 18は小波状を呈する日縁部破片で、波項部に剌突を伴う円形の貼付文を施

し、その両側には刻み目状の沈線を施している。波項下には「 8 」の字状の貼付文とその下に刻み目を施し

た徴隆帯を垂下させて、「 8 」の字文を中心に陰刻状の太い沈線で同心円状に弧線を施している。地文は16~

18 とも縄文LRである。なお細別時期が判明した縄文土器で、以上の型式以外のものは認められない。

弥生土器 （第362図、 PL.45)

本遺跡では後期の土器破片が約20点程出士している。出土地点は調査区全域に散るが、弥生時代後期の土

墟である 77号土漿の周辺（IV区E-11 グリッド周辺）に集中する傾向がみられる。出土したのは全て小片で全

形の判明するものはない。文様は櫛描波状文と附加条第 1 種を原体とするものがほとんどで、栃木県を中心

に分布する二軒屋式に近似するものか主体をなしている。

遺構外出土弥生土器観察表

図 No. 土器種 出土
法贔

技 法

写真図版No. 器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

残存状態

第362図ー 1 （甕） II 区
ロ縁部片

①長石、石英、黒色鉱 ロ縁折り返しで外面に櫛描波状文を施 樽式と思われる。

PL.45-33 B-20 物含 ②暗褐 ③普通 す。頸部と内面はナデか。 器面が荒れる。

''~9! , l 
] : : 2 \ ] 4 ,<

、、 3 ‘` 9, 
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第362図 遺構外出土の弥生土器
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土器種 出土
法最

技 法
図 No.

器形 位置
ロ径・器高・底径 ①胎土②色調③焼成

成形・整形の特徴
備 考

写真図版N(l 残存状態

第362図ー 2 （喪）
I 区

①小砂を含む ②暗褐 先端に丸味をもつ施文具により櫛描波

PL 45-34 頸部破片 ～赤褐 ③やや軟質 状文と横位の直線文を施す。内面はナ
B-18 

デか。

第362図ー 3 （甕）
IV 区

①長石粒を多く含む 先端に丸味をもつ 6 本前後の櫛歯状施 二軒屋式系か。

PL 45-35 頸部破片 ②黒褐 ②軟質 文具により波状文を施す。波長は大き
F-8 

く波形は比較的緩やか。

第362 図---,- 4 （甕）
III 区

①長石、石英を含む 先端に丸味をもつ且の細かい櫛歯状施

PL45-36 頸部破片 ②暗黄褐 ③やや軟質 文具により波長の小さな細かい波状文
H-17 

を施す。内面は横ヘラミガキ。

第362図ー 5 （甕） ①長石、白色鉱物、石 先端に丸味をもつ櫛歯状施文具により 二軒屋式系。

PL 45-37 
IV 区

英を含む ②暗赤褐 波状文を施す。その下位に原体先端部

頸部破片 ③普通 を押圧しながら縄文を施す。原体は軸
E-10 

縄RLに L を 2 条付加した附加条第 1

種である。

第362図ー 6 （甕） ①小砂を含む ②灰褐 上位に櫛描波状文、中位に縄文原体先 二軒屋式系。

PL45-38 IV 区
頸部破片

③軟質 端による押圧列点文、下位に縄文を施

D-11 す。原体はLR単節か附加条第 1 種と思

われる。

第362図ー 7 （甕） ①白色鉱物、黒色鉱物 上位に先端の丸い櫛歯状施文具による 二軒屋式系。

PL 45-39 IV 区
頸部破片

石英を含む ②明橙 波状文、下位に縄文を施す。原体は軸

10号溝 ③普通 縄RLに L2 条を付加した附加条第 1

種と思われる。内面ナデ。

第362図ー 8 （甕） ①小砂を含む ②暗黄 軸縄RLに L2 条を付加した付加条第 二軒屋式系。

PL.45-40 IV 区
ロ縁部片

褐 ③普通 1 種を原体として縄文を施し、中位に

H-9 原体先端部を押圧した列点文を横位に

廻らす。内面ナデ。

第362図ー 9 （甕）
IV 区

①石英、長石を多〈含 軸縄RL と LR2 種の附加条第 1 種を用 二軒屋式系。

PL.45-41 ロ縁部片 む ②黒褐～黄褐 ③ いて羽状縄文を施し、その中央に原体
E-9 

やや軟質 先端部を押圧した列点文を廻らす。

第362図ー10 （甕） IV 区
胴部破片

①小砂を含む ②黒褐 縄文のみ施す。原体はLを巻いた単縄

PL.45-42 H-8 ③普通 絡条体と思われる。

第362図ー11 （甕）
III 区 頸部破片

①小砂を含む ②黒褐 上位は無文。下位は LR単節の原体を用

PL.45-43 ③普通 いて斜縄文を施す。

第362図ー 12 （甕）
IV 区

①長石、石英等小砂を LR、 RL を軸縄とした 2 条付加の附加 二軒屋式系か。

PL 45-44 胴部破片 含む②外ー黄掲内 条第 1 種を原体とし羽状縄文を施す。
E-10 

ー黒褐 ③普通 軸縄の圧痕はわずかに認められる。

第362図ー13 （甕）
III 区

①長石、石英を多く含 12 と同様に反対撚の附加条第 1 種を用 二軒屋式系か。

PL.45-45 胴部破片 む ②赤褐 ③普通 いて羽状縄文を施す。軸縄圧痕が12 よ
H~l6 

りも明瞭に認められる。

第362図ー14 （甕）
底 (7.4)

①小砂を含む ②暗褐 附加条あるいは単軸絡条体を原体とし

III 区
底部約1/4片

③普通 た縄文を施す。底面に木葉痕が明瞭に

残る。
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石器（第363 • 364図、 P L.50)

本遺跡より出土した石器は総数47点で、その内訳は有舌尖頭器 1 ・打製石斧 5 ・条lj片の周縁に粗い打調の

調整加工を施す打製の石器 4 ・磨石 1. 石棒片 1. 石核 1 ・泉ll 片 33点である。これらの石器は有舌尖頭器を

除いて、 II 区、 1 号方形周溝墓の周辺から出土した。遺構に伴って出上したものはないが、石器の分布は縄

文中期（加曽利E4) の所産である士墟の分布に近接している。以下、図示し得た各々について記述する。

第363図ー 1 有舌尖頭器。 IV区、ソフトローム層より単独で出土。先端部、および、舌部をわずかに欠損

する。側縁は概ね直線的形状を呈すが、右側縁はわずかに丸味をもつ。返し部は比較的浅い。調整加工は丁

寧に施されているが、一部にステップ状の条Il離痕が見られる。チャート製、 4.2g。

第363図ー 2 は撥形の打製石斧。横長の不定形剥片を索材とする。刃部は表→裏面側への調整加工により直

線的形状となっている。側縁の調整加工は右側縁で裏→表面側の順に、左側縁では表面側にのみ施される。

黒色頁岩製、 95.o g

第363図ー 3 • 4 • 8 は分銅形の打製石斧。本形態の打製石斧は扁平な自然石、あるいは、板状に泉lj離する性

質をもつものを使用している。これは機能的な制約による索材の選択であると思われ、小形のものに扁平な

自然石が、大形のものに板状に泉lj離する石材が対応する可能性がある。 3 は器体下半部欠損。黒色頁岩製、

98.1 g。 4 は器体上半部欠損。凝灰岩製、 73.4 g。 8 の刃部には使用による結果と思われる大きな泉lj離痕が

観察され、全体の形状が歪んだものとなっている。「袂り部」は左側縁に比して右側縁で鋭い。頁岩製、 511

g。

第363図ー 6·7·9·10の 4 点は、泉ll片の周縁に粗い調整加工を施すことにより作出された打製の石器で

ある。 6 は側縁に粗い調整加工が施される。欠損品であり、全体の形状は不明である。黒色頁岩製。 32.8 g 

10は加熱により剥離された泉lj片を索材としたと思われ、側縁に粗い調整加工が施される。右側縁部に「袂り」

に類似する部分かあって、打製石斧としての要索も否定できない。刃部は微細な剥離痕よりなる。器体の上

端部欠損。チャート製、 27. 7 g。 7 は巾広の不定形泉ll片を索材としたもので、側縁部に粗い調整加工が施さ

れる。刃部は剥片の縁辺をそのまま利用したものと思われる。黒色頁岩製、 70.6 g。 9 は巾広の不定形条ll片

を素材としたもので、周縁に粗い調整加工を施す。器体の左側縁部は剥片を折断した後に、微細な調整加工

が施されている。安山岩製、 47.l g。

第364図ー11 は黒色頁岩製の不定形石核である。正面の最も新しい剥離面は、泉ll離面の中央部にフィッシャ

ーが集中し、「割れ円錐」が生成されたかのような観を呈する。「割れ円錐」のなす角度は114゜を測る。他の泉l」

離面のあり方から作出された泉ll離面を次々に打面とする（結果として90゜に打面転移を行う）ものと思われ

る。裏面の自然面には打痕が見られる。黒色頁岩製、 262.4g。

第364図ー12は雲母片岩製の石棒片か。泉ll離面の見られる側に著しい磨滅痕があること、形状が整っている

こと等から判断した。 63.8 g。

第364図ー13は扁平な安山岩製の磨石である。側縁の一部にわずかに打痕が見られる。 229.6 g。

以上が出土した石器の概要である。調査は路線内という限定された範囲のうえ、台地の縁辺が河川による

浸蝕を受けているといった制約があり、多くを述べることはできないが、若干をまとめてみたい。

単独で出士した有舌尖頭器から、遺跡内に生活跡の存在を求めることはできない。周辺には神谷、中江田
（註 6)

遺跳B地点をはじめとして、先土器時代終末から縄文時代初頭にかけての遺跳が知られており、石器が単独の
（註 7)

出土とはいえ、地域における遺跡のあり方のひとつとして理解しておきたい。

有舌尖頭器以外はいずれも縄文時代の石器で、包含層からの出土である。ここでは、石器と条ll片の関連を
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第364図 遺構外出土の石器(2)

指摘しておく。出士した石器のうち、剥片類には石器作出に伴う調整剥片の類が全く存在しないこと、泉lj片

の周縁に調整加工を施す石器（第363図 6·7·9·10) の素材となり得る原石を輪切りにしたと思われる泉lj

片が存在することの 2 点を指摘できる。

前者の石器製作に伴う調整泉lj片の欠如は少なくとも遺跡内で石器製作が主体的に行なわれなかったことを

推測させ、遺跡か縄文期に関しては恒常的居住域としてとらえにくいという遺構、遺物のあり方と関連するも

のと思われる。また、後者の石器、および、その索材としての剥片の存在は剥片剥離から石器製作までを一

連にとらえ得る可能性を示すものと思われる。これまで縄文期の石器の多くは、いくつかの定形化した石器を

除いて「糸lj片石器」あるいは「不定形石器」としてとらえられてきたものがほとんどであり、それらについて

は全く言及していない報告例も多い。ここに図示した 4 点の石器は旧米においては「泉lj片石器」・「不定形石

器」としてとらえられてきたものであるか、県下の他遺跡を含めてこの種の石器、および、その索材となる条lj

片は伴出する例が多いこと、少なくとも前期以後の石器群に一般的な存在であること、また、機能的にはス

クレイパーの範疇に属し、定形化した石匙を補完するものとしてとらえられるものと思われる。上述の理由

により 4 点の石器は石器器種としてとらえ得る内容をもつものと思われるか、具体的な分析は名称の問題を

含めて今後の課題としておきたい。

＜註〉

1 群馬県・長野県境の活火山である浅間山から噴出した軽石。噴出時期は天仁元年 (ll08年）説と弘安 4 年(1281年）説がある。

2 井上唯雄「群馬県下の歴史時代の土器」 「群馬県史研究」 8 （昭和53年）で命名される。

3 柿沼幹夫氏「Vー結語 1 、住居跡について」（「上越新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書III下田・諏訪J埼玉県教育委員会昭和54年）によれ

ば、カマド出現以降の住居跡の入口は、東側あるいは南側に限定されるものが多いとされており、その論拠にされたカマドの位置に見

られる傾向が本遺跡でも同様に看取できることから、氏の見解に従い出入口の位置を東側あるいは南側と考えたい。

4 既刊された「群馬県史研究J 8 （昭和53年）所収の「群馬県下の歴史時代の土器」で“三／木遺跡220号住居＂の遺物として扱った須恵

器高台杯、杯、褒、台付甕は注記ミスより 212号住居跡出土である事が判明した。ここに記してお詫びしたい。

5 川西宏幸「円筒埴輪総論」「考古学雑誌J第64巻第 2 • 4 号昭和53 • 54年

6 中束耕志、坂爪久純「神谷遺跡の爪形紋土器と周辺追跡」群馬考古通信第 8 号 1983年

7 県立博物館「群馬の旧石器」「野尻湖発掘展ー氷河時代の狩人を求めてJ 1981年
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第VI章調査の成果と問題点

三ツ木遺跡は早川の右岸地域370mの区間にわたって調育した遺跡である。その追構は調査範囲が細長いこ

ともあって地域毎にかなりその様相を異にしていることか判明した。従って周辺の遺跳との関連性や相違を

確認するためにも多面的な考察か必要となるであろう。そうした意味では、それら周辺の遺蹄と比較、検討

する中でなされないと正確を期することができない事は間違いない。そのため本稿は本遺跡の一応のまとめ

として、遺構、遺物の状況やその変遷、地形的な変化と遺跳等の対応関係などを中心に述べ、あわせて将来

のまとめの方向についてふれておきたい。

1 遺構の時期的な分布と旧地形との関連

三ツ木遺跡の範囲は長さが370m にも及ぶため、遺構の分布や種頷についてみると必ずしも単一でない状況

を看取することができる。特に早川は最近まで暴れ川であったことを裏付けるように旧地形はかなり複雑で

あったと思われる。その変化は大別して三つに分けることができそうである。即ち、一つは洪積台地で、そ

の基盤を形成する関東ローム層が堆積している部分である。その意味ではこの区域は昔から安定した地形を

呈していた部分である。二つめはローム層を基盤としながらも、その上に黒色の粘質土層をのせている部分

である。この区域はローム層が削られて、多少の変化をみせた区域である。三つめは臼色砂質土が黒色沖積

土の上にのる部分である。この下層はローム層がほとんど削られており、基盤層はシルト状の粘質上である。

おそらく、当初の旧地形は水流が削った部分とみられる。

これらの変化をグリッド別に区分し、それぞれの遺構分布の状況を概括すると下表のようになるであろう。

区分は調査グリッドによっており、南東の下流から北上する形でまとめてある。

区分 グリッド区間 旧地形の特徴 遺 構 の 状 況 等

I 区 7 グリッド ローム層を基盤とする区域遺構は、 追構の状況では、まず古墳時代前期に幕域として形成されたが

A 
~II 区 5 グリッド 古墳時代前期から後期、奈良、平安時 主体はより北にのぴていた。その後、古墳時代後期に集浴として

代と分かれるが、中世には墓地がある 発展したが、古墳時代後半に大きな流れで北及ぴ東を削られた。

他は耕地化した。 迫構がそれにより半分残ったものもある。

II 区 6 グリッド ローム層の上層に黒色沖積土がのる ほとんど、古墳時代前期以降、南北方向に小さい湿地帯が入り

B 
~II 区15グリッド 区域である。特に古墳時代前期に一時 こみ、遺構が形成されない。早川の蛇行が直に台地を横切る方向

的に上面が押し流されて削平されたと に流れた可能性がある。

みられる。

II 区15グリッド ローム層土に黒色沖積土がのる区域。 集落は早川の中にのぴていたが地形が削られてしまったため、

C ~III 区7グリッド ローム層上の黒色土はうすく、早川に 古墳時代の住居が一部残っているが、他は奈良～平安時代に土地

よりロームが削られたとみられる。 が安定して集落が拡大した。

III 区 8 グリッド 灰臼色砂質土堆積層のある地域。平 住居跡は平安後期に入りようやく形成されてくる部分であるか

D ~lII区 15グリッド 安期にようやく地形が安定したものと らすくなくとも 9 世紀ごろまでは、早川の流路が一部小さい流れ

みられる。 が入りくんでいた部分とみられる。

III区 16グリッド A区と同様、本遺跡中では最も安定 最も早くから安定した地域で集落は最も発達した。特に奈良～

E 
~IV区22 グリッド したローム層を基盤とする地域である。 平安時代にかけては集落の中心的な階層が居住した地域で掘立柱

IV区15グリッド以北は黒色沖積土地域 群が奈良～平安に及ぴその周辺に竪穴住居が並ぷ。

ヘ゜
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2 集落の変遷と時期的な特質

前項でまとめた区分に従って集落の変遷を追ってみよう。

A区ーまず、方形周溝墓で台地が幕域として開発される。状況的にみてこの 1 某に留まるとも考えられない

事から、おそらく早川方向（左岸寄り）にのびていた墓域か河流により削られたものとみられる。 4 世紀後

半の時期に形成された墓域は現在の早川左岸域にのびている可能性かある。しかし、その規模はあまり大き

くなかったとみられる。

集落が形成されるのは古墳時代後期前半 (5 世紀末）以降であるが、特に 6 世紀に急激に拡大した。その

基盤は扇状地扇端部の湧水域の湿地帯が安定することによるものとみられ、この地域全般の傾向とみること

ができる。そして 7 世紀前半には更に発展して、調査区の中では最も濃い1主居分布を示している。しかし、

奈良時代以降はその中心がE区に移行していく。おそらく河流の変化に起因するものであろう。

B·C区一古墳時代末期から集浴が形成されている。このことより早川が、 6 世紀段階において一部広瀬川

（旧利根川）の水を流したのではないかと推定される。その原因となったのはやはり火山の大噴火によるものである n[

能性が強く、榛名山ニッ岳の噴火によるものが最も大きな原因と考えられる。それは一部、この流域に沿っ

て榛名山給源の角閃石安山岩を利用した古墳の石室が存在することがそれを証明している。しかし、この時

期にはまだ臼色砂質土層の堆積部分は、河流か湿地で人が居住できる状況ではなかったものとみられる。

D区一この部分は平安時代後半の住居しか検出されない。このことからすると、この部分は早川の水が粕川

広瀬川と完全に分離し、流れが安定した時期に当るものとみられる。この時期の住居ではカマドに古墳の埴

輪を持ち込んでいる点が注目される。その供給源は上渕名か小角田古墳群であろう。

E区一律令期に入った時点の中心はE区である。 III区及びIV区で集中して発見された掘立群を中心とした集

落構成は時期的には奈良時代後半期以降とみられるが、堀立 3
竪穴住居の時期別数

時期 住居数 備考

古墳前期 E区 2 軒 A区墓域

古墳後期 A0·C·E区,9 A区中心

奈良時代
A·C·E区

E区中心

56軒 1 。 5

II 区～

平安時代
A·C·E区

IV区
95軒

中心ぃP

不明 35軒

群の内、 III 区・ IV区にまず揺立がつくられる。郷とすれば、「渕

名郷」の一部とみられるが、郷戸主階層の屋敷構えが掘立柱建

物群になった可能性がある。その内、一列に並列する様相をみ

せる IV区の配甜と「コ」の字形の屋敷構えに柵列が付属するも

のは同じ郷戸主階層における力関係にも相違があった事も推察

させて典味ぶかい。特にIII区のものが、平安時代になると廂を

もつものが出現すること、南側の窪地に沿って柵列をめぐらし

て 5 軒ほどを一群とした中心的なものを想定させる。

それに比べIV区のものは、当初倉庫と一般揺立柱建物が 1 棟

ずつあり、後に東側に並列させて一直線上にのばしていく掘立

柱建物の配置は同族の郷戸主層の建物である可能性が考えられ

る。この傾向は周辺の小角田前・西今井遺跳でも同様二形態の

ものが認められるようで、今後検討を要するであろう。
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第 VI 章 調査の成果と問題点

須恵器の胎土分析について

今回の須恵器胎上分析は、三ツ木遺跡出土遺物中に、埼玉県の窯跡から搬入された可能性を持つ須恵器が

あり、その傾向把握に努めたものである。本遺跨210 • 247号住居跨からは、末野窯跡群の製品とよく似た須

恵器が出土しているが、これらの須恵器は群馬県東部の諸遺蹄で多鼠に出士している。また216号住居跡から

は白色針状物質を含む土製紡錘車 (PL. 44) が出土した。南比企窯跨群の製品の搬入が考えられるが、荒砥上
（註 1)

川久保遺跳で臼色針状物質を含む杯の出土例かあり、末野ほど多最ではないか、群馬県東部の遺跡に流布す
（註 2)

るものと思われる。これら、埼玉県内の窯跡の製品と推測した須恵器に、理学的分析による検討を加えるこ

とを H 的とし、下記21点の資料について、群馬県工業試験場 花岡絋ー氏に胎上分析を依頼した。

No. 器形 出 土 遺 跡

201 高台付杯 笠懸村 山際瓦窯跡

202 蓋 " " 
203 杯 吉井町 西武団地内窯跡

204 杯 " " 
205 杯 南比企窯跡群

206 甕 II 

207 蓋 II 

208 甕 " 赤沼 11支群

209 杯 " " 
210 杯 " 比砂田沼窯跡群

211 杯 " II 

212 蓋 藤岡市 たたら沢窯

213 杯 II 金山瓦窯

214 三ツ木遺跡 出土遺構不明

215 杯 " 210住ー 5

216 高台付椀 " 210住ー11

217 高台付椀 ” 210住ー13

218 高台付椀 ” 200住一 l

219 杯 荒砥東原遺跡 6 住ー 1

220 杯 荒砥上川久保遺跡 5 区 5 住一 1

221 杯 ” 6 区 1 井ー 3

o 201 • 202は砂粒の混入の多い、重量感のある須恵器である。「笠懸村史」（原始古

代） 1983 若月省吾 に詳しい。 8 世紀の製品である。

0203 • 204は吉井町教委 茂木由行氏の採集品である。灰色を呈した緻密な胎土の

須恵器で、吉井窯跡群の典型とは言えない。 8 世紀の製品である。

o 205~211 は、表採器である。いずれも白色針状物質をわずかに含んでいる。な

お、南比企窯跡群については、埼玉県立歴史資料館の継続的な研究調査があり「埼

玉県における古代窯業の発達(3)~(6)」に詳しい。 8 世紀代の製品である。

0212·213は藤岡市教委 志村 哲氏の採集品である。大粒の央雑物を含む、ポソ

ボソした祖い胎土の須恵器で、末野窯跡群と類似している。

0214~218は三ツ木遺跡出土須恵器で、すべて本報告で取り扱ったものである。 9

世紀末～ 10世紀前半にかけての製品である。

0219は群馬県埋蔵文化財調査事業団「荒砥東原遺跡」（昭59) で報告した須恵器で

ある。

0220 • 221は同事業団「荒砥上J ll 久保遺跡」（昭57) で報告した須恵器で、白色針状

物質をわずかに含むものであり、 210 • 211の資料と極めて似ている。 8 世紀中葉

から後半にかけての製品である。

＼三。4
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須恵器の胎土分析（螢光X線分析）について 群馬県工業試験場 花岡絋一

試験方法および測定条件

分析用試料は各試料を 10µ以下に粉砕し、 5 ~10 gを径 4 cmの円板に成型し、分析用試料とした。測定条

件は次のとおりである。

螢光X線分析装置；理学電気（悧KG-4 型

X線管球；銀対陰極 50KV, 20mA 

分光結晶； Fe, Sr, Rbには LiF (2 cr=4.028A) Ca, K, Ti, Si, AlにはEDDT (2 cr=8.808A) 

MgにはADP (2 cr=l0.648A) 

検出器； LiFを使用したとき S, C。 EDDT, ADPを使用したとき P, C。

時定数； 1 

計数法； Fe, Ca, K, Ti, Sr, Rbはチャートによった。 Si, Al, Mgは定時計数法によった。 チャー

トは 4°/min とした。

波光分析器；積分方式

測定器： FeKa, CaKa, KKa 

TiKa, SiKa, AIKa 

MgKa, Srka, RbKa 

の各 1 次線を使用。

X線照射面積； 20mm cf,

標準試料； No.203, No.205, No.210, No.215 

を化学分析し、標準値とし

た。

胎土分析表

成分 Si02 

試料 (%) 

201 64.6 

202 62.7 

203 75.2 

204 69.6 

205 69.3 

206 70.6 

207 72.1 

208 70.3 

209 71.8 

210 71.8 

211 68.9 

212 65. 7 

213 64.1 

214 64.0 

215 59.5 

216 60.3 

217 62.1 

218 62.1 

219 60.6 

220 69.2 

221 70.2 

Al203 Fe203 Ti02 

(%) (%) (%) 

22.5 7 45 0.96 

24.4 7. 73 0.93 

16.2 2 75 0.99 

20.6 4.26 0.96 

20 6 5.36 1.14 

17 8 7 06 1.08 

19. 7 4.83 1.18 

20 9 4 14 1 15 

16 0 5 05 0.94 

18 5 4 65 0 96 

22 8 4 26 1 04 

22 7 6 85 1 28 

18.3 11.35 1. 31 

20 8 8 76 1 25 

22 8 9 53 1 29 

26 2 7 52 1 14 

24.4 7 60 1.12 

23 2 7.82 1 12 

25 2 9.54 1.23 

20 1 5 32 0 92 

19 5 5 60 1 03 

CaO MgO K20 

言

` 
(%) (%) (%) 

1 02 1.01 1 48 0 79 2 31 

0.97 0.62 1.34 0.83 3.17 

0 29 1.28 2 25 0 14 0 51 

0 52 0. 77 1 64 0 36 1.00 

0.89 0.60 0 71 1.47 3.00 

0 82 0.61 0 82 1 16 3 45 

0.73 0.57 0. 77 1.11 2.55 

0.38 0.54 0 82 0 52 2 95 

0.55 0. 71 1 17 0 54 1 67 

0.51 0.90 1 20 0 50 1 64 

0.67 0. 70 1.33 0 58 1.62 

0.87 0.68 0.94 1 07 2 15 

0.85 0.68 1.13 0.88 1.92 

1.08 0 92 1.04 1. 21 1.52 

0.94 0.67 1.52 0. 71 0.85 

0. 77 1.06 1. 75 0.51 1.30 

0.55 0.85 1.68 0.37 1.14 

0.81 0 89 1.59 0.59 1.26 

0.53 0 82 1. 79 0.34 0.69 

0.45 0 70 1.34 0.38 1.40 

0.58 0 69 1.37 0.48 1.58 

以上の結果を表に示したものが第366図である。秋間と太田金山の資料は『塚廻り古墳群』より転用した。
（註 3)

これより、末野製と推定した三ッ木遺跡出土須恵器は、量産され、広く分布する土器であるにもかかわら

ず、その分析値は群馬県内の主要な窯跡の傾向とは合致せす、末野製とする考えを一歩前進させる数値を示

した。今後、末野窯跡群の資料を分析し、確認作業を実施したい。

荒砥上川久保遺跡出土須恵器は、南比企窯跡群の集中分布域にドットされ、肉眼観察の類似性に裏付けが

された。しかし、このドットの位置は、太田金山窯跡群の分布範囲と重複し、胎土分析によるデータから直

接産地を同定することの限界が改めて明らかになった。肉眼観察の最大の視点である白色針状物質の央雑に

ついても、群馬県内の窯跡についての検討がなされておらす、推測の前提さえ築かれていない段階ではある

が、今回の分析結果を、南比企窯跡群製須恵器の県内搬入を想定する資料の増加と捉えたい。
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□ 三ッ木遺跡出土資料

• 荒砥地区遺跡査料

第366図 群馬県内の主要な窯跡資料

8 世紀代の群馬県東部窯業地帯は、活発な瓦生産

の影響もあり、須恵器生産が盛んである。このよう

な地域への南比企からの須恵器搬入について、疑問

点か多い。
b 月夜野窯址群

しかし 9 世紀末から 10世紀にかけて、この地域の

須恵器生産は低調であり、県内の主要窯業地帯は、

吉井•藤岡の群馬県西部へ移っている。末野地区の

須恵器が、国を超えて群馬県東部の諸遺跡へ搬入さ

れたとしても、秋間や吉井•藤岡の窯跡群との距離を

比較すれば、不自然さは感じられない。また、同様
みかは'

の視点から、程山周辺に代表される栃木県西部の窯

跡群についても、充分な注意を払う必要があろう。

b 

秋間窯懇群上川久油呆遺跡 b‘太田金山窯址群
ヽ

O 二：，

b 末野窯址群

b 南比企窯址群

第367図窯跡位置図

＜註〉

l 宇津川徹 上條朝宏「土器胎土中の動物珪酸体について」「考古学ジャーナル」 181 • 184 (1 980) に詳しい。

2 「荒砥上川久保遺跡J （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団（昭和57年）

3 「塚廻り古墳群」群馬県教育委員会 (1980)
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第 VII章結

第VII章結

三ツ木遺跡は、古墳時代から平安時代を中心とする集落が中心で、旧地形と遺構分布の関連など興味ある

問題や又土器や遺構からその変遷や特質について貰重な成果を提供した。特に律令期への過渡期、律令期の集

落構成、掘立柱建物の配置とその性格などについて考えさせる内容をもっている。

しかし、これらは、この遺跡単独で考察すると、誤りを犯すおそれがあるので、周辺の遺跡の内容の解明

を待って結論付けたいと考え、本報文ではあえて触れなかったことを断っておきたい。

それにしても 250軒にも及ぶ住居跡とその出土遺物、 14-t東もの堀立柱建物とその配置など、その実態をまとめ

てみると、今更ながらその偉容に圧倒される。内容的にみるとE区と呼称した部分の様相は北に接する西今井

遺跡との関連を物語っており、むしろそれと同時に検討されるべきものと考えている。

こうした、平安時代後期の集藩の様相が、かなり広範にわたってこの周辺の遺跡で調査されていることは

南に接する中世荘園との関連を考える上で貴重な西今井館跡との関係も推察される。更にその後、新田荘に

組み込まれる郷の中に三ツ木も含まれていることからすると、この遺跡も当然「新田荘」の一部に入ったこ

とは明らかである。その前段階の集落構成やその文化内容の実態は注目されるべきであろう。

本報文を草するに当り、改めて本調査に便宣を図られた建設省高崎工事事務所関係者各位、群馬県河川課

伊勢崎土木事務所等関係機関の各位に対し衷心より感謝申し上げ、また、直接、調査に際し協力いただいた

佐波郡境町教育委員会及び作業に当たられた各位の労を多として筆をおく。
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